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連携研究センター「フラテ」は、長期的展望に基づいて堅
実な知を追求する基盤的研究と、目標と期間を設定して先端
的・革新的な研究開発を目指す戦略的研究の融合を図るこ
とを目的として、平成18年4月1日に設置されました。セン
ターの各分野は、医学研究院の専任教員からなる基盤教室
と戦略的研究を行う時限付の連携教室から構成され、基盤
教室と連携教室が協力して学際的・学融合的研究を行って
います。
本センターは、「分子・細胞イメージング部門」、「再生医
学・組織工学部門」、「脳科学部門」、「人獣共通感染症診断・
治療部門」の4部門で発足しましたが、その後、「医学物理学
部門」、「光バイオイメージング部門」、「レギュラトリーサイエ
ンス部門」、「陽子線治療研究部門」が増設され、8部門となり
ました。その後、平成27年度をもって、所定の目的を達成した
「医学物理学部門」、「人獣共通感染症診断・治療部門」が廃
止され、平成28年度をもって「脳科学分部門」「レギュラト
リーサイエンス部門」が廃止されました。平成29年度に医学
研究科が医学研究院へ改組されたことに伴い、「部門」が「分
野」となり、新たに「人対象医学研究推進分野」が新設され、
現在5分野で活動しています。
センターでは、「AMED（日本医療研究開発機構）研究事
業」及び｢量子医理工学グローバルステーション（GI-CoRE）｣
の大型研究プロジェクトに対して研究支援を行っているほ
か、多分野にわたる研究チームが協力して学際的研究を推
進することにより、医学・生命科学と理工学の融合領域にお
いて世界をリードする多くの成果が得られています。
連携研究センター「フラテ」が、世界最高水準の先端的融
合研究拠点として、さらなる発展を遂げるよう努力してまいる
所存ですので、関係各位には今後とも本センターの活動にご
理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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分子・細胞イメージング分野
分野長　吉岡　充弘

再生医学・組織工学分野
分野長　岩崎　倫政

光バイオイメージング分野
分野長　佐邊　壽孝

陽子線治療研究分野
分野長　白𡈽　博樹

人対象医学研究推進分野
分野長　玉腰　暁子

〔基盤教室〕
核医学教室
 教　　授／白𡈽　博樹（兼）　
 准 教 授／志賀　哲
 助　　教／平田　健司

〔連携教室〕
機能画像科学教室
 教　　授／吉岡　充弘（兼）
 特任助教／真鍋　治
 特任助教／鈴木　江リ子
 特任助教／小林　健太郎

〔基盤教室〕
整形外科学教室
 教　　授／岩崎　倫政
 講　　師／小野寺　智洋
 助　　教／テルカウィ アラー
 特任助教／角家　健

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室
 教　　授／田中　伸哉
 准 教 授／津田　真寿美
 講　　師／谷野　美智枝

〔連携教室〕
高分子材料科学・
再生医学教室
 

〔基盤教室〕
分子生物学教室
 教　　授／佐邊　壽孝
 講　　師／小野寺　康仁
 講　　師／及川　司
 助　　教／橋本　あり
 学術研究員／橋本　茂

〔基盤教室〕
放射線医学教室
 教　　授／白𡈽　博樹（兼）

分野付
 助　　教／榎木　亮介

〔基盤教室〕
放射線治療医学教室
 教　　授／清水　伸一
 特任助教／西岡　健太郎

〔連携教室〕
陽子線治療医学教室
 講　　師／南　璡旼
 　　　　　（GI-CoRE）

〔協力組織〕
工学研究院量子理工学部門
応用量子ビーム工学分野
 教　　授／梅垣　菊男
 准 教 授／松浦　妙子

〔協力組織〕
病院陽子線治療センター
 助　　教／高尾　聖心

〔協力組織〕
病院分子追跡放射線
医療寄附研究部門
 特任准教授／小橋　啓司

〔連携教室〕
分子・細胞動態計測教室
 特任助教／Kenneth Sutherland

〔基盤教室〕
公衆衛生学教室
 教　　授／玉腰　暁子
 准 教 授／中村　幸志
 助　　教／鵜川　重和

〔基盤教室〕
医学統計学教室
 准 教 授／伊藤　陽一

〔協力組織〕
病院臨床研究開発センター
 教　　授／佐藤　典宏
 教　　授／荒戸　照世

平成29年度連携研究センター　構成員
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平成２９年度連携研究センター　組織 平成29年度連携研究センター　分野概要

  ● 分子・細胞イメージング分野

分子・細胞イメージング分野は、放射性薬剤を用いて生体イメージ

ング法を開発研究する分野である。分子・細胞レベルでの遺伝子発

現、蛋白発現での経時的発現、神経伝達・受容体機能などを時間、空

間的に映像化し、その応用を目指す最先端の研究分野であり、核医

学教室と機能画像科学教室で構成されている。この分野では、細胞

機能情報を解析する基礎分野から、小動物のインビボでの経時的観

察、さらには臨床への応用を含むトランスレーショナル研究で成果を

挙げると共に、臨床での疑問点を基礎研究にフィードバックされる研

究分野も盛んに実施している。ここでは映像技術を駆使する工学専

門家、生命科学や分子生物学などの基礎医学研究者、さらには分子・

細胞イメージングを臨床と応用するさまざまな臨床研究者の専門家

が加わり、融合研究を推進すると共に実用化に向けた研究を目指し

ている。

  ● 再生医学・組織工学分野

平成29年度は再生医学・組織工学分野は、整形外科学教室、腫瘍

病理学教室を基盤教室、高分子材料科学・再生医学教室を連携教室

とし、ソフトマター研究を基盤とした合理的な関節機能再生・再建医

療を実現するための新しい総合治療戦略の実現に向けた組織構成

となっている。この分野の研究の重要性は本学や文部科学省から認

められ、本学創成研究機構特定研究部門プロジェクト「疑似生体組織

ゲルの創製と軟骨医療への応用」（平成23年度～）、運営費交付金特

別経費プロジェクト「ソフト＆ウェットマテリアルが拓くライフイノ

ベーション―高分子材料科学と再生医学の融合拠点形成―」（平成

25年度～）の支援を受け、これまで通り、北大先端生命研究院、北大

創成研究機構および産業技術総合研究所とも密に連携して学際的

な研究を行っている。平成28年度からは、北大GI-CoREに『ソフトマ

ターグローバルステーション（GSS）』が発足し、当部門の教員を含む

海外・学内の先端的研究者による世界水準の研究拠点が形成され

た。北海道大学が世界をリードする高分子材料科学領域と再生・再

建医学領域を融合する拠点として、生体軟組織の機能を有するソフ

ト＆ウェットマテリアルの創出、これを駆使した生命現象の本質の学

理的な解明、および先端治療医学への展開のための革新的治療医

学研究を推進している。

  ● 陽子線治療研究分野

陽子線治療研究分野では、GI-CoREの量子医理工学グローバルス

テーションの枠組みを活用し、スタンフォード大学の放射線腫瘍学講

座（Department of Radiation Oncology）のグループの研究ユニット

を誘致し、最先端研究開発支援プログラム（FIRST）の成果である病

院陽子線治療センターを活かした国際的な研究と教育を推進する。

実際には、がん治療における放射線増感剤、低酸素細胞などの研

究、血中の微量DNA測定でがんの再発を早期に発見させる研究、定

位放射線治療や動体追跡陽子線治療の臨床研究、医学物理研究、放

射線生物学研究などを進める。また、北海道大学教員として着任した

スタンフォード大学の若手研究者達が医学研究院に常駐し、陽子線

治療センターを舞台として我々と共同研究を進める。さらに医学研究

院陽子線治療医学教室実験室にて放射線生物学の研究を進める。

  ● 人対象医学研究推進分野

人対象医学研究推進分野では、健康の保持増進、患者の疾病から

の回復及び生活の質の向上に貢献するための人を対象とした医学

系研究を推進することを目的とする。具体的には、疫学研究の実績を

有する公衆衛生学教室及び人を対象とした研究に必須である医学

統計学教室を基盤教室とし、臨床研究支援に関する研究やレギュラ

トリーサイエンス研究を行う病院臨床研究開発センターを協力組織

とし、観察研究と介入研究の両面を推進することにより、健康に関す

る様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影響を与える要因を

把握するとともに、大学発のシーズの実用化に繋げるための臨床研

究を推進し、新しい医療の発展に貢献することを目的としている。

  ● 光バイオイメージング分野

光バイオイメージング分野は、光イメージング技術を駆使する事に

より、従来明確な理解が困難であった癌細胞の悪性化や治療抵抗性

に関わる根本的分子機序を解明する事に主眼をおいている。加え

て、以前からの課題である、光イメージング技術によるマウス個体の

癌細胞の増殖や転移、臓器や組織における特定遺伝子の発現状況

のリアルタイム検出に関する研究も行なっている。
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〔基盤教室〕
核医学教室

分子・細胞イメージング分野

〔連携教室〕
高分子材料科学・
再生医学教室

〔基盤教室〕
整形外科学教室

〔基盤教室〕
腫瘍病理学教室

再生医学・組織工学分野
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トリーサイエンス研究を行う病院臨床研究開発センターを協力組織

とし、観察研究と介入研究の両面を推進することにより、健康に関す

る様々な事象の頻度及び分布並びにそれらに影響を与える要因を

把握するとともに、大学発のシーズの実用化に繋げるための臨床研

究を推進し、新しい医療の発展に貢献することを目的としている。
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より、従来明確な理解が困難であった癌細胞の悪性化や治療抵抗性

に関わる根本的分子機序を解明する事に主眼をおいている。加え

て、以前からの課題である、光イメージング技術によるマウス個体の

癌細胞の増殖や転移、臓器や組織における特定遺伝子の発現状況
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平成２９年度教室別研究概要
分子・細胞イメージング分野
基盤教室　核医学教室
連携教室　機能画像科学教室

核医学教室では、医理工学院「医用画像解析学分野」・「応用分子

画像科学分野」、連携分野である「機能画像科学教室」、他の臨床系

教室である「脳神経外科学教室」・「腫瘍内科学教室」、歯学院の「口

腔診断内科学教室」や企業と協調して、PET（ポジトロン断層撮影法）

の臨床的有用性、First-in-manから先進医療・治験まで含めた新規イ

メージング製剤・内照射治療の開発、撮像機器などの開発を行って

いる。

昨年度施行した主なものとしては、①メチオニンPETの先進医療B

（炭素11標識メチオニンPET診断による放射線治療後の再発の検

出）の実施、②メチオニンPETの先進医療B（臨床症状・経過及び 

MRI 検査から初発の神経膠腫を疑われ生検又は摘出術を要する症

例における炭素 11 標識メチオニン PET 診断）の実施、③I-131 

MIBG治療の先進医療Bの実施、④日本メジフィジックス社と共同開

発した新規低酸素イメージング剤F-18 DiFAのFirst-in-man試験の

実施、⑤低酸素イメージングFMISOの臨床的有用性に関する探索研

究、⑥Phillip社と共同して3D-PET/CT装置でのO-15 Gas PET検査

方法の開発等を行った。

特にF-18 DiFAは倫理委員会承認後半年でFirst-in-man試験が終

了し安全性が確認された。今後は担癌患者を対象とした探索的試験

を行い、有用性・有効性につき評価する予定である。

今後も関連分野・企業と連携し、出口を見据えた分子イメージン

グ・内照射の開発を進めていく。

機能画像科学教室では、脳腫瘍診断における「炭素11標識メチオ

ニン（C-11 MET）PET」の有用性に関して、二つの臨床試験を進めて

いる。一つは「放射線治療後の再発の検出」、もう一つが「神経膠腫を

疑われた患者における有用性」であり、ともに先進医療Bの承認のも

と北海道大学病院を研究代表施設とし、大阪大学附属病院と連携し

た他施設共同前向き研究である。また、今後福島県立医大の参加も

予定されており、3大学の共同研究となることが予定されている。前

者の「放射線治療後の再発の検出」は、悪性神経膠腫や転移性脳腫

瘍の標準的治療方法である放射線治療後に生じる可能性のある放

射線壊死を真の再発と鑑別する試験である。MRIなどの旧来の画像

では鑑別が難しいことが多い放射線壊死と再発であるが、再発病変

はC-11 METの取り込みが放射線壊死より亢進することを利用して

鑑別を行う。治療方針がまったく異なる両者の鑑別が可能になれば

臨床的な有用性は極めて高い。2015年2月から試験が開始となり、

現在約40例（登録予定症例99例）の登録が終了している。また、後者

の「神経膠腫における有用性」に関しては2016年5月から開始となっ

た試験である。腫瘍摘出量が予後と強い相関関係をもつ神経膠腫で

は、MRIでの増強病変以上に広がった腫瘍浸潤範囲の描出が見込ま

れているC-11 METは極めて実用的な検査法である。本試験は46例

の登録を予定しているが、2016年5月より登録を開始し、すでに30

例の試験参加があり極めて順調に症例集積が進んでいる。

C-11 MET PETは本邦を含め世界各国ではいまだ未承認の薬剤で

あり、本試験が世界に先駆けてC-11 METの薬事承認を目指してい

るという点から大変注目されており、成功に向けて試験を進捗させて

いく次第である。

再生医学・組織工学分野
基盤教室　整形外科学教室
基盤教室　腫瘍病理学教室
連携教室　高分子材料科学・再生医学教室

再生医学・組織工学分野は、整形外科学教室、腫瘍病理学教室を

基盤教室、高分子材料科学・再生医学教室を連携教室とし、合理的

な関節機能再生・再建医療を実現するための新しい総合治療戦略の

実現に向けた研究を行ってる。当分野では、１）生体軟組織が有する

優れた生化学機能と力学機能を併せ持つ新しいソフト＆ウェットマ

テリアル(高分子ゲル)の創出、２）これを擬似生体軟組織として駆使

した諸々の生命現象の本質の学理的解明、および３）それらの成果

を速やかに先端治療医学へ展開を図ることによる革新的な組織再

生治療法や代替組織の開発を行っており、世界をリードする成果を

着実に上げつつある。

北大先端生命研究院、北大創成研究機構および産業技術総合研

究所と連携して学際的な研究を進め、これまでに種々の多機能ゲル

を開発し、特にダブルネットワークゲル（DNゲル）には軟骨表面置換

材料だけでなく、生体内軟骨再生誘導能があることを報告してきた。

現在のDNゲルを改良する先端技術および次世代多機能性ゲルの開

発を並行して行っており、その手法の一つである分子ステント法を用

いてプロテオグリカン、コンドロイチン硫酸、ヒアルロン酸などの生体

高分子を複合化したDNゲルを開発し、これらの新規DNゲルにはin 

vitroで高い軟骨再生誘導能があることを確認している。さらにDNゲ

ルの基本特性を変えることなく、ハイドロキシアパタイトナノ粒子を

DNゲル表層にのみ複合化した「骨伝導能」と「軟骨再生能」の両者を

併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。これまでゲルの高

い含水率のため、生体内で骨組織に固定・維持することが困難であ

り、ゲル材料の実用化において大きな課題となっていたが、関節内埋

植実験の詳細な観察（組織、TEM）により、ゲルの内部にまで骨組織

形成が進展し、ゲルと骨組織が完全に融合した構造を形成すること

を明らかとした。これらの成果はInternational Union of Materials 

Research Societ ies -  Internat ional  Conference in Asia

(IUMRS-ICA)、Orthopaedic Research Societyそれぞれの学会より受

賞を受けるなど国際的に高く評価されている。DNゲルの優れた力学

物性・軟骨再生能に加え、生体内での骨との強固な接着の実現はこ

の新しい生体材料の医学への応用に大きな期待ができ、これらの成

果を速やかに先端治療医学へ展開を図ることによる革新的な組織

再生治療法や代替組織の開発等を行っている。

整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植

軟骨再生医療の治験が行われ、本格的な臨床応用のステージに突

入した。現在は、本マテリアルを用いた椎間板および半月板再生の研

究も行っており、これらの臨床応用も視野に入った状態になってき

た。

腫瘍病理学教室では、高機能ハイドロゲルを基盤としたがん幹細

胞標的・次世代型癌個別化医療の開発に向けて研究を推進してい

る。がん幹細胞は、がん幹細胞ニッシェと呼ばれる特殊な生体内環境

に生存し、放射線療法や化学療法に対して治療抵抗性を示し再発の

原因となることが問題視されている。従って、がん幹細胞に有効な治

療法を適用することが治療戦略上重要となるが、がん組織内のがん

幹細胞の比率は極めて低く、且つ多様性が認められることから患者

個々のがん幹細胞の解析は困難であった。当研究室では先行研究に

より、ダブルネットワークゲル（DNゲル）上でがん細胞を培養すると、

短時間・効率的・低コストにがん幹細胞が誘導されることを発見、特

許出願した（特許出願番号：2017-028833。出願日：平成29年2月

20日）。負電荷を有するPAMPS分子と高い弾性を与えるPDMAAm

分子から構成されるDNゲル上にヒトがん細胞を播種すると一日以内

に幹細胞様sphere（球塊）を形成し、幹細胞マーカーSox2、Oct3/4、

Nanogの発現が亢進、免疫不全マウス脳内において腫瘍形成能を獲

得する。

これらの研究成果を基盤とし、当該年度は、がん幹細胞誘導性に

おいてDNゲル以外の高分子ハイドロゲルの有用性とがん幹細胞化

の持続性について検討を行った。電荷と弾性率の異なる7種類の高

分子ハイドロゲル上で8種類のヒト癌細胞を培養すると、PCDME及

びPNaSSゲル上において効率的にがん幹細胞が誘導されることが明

らかとなった。ノンコートdish上でsphereを形成させただけではがん

幹細胞マーカーは誘導されないことから、細胞膜表面のメカノセン

サー分子（複合体）が高分子ハイドロゲルからの物理的刺激（メカノ

ストレス）を受容し、細胞内に幹細胞化シグナルを発生、細胞をリプ

ログラミング（幹細胞化）させていると示唆される。また、DN、PCDME

及びPNaSSゲル上で2週間培養したがん細胞は、その後通常培養皿

に戻してもがん幹細胞マーカーの発現が持続することから、ハイドロ

ゲルからのメカノストレスがエピジェネティックな変化を介してメモ

リー化（記憶化）されていると考えられる。このように、高機能ハイドロ

ゲルの弾性率と荷電密度を変化させることでがん幹細胞ニッシェの

環境条件を模倣し、がん幹細胞のみを効率的に生存・濃縮させ得る

可能性を示唆する。

これらの技術と成果を基盤として、今後は高分子ハイドロゲルを用

いてがん幹細胞を標的とした分子標的薬剤をハイスループットでス

クリーニングし、標準治療後に出現するがん幹細胞への未来の治療

を見越した全く新しいコンセプトの「がん幹細胞診断キット」を創出

予定である。将来的に、様々な腫瘍において「高機能ハイドロゲルを

基盤とするがん幹細胞標的次世代型癌個別化医療」の開発を目指

す。
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平成２９年度教室別研究概要
分子・細胞イメージング分野
基盤教室　核医学教室
連携教室　機能画像科学教室

核医学教室では、医理工学院「医用画像解析学分野」・「応用分子

画像科学分野」、連携分野である「機能画像科学教室」、他の臨床系

教室である「脳神経外科学教室」・「腫瘍内科学教室」、歯学院の「口

腔診断内科学教室」や企業と協調して、PET（ポジトロン断層撮影法）

の臨床的有用性、First-in-manから先進医療・治験まで含めた新規イ

メージング製剤・内照射治療の開発、撮像機器などの開発を行って

いる。

昨年度施行した主なものとしては、①メチオニンPETの先進医療B

（炭素11標識メチオニンPET診断による放射線治療後の再発の検

出）の実施、②メチオニンPETの先進医療B（臨床症状・経過及び 

MRI 検査から初発の神経膠腫を疑われ生検又は摘出術を要する症

例における炭素 11 標識メチオニン PET 診断）の実施、③I-131 

MIBG治療の先進医療Bの実施、④日本メジフィジックス社と共同開

発した新規低酸素イメージング剤F-18 DiFAのFirst-in-man試験の

実施、⑤低酸素イメージングFMISOの臨床的有用性に関する探索研

究、⑥Phillip社と共同して3D-PET/CT装置でのO-15 Gas PET検査

方法の開発等を行った。

特にF-18 DiFAは倫理委員会承認後半年でFirst-in-man試験が終

了し安全性が確認された。今後は担癌患者を対象とした探索的試験

を行い、有用性・有効性につき評価する予定である。

今後も関連分野・企業と連携し、出口を見据えた分子イメージン

グ・内照射の開発を進めていく。

機能画像科学教室では、脳腫瘍診断における「炭素11標識メチオ

ニン（C-11 MET）PET」の有用性に関して、二つの臨床試験を進めて

いる。一つは「放射線治療後の再発の検出」、もう一つが「神経膠腫を

疑われた患者における有用性」であり、ともに先進医療Bの承認のも

と北海道大学病院を研究代表施設とし、大阪大学附属病院と連携し

た他施設共同前向き研究である。また、今後福島県立医大の参加も

予定されており、3大学の共同研究となることが予定されている。前

者の「放射線治療後の再発の検出」は、悪性神経膠腫や転移性脳腫

瘍の標準的治療方法である放射線治療後に生じる可能性のある放

射線壊死を真の再発と鑑別する試験である。MRIなどの旧来の画像

では鑑別が難しいことが多い放射線壊死と再発であるが、再発病変

はC-11 METの取り込みが放射線壊死より亢進することを利用して

鑑別を行う。治療方針がまったく異なる両者の鑑別が可能になれば

臨床的な有用性は極めて高い。2015年2月から試験が開始となり、

現在約40例（登録予定症例99例）の登録が終了している。また、後者

の「神経膠腫における有用性」に関しては2016年5月から開始となっ

た試験である。腫瘍摘出量が予後と強い相関関係をもつ神経膠腫で

は、MRIでの増強病変以上に広がった腫瘍浸潤範囲の描出が見込ま

れているC-11 METは極めて実用的な検査法である。本試験は46例

の登録を予定しているが、2016年5月より登録を開始し、すでに30

例の試験参加があり極めて順調に症例集積が進んでいる。

C-11 MET PETは本邦を含め世界各国ではいまだ未承認の薬剤で

あり、本試験が世界に先駆けてC-11 METの薬事承認を目指してい

るという点から大変注目されており、成功に向けて試験を進捗させて

いく次第である。

再生医学・組織工学分野
基盤教室　整形外科学教室
基盤教室　腫瘍病理学教室
連携教室　高分子材料科学・再生医学教室

再生医学・組織工学分野は、整形外科学教室、腫瘍病理学教室を

基盤教室、高分子材料科学・再生医学教室を連携教室とし、合理的

な関節機能再生・再建医療を実現するための新しい総合治療戦略の

実現に向けた研究を行ってる。当分野では、１）生体軟組織が有する

優れた生化学機能と力学機能を併せ持つ新しいソフト＆ウェットマ

テリアル(高分子ゲル)の創出、２）これを擬似生体軟組織として駆使

した諸々の生命現象の本質の学理的解明、および３）それらの成果

を速やかに先端治療医学へ展開を図ることによる革新的な組織再

生治療法や代替組織の開発を行っており、世界をリードする成果を

着実に上げつつある。

北大先端生命研究院、北大創成研究機構および産業技術総合研

究所と連携して学際的な研究を進め、これまでに種々の多機能ゲル

を開発し、特にダブルネットワークゲル（DNゲル）には軟骨表面置換

材料だけでなく、生体内軟骨再生誘導能があることを報告してきた。

現在のDNゲルを改良する先端技術および次世代多機能性ゲルの開

発を並行して行っており、その手法の一つである分子ステント法を用

いてプロテオグリカン、コンドロイチン硫酸、ヒアルロン酸などの生体

高分子を複合化したDNゲルを開発し、これらの新規DNゲルにはin 

vitroで高い軟骨再生誘導能があることを確認している。さらにDNゲ

ルの基本特性を変えることなく、ハイドロキシアパタイトナノ粒子を

DNゲル表層にのみ複合化した「骨伝導能」と「軟骨再生能」の両者を

併せ持つ多機能HAp-DNゲルの開発に成功した。これまでゲルの高

い含水率のため、生体内で骨組織に固定・維持することが困難であ

り、ゲル材料の実用化において大きな課題となっていたが、関節内埋

植実験の詳細な観察（組織、TEM）により、ゲルの内部にまで骨組織

形成が進展し、ゲルと骨組織が完全に融合した構造を形成すること

を明らかとした。これらの成果はInternational Union of Materials 

Research Societ ies -  Internat ional  Conference in Asia

(IUMRS-ICA)、Orthopaedic Research Societyそれぞれの学会より受

賞を受けるなど国際的に高く評価されている。DNゲルの優れた力学

物性・軟骨再生能に加え、生体内での骨との強固な接着の実現はこ

の新しい生体材料の医学への応用に大きな期待ができ、これらの成

果を速やかに先端治療医学へ展開を図ることによる革新的な組織

再生治療法や代替組織の開発等を行っている。

整形外科学教室では高純度アルギン酸ゲルを用いた無細胞移植

軟骨再生医療の治験が行われ、本格的な臨床応用のステージに突

入した。現在は、本マテリアルを用いた椎間板および半月板再生の研

究も行っており、これらの臨床応用も視野に入った状態になってき

た。

腫瘍病理学教室では、高機能ハイドロゲルを基盤としたがん幹細

胞標的・次世代型癌個別化医療の開発に向けて研究を推進してい

る。がん幹細胞は、がん幹細胞ニッシェと呼ばれる特殊な生体内環境

に生存し、放射線療法や化学療法に対して治療抵抗性を示し再発の

原因となることが問題視されている。従って、がん幹細胞に有効な治

療法を適用することが治療戦略上重要となるが、がん組織内のがん

幹細胞の比率は極めて低く、且つ多様性が認められることから患者

個々のがん幹細胞の解析は困難であった。当研究室では先行研究に

より、ダブルネットワークゲル（DNゲル）上でがん細胞を培養すると、

短時間・効率的・低コストにがん幹細胞が誘導されることを発見、特

許出願した（特許出願番号：2017-028833。出願日：平成29年2月

20日）。負電荷を有するPAMPS分子と高い弾性を与えるPDMAAm

分子から構成されるDNゲル上にヒトがん細胞を播種すると一日以内

に幹細胞様sphere（球塊）を形成し、幹細胞マーカーSox2、Oct3/4、

Nanogの発現が亢進、免疫不全マウス脳内において腫瘍形成能を獲

得する。

これらの研究成果を基盤とし、当該年度は、がん幹細胞誘導性に

おいてDNゲル以外の高分子ハイドロゲルの有用性とがん幹細胞化

の持続性について検討を行った。電荷と弾性率の異なる7種類の高

分子ハイドロゲル上で8種類のヒト癌細胞を培養すると、PCDME及

びPNaSSゲル上において効率的にがん幹細胞が誘導されることが明

らかとなった。ノンコートdish上でsphereを形成させただけではがん

幹細胞マーカーは誘導されないことから、細胞膜表面のメカノセン

サー分子（複合体）が高分子ハイドロゲルからの物理的刺激（メカノ

ストレス）を受容し、細胞内に幹細胞化シグナルを発生、細胞をリプ

ログラミング（幹細胞化）させていると示唆される。また、DN、PCDME

及びPNaSSゲル上で2週間培養したがん細胞は、その後通常培養皿

に戻してもがん幹細胞マーカーの発現が持続することから、ハイドロ

ゲルからのメカノストレスがエピジェネティックな変化を介してメモ

リー化（記憶化）されていると考えられる。このように、高機能ハイドロ

ゲルの弾性率と荷電密度を変化させることでがん幹細胞ニッシェの

環境条件を模倣し、がん幹細胞のみを効率的に生存・濃縮させ得る

可能性を示唆する。

これらの技術と成果を基盤として、今後は高分子ハイドロゲルを用

いてがん幹細胞を標的とした分子標的薬剤をハイスループットでス

クリーニングし、標準治療後に出現するがん幹細胞への未来の治療

を見越した全く新しいコンセプトの「がん幹細胞診断キット」を創出

予定である。将来的に、様々な腫瘍において「高機能ハイドロゲルを

基盤とするがん幹細胞標的次世代型癌個別化医療」の開発を目指

す。
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光バイオイメージング分野
基盤教室　分子生物学教室
基盤教室　放射線医学教室
連携教室　分子・細胞動態計測教室

本研究分野では、これまでに、乳癌等において低分子量G蛋白質

ARF6を中心とするシグナル経路が浸潤・転移を駆動する分子装置

であることを明らかにしてきた。最近、抗癌剤や放射線療法に対する

抵抗性が高い腎明細胞癌においてARF6経路が上皮－間充織形質

転換（Epithelial-mesenchymal transition; EMT）に伴い誘導される

間充織特異的分子EPB41L5を必須因子として含み、薬剤抵抗性に

関わる間充織型シグナル経路であることを見出した。ARF6の活性化

は、脂質メディエーターであるリゾフォスファチジン酸 (LPA) からG蛋

白質共役受容体（7回膜貫通型受容体）を介して行われるという新規

経路を明らかにした（図左）。一方、乳癌においては、機能獲得型変異

p53による細胞内メバロン酸代謝経路活性の亢進がARF6 -  

EPB41L5経路の活性化、浸潤・転移、抗癌剤に対する抵抗性に関与

することを見出した。即ち、メバロン酸経路の中間代謝物であるゲラ

ニルゲラニルピロリン酸の産生亢進がRAB11bの脂質修飾を促進

し、ARF6の細胞膜への移行及び活性化を亢進する新規作用機序を

明らかにした。当該代謝経路阻害剤であるスタチンはARF6経路を有

する乳癌の浸潤・転移及び薬剤抵抗性を著しく減弱することを見出

している（図中）。

さらに最近、ARF6経路が細胞内ミトコンドリア動態を制御している

という知見を得た。最先端のイメージングプローブを用いた観察や

超解像顕微鏡を駆使した観察により、ARF6経路が制御するミトコン

ドリア動態が、癌的EMTや治療抵抗性において主要な働きをしてい

ることを明らかにしつつある（図右）。

今後、放射線医学教室や国際連携研究教育局(Gi-CoRE)量子医理

工学グローバルステーションとも連携し、光イメージング技術を駆使

することで、がん細胞の悪性化や治療抵抗性に関わる分子基盤を明

らかにしていく予定である。

陽子線治療研究分野
基盤教室　放射線治療医学教室
連携教室　陽子線治療医学教室

協力組織　工学研究院量子理工学部門応用量子ビーム工学分野
協力組織　病院陽子線治療センター
協力組織　病院分子追跡放射線医療寄附研究部門

陽子線治療研究分野では、世界で初めて開発した「分子追跡陽

子線治療装置」等の実績と、量子医理工学グローバルステーション

により米国スタンフォード大学から誘致した研究ユニットを活かし、

がん治療技術のイノベーションを創出し、世界に還元することを目

的とする。

陽子線治療装置を活用して、がん細胞への治療効果の増強、低酸

素細胞の研究、正常組織の防護薬などの生物学的研究を行う。動体

追跡陽子線治療に関する医学物理学的な研究のために、コンピュー

タを使ったシミュレーション研究を行う。さらに北海道大学病院と連

携して、スタンフォード大学との国際共同臨床研究を行い、インパクト

の大きな医学研究を遂行する。

スタンフォード大学の研究ユニットは、現在の放射線治療の90％

を占めるリニアックを用いた高エネルギーＸ線治療を、西半球で初

めて実施した。同講座の主任教授で放射線腫瘍医であるQuynh-Thu 

Le教授、放射線生物学で高名なAmato Giaccia教授、医学物理学で

高名なLei Xing教授らがGI-CoREのメンバーになっており、彼らの指

導のもとに、本研究院で強力な研究を進める。また、7月には第5回

GI-CoREシンポジウムが開催され、8月には第4回となるGI-CoRE医学

物理サマースクールを開催した。さらに、医学研究院・歯学部・医理工

学院・北海道大学病院・GI-CoREに所属するスタッフが共同で、英語

による放射線生物のジャーナルクラブを毎月開催しており、最先端研

究の活発なディスカッションを通して、北大内における学部学生・大

学院生の教育も積極的に行っている。

本部門は、量子医理工学グローバル·ステーションの枠組みを活用

し、北海道大学病院や工学研究院、理学院、保健科学院との連携で

研究と教育を進めていく。同ステーションは、がん治療に係る医学や

医学物理学、生物学などの大学院生への教育はもちろん、学部教育

への貢献も期待されており、本研究院のミッションの再定義に沿った

優れた研究と教育を推進していく。

ミトコンドリア分布

北海道大学病院陽子線治療センター 動体追跡陽子線治療装置

（図）腎明細胞癌におけるARF6経路の活性化とinvadopodia形成の解析（左、2016 Nat. Communより引用）、乳癌におけるARF6経路の活性化
と超解像イメージングによるARF6とRAB11bの可視化（中、2016 J Cell Biol.より引用）、乳癌におけるArf6経路を介したミトコンドリア分布の変
化（右）。
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光バイオイメージング分野
基盤教室　分子生物学教室
基盤教室　放射線医学教室
連携教室　分子・細胞動態計測教室

本研究分野では、これまでに、乳癌等において低分子量G蛋白質

ARF6を中心とするシグナル経路が浸潤・転移を駆動する分子装置

であることを明らかにしてきた。最近、抗癌剤や放射線療法に対する

抵抗性が高い腎明細胞癌においてARF6経路が上皮－間充織形質

転換（Epithelial-mesenchymal transition; EMT）に伴い誘導される

間充織特異的分子EPB41L5を必須因子として含み、薬剤抵抗性に

関わる間充織型シグナル経路であることを見出した。ARF6の活性化

は、脂質メディエーターであるリゾフォスファチジン酸 (LPA) からG蛋

白質共役受容体（7回膜貫通型受容体）を介して行われるという新規

経路を明らかにした（図左）。一方、乳癌においては、機能獲得型変異

p53による細胞内メバロン酸代謝経路活性の亢進がARF6 -  

EPB41L5経路の活性化、浸潤・転移、抗癌剤に対する抵抗性に関与

することを見出した。即ち、メバロン酸経路の中間代謝物であるゲラ

ニルゲラニルピロリン酸の産生亢進がRAB11bの脂質修飾を促進

し、ARF6の細胞膜への移行及び活性化を亢進する新規作用機序を

明らかにした。当該代謝経路阻害剤であるスタチンはARF6経路を有

する乳癌の浸潤・転移及び薬剤抵抗性を著しく減弱することを見出

している（図中）。

さらに最近、ARF6経路が細胞内ミトコンドリア動態を制御している

という知見を得た。最先端のイメージングプローブを用いた観察や

超解像顕微鏡を駆使した観察により、ARF6経路が制御するミトコン

ドリア動態が、癌的EMTや治療抵抗性において主要な働きをしてい

ることを明らかにしつつある（図右）。

今後、放射線医学教室や国際連携研究教育局(Gi-CoRE)量子医理

工学グローバルステーションとも連携し、光イメージング技術を駆使

することで、がん細胞の悪性化や治療抵抗性に関わる分子基盤を明

らかにしていく予定である。

陽子線治療研究分野
基盤教室　放射線治療医学教室
連携教室　陽子線治療医学教室

協力組織　工学研究院量子理工学部門応用量子ビーム工学分野
協力組織　病院陽子線治療センター
協力組織　病院分子追跡放射線医療寄附研究部門

陽子線治療研究分野では、世界で初めて開発した「分子追跡陽

子線治療装置」等の実績と、量子医理工学グローバルステーション

により米国スタンフォード大学から誘致した研究ユニットを活かし、

がん治療技術のイノベーションを創出し、世界に還元することを目

的とする。

陽子線治療装置を活用して、がん細胞への治療効果の増強、低酸

素細胞の研究、正常組織の防護薬などの生物学的研究を行う。動体

追跡陽子線治療に関する医学物理学的な研究のために、コンピュー

タを使ったシミュレーション研究を行う。さらに北海道大学病院と連

携して、スタンフォード大学との国際共同臨床研究を行い、インパクト

の大きな医学研究を遂行する。

スタンフォード大学の研究ユニットは、現在の放射線治療の90％

を占めるリニアックを用いた高エネルギーＸ線治療を、西半球で初

めて実施した。同講座の主任教授で放射線腫瘍医であるQuynh-Thu 

Le教授、放射線生物学で高名なAmato Giaccia教授、医学物理学で

高名なLei Xing教授らがGI-CoREのメンバーになっており、彼らの指

導のもとに、本研究院で強力な研究を進める。また、7月には第5回

GI-CoREシンポジウムが開催され、8月には第4回となるGI-CoRE医学

物理サマースクールを開催した。さらに、医学研究院・歯学部・医理工

学院・北海道大学病院・GI-CoREに所属するスタッフが共同で、英語

による放射線生物のジャーナルクラブを毎月開催しており、最先端研

究の活発なディスカッションを通して、北大内における学部学生・大

学院生の教育も積極的に行っている。

本部門は、量子医理工学グローバル·ステーションの枠組みを活用

し、北海道大学病院や工学研究院、理学院、保健科学院との連携で

研究と教育を進めていく。同ステーションは、がん治療に係る医学や

医学物理学、生物学などの大学院生への教育はもちろん、学部教育

への貢献も期待されており、本研究院のミッションの再定義に沿った

優れた研究と教育を推進していく。

ミトコンドリア分布

北海道大学病院陽子線治療センター 動体追跡陽子線治療装置

（図）腎明細胞癌におけるARF6経路の活性化とinvadopodia形成の解析（左、2016 Nat. Communより引用）、乳癌におけるARF6経路の活性化
と超解像イメージングによるARF6とRAB11bの可視化（中、2016 J Cell Biol.より引用）、乳癌におけるArf6経路を介したミトコンドリア分布の変
化（右）。
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人対象医学研究推進分野
基盤教室　公衆衛生学教室
基盤教室　医学統計学教室
協力組織　病院臨床研究開発センター

基盤教室：公衆衛生学教室

公衆衛生学教室は、胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も病気

を抱えている人も社会で生活するすべての人々を対象として、身体

的・精神的健康を守り増進するための研究と実践活動を行っている。

教室として主体的に人を対象としたフィールド研究、コホート研究を

実施するのみならず、研究が適切に行われるよう学内外の研究者か

らの研究デザイン相談等にも応じている。

基盤教室：医学統計学教室

医学統計学教室は、北海道大学病院 臨床研究開発センターの生

物統計学部門と協力し、医師主導治験を複数支援しており、レギュラ

トリーサイエンスにおける生物統計学的支援を行った。

共同研究「新規放射性医薬品の開発戦略に関する研究」において

は、放射性医薬品という特殊性を有する医薬品の臨床開発において

治験プロトコールの生物統計学的側面について日本メジフィジック

ス社と共同研究を行った。

レギュラトリーサイエンスに関する社会活動として、PMDAの外部

専門委員をしており、新規医薬品の臨床試験データについて、生物

統計学の専門家としてコメントを行った。平成28年度の実績は書面

協議として8件であった。

協力組織：病院臨床研究開発センター

本組織は、文部科学省「橋渡し研究加速ネットワークプログラム」、

厚生労働省「臨床研究品質確保体制整備事業」が統合された「革新

的医療技術創出拠点プロジェクト」（以下、本プロジェクト）と連動し、

活動を行っている。本組織においては、医学統計学教室と連携して、

本学の研究者のシーズの実用化に向けた取り組みを支援している。

本プロジェクトに関連する研究支援として、再生医療製品等を含め

た医師主導治験を計画、立案、規制当局への対応支援を行い、実際

の治験の運用とデータマネジメント等の業務支援を実施している。ま

た、治験以外の研究者主導臨床試験の品質向上に関する支援を積

極的に行っている。これらの業務支援を通して得た先進医療マネジ

メントの手法やノウハウを、学部学生、大学院生および研究者への教

育に反映させ、本学における本分野の推進に尽力している。

また、本組織では、大学発のシーズを臨床応用につなげ医療イノ

ベーションを推進するための一環として、レギュラトリーサイエンスの

観点から開発助言を行うとともに、そのベースとなるレギュラトリーサ

イエンス研究を推進しており、主に①バイオ後続品のデータパッケー

ジ、②少数の被験者でも合理的に有効性・安全性を評価するための

留意事項、③再生医療等製品（含：遺伝子治療製品）の臨床試験の開

始に必要とされる要件、④核酸医薬品の非臨床安全性評価について

検討を行っている。加えて、医薬品や医療機器等の開発ガイドライン

の作成はレギュラトリーサイエンスの重要な役割であるとともに、

シーズ開発に有用であり、「脳梗塞の細胞治療に関する開発ガイドラ

イン」「がん免疫療法開発のガイダンス2016　がん免疫療法に用い

る細胞製品の品質、非臨床試験の考え方」「がん免疫療法開発のガイ

ダンス2016　がんワクチン・アジュバント非臨床試験ガイダンス」

「経冠動脈的投与再生医療製品に関する評価指標」等の作成メン

バーとして、これらガイドラインの作成に携わってきた。

連携研究センターで展開されている2つの主たる研究プロジェクトの概要
■AMED（日本医療研究開発機構）研究事業

制度名 研究課題名(代表者氏名) 研究期間 平成28年度助成額
臨床研究・
治験推進研究事業

炭素-11標識メチオニンPETによる
脳腫瘍診断（玉木長良） 平成26～28年度 54,000千円

産学連携医療イノベー
ション創出プログラム

平成27～29年度 39,936千円
がんの個別化治療戦略を実現する
革新的PET診断技術の開発：
［18F］DiFAによる低酸素イメージング

研究の目的はメチオニン専用自動合成装置(C-MET100)により製

造した炭素 11 標識メチオニンを使用したPET検査の放射線照射後

の再発の検出における有用性がFDG と比較し優位であること検証す

ること、および院内でC-MET100 により製造した炭素 11 標識メチオ

ニンの安全性を信頼性の高いデータで確認し、C-MET100の医療機

器薬事承認につなげることである。炭素 11 標識メチオニンPET診断

は有用性の高い検査であるが、現在の所どこの国でも承認が得られ

ていない。厚生労働省・PMDAと相談の結果、検査に係る費用を患者

負担として実施できる先進医療制度による臨床試験を行い、その

データを活用して炭素11標識メチオニン合成装置の医療機器として

の薬事承認取得をめざすこととなった。平成26年11月の先進医療会

議で北海道大学病院での先進医療Bが承認され、平成27年1月より

北海道大学病院において試験を開始した。また、大阪大学医学部附

属病院も平成27年8月に先進医療Bの承認を取得し12月に北海道

大学病院との多施設共同臨床試験を開始した。約40例（登録予定症

例99例）の登録が終了した。

＜研究内容＞

▶「炭素11標識メチオニンPETによる脳腫瘍診断」

今回開発した低酸素イメージング製剤 ［18F］DiFAは、同一患者内

の個々の腫瘍の放射線療法・化学療法の治療効果予測を可能とする

診断技術であり、腫瘍毎への個別化医療という革新的な医療への扉

が開かれる。本研究では、（1）早期探索臨床研究、（2）動物実験によ

るPOC取得、（3）臨床研究への薬剤安定供給体制の確立、（4）プロト

タイプ自動合成装置の開発を行う。本提案で実施される臨床研究の

成果は、プロトタイプ全自動合成装置の開発に生かされ、医療機器

又は／及び医薬品の開発につながると考えられる。平成28年度は

First-in-man試験を実施し、それに伴い薬剤安定供給体制の確立が

できた。また、動物実験、およびプロトタイプ自動合成装置の基礎検

討などを行い、成果を得た。

▶「がんの個別化治療戦略を実現する革新的ＰＥＴ診断技術の開発：［18Ｆ］DiFAによる低酸素イメージング」
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人対象医学研究推進分野
基盤教室　公衆衛生学教室
基盤教室　医学統計学教室
協力組織　病院臨床研究開発センター

基盤教室：公衆衛生学教室

公衆衛生学教室は、胎児・新生児から高齢者まで、健康な人も病気

を抱えている人も社会で生活するすべての人々を対象として、身体

的・精神的健康を守り増進するための研究と実践活動を行っている。

教室として主体的に人を対象としたフィールド研究、コホート研究を

実施するのみならず、研究が適切に行われるよう学内外の研究者か

らの研究デザイン相談等にも応じている。

基盤教室：医学統計学教室

医学統計学教室は、北海道大学病院 臨床研究開発センターの生

物統計学部門と協力し、医師主導治験を複数支援しており、レギュラ

トリーサイエンスにおける生物統計学的支援を行った。

共同研究「新規放射性医薬品の開発戦略に関する研究」において

は、放射性医薬品という特殊性を有する医薬品の臨床開発において

治験プロトコールの生物統計学的側面について日本メジフィジック

ス社と共同研究を行った。

レギュラトリーサイエンスに関する社会活動として、PMDAの外部

専門委員をしており、新規医薬品の臨床試験データについて、生物

統計学の専門家としてコメントを行った。平成28年度の実績は書面

協議として8件であった。

協力組織：病院臨床研究開発センター

本組織は、文部科学省「橋渡し研究加速ネットワークプログラム」、

厚生労働省「臨床研究品質確保体制整備事業」が統合された「革新

的医療技術創出拠点プロジェクト」（以下、本プロジェクト）と連動し、

活動を行っている。本組織においては、医学統計学教室と連携して、

本学の研究者のシーズの実用化に向けた取り組みを支援している。

本プロジェクトに関連する研究支援として、再生医療製品等を含め

た医師主導治験を計画、立案、規制当局への対応支援を行い、実際

の治験の運用とデータマネジメント等の業務支援を実施している。ま

た、治験以外の研究者主導臨床試験の品質向上に関する支援を積

極的に行っている。これらの業務支援を通して得た先進医療マネジ

メントの手法やノウハウを、学部学生、大学院生および研究者への教

育に反映させ、本学における本分野の推進に尽力している。

また、本組織では、大学発のシーズを臨床応用につなげ医療イノ

ベーションを推進するための一環として、レギュラトリーサイエンスの

観点から開発助言を行うとともに、そのベースとなるレギュラトリーサ

イエンス研究を推進しており、主に①バイオ後続品のデータパッケー

ジ、②少数の被験者でも合理的に有効性・安全性を評価するための

留意事項、③再生医療等製品（含：遺伝子治療製品）の臨床試験の開

始に必要とされる要件、④核酸医薬品の非臨床安全性評価について

検討を行っている。加えて、医薬品や医療機器等の開発ガイドライン

の作成はレギュラトリーサイエンスの重要な役割であるとともに、

シーズ開発に有用であり、「脳梗塞の細胞治療に関する開発ガイドラ

イン」「がん免疫療法開発のガイダンス2016　がん免疫療法に用い

る細胞製品の品質、非臨床試験の考え方」「がん免疫療法開発のガイ

ダンス2016　がんワクチン・アジュバント非臨床試験ガイダンス」

「経冠動脈的投与再生医療製品に関する評価指標」等の作成メン

バーとして、これらガイドラインの作成に携わってきた。

連携研究センターで展開されている2つの主たる研究プロジェクトの概要
■AMED（日本医療研究開発機構）研究事業

制度名 研究課題名(代表者氏名) 研究期間 平成28年度助成額
臨床研究・
治験推進研究事業

炭素-11標識メチオニンPETによる
脳腫瘍診断（玉木長良） 平成26～28年度 54,000千円

産学連携医療イノベー
ション創出プログラム

平成27～29年度 39,936千円
がんの個別化治療戦略を実現する
革新的PET診断技術の開発：
［18F］DiFAによる低酸素イメージング

研究の目的はメチオニン専用自動合成装置(C-MET100)により製

造した炭素 11 標識メチオニンを使用したPET検査の放射線照射後

の再発の検出における有用性がFDG と比較し優位であること検証す
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平成28年度連携研究センター業績
ANNUAL REPORT 2016

　北海道大学の強み・特色を活かした国際連携研究・教育の推進

と、部局が独自に進める国際連携研究・教育の支援を目的とし、世界

トップレベルの教員を国内外及び学内から結集した総長直轄の教員

組織として、平成26年4月、国際連携研究教育局（GI-CoRE）が設置さ

れた。平成27年度は既に米国スタンフォード大学から4名の研究者

を招へいしている。

　GI-CoREの特色は以下の通りである。

1）GI-CoRE 内に置かれているグローバルステーションに、国内外か

ら世界トップレベルの教育研究ユニットを誘致し、学内関連分野

の世界トップレベル教員とともに、国際連携研究・教育を推進。

2）研究費等を重点的に配分。

3）所属教員には、新たな人事・給与制度等を適用。

4）教育研究に集中できる環境を構築するため、所属教員の管理運営

業務を免除。

5）教育研究成果を、全学的な組織改革に活かす。

○以下、6つのグローバルステーションを設置。

1）量子医理工学グローバルステーション（平成26年4月設置）

2）人獣共通感染症グローバルステーション（平成26年4月設置）

3）食水土資源グローバルステーション（平成27年4月設置）

4）ソフトマターグローバルステーション（平成28年4月設置）

5）ビッグデータ・サイバーセキュリティグローバルステーション（平成

28年4月設置）

6）北極域研究グローバルステーション（平成28年4月設置）

○各グローバルステーションにステーション長を置き、関連分野の中

核となる教員をもって充てる。

○実際の研究活動は、以下の関連部局において実施する。

1）量子医理工学グローバルステーション…医学研究院、北海道大学

病院陽子線治療センター

2）人獣共通感染症グローバルステーション…獣医学研究院、人獣共

通感染症リサーチセンター

3）食水土資源グローバルステーション…農学研究院

4）ソフトマターグローバルステーション…先端生命科学研究院

5）ビッグデータ・サイバーセキュリティグローバルステーション…

情報科学研究科、情報基盤センターと北海道大学病院

6）北極域研究グローバルステーション…北極域研究センター

○教員配置

1）国内外から招へいした教員は、クロス・アポイントメント制度を活

用し、GI-CoRE に配置する。これらの教員は原則GI-CoRE に所属

するが、実情に応じて関連部局等を兼務することができる。

2）学内の部局等に所属する関連分野の中核となる教員をGI-CoRE 

に配置する。

＊GI-CoREホームページ　

　http://gi-core.oia.hokudai.ac.jp/

■国際連携研究教育局（GI-CoRE）
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平成２８年度連携研究センター・組織 連携研究センター・構成員

分子・細胞イメージング部門

再生医学・組織工学部門

脳科学部門

光バイオイメージング部門

レギュラトリーサイエンス部門

陽子線治療研究部門

基盤分野 核医学分野 教　　授 玉木　長良

教　　授 久下　裕司

特任助教 山口　　秀 真鍋　　治

准 教 授 志賀　　哲

准 教 授 安井　博宣

助　　教 平田　健司

助　　教 東川　　桂

教　　授 渡辺　雅彦

教　　授 吉岡　充弘

講　　師 山崎 美和子

講　　師 泉　　　剛

助　　教 宮崎　太輔

助　　教 大村　　優

今野 幸太郎 内ヶ島 基政

吉田　隆行

教　　授 岩崎　倫政

教　　授 笠原 正典（兼）

講　　師 小野寺 智洋

准 教 授 北村　信人

助　　教 テルカウィ アラー 特任研究助教 角家　　健

教　　授 田中　伸哉

准 教 授 伊藤　陽一

教　　授 佐藤　典宏

教　　授 荒戸　照世

教　　授 清水　伸一

助　　教 南　　璡旼
（GI-CoRE）

教　　授 梅垣　菊男 准 教 授 松浦　妙子

助　　教 高尾　聖心

特任准教授 小橋　啓司

特任助教 仙葉　愼吾

講　　師 谷野 美智枝

教　　授 佐邊　壽孝

教　　授

部門付

白𡈽 博樹（兼）

講　　師 及川　　司 助　　教 橋本　あり 客員研究員 橋本　　茂小野寺 康仁

特任准教授 橋本　孝之 特任助教 平田　雄一 藤井　孝明 平山　嵩祐

特任助教 安田　耕一 Kenneth Sutherland

津田 真寿美

小林 健太郎 鈴木　江リ子

基盤分野 応用分子画像科学分野（協力分野）

連携分野 機能画像科学分野

基盤分野 整形外科学分野

基盤分野 スポーツ医学分野

基盤分野 腫瘍病理学分野

連携分野 高分子材料科学・再生医学分野

基盤分野 解剖発生学分野

基盤分野 神経薬理学分野

協　　力 脳科学研究教育センター

基盤分野 分子生物学分野

基盤分野 放射線医学分野

連携分野 分子追跡医学分野

基盤分野 医学統計学分野

基盤分野 先進医療マネジメント学分野（協力分野）

連携分野 評価科学分野

基盤分野 放射線治療医学分野

連携分野 陽子線治療医学分野

協　　力 工学研究院量子理工学部門応用量子ビーム工学分野

協　　力 病院分子追跡放射線医療寄附研究部門

協　　力 病院陽子線治療センター

助　　教 榎木　亮介
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第11回 北海道大学医学研究科連携研究センター
シンポジウム 超解像細胞生物学

プログラム
1． センター長挨拶（13：25～13：30）
2． 各部門報告（13：30～17：00）
 （1） 分子・細胞イメージング部門：座長　教授　玉木　長良（13：30～13：50）
  「先進医療Bによる炭素－11標識メチオニンPET脳腫瘍診断の臨床試験　中間報告」　　 　
    演者　特任助教　山口　　秀
 （2） 再生医学・組織工学部門：座長　教授　田中　伸哉（13：50～14：10）
  「細胞分化因子を蓄積するリザーバーとしての合成ハイドロゲルの機能」
    演者　特任助教　仙葉　慎吾
 （3） 脳科学部門：座長　教授　渡辺　雅彦（14：10～14：30）
  「グルタミン酸輸送体GLASTによるバーグマングリアの発達分化と小脳神経回路維持」
    演者　助教　宮崎　太輔
 （4） レギュラトリーサイエンス部門：座長　特任教授　杉田　修（14：30～14：50）
  「核酸医療品の規制の動向」
    演者　教授　荒戸　照世
 （5） 陽子線治療研究部門：座長　助教　南　璡旼（14：50～15：10）
  「放射線増感剤の探索～金ナノ粒子の応用」
    演者　大学院博士課程2年　呉　　秉修

   ―  休憩（15分） ―

3． 超解像細胞生物学シンポジウム
 （6） 光バイオイメージング部門：座長　教授　佐邊　壽孝（15：25～15：45）
  「超解像イメージングから見えてくる新しい細胞生物学」
    演者　講師　及川　　司
　 （7） 特別講演（15：45～16：25）
  「ライブイメージングのための高速超解像顕微鏡の開発と細胞生物学への応用」
    演者　岡田　康志（理化学研究所 生命システム研究センター チームリーダー）
    （東京大学大学院理学系研究科物理学教室　教授）
 （8） 特別技術講演（16：25～17：00）
  「ニコン超解像顕微鏡N-SIM/N-STORMの紹介」
    演者　高塚　賢二（㈱ニコン マイクロスコープ・ソリューション事業部マーケティング部AE課）

4． 閉会の辞（17：00）

平成28年度　研究セミナー

ANNUAL REPORT 2016

〇連携研究センター全体

〇その他

日　時　　平成28年11月1日（火）13：25～17：00
場　所　　北海道大学医学部学友会館「フラテ」ホール
　　　　　札幌市北区北15条西7丁目

分子・細胞イメージング部門　　核医学分野・応用分子画像科学分野・機能画像科学分野
機能画像診断セミナー

第79回機能画像診断セミナー
前立腺癌に対する最新の核医学診断と治療
─ドイツ・ミュンヘン工科大学におけるPSMA(前立腺特異的膜抗原)の研究─

平成28年 5 月 9 日1

第80回機能画像診断セミナー
今後の診療に求められる核医学検査

平成28年 7 月11日2

第81回機能画像診断セミナー
腫瘍の不均一性を定量化するテクスチャー解析

平成27年 9 月14日3

第82回機能画像診断セミナー
頭部外傷における核医学検査

平成28年11月14日4

第83回機能画像診断セミナー
FDG PET-CTのincidental findings.　─偶発的所見の行方─

平成29年 1 月16日5

第84回機能画像診断セミナー
神経膠腫のPET所見、MRI所見との比較と予後予測

平成29年 3 月13日6

光バイオイメージング部門

Global Station for Quantum Medical Science and Engineering Seminar 2016 平成28年 6 月15日1

レギュラトリーサイエンス部門　先進医療マネジメント学分野

臨床研究セミナー 札　幌 平成28年 4 月13日1

臨床研究セミナー 札　幌 平成28年 4 月21日2

臨床研究セミナー 札　幌 平成28年 7 月20日3

臨床研究セミナー 札　幌 平成28年 9 月 9 日4

臨床研究セミナー＊ 札　幌 平成28年11月25日5

臨床研究セミナー 札　幌 平成28年12月 8 日6

臨床研究セミナー 札　幌 平成29年 1 月11日7

臨床研究セミナー 札　幌 平成29年 2 月22日8

陽子線治療研究部門

The 3rd GI-CoRE Summer School for Med Physics in Sapporo 2016 平成28年 8 月22～26日1

The 4th GI-CoRE Medical Science and Engineering Symposium 平成29年 3 月14～15日2

＊評価科学分野と共催
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第11回 北海道大学医学研究科連携研究センター
シンポジウム 超解像細胞生物学

プログラム
1． センター長挨拶（13：25～13：30）
2． 各部門報告（13：30～17：00）
 （1） 分子・細胞イメージング部門：座長　教授　玉木　長良（13：30～13：50）
  「先進医療Bによる炭素－11標識メチオニンPET脳腫瘍診断の臨床試験　中間報告」　　 　
    演者　特任助教　山口　　秀
 （2） 再生医学・組織工学部門：座長　教授　田中　伸哉（13：50～14：10）
  「細胞分化因子を蓄積するリザーバーとしての合成ハイドロゲルの機能」
    演者　特任助教　仙葉　慎吾
 （3） 脳科学部門：座長　教授　渡辺　雅彦（14：10～14：30）
  「グルタミン酸輸送体GLASTによるバーグマングリアの発達分化と小脳神経回路維持」
    演者　助教　宮崎　太輔
 （4） レギュラトリーサイエンス部門：座長　特任教授　杉田　修（14：30～14：50）
  「核酸医療品の規制の動向」
    演者　教授　荒戸　照世
 （5） 陽子線治療研究部門：座長　助教　南　璡旼（14：50～15：10）
  「放射線増感剤の探索～金ナノ粒子の応用」
    演者　大学院博士課程2年　呉　　秉修

   ―  休憩（15分） ―

3． 超解像細胞生物学シンポジウム
 （6） 光バイオイメージング部門：座長　教授　佐邊　壽孝（15：25～15：45）
  「超解像イメージングから見えてくる新しい細胞生物学」
    演者　講師　及川　　司
　 （7） 特別講演（15：45～16：25）
  「ライブイメージングのための高速超解像顕微鏡の開発と細胞生物学への応用」
    演者　岡田　康志（理化学研究所 生命システム研究センター チームリーダー）
    （東京大学大学院理学系研究科物理学教室　教授）
 （8） 特別技術講演（16：25～17：00）
  「ニコン超解像顕微鏡N-SIM/N-STORMの紹介」
    演者　高塚　賢二（㈱ニコン マイクロスコープ・ソリューション事業部マーケティング部AE課）

4． 閉会の辞（17：00）
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平成２８年度　研究業績
分子・細胞イメージング部門

●核医学分野
●応用分子画像科学分野
●機能画像科学分野

英文原著論文
（1） Okamoto S, Shiga T, Yasuda K, Watanabe S, Hirata K, 

Nishijima K, Magota K, Kasai K, Onimaru R, Tuchiya K, 
Kuge Y, Shirato H, Tamaki N: The reoxygenation of 
hypoxia and the reduction of glucose metabolism in 
head and neck cancer by fractionated radiotherapy with 
intensity-modulated radiation therapy. Eur J Nucl Med 
Mol Imaging 43(12): 2147-2154, 2016

（2） Kobashi N, Matsumoto H, Zhao S, Meike S, Okumura Y, 
Abe T, Akizawa H, Ohkura K, Nishijima K, Tamaki N, 
Kuge Y: The Thymidine Phosphorylase Imaging Agent 
123I-IIMU Predicts the Efficacy of Capecitabine. J Nucl 
Med. 57(8):1276-81, 2016

（3） Suzuki A, Takeuchi W, Morimoto Y, Ueno Y, Kobashi K, 
Shiga T, Tamaki N: A nine-pixel matched collimator for 
low- and medium-energy SPECT imaging. Biomedical 
Physics & Engineering Express. Volume 2, Number 1, 
015016, 2016

（4） Toyonaga T, Hirata K, Yamaguchi S, Hatanaka KC, 
Yuzawa S, Manabe O, Kobayashi K, Watanabe S, Shiga T, 
Te rasaka  S ,  Kobayash i  H ,  Kuge  Y,  Tamak i  N :  
18F-fluoromisonidazole positron emission tomography 
can predict pathological necrosis of brain tumours. Eur 
J Nucl Med Mol Imaging. 43(8):1469-76, 2016

（5） Sato J, Kuroshima T, Wada M, Satoh A, Watanabe S, 
Okamoto S, Shiga T, Tamaki N, Kitagawa Y: Use of 
FDG-PET to detect a chronic odontogenic infection as a 
possible source of the brain abscess. Odontology. 104
(2):239-43, 2016

（6） Takeuchi W, Suzuki A, Shiga T, Kubo N, Morimoto Y, 
Ueno Y, Kobashi K, Umegaki K, Tamaki N: Simultaneous 
Tc-99m and I-123 dual-radionuclide imaging with a 
solid-state detector based brain-SPECT system and 
energy-based scatter correction. EJNMMI Phys. 3(1):10, 
2016

（7） Suzuki A, Takeuchi W, Ueno Y, Kobashi K, Toyonaga T, 
Shiga T, Tamaki N: Monte-Carlo-based scatter correction 
considering the tailing effect of a CdTe detector for 
dual-isotope brain SPECT imaging. Biomedical Physics 
and Engineering Express (BPEX). Volume 2, Number 4, 
045010, 2016

（8） Okamoto S, Anne T, Jakob A, Calogero D´A, Tobias M, 
Margitta R, Robert T, Matthias M. H, Hans-Juergen W, 
Tamaki N, Wolfgang P. F, Ken H, Christian H. Pfob1, 
Klemens S, Markus S, Sibylle Z, Matthias E: Radiation 

dos imetry  for  177Lu-PSMA-I&T in  metastat ic  
castration-resistant prostate cancer: Absorbed dose in 
normal organs and tumor lesions. J Nucl Med. 22. pii: 
jnumed.116.178483, 2016

（9） Toyonaga T, Yamaguchi S, Hirata K, Kobayashi K, 
Manabe O, Watanabe S, Terasaka S, Kobayashi H, 
Hattori N, Shiga T, Kuge Y, Tanaka S, Ito YM, Tamaki N: 
Hypoxic glucose metabolism in glioblastoma as a 
potential prognostic factor. Eur J Nucl Med Mol 
Imaging. 18, 2016

（10） Manabe O, Yoshinaga K, Ohira H, Masuda A, Sato T, 
Tsujino I, Yamada A, Oyama-Manabe N, Hirata K, 
Nishimura M, Tamaki N: The effects of 18-h fasting with 
low-carbohydrate diet preparation on suppressed 
physiological myocardial 18F-fluorodeoxyglucose (FDG) 
uptake and possible minimal effects of unfractionated 
heparin use in pat ients with suspected cardiac 
involvement sarcoidosis. J Nucl Cardiol 23(2): 244-252, 
2016

（11） Masuda A, Naya M, Manabe O, Magota K, Yoshinaga K, 
Tsutsui H, Tamaki N:  Administration of unfractionated 
hepar in  w i th  pro longed  fas t ing  cou ld  reduce  
physiological 18F-fluorodeoxyglucose uptake in the 
heart. Acta Radiol 57(6): 661-668, 2016

（12） Sugaya T, Oyama-Manabe N, Yamaguchi T, Tamaki N, 
Ishimaru S, Okabayashi H, Furuya J, Yoshida T, Igarashi 
Y, Igarashi K: Visualization of collateral channels with 
coronary computed tomography angiography for the 
retrograde approach in percutaneous coronary 
intervention for chronic total occlusion. J Cardiovasc 
Comput Tomogr. 10(2):128-134, 2016

（13） Zen K, Tamaki N, Nishimura M, Nakatani E, Moroi M, 
Nishimura T, Hasebe N, Kikuchi K: Cardiac event risk 
stratification in patients with end-stage renal disease: 
Sub-analysis of the B-SAFE study. Int J Cardiol. 202: 
694-700, 2016

（14） Sato J, Kuroshima T, Wada M, Satoh A, Watanabe S, 
Okamoto S, Shiga T, Tamaki N, Kitagawa Y: Use of 
FDG-PET to detect a chronic odontogenic infection as a 
possible source of the brain abscess. Odontology 104
(2): 239-243, 2016

（15） Ochi N, Yoshinaga K, Ito YM, Tomiyama Y, Inoue M, 
Nishida M, Manabe O, Shibuya H, Shimizu C, Suzuki E, 
Fujii S, Katoh C, Tamaki N: Comprehensive assessment 
of impaired peripheral and coronary artery endothelial 
functions in smokers using brachial artery ultrasound 
and oxygen-15-labeled water PET. J Cardiol. 68(4): 
316-323, 2016

（16） Watanabe M, Saito Y, Aonuma K, Hirayama A, Tamaki 
N, Tsutsui H, Murohara T, Ogawa H, Akasaka T, 
Yoshimura M, Sato A, Takayama T, Sakakibara M, 
Suzuk i  S ,  I sh igami  K ,  Onoue  K ;  C INC-J  s tudy  

invest igators :  Pred ic t ion  of  contras t - induced 
nephropathy by the serum creatinine level on the day 
following cardiac catheterization. J Cardiol 68(5): 
412-418, 2016

（17） Watanabe S, Manabe O, Hirata K, Oyama-Manabe N, 
Hattori N, Kikuchi Y, Kobayashi K, Toyonaga T, Tamaki 
N: The usefulness of (18)F-FDG PET/CT for assessing 
methotrexate-associated lymphoproliferative disorder 
(MTX-LPD). BMC Cancer. 2016 Aug 15;16:635.

（18） Sugimoto M, Shimizu Y, Zhao S, Ukon N, Nishijima K, 
Wakabayashi M, Yoshioka T, Higashino K, Numata Y, 
Okuda T, Tamaki N, Hanamatsu H, Igarashi Y, Kuge Y: 
Characterization of the role of sphingomyelin synthase 
2 in glucose metabolism in whole-body and peripheral 
tissues in mice. Biochim Biophys Acta. 1861(8 Pt 
A):688-702, 2016

（19） Maruo A, Manabe O, Yoshinaga K, Naya M, Tomiyama 
Y, Oyama-Manabe N, Hirata K, Magota K, Tsutsui H, 
Katoh C, Tamaki N: Feasibility of quantifying the 
myocardial blood flow with a shorter acquisition time 
using 15O-H2O PET. Annals Nucl Cardiol 2(1): 30-37, 
2016

（20） Maeda Y, Kubo N, Futaki Y, Tanaka H, Horita D, Tamaki 
N: Differences in perfusion between pharmacological 
stress and exercise stress on prone myocardial SPECT. 
Annals Nucl Cardiol 2(1): 44-49, 2016

（21） Pyka T, Okamoto S, Dahlbender M, Tauber R, Retz M, 
Heck M, Tamaki N, Schwaiger M, Maurer T, Eiber M: 
Comparison of bone scintigraphy and 68Ga-PSMA PET 
for skeletal staging in prostate cancer. Eur J Nucl Med 
Mol Imaging 43(12): 2114-2121, 2016

（22） Kitao T, Hirata K, Shima K, Hayashi T, Sekizawa M, 
Takei T, Ichimura W, Harada M, Kondo K, Tamaki N: 
Reproducibil ity and uptake t ime dependency of 
volume-based parameters on FDG-PET for lung cancer. 
BMC Cancer. Aug 2;16:576, 2016

（23） Yoshinaga K, Fujii S, Tomiyama Y, Takeuchi K, Tamaki 
N: Anatomical and Functional Estimations of Brachial 
Artery Diameter and Elasticity Using Oscillometric 
Measurements with a Quantitative Approach. Pulse 
(Basel). 4(1):1-10, 2016 

（24） Matsunari I, Tamaki N, Ikeda M, Naito H, Okazaki O, 
Miki S, Iida K, Iwado Y, Sakai S, Nagamachi S, Kumita S, 
Sugiura N, Teramachi M: A post-marketing clinical study 
to confirm the efficacy of 18F-fluorodeoxyglucose for 
the diagnosis of myocardial viability: a prospective 
multicenter study in patients with ischemic heart 
disease. Annals Nucl Cardiol 2(1): 9-20, 2016

（25） Watanabe M, Saito Y, Aonuma K, Hirayama A, Tamaki 
N, Tsutsui H, Murohara T, Ogawa H, Akasaka T, 
Yoshimura M, Sato A, Takayama T, Sakakibara M, 
Suzuk i  S ,  I sh igami  K ,  Onoue  K ,  C INC-J  s tudy  

invest igators :  Pred ic t ion  of  contras t - induced 
nephropathy by the serum creatinine level on the day 
fol lowing cardiac catheterizat ion.  J  Cardiol  68
(5):412-418, 2016

（26） Ohira H, Birnie DH, Pena E, Bernick J, Mc Ardle B, 
Leung E, Wells GA, Yoshinaga K, Tsujino I, Sato T, 
Manabe O, Oyama-Manabe N, Nishimura M, Tamaki N, 
Dick A, Dennie C, Klein R, Renaud J, deKemp RA, Ruddy 
TD, Chow BJ, Davies R, Hessian R, Liu P, Beanlands RS, 
Nery PB: Comparison of (18)F-fluorodeoxyglucose 
positron emission tomography (FDG PET) and cardiac 
magnetic resonance (CMR) in corticosteroid-naive 
patients with conduction system disease due to cardiac 
sarco idos i s .  Eur  J  Nuc l  Med Mol  Imag ing .  43
(2):259-269, 2016

（27） Yamaguchi S, Hirata K, Toyonaga T, Kobayashi K, Ishi Y, 
Motegi H, Kobayashi H, Shiga T, Tamaki N, Terasaka S*, 
Houkin K: Change in 18F-Fluoromisonidazole PET is an 
Early Predictor of the Prognosis in the Patients with 
Recurrent High-grade Glioma Receiving Bevacizumab 
Treatment. PLoS One. 11(12): e0167917, 2016

（28） Masuda A, Yoshinaga K, Naya M, Manabe O, Yamada S, 
Iwano H, Okada T, Katoh C, Takeishi Y, Tsutsui H, 
Tamaki N. Accelerated (99m)Tc-sestamibi clearance 
associated with mitochondrial dysfunction and regional 
left ventricular dysfunction in reperfused myocardium 
in patients with acute coronary syndrome. EJNMMI Res. 
6(1):41, 2016

（29） Ukon N, Zhao S, Yu W, Shimizu Y, Nishijima KI, Kubo N, 
Kitagawa Y, Tamaki N, Higashikawa K, Yasui H, Kuge Y: 
Dynamic PET evaluation of elevated FLT level after 
sorafenib treatment in mice bearing human renal cell 
carcinoma xenograft. EJNMMI Res. 2016; 6(1): 90.

（30） Ukon N, Kubo N, Ishikawa M, Zhao S, Tamaki N, Kuge 
Y: Optimization of helical acquisition parameters to 
preserve uniformity of mouse whole body using 
multipinhole collimator in single-photon emission 
computed tomography. Results in Physics. 2016; 6: 
659-663.

（31） Masaki Y, Shimizu Y, Yoshioka T, Feng F, Zhao S, 
Higashino K,  Numata Y,  Kuge Y:  Imaging Mass 
S p e c t r om e t r y  R e v e a l e d  t h e  A c c umu l a t i o n  
Characteristics of the 2-Nitroimidazole-Based Agent 
"Pimonidazole" in Hypoxia. PLoS One. 2016; 11(8): 
e0161639.

（32） Kimura H, Tomatsu K, Saiki H, Arimitsu K, Ono M, 
Kawashima H, Iwata R, Nakanishi H, Ozeki E, Kuge Y, 
Saji H. Continuous-Flow Synthesis of N-Succinimidyl 4-
[18F]fluorobenzoate Using a Single Microfluidic Chip. 
PLoS One. 2016; 11(7) :e0159303. 

（33） Sugimoto M, Wakabayashi M, Shimizu Y, Yoshioka T, 

Higashino K, Numata Y, Okuda T, Zhao S, Sakai S, 
Igarashi Y, Kuge Y: Imaging mass spectrometry reveals 
acyl-chain- and region-specific sphingolipid metabolism 
in the kidneys of sphingomyelin synthase 2-deficient 
mice. PLoS One. 2016; 11(3): e0152191

和文著書
（共著・分担）
（1） 玉木長良、真鍋治、吉永恵一郎：心臓核医学検査. 循環器

疾患の検査法 ポケット版カラ―内科学 門脇孝、永井良三
（総編集）、西村書店．2016, pp568-571

（2） 山口秀、玉木長良：グリオーマ画像診断の基礎知識（三國
信啓編：グリオーマ治療のDecision Making）、文光堂．
2016, pp22-27

（3） 山口秀、寺坂俊介：脳腫瘍の危険因子：概論、（脳腫瘍学 
基礎研究と臨床研究の進歩）、日本臨牀社．2016, 70-71

（4） 平田健司、豊永拓哉、玉木長良：放射線治療計画における
PET-CTの役割　～低酸素イメージングを中心に～　臨床
放射線、金原出版．6016, 61:1759-1764

（5） 村山淳人、真鍋治、益田淳朗、平田健司、富山勇輝、竹内桂
介、加藤千恵次、玉木長良：絶食時間、通院状況が及ぼす
心筋糖代謝領域への影響．臨床放射線  6 1 ( 9 )：
1135-1139, 2016

国際学会発表
（国際学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） Hirata K: Case Presentation: Brain Tumour Discuss the 

role of Brain Imaging using actual cases for image 
interpretation and its relevance in clinical practice. 
International Atomic Energy Agency, Osaka, May23-27, 
2016

（2） Shiga T: Brain Trauma ILO: Discuss the role of nuclear 
medicine imaging in brain trauma. International Atomic 
Energy Agency, Osaka, May23-27, 2016

（3） Hirata K: C-11 methionine and F-18 FMISO PET for 
brain tumor. The Midyear Academic Meeting of Nuclear 
Medicine Society of Thailand, Sai Yok, Karnchanaburi 
Province, Thailand, October 6-7, 2016

（4） Tamaki N: Detection and assessment of cardiac 
sarcoidosis (Educational Session, Organizor). 2016 
Annual Meeting of the Society of Nuclear Medicine and 
Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 11-15, 2016

（5） Tamaki N: Cardiovascular Session. (Highlight Talk). 
2016 Annual Meeting of the Society of Nuclear 
Medicine and Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 
11-15, 2016

（6） Tamaki N: Current role of PET for CAD evaluation. 
(Special Symposium 1: Key Issue in Cardiovascular 
Nuclear Medicine). European Association of Nuclear 
Medicine (EANM2012), Barcelona, Oct 15-19, 2016

（7） Kuge Y: PET Imaging of Hypoxia: Studies toward the 
Companion Imaging for Cancer Therapy. The 2nd 

a n n u a l  m e e t i n g  o f  t h e  K o r e a n  S o c i e t y  o f  
Radiopharmaceuticals and Molecular Probes (KSRAMP). 
2016.04.29. Seoul University, Seoul, Korea.

（8） Kuge Y, Nishijima K, Zhao S, Matsumoto H, Akizawa H, 
Ohkura K, Shimizu Y, Shiga T, Hirata K, Watanabe S, 
Okamoto S, Tamaki N: Preclinical and Translational 
Researches of [123I]IIMU, a Novel SPECT Probe for 
Thymidine Phosphorylase  Imag ing :  A Road to  
First-In-Human Clinical Study. Symposium, “Cancer 
Thranost ics”.  2016 HOWS.  Chonnam Nat ional  
University Hospital, Gwangju, Korea, 2016.10.10

（国際学会：一般演題）
（1） Uchiyama Y, Okamoto S, Shiga T, F.C.Gaertner, Hirata K, 

Manabe O, Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga T, Y. M. 
Ito, Yoshinaga K, Tamaki N: SUVmax of the FDG-avid 
me ta s t a t i c  l e s i ons  be fo re  I -131  the rapy  f o r  
different iated thyroid carcinoma is  a powerful  
independent prognostic factor. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（2） Toyonaga T, Shiga T, Suzuki A, Takeuchi W, Nakagawa 
S, Hirata K, Uchiyama Y, Manabe O, Kobayashi K, 
Watanabe S, Kobasi K, Tamaki N: New SPECT scanner 
with semiconductor detectors enables quantitative dual 
tracer diagnostic imaging of CBF and Dopamine 
transporter imaging in patients with cognitive disorder. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（3） Watanabe S, Hirata K, Shiga T, Toyonaga T, Okamoto S, 
Uchiyama Y, Munakata Y, Magota K, Shimizu Y, 
N i s h i j im a  K ,  O h k u r a  K ,  K u g e  Y ,  T amak i  N :  
F i r s t - i n -Human  S tudy  o f  a  Nove l  Thymid ine  
Phosphorylase Tracer [123I]IIMU in Healthy Volunteers 
- Preliminary Report. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（4） Watanabe S, Hirata K, Okamoto S, Shiga T, Uchiyama Y, 
Inoue T, Magota K, Nishijima K, Manabe O, Kobayashi K, 
Toyonaga T, Kuge Y, Shirato H, Tamaki N: The distance 
of tumor respiratory movement is associated to 
unde re s t ima t i on  o f  hypox i a  w i t h  non -g a t ed  
FMISO-PET/CT in non-small cell lung cancer. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（5） Zhao S, W. Yu, N. Ukon, Nishijima K, Yamashita H, 
Tamaki N, Kuge Y: Effects of eribulin on remodeling of 
tumor vasculature evaluated with 18F-FMISO hypoxia 
imaging in a human breast cancer cell xenograft. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（6） Okamoto S, A Thieme, J Allmann, T Maurer, M Retz, E 

Tauber, M Heck, H Wester, Tamaki N, K Scheidhauer, M 
Schwaiger, S Ziegler, M Eober: Radiation dosimetry for 
177Lu-PSMA I&T therapy in metastatic prostate cancer: 
resu l ts  for  normal  organs ,  tumor  les ions  and 
comparison between different cycles. The 63rd Society 
of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, 
June 11-15, 2016

（7） Aikawa T, Naya M, Tomiyama Y, Obara M, Manabe O, 
Magota K,  Yamada S ,  Tamaki N:  Impairment of  
myoca rd i a l  s ympa the t i c  i nne rva t i on  and  i t s  
heterogeneity are associated with diastolic dysfunction 
in patients with heart failure and preserved ejection 
fraction: C11-hydroxyephedrine PET study. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（8） Suzuki A, Takeuchi W, Ishitsu T, Ueno Y, Kobashi K, 
Shiga T, Tamaki N: A semiconductor based well counter 
for measurement of a dual-radioisotope in blood 
sample. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（9） Kikuchi H, Manabe O, Hirata K, Uchiyama Y, Kobayashi 
K, Watanabe S, Toyonaga T, Shiga T, Tamaki N: SUVmax 
of the primary lesion is a significant parameter to assess 
the invasiveness of non-small cell lung cancer - a 
comparison with metabolic tumor volume. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（10） Magota K, Asano Y, Hattori N, Kobayashi K, Manabe O, 
Hirata K, Shiga T, Tamaki N: Single scatter simulation 
with Monte Carlo scaling improved 15O-gas-inhalation 
brain PET imaging. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（11） Kitao Y, Hirata K, Sekizawa M, Takei T, Ichimura W, 
Tamaki N: Volume based parameters on dual phase FDG 
PET may predict proliferative. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（12） Kobayashi K, Hirata K, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Manabe O, Toyonaga T, Uchiyama Y, 
Watanabe S, Kikuchi H, Shiga T, Tamaki N: Texture 
analysis of 11C-Methionine PET may help glioma 
grading. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（13） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Mago ta  K ,  Takeuch i  S ,  Tamak i  N :  Me tas ta t i c  
site-adjustment improves predictive performance of 
metabolic tumor volume and total lesion glycolysis on 
FDG PET in patients with differentiated thyroid 
carcinoma. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（14） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Toyonaga T, Watanabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Convolutional 
neural network can help differentiate FDG PET images 
of brain tumor between glioblastoma and primary 
central nervous system lymphoma. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（15） Murayama A, Manabe O, Hirata K, Tomiyama Y, 
Oyama-Manabe N, Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga 
T, Tamaki N: The optimum threshold for the volume 
based glucose metabolic analysis and the physiological 
distribution of the cardiac lesion using FDG PET/CT. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（16） Katoh C, Tomiyama Y, Hirata K, Shiga T, Tamaki N: 
Iterative factor analysis : Strategy for estimating input 
function in dynamic 18F-FDG brain PET. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（17） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi K, 
Terasaka S, Toyonaga T, Wanatabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Use of 
convolutional neural network as the first step of fully 
automated tumor detection on 11C-methionine brain 
PET. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（18） Manabe O, Yoshinaga K, Ohira H, Oyama-Manabe N, 
Tsujino I, Hirata K, Kikuchi H, Nishijima M, Tamaki N: 
Steroid therapy affects the cardiac metabolic shift and 
requires the careful attention in evaluation of the 
cardiac sarcoidosis with FDG PET/CT. The 63rd Society 
of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, 
June 11-15, 2016

（19） Manabe O: Detection and Assessment of Cardiac 
Sarcoidosis by FDG-PET. Objective and quantitative 
assessment of cardiac FDG uptake. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（20） Manabe  O ,  Yosh inaga  K ,  Oh i r a  H ,  Tsu j i no  I ,  
Oyama-Manabe N, Nishijima M, Tamaki N: The regional 
evaluation of cardiac sympathetic nervous system 
dysfunction and inflammatory lesion for sarcoidosis 
patients. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（21） Yamaguchi S, Hirata K, Toyonaga T, Kobayashi K, 
Kobayash i  H ,  Terasaka  S ,  Sh iga  T,  Tamak i  N :  
18F-Fluoromisonidazole PET is a strong predictor of the 
prognosis in the patients with recurrent high-grade 
glioma receiving Bevacizumab treatment. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 

USA, June 11-15, 2016
（22） Yamaguchi S, Kobayashi K, Hirata K, Seki T, Hida K, 

Manabe O, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Kikuchi H, Shiga T, Tamaki N: Usefulness of 18F-FDG 
PET-CT in intramedullary tumors of spinalcord. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（23） Yoshinaga E, Tomiyama Y, Hiroshi O, Manabe O, 
Tsujino I, Katoh C, Masaharu N, Tamaki N: Assessment 
of reduction in quantitative pulmonary blood flow using 
O-15-labeled water PET in patients with chronic 
thromboembolic pulmonary hypertension. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（24） Yamazaki K, Yamashita A, Zhao Y, Shimizu Y, Kawai K, 
Tamaki N, Zhao S, Asada Y, Kuge Y: Metabolic Aspects 
of [14C]Acetate in Rabbit Atherosclerotic Arteries at 
Different Feeding Conditions: In Vitro Evaluation for 
Atherosclerosis Imaging with [11C]Acetate. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（25） Shimizu Y, Masaki Y, Yoshioka T, Higashino K, Numata 
Y, Nishijima K, Zhao S, Tamaki N, Ogawa M, Kuge Y: 
Does  FMISO-PET rea l ly  reflect  only  hypoxia? ;  
accumulation mechanism assessment with imaging 
mass spectrometry. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（26） Uchiyama Y, Hirata K, Shiga T, Okamoto S, Manabe O, 
Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga T, Kikuchi H, 
Satoshi T, Eriko S, Magota K, Tamaki N: Metabolic tumor 
volume and total lesion glycolysis on FDG PET are 
strong predictors for survival  of  pat ients with 
differentiated thyroid carcinoma - a comparison with 
SUVmax. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（27） Toyonaga T, Mori T, Manabe O, Hirata K, Onimaru R, 
Yasuda K, Yamaguchi S, Kobayashi K, Watanabe S, Shiga 
T,  Kuge  Y,  N i sh i j ima  K ,  Sh i ra to  H ,  Tamak i  N :  
18F-fluoromisonidazole uptake in metastatic brain 
lesions may predict time-to-progression after radiation 
therapy. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（28） Toyonaga T, Manabe O, Hirata K, Kobayashi K, Hattori 
N, Uchiyama Y, Watanabe S, Kikuchi H, Shiga T, Tamaki 
N: Bone marrow 18F-fluorodeoxyglucose uptake may be 
a  s ign ificant  finding  to  eva luate  the  sys temic  
inflammatory condition. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（29） Hiroshima Y, Manabe O, Naya M, Aikawa T, Obara M, 
Yoshinaga K, Tomiyama Y, Magota K, Tamaki N, Katoh 

C: Quantification of Myocardial blood flow with 
11C-hydroxyephedrine Dynamic PET: comparison with 
15O-H2O PET. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（30） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Magota K,  Takeuchi S,  Tamaki N: Usefulness of 
Organ-based Measurement of Volume Based Parameters 
on FDG PET in Patients with Differentiated Thyroid 
Carcinoma. The 2nd Asian Nuclear Medicine Academic 
Forum & the 3rd Rising NM Professional Challenge, 
Shanghai, China, May 6-7, 2016

（31） Tohru Shiga, Shozo Okamoto, Wataru Takeuchi, Atsuro 
Suzuki, Koichi Yasuda, Keiichi Magota, Shiro Watanabe, 
Kenji Hirata, Yuji Kuge, Keiji Kobashi, and Nagara 
Tamaki: High Reproducibility of FMISO PET with 
high-definition semiconductor PET in patients with head 
and neck cancer. The 63rd Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine and Molecular Imaging, San Diego, 
CA. June 11-15, 2016.

（32） Manabe  O ,  Yosh inaga  K ,  Oh i r a  H ,  Tsu j i no  I ,  
Oyama-Manabe N, Nishimura M, Tamaki N: Cardiac 
inflammation burden in cardiac involvement sarcoidosis 
independently increase the systemic inflammation 
burden on volumetric estimation and FDG PET/CT. The 
21st Annual Scientific Session of the American Society 
of Nuclear Cardiology, Boca Raton, FL. September 
22-25, 2016.

（33） Watanabe S, Myoujin M, Itoh K, Hirata K, Manabe O, 
Kobayashi K, Kanegae K, Onodera Y, Takahashi H, 
Hosokawa M, Tamaki N: Metabolic tumor volume in 
FDG PET/CT is a useful predictor for survival in patients 
with unresectable esophageal squamous carcinoma 
treated by definitive chemoradiotherapy.29th Annual 
Meeting of European Association of Nuclear Medicine, 
Barcelona, Spain, 2016.10.14-18

（34） Sato J, Kitagawa Y, Watanabe S, Hirata K, Okamoto S, 
Ohga N, Asaka T, Miyakoshi M, Hata H, Shiga T, 
Shindoh M, Tamaki N: Relationships between FMISO- 
and FDG-PET parameters including hypoxic volume of 
the tumor and prognosis in patients with oral squamous 
cell carcinoma after surgery. 29th Annual Meeting of 
European Association of Nuclear Medicine, Barcelona, 
Spain, 2016.10.14-18

（35） Okamoto S, Thomas P, Klemens S, Tamaki N, Markus S, 
Tobias M, Matthias E: Comparison of the diagnostic 
value of bone scintigraphy and 68Ga-PSMA PET for 
skeletal staging in prostate cancer. 18th Workshop of 
Japanese-German Radiological Affiliation, Munic, 
Germany, 2016.6

国内学会発表
（国内学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） 増田理、玉木長良：画像から読む心不全　シンポジウム5

（司会）　第26回日本心血管画像動態学会、東京、 
2016.1.29-30

（2） 玉木長良：心臓核医学　核医学専門技術セミナー教育講
演. 第16回日本核医学会春季大会、大阪、2016.4.22-24

（3） 玉木長良：PETによる心筋血流評価の現状と将来展望　
基調講演. 第26回日本心臓核医学会、津、2016.7.15-16

（4） Narula J, Tamaki N: Imaging Atherosclerotic Plaque: 
Current Progress and Future Prospect, Symposium 1. 第
56回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（5） 山口秀：悪性神経膠腫における治療前後の画像診断の役
割：P E T .  第 7 5 回日本 医 学 放 射 線 学 会 、横 浜 、 
2016.4.14-17

（6） 玉木長良：心臓：心疾患の病態を紐解く　特別企画．第56
回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（7） 久下裕司：核医学検査のための放射線の基礎、シンポジウ
ム｢核医学領域における薬剤師の関わり｣第26回医療薬学
会年会．国立京都国際会館．京都、2016.9.17-19

（8） 安田耕一、岡本祥三、西川由記子、伊藤陽一、志賀哲、井上
哲也、森崇、豊永拓哉、鬼丸力也、渡邊史郎、土屋和彦、竹
内渉、加藤徳雄、久下裕司、玉木長良、白土博樹：分子イ
メージングを用いた放射線治療、シンポジウム4:分子イ
メージングの臨床応用（治療）．日本分子イメージング学会
第11回総会・学術集会、神戸, 2016.5.28-29．

（9） 真鍋治：IQ SPECTの臨床応用、第49回札幌核医学技術研
究会、札幌、2016.11.25

（10） 真鍋治：心サルコイドーシスの画像診断－FDG PET/CTを
中心に－、第39回　画像診断の基礎と臨床学術講演会、
千葉、2016.9.10

（11） 真鍋治：がん診療における18F-FDG PET/CT検査の利用
法、小樽 PET/CT講演会、小樽、2016.2.12

（12） 真鍋治：ここまで読める画像診断　核医学検査、日本消化
器病学会　北海道支部 第11回専門医セミナー、札幌、 
2016.9.4

（13） 真鍋治：パネルディスカッション　マルチモダリティイメー
ジング　RI、第33回北海道心臓核医学研究会、三重市、
2016.07.15

（14） 岡本祥三：Hypoxia PET imaging for radiation treatment 
planning using IMRT、第75回日本医学放射線学会、横浜、 
2016.4.14-17

（国内学会：一般演題）
（1） 真鍋治、大平洋、吉永恵一郎、辻野一三、真鍋徳子、菊地恒

矢、西村正治、玉木長良：心サルコイドーシスに対するステ
ロイド治療後の18F-FDG PET/CT評価の注意点．第33回北
海道心臓核医学研究会、札幌市、2016.2.27

（2） 菊地恒矢、真鍋治、平田健司、岡本祥三、内山裕子、小林健
太郎、渡邊史郎、豊永拓哉、志賀哲、玉木長良：非小細胞肺
癌の局所浸潤・リンパ節転移の評価－主病巣のFDG集積
(SUVmax、MTV)による検討．第134回日本医学放射線学

会北日本地方会・第79回日本核医学会北日本地方会、札
幌市、2016. 6.18

（3） 渡邊史郎、平田健司、岡本祥三、志賀哲、内山裕子、孫田恵
一、真鍋治、小林健太郎、豊永拓哉、玉木長良、井上哲也、
白土博樹、西嶋剣一、久下裕司：非小細胞肺癌に対する
FMISO PET/CTでの呼吸性移動距離は低酸素の過小評価
と関連する．第134回日本医学放射線学会北日本地方会・
第79回日本核医学会北日本地方会、札幌市、2016.6.18 

（4） 岡本祥三、 Thomas P、Marielena D、 Klemens S, Jürgen 
E. Gschwend、Markus S、 Tobias M, 玉木長良、Matthias 
E：PSMA-PETと骨シンチグラフィの前立腺癌骨転移診断能
の比較検討．第134回日本医学放射線学会北日本地方会・
第79回日本核医学会北日本地方会北日本地方会、札幌
市、 2016.6.1

（5） 渡邊史郎、平田健司、志賀哲、豊永拓哉、小林健太郎、真鍋
治、岡本祥三、内山裕子、志水陽一、西嶋剣一、大倉一枝、
久下裕司、玉木長良：Phase I, First-in-Human Study of 
[123I]IIMU, a Novel Thymidine Phosphorylase Tracer - 
Preliminary Report．第75回日本医学放射線学会総会、横
浜、2016.4.14-17

（6） 玉木長良：癌診療の進化に対する画像診断．第52回日本
医学放射線学会秋季臨床大会、東京、2016.9.17

（7） 山口秀、寺坂俊介、小林浩之、茂木洋晃、伊師雪友、平田健
司、豊永拓哉、小林健太郎、玉木長良、宝金清博：再発神経
膠腫におけるBevacizumab治療後のFMISO PETによる早
期治療効果判定．第75回日本脳神経外科学術総会、福岡、
2016.9.29-10.1

（8） 岡本祥三、Thomas Pyka、Marielena Dahlbender、Robert 
Tauber、Margitta Retz、 Matthias Heck、玉木長良、
Markus Schwaiger、Tobias Maurer、Matthias Eiber：前立
腺癌骨転移におけるPSMA-PETとSPECTを併用した骨シン
チの診断能の比較．第56回日本核医学会学術総会、名古
屋、2016.11.3-5

（9） 岡本祥三、Anne Thieme、Jakob Al lmann、Tobias 
Maurer、Wester Hans-Juergen、玉木長良、Christian H 
Pfob、Klemens Scheidhauer、Markus Schwaiger、Sibylle 
Ziegler、Matthias Eiber：177Lu-PSMA I&T治療における
病変と正常臓器の吸収線量．第56回日本核医学会学術総
会、名古屋、2016.11.3-5

（10） 志賀哲、安彦かがり、生駒一憲、平田健司、孫田惠一、小林
健太郎、加藤千恵次、玉木長良：頭部外傷患者におけるIQ
と局所脳酸素代謝の関係．第56回日本核医学会学術総
会、名古屋、2016.11.3-5

（11） 孫田恵一、志賀哲、浅野有加里、豊永拓哉、小林健太郎、平
田健司、加藤千恵次、玉木長良：15-O脳ガスPETにおける 
Monte Carlo scaling複合型SSS散乱補正の有用性．第56
回日本核医学会学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（12） 渡邊史郎、平田健司、岡本祥三、志賀哲、井上哲也、孫田惠
一、西嶋剣一、豊永拓哉、久下裕司、白𡈽博樹、玉木長良：
非小細胞肺癌FMISO PET/CTにおける呼吸性移動距離と
低酸素過小評価の検討．第56回日本核医学会学術総会、

名古屋、2016.11.3-5
（13） 菊地恒矢、真鍋治、平田健司、岡本祥三、内山裕子、小林健

太郎、渡邊史郎、豊永拓哉、志賀哲、玉木長良：肺腺癌にお
ける原発巣のFDG集積と病理的な局所浸潤・リンパ節転移
との関連について．第56回日本核医学会学術総会、名古
屋、2016.11.3-5

（14） 内山裕子、平田健司、志賀哲、岡本祥三、真鍋治、小林健太
郎、渡邊史郎、豊永拓哉、菊地恒矢、孫田惠一、玉木長良：
転移を有する甲状腺分化癌において、FDG PETでのMTVと
TLGは強い予後予測因子である－SUVmaxとの比較．第56
回日本核医学会学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（15） 平田健司、竹内渉、山口秀、小林浩之、寺坂俊介、豊永拓
哉、渡邊史郎、小林健太郎、小橋啓司、志賀哲、玉木長良：
深層学習(deep learning)による脳腫瘍メチオニンPETの腫
瘍・非腫瘍スライスの自動判定．第56回日本核医学会学術
総会、名古屋、2016.11.3-5

（16） 村山淳人、真鍋 治、平田健司、富山勇輝、加藤千恵次、玉
木長良：FDG PET/CTにおける集積容量を計測するための
最適な閾値と生理的集積傾向．第56回日本核医学会学術
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Annual Meeting of the Society of Nuclear Medicine and 
Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 11-15, 2016

（5） Tamaki N: Cardiovascular Session. (Highlight Talk). 
2016 Annual Meeting of the Society of Nuclear 
Medicine and Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 
11-15, 2016

（6） Tamaki N: Current role of PET for CAD evaluation. 
(Special Symposium 1: Key Issue in Cardiovascular 
Nuclear Medicine). European Association of Nuclear 
Medicine (EANM2012), Barcelona, Oct 15-19, 2016

（7） Kuge Y: PET Imaging of Hypoxia: Studies toward the 
Companion Imaging for Cancer Therapy. The 2nd 

a n n u a l  m e e t i n g  o f  t h e  K o r e a n  S o c i e t y  o f  
Radiopharmaceuticals and Molecular Probes (KSRAMP). 
2016.04.29. Seoul University, Seoul, Korea.

（8） Kuge Y, Nishijima K, Zhao S, Matsumoto H, Akizawa H, 
Ohkura K, Shimizu Y, Shiga T, Hirata K, Watanabe S, 
Okamoto S, Tamaki N: Preclinical and Translational 
Researches of [123I]IIMU, a Novel SPECT Probe for 
Thymidine Phosphorylase  Imag ing :  A Road to  
First-In-Human Clinical Study. Symposium, “Cancer 
Thranost ics”.  2016 HOWS.  Chonnam Nat ional  
University Hospital, Gwangju, Korea, 2016.10.10

（国際学会：一般演題）
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Ito, Yoshinaga K, Tamaki N: SUVmax of the FDG-avid 
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Toyonaga T, Kuge Y, Shirato H, Tamaki N: The distance 
of tumor respiratory movement is associated to 
unde re s t ima t i on  o f  hypox i a  w i t h  non -g a t ed  
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（6） Okamoto S, A Thieme, J Allmann, T Maurer, M Retz, E 
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Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016
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the invasiveness of non-small cell lung cancer - a 
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grading. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（13） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Mago ta  K ,  Takeuch i  S ,  Tamak i  N :  Me tas ta t i c  
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（14） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Toyonaga T, Watanabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Convolutional 
neural network can help differentiate FDG PET images 
of brain tumor between glioblastoma and primary 
central nervous system lymphoma. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（15） Murayama A, Manabe O, Hirata K, Tomiyama Y, 
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（21） Yamaguchi S, Hirata K, Toyonaga T, Kobayashi K, 
Kobayash i  H ,  Terasaka  S ,  Sh iga  T,  Tamak i  N :  
18F-Fluoromisonidazole PET is a strong predictor of the 
prognosis in the patients with recurrent high-grade 
glioma receiving Bevacizumab treatment. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 

USA, June 11-15, 2016
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国内学会発表
（国内学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） 増田理、玉木長良：画像から読む心不全　シンポジウム5

（司会）　第26回日本心血管画像動態学会、東京、 
2016.1.29-30

（2） 玉木長良：心臓核医学　核医学専門技術セミナー教育講
演. 第16回日本核医学会春季大会、大阪、2016.4.22-24

（3） 玉木長良：PETによる心筋血流評価の現状と将来展望　
基調講演. 第26回日本心臓核医学会、津、2016.7.15-16

（4） Narula J, Tamaki N: Imaging Atherosclerotic Plaque: 
Current Progress and Future Prospect, Symposium 1. 第
56回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（5） 山口秀：悪性神経膠腫における治療前後の画像診断の役
割：P E T .  第 7 5 回日本 医 学 放 射 線 学 会 、横 浜 、 
2016.4.14-17

（6） 玉木長良：心臓：心疾患の病態を紐解く　特別企画．第56
回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（7） 久下裕司：核医学検査のための放射線の基礎、シンポジウ
ム｢核医学領域における薬剤師の関わり｣第26回医療薬学
会年会．国立京都国際会館．京都、2016.9.17-19

（8） 安田耕一、岡本祥三、西川由記子、伊藤陽一、志賀哲、井上
哲也、森崇、豊永拓哉、鬼丸力也、渡邊史郎、土屋和彦、竹
内渉、加藤徳雄、久下裕司、玉木長良、白土博樹：分子イ
メージングを用いた放射線治療、シンポジウム4:分子イ
メージングの臨床応用（治療）．日本分子イメージング学会
第11回総会・学術集会、神戸, 2016.5.28-29．

（9） 真鍋治：IQ SPECTの臨床応用、第49回札幌核医学技術研
究会、札幌、2016.11.25

（10） 真鍋治：心サルコイドーシスの画像診断－FDG PET/CTを
中心に－、第39回　画像診断の基礎と臨床学術講演会、
千葉、2016.9.10

（11） 真鍋治：がん診療における18F-FDG PET/CT検査の利用
法、小樽 PET/CT講演会、小樽、2016.2.12

（12） 真鍋治：ここまで読める画像診断　核医学検査、日本消化
器病学会　北海道支部 第11回専門医セミナー、札幌、 
2016.9.4

（13） 真鍋治：パネルディスカッション　マルチモダリティイメー
ジング　RI、第33回北海道心臓核医学研究会、三重市、
2016.07.15

（14） 岡本祥三：Hypoxia PET imaging for radiation treatment 
planning using IMRT、第75回日本医学放射線学会、横浜、 
2016.4.14-17

（国内学会：一般演題）
（1） 真鍋治、大平洋、吉永恵一郎、辻野一三、真鍋徳子、菊地恒

矢、西村正治、玉木長良：心サルコイドーシスに対するステ
ロイド治療後の18F-FDG PET/CT評価の注意点．第33回北
海道心臓核医学研究会、札幌市、2016.2.27

（2） 菊地恒矢、真鍋治、平田健司、岡本祥三、内山裕子、小林健
太郎、渡邊史郎、豊永拓哉、志賀哲、玉木長良：非小細胞肺
癌の局所浸潤・リンパ節転移の評価－主病巣のFDG集積
(SUVmax、MTV)による検討．第134回日本医学放射線学

会北日本地方会・第79回日本核医学会北日本地方会、札
幌市、2016. 6.18

（3） 渡邊史郎、平田健司、岡本祥三、志賀哲、内山裕子、孫田恵
一、真鍋治、小林健太郎、豊永拓哉、玉木長良、井上哲也、
白土博樹、西嶋剣一、久下裕司：非小細胞肺癌に対する
FMISO PET/CTでの呼吸性移動距離は低酸素の過小評価
と関連する．第134回日本医学放射線学会北日本地方会・
第79回日本核医学会北日本地方会、札幌市、2016.6.18 

（4） 岡本祥三、 Thomas P、Marielena D、 Klemens S, Jürgen 
E. Gschwend、Markus S、 Tobias M, 玉木長良、Matthias 
E：PSMA-PETと骨シンチグラフィの前立腺癌骨転移診断能
の比較検討．第134回日本医学放射線学会北日本地方会・
第79回日本核医学会北日本地方会北日本地方会、札幌
市、 2016.6.1

（5） 渡邊史郎、平田健司、志賀哲、豊永拓哉、小林健太郎、真鍋
治、岡本祥三、内山裕子、志水陽一、西嶋剣一、大倉一枝、
久下裕司、玉木長良：Phase I, First-in-Human Study of 
[123I]IIMU, a Novel Thymidine Phosphorylase Tracer - 
Preliminary Report．第75回日本医学放射線学会総会、横
浜、2016.4.14-17

（6） 玉木長良：癌診療の進化に対する画像診断．第52回日本
医学放射線学会秋季臨床大会、東京、2016.9.17

（7） 山口秀、寺坂俊介、小林浩之、茂木洋晃、伊師雪友、平田健
司、豊永拓哉、小林健太郎、玉木長良、宝金清博：再発神経
膠腫におけるBevacizumab治療後のFMISO PETによる早
期治療効果判定．第75回日本脳神経外科学術総会、福岡、
2016.9.29-10.1

（8） 岡本祥三、Thomas Pyka、Marielena Dahlbender、Robert 
Tauber、Margitta Retz、 Matthias Heck、玉木長良、
Markus Schwaiger、Tobias Maurer、Matthias Eiber：前立
腺癌骨転移におけるPSMA-PETとSPECTを併用した骨シン
チの診断能の比較．第56回日本核医学会学術総会、名古
屋、2016.11.3-5

（9） 岡本祥三、Anne Thieme、Jakob Al lmann、Tobias 
Maurer、Wester Hans-Juergen、玉木長良、Christian H 
Pfob、Klemens Scheidhauer、Markus Schwaiger、Sibylle 
Ziegler、Matthias Eiber：177Lu-PSMA I&T治療における
病変と正常臓器の吸収線量．第56回日本核医学会学術総
会、名古屋、2016.11.3-5

（10） 志賀哲、安彦かがり、生駒一憲、平田健司、孫田惠一、小林
健太郎、加藤千恵次、玉木長良：頭部外傷患者におけるIQ
と局所脳酸素代謝の関係．第56回日本核医学会学術総
会、名古屋、2016.11.3-5

（11） 孫田恵一、志賀哲、浅野有加里、豊永拓哉、小林健太郎、平
田健司、加藤千恵次、玉木長良：15-O脳ガスPETにおける 
Monte Carlo scaling複合型SSS散乱補正の有用性．第56
回日本核医学会学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（12） 渡邊史郎、平田健司、岡本祥三、志賀哲、井上哲也、孫田惠
一、西嶋剣一、豊永拓哉、久下裕司、白𡈽博樹、玉木長良：
非小細胞肺癌FMISO PET/CTにおける呼吸性移動距離と
低酸素過小評価の検討．第56回日本核医学会学術総会、

名古屋、2016.11.3-5
（13） 菊地恒矢、真鍋治、平田健司、岡本祥三、内山裕子、小林健

太郎、渡邊史郎、豊永拓哉、志賀哲、玉木長良：肺腺癌にお
ける原発巣のFDG集積と病理的な局所浸潤・リンパ節転移
との関連について．第56回日本核医学会学術総会、名古
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PET-CTの役割　～低酸素イメージングを中心に～　臨床
放射線、金原出版．6016, 61:1759-1764

（5） 村山淳人、真鍋治、益田淳朗、平田健司、富山勇輝、竹内桂
介、加藤千恵次、玉木長良：絶食時間、通院状況が及ぼす
心筋糖代謝領域への影響．臨床放射線  6 1 ( 9 )：
1135-1139, 2016

国際学会発表
（国際学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） Hirata K: Case Presentation: Brain Tumour Discuss the 

role of Brain Imaging using actual cases for image 
interpretation and its relevance in clinical practice. 
International Atomic Energy Agency, Osaka, May23-27, 
2016

（2） Shiga T: Brain Trauma ILO: Discuss the role of nuclear 
medicine imaging in brain trauma. International Atomic 
Energy Agency, Osaka, May23-27, 2016

（3） Hirata K: C-11 methionine and F-18 FMISO PET for 
brain tumor. The Midyear Academic Meeting of Nuclear 
Medicine Society of Thailand, Sai Yok, Karnchanaburi 
Province, Thailand, October 6-7, 2016

（4） Tamaki N: Detection and assessment of cardiac 
sarcoidosis (Educational Session, Organizor). 2016 
Annual Meeting of the Society of Nuclear Medicine and 
Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 11-15, 2016

（5） Tamaki N: Cardiovascular Session. (Highlight Talk). 
2016 Annual Meeting of the Society of Nuclear 
Medicine and Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 
11-15, 2016

（6） Tamaki N: Current role of PET for CAD evaluation. 
(Special Symposium 1: Key Issue in Cardiovascular 
Nuclear Medicine). European Association of Nuclear 
Medicine (EANM2012), Barcelona, Oct 15-19, 2016

（7） Kuge Y: PET Imaging of Hypoxia: Studies toward the 
Companion Imaging for Cancer Therapy. The 2nd 

a n n u a l  m e e t i n g  o f  t h e  K o r e a n  S o c i e t y  o f  
Radiopharmaceuticals and Molecular Probes (KSRAMP). 
2016.04.29. Seoul University, Seoul, Korea.

（8） Kuge Y, Nishijima K, Zhao S, Matsumoto H, Akizawa H, 
Ohkura K, Shimizu Y, Shiga T, Hirata K, Watanabe S, 
Okamoto S, Tamaki N: Preclinical and Translational 
Researches of [123I]IIMU, a Novel SPECT Probe for 
Thymidine Phosphorylase  Imag ing :  A Road to  
First-In-Human Clinical Study. Symposium, “Cancer 
Thranost ics”.  2016 HOWS.  Chonnam Nat ional  
University Hospital, Gwangju, Korea, 2016.10.10

（国際学会：一般演題）
（1） Uchiyama Y, Okamoto S, Shiga T, F.C.Gaertner, Hirata K, 

Manabe O, Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga T, Y. M. 
Ito, Yoshinaga K, Tamaki N: SUVmax of the FDG-avid 
me ta s t a t i c  l e s i ons  be fo re  I -131  the rapy  f o r  
different iated thyroid carcinoma is  a powerful  
independent prognostic factor. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（2） Toyonaga T, Shiga T, Suzuki A, Takeuchi W, Nakagawa 
S, Hirata K, Uchiyama Y, Manabe O, Kobayashi K, 
Watanabe S, Kobasi K, Tamaki N: New SPECT scanner 
with semiconductor detectors enables quantitative dual 
tracer diagnostic imaging of CBF and Dopamine 
transporter imaging in patients with cognitive disorder. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（3） Watanabe S, Hirata K, Shiga T, Toyonaga T, Okamoto S, 
Uchiyama Y, Munakata Y, Magota K, Shimizu Y, 
N i s h i j im a  K ,  O h k u r a  K ,  K u g e  Y ,  T amak i  N :  
F i r s t - i n -Human  S tudy  o f  a  Nove l  Thymid ine  
Phosphorylase Tracer [123I]IIMU in Healthy Volunteers 
- Preliminary Report. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（4） Watanabe S, Hirata K, Okamoto S, Shiga T, Uchiyama Y, 
Inoue T, Magota K, Nishijima K, Manabe O, Kobayashi K, 
Toyonaga T, Kuge Y, Shirato H, Tamaki N: The distance 
of tumor respiratory movement is associated to 
unde re s t ima t i on  o f  hypox i a  w i t h  non -g a t ed  
FMISO-PET/CT in non-small cell lung cancer. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（5） Zhao S, W. Yu, N. Ukon, Nishijima K, Yamashita H, 
Tamaki N, Kuge Y: Effects of eribulin on remodeling of 
tumor vasculature evaluated with 18F-FMISO hypoxia 
imaging in a human breast cancer cell xenograft. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（6） Okamoto S, A Thieme, J Allmann, T Maurer, M Retz, E 

Tauber, M Heck, H Wester, Tamaki N, K Scheidhauer, M 
Schwaiger, S Ziegler, M Eober: Radiation dosimetry for 
177Lu-PSMA I&T therapy in metastatic prostate cancer: 
resu l ts  for  normal  organs ,  tumor  les ions  and 
comparison between different cycles. The 63rd Society 
of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, 
June 11-15, 2016

（7） Aikawa T, Naya M, Tomiyama Y, Obara M, Manabe O, 
Magota K,  Yamada S ,  Tamaki N:  Impairment of  
myoca rd i a l  s ympa the t i c  i nne rva t i on  and  i t s  
heterogeneity are associated with diastolic dysfunction 
in patients with heart failure and preserved ejection 
fraction: C11-hydroxyephedrine PET study. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（8） Suzuki A, Takeuchi W, Ishitsu T, Ueno Y, Kobashi K, 
Shiga T, Tamaki N: A semiconductor based well counter 
for measurement of a dual-radioisotope in blood 
sample. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（9） Kikuchi H, Manabe O, Hirata K, Uchiyama Y, Kobayashi 
K, Watanabe S, Toyonaga T, Shiga T, Tamaki N: SUVmax 
of the primary lesion is a significant parameter to assess 
the invasiveness of non-small cell lung cancer - a 
comparison with metabolic tumor volume. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（10） Magota K, Asano Y, Hattori N, Kobayashi K, Manabe O, 
Hirata K, Shiga T, Tamaki N: Single scatter simulation 
with Monte Carlo scaling improved 15O-gas-inhalation 
brain PET imaging. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（11） Kitao Y, Hirata K, Sekizawa M, Takei T, Ichimura W, 
Tamaki N: Volume based parameters on dual phase FDG 
PET may predict proliferative. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（12） Kobayashi K, Hirata K, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Manabe O, Toyonaga T, Uchiyama Y, 
Watanabe S, Kikuchi H, Shiga T, Tamaki N: Texture 
analysis of 11C-Methionine PET may help glioma 
grading. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（13） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Mago ta  K ,  Takeuch i  S ,  Tamak i  N :  Me tas ta t i c  
site-adjustment improves predictive performance of 
metabolic tumor volume and total lesion glycolysis on 
FDG PET in patients with differentiated thyroid 
carcinoma. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（14） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Toyonaga T, Watanabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Convolutional 
neural network can help differentiate FDG PET images 
of brain tumor between glioblastoma and primary 
central nervous system lymphoma. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（15） Murayama A, Manabe O, Hirata K, Tomiyama Y, 
Oyama-Manabe N, Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga 
T, Tamaki N: The optimum threshold for the volume 
based glucose metabolic analysis and the physiological 
distribution of the cardiac lesion using FDG PET/CT. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（16） Katoh C, Tomiyama Y, Hirata K, Shiga T, Tamaki N: 
Iterative factor analysis : Strategy for estimating input 
function in dynamic 18F-FDG brain PET. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（17） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi K, 
Terasaka S, Toyonaga T, Wanatabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Use of 
convolutional neural network as the first step of fully 
automated tumor detection on 11C-methionine brain 
PET. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（18） Manabe O, Yoshinaga K, Ohira H, Oyama-Manabe N, 
Tsujino I, Hirata K, Kikuchi H, Nishijima M, Tamaki N: 
Steroid therapy affects the cardiac metabolic shift and 
requires the careful attention in evaluation of the 
cardiac sarcoidosis with FDG PET/CT. The 63rd Society 
of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, 
June 11-15, 2016

（19） Manabe O: Detection and Assessment of Cardiac 
Sarcoidosis by FDG-PET. Objective and quantitative 
assessment of cardiac FDG uptake. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（20） Manabe  O ,  Yosh inaga  K ,  Oh i r a  H ,  Tsu j i no  I ,  
Oyama-Manabe N, Nishijima M, Tamaki N: The regional 
evaluation of cardiac sympathetic nervous system 
dysfunction and inflammatory lesion for sarcoidosis 
patients. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（21） Yamaguchi S, Hirata K, Toyonaga T, Kobayashi K, 
Kobayash i  H ,  Terasaka  S ,  Sh iga  T,  Tamak i  N :  
18F-Fluoromisonidazole PET is a strong predictor of the 
prognosis in the patients with recurrent high-grade 
glioma receiving Bevacizumab treatment. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 

USA, June 11-15, 2016
（22） Yamaguchi S, Kobayashi K, Hirata K, Seki T, Hida K, 

Manabe O, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Kikuchi H, Shiga T, Tamaki N: Usefulness of 18F-FDG 
PET-CT in intramedullary tumors of spinalcord. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（23） Yoshinaga E, Tomiyama Y, Hiroshi O, Manabe O, 
Tsujino I, Katoh C, Masaharu N, Tamaki N: Assessment 
of reduction in quantitative pulmonary blood flow using 
O-15-labeled water PET in patients with chronic 
thromboembolic pulmonary hypertension. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（24） Yamazaki K, Yamashita A, Zhao Y, Shimizu Y, Kawai K, 
Tamaki N, Zhao S, Asada Y, Kuge Y: Metabolic Aspects 
of [14C]Acetate in Rabbit Atherosclerotic Arteries at 
Different Feeding Conditions: In Vitro Evaluation for 
Atherosclerosis Imaging with [11C]Acetate. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（25） Shimizu Y, Masaki Y, Yoshioka T, Higashino K, Numata 
Y, Nishijima K, Zhao S, Tamaki N, Ogawa M, Kuge Y: 
Does  FMISO-PET rea l ly  reflect  only  hypoxia? ;  
accumulation mechanism assessment with imaging 
mass spectrometry. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（26） Uchiyama Y, Hirata K, Shiga T, Okamoto S, Manabe O, 
Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga T, Kikuchi H, 
Satoshi T, Eriko S, Magota K, Tamaki N: Metabolic tumor 
volume and total lesion glycolysis on FDG PET are 
strong predictors for survival  of  pat ients with 
differentiated thyroid carcinoma - a comparison with 
SUVmax. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（27） Toyonaga T, Mori T, Manabe O, Hirata K, Onimaru R, 
Yasuda K, Yamaguchi S, Kobayashi K, Watanabe S, Shiga 
T,  Kuge  Y,  N i sh i j ima  K ,  Sh i ra to  H ,  Tamak i  N :  
18F-fluoromisonidazole uptake in metastatic brain 
lesions may predict time-to-progression after radiation 
therapy. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（28） Toyonaga T, Manabe O, Hirata K, Kobayashi K, Hattori 
N, Uchiyama Y, Watanabe S, Kikuchi H, Shiga T, Tamaki 
N: Bone marrow 18F-fluorodeoxyglucose uptake may be 
a  s ign ificant  finding  to  eva luate  the  sys temic  
inflammatory condition. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（29） Hiroshima Y, Manabe O, Naya M, Aikawa T, Obara M, 
Yoshinaga K, Tomiyama Y, Magota K, Tamaki N, Katoh 

C: Quantification of Myocardial blood flow with 
11C-hydroxyephedrine Dynamic PET: comparison with 
15O-H2O PET. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（30） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Magota K,  Takeuchi S,  Tamaki N: Usefulness of 
Organ-based Measurement of Volume Based Parameters 
on FDG PET in Patients with Differentiated Thyroid 
Carcinoma. The 2nd Asian Nuclear Medicine Academic 
Forum & the 3rd Rising NM Professional Challenge, 
Shanghai, China, May 6-7, 2016

（31） Tohru Shiga, Shozo Okamoto, Wataru Takeuchi, Atsuro 
Suzuki, Koichi Yasuda, Keiichi Magota, Shiro Watanabe, 
Kenji Hirata, Yuji Kuge, Keiji Kobashi, and Nagara 
Tamaki: High Reproducibility of FMISO PET with 
high-definition semiconductor PET in patients with head 
and neck cancer. The 63rd Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine and Molecular Imaging, San Diego, 
CA. June 11-15, 2016.

（32） Manabe  O ,  Yosh inaga  K ,  Oh i r a  H ,  Tsu j i no  I ,  
Oyama-Manabe N, Nishimura M, Tamaki N: Cardiac 
inflammation burden in cardiac involvement sarcoidosis 
independently increase the systemic inflammation 
burden on volumetric estimation and FDG PET/CT. The 
21st Annual Scientific Session of the American Society 
of Nuclear Cardiology, Boca Raton, FL. September 
22-25, 2016.

（33） Watanabe S, Myoujin M, Itoh K, Hirata K, Manabe O, 
Kobayashi K, Kanegae K, Onodera Y, Takahashi H, 
Hosokawa M, Tamaki N: Metabolic tumor volume in 
FDG PET/CT is a useful predictor for survival in patients 
with unresectable esophageal squamous carcinoma 
treated by definitive chemoradiotherapy.29th Annual 
Meeting of European Association of Nuclear Medicine, 
Barcelona, Spain, 2016.10.14-18

（34） Sato J, Kitagawa Y, Watanabe S, Hirata K, Okamoto S, 
Ohga N, Asaka T, Miyakoshi M, Hata H, Shiga T, 
Shindoh M, Tamaki N: Relationships between FMISO- 
and FDG-PET parameters including hypoxic volume of 
the tumor and prognosis in patients with oral squamous 
cell carcinoma after surgery. 29th Annual Meeting of 
European Association of Nuclear Medicine, Barcelona, 
Spain, 2016.10.14-18

（35） Okamoto S, Thomas P, Klemens S, Tamaki N, Markus S, 
Tobias M, Matthias E: Comparison of the diagnostic 
value of bone scintigraphy and 68Ga-PSMA PET for 
skeletal staging in prostate cancer. 18th Workshop of 
Japanese-German Radiological Affiliation, Munic, 
Germany, 2016.6

国内学会発表
（国内学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） 増田理、玉木長良：画像から読む心不全　シンポジウム5

（司会）　第26回日本心血管画像動態学会、東京、 
2016.1.29-30

（2） 玉木長良：心臓核医学　核医学専門技術セミナー教育講
演. 第16回日本核医学会春季大会、大阪、2016.4.22-24

（3） 玉木長良：PETによる心筋血流評価の現状と将来展望　
基調講演. 第26回日本心臓核医学会、津、2016.7.15-16

（4） Narula J, Tamaki N: Imaging Atherosclerotic Plaque: 
Current Progress and Future Prospect, Symposium 1. 第
56回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（5） 山口秀：悪性神経膠腫における治療前後の画像診断の役
割：P E T .  第 7 5 回日本 医 学 放 射 線 学 会 、横 浜 、 
2016.4.14-17

（6） 玉木長良：心臓：心疾患の病態を紐解く　特別企画．第56
回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（7） 久下裕司：核医学検査のための放射線の基礎、シンポジウ
ム｢核医学領域における薬剤師の関わり｣第26回医療薬学
会年会．国立京都国際会館．京都、2016.9.17-19

（8） 安田耕一、岡本祥三、西川由記子、伊藤陽一、志賀哲、井上
哲也、森崇、豊永拓哉、鬼丸力也、渡邊史郎、土屋和彦、竹
内渉、加藤徳雄、久下裕司、玉木長良、白土博樹：分子イ
メージングを用いた放射線治療、シンポジウム4:分子イ
メージングの臨床応用（治療）．日本分子イメージング学会
第11回総会・学術集会、神戸, 2016.5.28-29．

（9） 真鍋治：IQ SPECTの臨床応用、第49回札幌核医学技術研
究会、札幌、2016.11.25

（10） 真鍋治：心サルコイドーシスの画像診断－FDG PET/CTを
中心に－、第39回　画像診断の基礎と臨床学術講演会、
千葉、2016.9.10

（11） 真鍋治：がん診療における18F-FDG PET/CT検査の利用
法、小樽 PET/CT講演会、小樽、2016.2.12

（12） 真鍋治：ここまで読める画像診断　核医学検査、日本消化
器病学会　北海道支部 第11回専門医セミナー、札幌、 
2016.9.4

（13） 真鍋治：パネルディスカッション　マルチモダリティイメー
ジング　RI、第33回北海道心臓核医学研究会、三重市、
2016.07.15

（14） 岡本祥三：Hypoxia PET imaging for radiation treatment 
planning using IMRT、第75回日本医学放射線学会、横浜、 
2016.4.14-17

（国内学会：一般演題）
（1） 真鍋治、大平洋、吉永恵一郎、辻野一三、真鍋徳子、菊地恒

矢、西村正治、玉木長良：心サルコイドーシスに対するステ
ロイド治療後の18F-FDG PET/CT評価の注意点．第33回北
海道心臓核医学研究会、札幌市、2016.2.27

（2） 菊地恒矢、真鍋治、平田健司、岡本祥三、内山裕子、小林健
太郎、渡邊史郎、豊永拓哉、志賀哲、玉木長良：非小細胞肺
癌の局所浸潤・リンパ節転移の評価－主病巣のFDG集積
(SUVmax、MTV)による検討．第134回日本医学放射線学

会北日本地方会・第79回日本核医学会北日本地方会、札
幌市、2016. 6.18

（3） 渡邊史郎、平田健司、岡本祥三、志賀哲、内山裕子、孫田恵
一、真鍋治、小林健太郎、豊永拓哉、玉木長良、井上哲也、
白土博樹、西嶋剣一、久下裕司：非小細胞肺癌に対する
FMISO PET/CTでの呼吸性移動距離は低酸素の過小評価
と関連する．第134回日本医学放射線学会北日本地方会・
第79回日本核医学会北日本地方会、札幌市、2016.6.18 

（4） 岡本祥三、 Thomas P、Marielena D、 Klemens S, Jürgen 
E. Gschwend、Markus S、 Tobias M, 玉木長良、Matthias 
E：PSMA-PETと骨シンチグラフィの前立腺癌骨転移診断能
の比較検討．第134回日本医学放射線学会北日本地方会・
第79回日本核医学会北日本地方会北日本地方会、札幌
市、 2016.6.1

（5） 渡邊史郎、平田健司、志賀哲、豊永拓哉、小林健太郎、真鍋
治、岡本祥三、内山裕子、志水陽一、西嶋剣一、大倉一枝、
久下裕司、玉木長良：Phase I, First-in-Human Study of 
[123I]IIMU, a Novel Thymidine Phosphorylase Tracer - 
Preliminary Report．第75回日本医学放射線学会総会、横
浜、2016.4.14-17

（6） 玉木長良：癌診療の進化に対する画像診断．第52回日本
医学放射線学会秋季臨床大会、東京、2016.9.17

（7） 山口秀、寺坂俊介、小林浩之、茂木洋晃、伊師雪友、平田健
司、豊永拓哉、小林健太郎、玉木長良、宝金清博：再発神経
膠腫におけるBevacizumab治療後のFMISO PETによる早
期治療効果判定．第75回日本脳神経外科学術総会、福岡、
2016.9.29-10.1

（8） 岡本祥三、Thomas Pyka、Marielena Dahlbender、Robert 
Tauber、Margitta Retz、 Matthias Heck、玉木長良、
Markus Schwaiger、Tobias Maurer、Matthias Eiber：前立
腺癌骨転移におけるPSMA-PETとSPECTを併用した骨シン
チの診断能の比較．第56回日本核医学会学術総会、名古
屋、2016.11.3-5

（9） 岡本祥三、Anne Thieme、Jakob Al lmann、Tobias 
Maurer、Wester Hans-Juergen、玉木長良、Christian H 
Pfob、Klemens Scheidhauer、Markus Schwaiger、Sibylle 
Ziegler、Matthias Eiber：177Lu-PSMA I&T治療における
病変と正常臓器の吸収線量．第56回日本核医学会学術総
会、名古屋、2016.11.3-5

（10） 志賀哲、安彦かがり、生駒一憲、平田健司、孫田惠一、小林
健太郎、加藤千恵次、玉木長良：頭部外傷患者におけるIQ
と局所脳酸素代謝の関係．第56回日本核医学会学術総
会、名古屋、2016.11.3-5

（11） 孫田恵一、志賀哲、浅野有加里、豊永拓哉、小林健太郎、平
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Higashino K, Numata Y, Okuda T, Zhao S, Sakai S, 
Igarashi Y, Kuge Y: Imaging mass spectrometry reveals 
acyl-chain- and region-specific sphingolipid metabolism 
in the kidneys of sphingomyelin synthase 2-deficient 
mice. PLoS One. 2016; 11(3): e0152191

和文著書
（共著・分担）
（1） 玉木長良、真鍋治、吉永恵一郎：心臓核医学検査. 循環器

疾患の検査法 ポケット版カラ―内科学 門脇孝、永井良三
（総編集）、西村書店．2016, pp568-571

（2） 山口秀、玉木長良：グリオーマ画像診断の基礎知識（三國
信啓編：グリオーマ治療のDecision Making）、文光堂．
2016, pp22-27

（3） 山口秀、寺坂俊介：脳腫瘍の危険因子：概論、（脳腫瘍学 
基礎研究と臨床研究の進歩）、日本臨牀社．2016, 70-71

（4） 平田健司、豊永拓哉、玉木長良：放射線治療計画における
PET-CTの役割　～低酸素イメージングを中心に～　臨床
放射線、金原出版．6016, 61:1759-1764

（5） 村山淳人、真鍋治、益田淳朗、平田健司、富山勇輝、竹内桂
介、加藤千恵次、玉木長良：絶食時間、通院状況が及ぼす
心筋糖代謝領域への影響．臨床放射線  6 1 ( 9 )：
1135-1139, 2016

国際学会発表
（国際学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） Hirata K: Case Presentation: Brain Tumour Discuss the 

role of Brain Imaging using actual cases for image 
interpretation and its relevance in clinical practice. 
International Atomic Energy Agency, Osaka, May23-27, 
2016

（2） Shiga T: Brain Trauma ILO: Discuss the role of nuclear 
medicine imaging in brain trauma. International Atomic 
Energy Agency, Osaka, May23-27, 2016

（3） Hirata K: C-11 methionine and F-18 FMISO PET for 
brain tumor. The Midyear Academic Meeting of Nuclear 
Medicine Society of Thailand, Sai Yok, Karnchanaburi 
Province, Thailand, October 6-7, 2016

（4） Tamaki N: Detection and assessment of cardiac 
sarcoidosis (Educational Session, Organizor). 2016 
Annual Meeting of the Society of Nuclear Medicine and 
Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 11-15, 2016

（5） Tamaki N: Cardiovascular Session. (Highlight Talk). 
2016 Annual Meeting of the Society of Nuclear 
Medicine and Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 
11-15, 2016

（6） Tamaki N: Current role of PET for CAD evaluation. 
(Special Symposium 1: Key Issue in Cardiovascular 
Nuclear Medicine). European Association of Nuclear 
Medicine (EANM2012), Barcelona, Oct 15-19, 2016

（7） Kuge Y: PET Imaging of Hypoxia: Studies toward the 
Companion Imaging for Cancer Therapy. The 2nd 

a n n u a l  m e e t i n g  o f  t h e  K o r e a n  S o c i e t y  o f  
Radiopharmaceuticals and Molecular Probes (KSRAMP). 
2016.04.29. Seoul University, Seoul, Korea.

（8） Kuge Y, Nishijima K, Zhao S, Matsumoto H, Akizawa H, 
Ohkura K, Shimizu Y, Shiga T, Hirata K, Watanabe S, 
Okamoto S, Tamaki N: Preclinical and Translational 
Researches of [123I]IIMU, a Novel SPECT Probe for 
Thymidine Phosphorylase  Imag ing :  A Road to  
First-In-Human Clinical Study. Symposium, “Cancer 
Thranost ics”.  2016 HOWS.  Chonnam Nat ional  
University Hospital, Gwangju, Korea, 2016.10.10

（国際学会：一般演題）
（1） Uchiyama Y, Okamoto S, Shiga T, F.C.Gaertner, Hirata K, 

Manabe O, Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga T, Y. M. 
Ito, Yoshinaga K, Tamaki N: SUVmax of the FDG-avid 
me ta s t a t i c  l e s i ons  be fo re  I -131  the rapy  f o r  
different iated thyroid carcinoma is  a powerful  
independent prognostic factor. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（2） Toyonaga T, Shiga T, Suzuki A, Takeuchi W, Nakagawa 
S, Hirata K, Uchiyama Y, Manabe O, Kobayashi K, 
Watanabe S, Kobasi K, Tamaki N: New SPECT scanner 
with semiconductor detectors enables quantitative dual 
tracer diagnostic imaging of CBF and Dopamine 
transporter imaging in patients with cognitive disorder. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（3） Watanabe S, Hirata K, Shiga T, Toyonaga T, Okamoto S, 
Uchiyama Y, Munakata Y, Magota K, Shimizu Y, 
N i s h i j im a  K ,  O h k u r a  K ,  K u g e  Y ,  T amak i  N :  
F i r s t - i n -Human  S tudy  o f  a  Nove l  Thymid ine  
Phosphorylase Tracer [123I]IIMU in Healthy Volunteers 
- Preliminary Report. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（4） Watanabe S, Hirata K, Okamoto S, Shiga T, Uchiyama Y, 
Inoue T, Magota K, Nishijima K, Manabe O, Kobayashi K, 
Toyonaga T, Kuge Y, Shirato H, Tamaki N: The distance 
of tumor respiratory movement is associated to 
unde re s t ima t i on  o f  hypox i a  w i t h  non -g a t ed  
FMISO-PET/CT in non-small cell lung cancer. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（5） Zhao S, W. Yu, N. Ukon, Nishijima K, Yamashita H, 
Tamaki N, Kuge Y: Effects of eribulin on remodeling of 
tumor vasculature evaluated with 18F-FMISO hypoxia 
imaging in a human breast cancer cell xenograft. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（6） Okamoto S, A Thieme, J Allmann, T Maurer, M Retz, E 

Tauber, M Heck, H Wester, Tamaki N, K Scheidhauer, M 
Schwaiger, S Ziegler, M Eober: Radiation dosimetry for 
177Lu-PSMA I&T therapy in metastatic prostate cancer: 
resu l ts  for  normal  organs ,  tumor  les ions  and 
comparison between different cycles. The 63rd Society 
of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, 
June 11-15, 2016

（7） Aikawa T, Naya M, Tomiyama Y, Obara M, Manabe O, 
Magota K,  Yamada S ,  Tamaki N:  Impairment of  
myoca rd i a l  s ympa the t i c  i nne rva t i on  and  i t s  
heterogeneity are associated with diastolic dysfunction 
in patients with heart failure and preserved ejection 
fraction: C11-hydroxyephedrine PET study. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（8） Suzuki A, Takeuchi W, Ishitsu T, Ueno Y, Kobashi K, 
Shiga T, Tamaki N: A semiconductor based well counter 
for measurement of a dual-radioisotope in blood 
sample. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（9） Kikuchi H, Manabe O, Hirata K, Uchiyama Y, Kobayashi 
K, Watanabe S, Toyonaga T, Shiga T, Tamaki N: SUVmax 
of the primary lesion is a significant parameter to assess 
the invasiveness of non-small cell lung cancer - a 
comparison with metabolic tumor volume. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（10） Magota K, Asano Y, Hattori N, Kobayashi K, Manabe O, 
Hirata K, Shiga T, Tamaki N: Single scatter simulation 
with Monte Carlo scaling improved 15O-gas-inhalation 
brain PET imaging. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（11） Kitao Y, Hirata K, Sekizawa M, Takei T, Ichimura W, 
Tamaki N: Volume based parameters on dual phase FDG 
PET may predict proliferative. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（12） Kobayashi K, Hirata K, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Manabe O, Toyonaga T, Uchiyama Y, 
Watanabe S, Kikuchi H, Shiga T, Tamaki N: Texture 
analysis of 11C-Methionine PET may help glioma 
grading. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（13） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Mago ta  K ,  Takeuch i  S ,  Tamak i  N :  Me tas ta t i c  
site-adjustment improves predictive performance of 
metabolic tumor volume and total lesion glycolysis on 
FDG PET in patients with differentiated thyroid 
carcinoma. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（14） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Toyonaga T, Watanabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Convolutional 
neural network can help differentiate FDG PET images 
of brain tumor between glioblastoma and primary 
central nervous system lymphoma. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（15） Murayama A, Manabe O, Hirata K, Tomiyama Y, 
Oyama-Manabe N, Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga 
T, Tamaki N: The optimum threshold for the volume 
based glucose metabolic analysis and the physiological 
distribution of the cardiac lesion using FDG PET/CT. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（16） Katoh C, Tomiyama Y, Hirata K, Shiga T, Tamaki N: 
Iterative factor analysis : Strategy for estimating input 
function in dynamic 18F-FDG brain PET. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（17） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi K, 
Terasaka S, Toyonaga T, Wanatabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Use of 
convolutional neural network as the first step of fully 
automated tumor detection on 11C-methionine brain 
PET. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（18） Manabe O, Yoshinaga K, Ohira H, Oyama-Manabe N, 
Tsujino I, Hirata K, Kikuchi H, Nishijima M, Tamaki N: 
Steroid therapy affects the cardiac metabolic shift and 
requires the careful attention in evaluation of the 
cardiac sarcoidosis with FDG PET/CT. The 63rd Society 
of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, 
June 11-15, 2016

（19） Manabe O: Detection and Assessment of Cardiac 
Sarcoidosis by FDG-PET. Objective and quantitative 
assessment of cardiac FDG uptake. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（20） Manabe  O ,  Yosh inaga  K ,  Oh i r a  H ,  Tsu j i no  I ,  
Oyama-Manabe N, Nishijima M, Tamaki N: The regional 
evaluation of cardiac sympathetic nervous system 
dysfunction and inflammatory lesion for sarcoidosis 
patients. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（21） Yamaguchi S, Hirata K, Toyonaga T, Kobayashi K, 
Kobayash i  H ,  Terasaka  S ,  Sh iga  T,  Tamak i  N :  
18F-Fluoromisonidazole PET is a strong predictor of the 
prognosis in the patients with recurrent high-grade 
glioma receiving Bevacizumab treatment. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 

USA, June 11-15, 2016
（22） Yamaguchi S, Kobayashi K, Hirata K, Seki T, Hida K, 

Manabe O, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Kikuchi H, Shiga T, Tamaki N: Usefulness of 18F-FDG 
PET-CT in intramedullary tumors of spinalcord. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（23） Yoshinaga E, Tomiyama Y, Hiroshi O, Manabe O, 
Tsujino I, Katoh C, Masaharu N, Tamaki N: Assessment 
of reduction in quantitative pulmonary blood flow using 
O-15-labeled water PET in patients with chronic 
thromboembolic pulmonary hypertension. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（24） Yamazaki K, Yamashita A, Zhao Y, Shimizu Y, Kawai K, 
Tamaki N, Zhao S, Asada Y, Kuge Y: Metabolic Aspects 
of [14C]Acetate in Rabbit Atherosclerotic Arteries at 
Different Feeding Conditions: In Vitro Evaluation for 
Atherosclerosis Imaging with [11C]Acetate. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（25） Shimizu Y, Masaki Y, Yoshioka T, Higashino K, Numata 
Y, Nishijima K, Zhao S, Tamaki N, Ogawa M, Kuge Y: 
Does  FMISO-PET rea l ly  reflect  only  hypoxia? ;  
accumulation mechanism assessment with imaging 
mass spectrometry. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（26） Uchiyama Y, Hirata K, Shiga T, Okamoto S, Manabe O, 
Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga T, Kikuchi H, 
Satoshi T, Eriko S, Magota K, Tamaki N: Metabolic tumor 
volume and total lesion glycolysis on FDG PET are 
strong predictors for survival  of  pat ients with 
differentiated thyroid carcinoma - a comparison with 
SUVmax. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（27） Toyonaga T, Mori T, Manabe O, Hirata K, Onimaru R, 
Yasuda K, Yamaguchi S, Kobayashi K, Watanabe S, Shiga 
T,  Kuge  Y,  N i sh i j ima  K ,  Sh i ra to  H ,  Tamak i  N :  
18F-fluoromisonidazole uptake in metastatic brain 
lesions may predict time-to-progression after radiation 
therapy. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（28） Toyonaga T, Manabe O, Hirata K, Kobayashi K, Hattori 
N, Uchiyama Y, Watanabe S, Kikuchi H, Shiga T, Tamaki 
N: Bone marrow 18F-fluorodeoxyglucose uptake may be 
a  s ign ificant  finding  to  eva luate  the  sys temic  
inflammatory condition. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（29） Hiroshima Y, Manabe O, Naya M, Aikawa T, Obara M, 
Yoshinaga K, Tomiyama Y, Magota K, Tamaki N, Katoh 

C: Quantification of Myocardial blood flow with 
11C-hydroxyephedrine Dynamic PET: comparison with 
15O-H2O PET. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（30） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Magota K,  Takeuchi S,  Tamaki N: Usefulness of 
Organ-based Measurement of Volume Based Parameters 
on FDG PET in Patients with Differentiated Thyroid 
Carcinoma. The 2nd Asian Nuclear Medicine Academic 
Forum & the 3rd Rising NM Professional Challenge, 
Shanghai, China, May 6-7, 2016

（31） Tohru Shiga, Shozo Okamoto, Wataru Takeuchi, Atsuro 
Suzuki, Koichi Yasuda, Keiichi Magota, Shiro Watanabe, 
Kenji Hirata, Yuji Kuge, Keiji Kobashi, and Nagara 
Tamaki: High Reproducibility of FMISO PET with 
high-definition semiconductor PET in patients with head 
and neck cancer. The 63rd Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine and Molecular Imaging, San Diego, 
CA. June 11-15, 2016.

（32） Manabe  O ,  Yosh inaga  K ,  Oh i r a  H ,  Tsu j i no  I ,  
Oyama-Manabe N, Nishimura M, Tamaki N: Cardiac 
inflammation burden in cardiac involvement sarcoidosis 
independently increase the systemic inflammation 
burden on volumetric estimation and FDG PET/CT. The 
21st Annual Scientific Session of the American Society 
of Nuclear Cardiology, Boca Raton, FL. September 
22-25, 2016.

（33） Watanabe S, Myoujin M, Itoh K, Hirata K, Manabe O, 
Kobayashi K, Kanegae K, Onodera Y, Takahashi H, 
Hosokawa M, Tamaki N: Metabolic tumor volume in 
FDG PET/CT is a useful predictor for survival in patients 
with unresectable esophageal squamous carcinoma 
treated by definitive chemoradiotherapy.29th Annual 
Meeting of European Association of Nuclear Medicine, 
Barcelona, Spain, 2016.10.14-18

（34） Sato J, Kitagawa Y, Watanabe S, Hirata K, Okamoto S, 
Ohga N, Asaka T, Miyakoshi M, Hata H, Shiga T, 
Shindoh M, Tamaki N: Relationships between FMISO- 
and FDG-PET parameters including hypoxic volume of 
the tumor and prognosis in patients with oral squamous 
cell carcinoma after surgery. 29th Annual Meeting of 
European Association of Nuclear Medicine, Barcelona, 
Spain, 2016.10.14-18

（35） Okamoto S, Thomas P, Klemens S, Tamaki N, Markus S, 
Tobias M, Matthias E: Comparison of the diagnostic 
value of bone scintigraphy and 68Ga-PSMA PET for 
skeletal staging in prostate cancer. 18th Workshop of 
Japanese-German Radiological Affiliation, Munic, 
Germany, 2016.6

国内学会発表
（国内学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） 増田理、玉木長良：画像から読む心不全　シンポジウム5

（司会）　第26回日本心血管画像動態学会、東京、 
2016.1.29-30

（2） 玉木長良：心臓核医学　核医学専門技術セミナー教育講
演. 第16回日本核医学会春季大会、大阪、2016.4.22-24

（3） 玉木長良：PETによる心筋血流評価の現状と将来展望　
基調講演. 第26回日本心臓核医学会、津、2016.7.15-16

（4） Narula J, Tamaki N: Imaging Atherosclerotic Plaque: 
Current Progress and Future Prospect, Symposium 1. 第
56回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（5） 山口秀：悪性神経膠腫における治療前後の画像診断の役
割：P E T .  第 7 5 回日本 医 学 放 射 線 学 会 、横 浜 、 
2016.4.14-17

（6） 玉木長良：心臓：心疾患の病態を紐解く　特別企画．第56
回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（7） 久下裕司：核医学検査のための放射線の基礎、シンポジウ
ム｢核医学領域における薬剤師の関わり｣第26回医療薬学
会年会．国立京都国際会館．京都、2016.9.17-19

（8） 安田耕一、岡本祥三、西川由記子、伊藤陽一、志賀哲、井上
哲也、森崇、豊永拓哉、鬼丸力也、渡邊史郎、土屋和彦、竹
内渉、加藤徳雄、久下裕司、玉木長良、白土博樹：分子イ
メージングを用いた放射線治療、シンポジウム4:分子イ
メージングの臨床応用（治療）．日本分子イメージング学会
第11回総会・学術集会、神戸, 2016.5.28-29．

（9） 真鍋治：IQ SPECTの臨床応用、第49回札幌核医学技術研
究会、札幌、2016.11.25

（10） 真鍋治：心サルコイドーシスの画像診断－FDG PET/CTを
中心に－、第39回　画像診断の基礎と臨床学術講演会、
千葉、2016.9.10

（11） 真鍋治：がん診療における18F-FDG PET/CT検査の利用
法、小樽 PET/CT講演会、小樽、2016.2.12

（12） 真鍋治：ここまで読める画像診断　核医学検査、日本消化
器病学会　北海道支部 第11回専門医セミナー、札幌、 
2016.9.4

（13） 真鍋治：パネルディスカッション　マルチモダリティイメー
ジング　RI、第33回北海道心臓核医学研究会、三重市、
2016.07.15

（14） 岡本祥三：Hypoxia PET imaging for radiation treatment 
planning using IMRT、第75回日本医学放射線学会、横浜、 
2016.4.14-17

（国内学会：一般演題）
（1） 真鍋治、大平洋、吉永恵一郎、辻野一三、真鍋徳子、菊地恒

矢、西村正治、玉木長良：心サルコイドーシスに対するステ
ロイド治療後の18F-FDG PET/CT評価の注意点．第33回北
海道心臓核医学研究会、札幌市、2016.2.27

（2） 菊地恒矢、真鍋治、平田健司、岡本祥三、内山裕子、小林健
太郎、渡邊史郎、豊永拓哉、志賀哲、玉木長良：非小細胞肺
癌の局所浸潤・リンパ節転移の評価－主病巣のFDG集積
(SUVmax、MTV)による検討．第134回日本医学放射線学

会北日本地方会・第79回日本核医学会北日本地方会、札
幌市、2016. 6.18

（3） 渡邊史郎、平田健司、岡本祥三、志賀哲、内山裕子、孫田恵
一、真鍋治、小林健太郎、豊永拓哉、玉木長良、井上哲也、
白土博樹、西嶋剣一、久下裕司：非小細胞肺癌に対する
FMISO PET/CTでの呼吸性移動距離は低酸素の過小評価
と関連する．第134回日本医学放射線学会北日本地方会・
第79回日本核医学会北日本地方会、札幌市、2016.6.18 

（4） 岡本祥三、 Thomas P、Marielena D、 Klemens S, Jürgen 
E. Gschwend、Markus S、 Tobias M, 玉木長良、Matthias 
E：PSMA-PETと骨シンチグラフィの前立腺癌骨転移診断能
の比較検討．第134回日本医学放射線学会北日本地方会・
第79回日本核医学会北日本地方会北日本地方会、札幌
市、 2016.6.1

（5） 渡邊史郎、平田健司、志賀哲、豊永拓哉、小林健太郎、真鍋
治、岡本祥三、内山裕子、志水陽一、西嶋剣一、大倉一枝、
久下裕司、玉木長良：Phase I, First-in-Human Study of 
[123I]IIMU, a Novel Thymidine Phosphorylase Tracer - 
Preliminary Report．第75回日本医学放射線学会総会、横
浜、2016.4.14-17

（6） 玉木長良：癌診療の進化に対する画像診断．第52回日本
医学放射線学会秋季臨床大会、東京、2016.9.17

（7） 山口秀、寺坂俊介、小林浩之、茂木洋晃、伊師雪友、平田健
司、豊永拓哉、小林健太郎、玉木長良、宝金清博：再発神経
膠腫におけるBevacizumab治療後のFMISO PETによる早
期治療効果判定．第75回日本脳神経外科学術総会、福岡、
2016.9.29-10.1

（8） 岡本祥三、Thomas Pyka、Marielena Dahlbender、Robert 
Tauber、Margitta Retz、 Matthias Heck、玉木長良、
Markus Schwaiger、Tobias Maurer、Matthias Eiber：前立
腺癌骨転移におけるPSMA-PETとSPECTを併用した骨シン
チの診断能の比較．第56回日本核医学会学術総会、名古
屋、2016.11.3-5

（9） 岡本祥三、Anne Thieme、Jakob Al lmann、Tobias 
Maurer、Wester Hans-Juergen、玉木長良、Christian H 
Pfob、Klemens Scheidhauer、Markus Schwaiger、Sibylle 
Ziegler、Matthias Eiber：177Lu-PSMA I&T治療における
病変と正常臓器の吸収線量．第56回日本核医学会学術総
会、名古屋、2016.11.3-5

（10） 志賀哲、安彦かがり、生駒一憲、平田健司、孫田惠一、小林
健太郎、加藤千恵次、玉木長良：頭部外傷患者におけるIQ
と局所脳酸素代謝の関係．第56回日本核医学会学術総
会、名古屋、2016.11.3-5

（11） 孫田恵一、志賀哲、浅野有加里、豊永拓哉、小林健太郎、平
田健司、加藤千恵次、玉木長良：15-O脳ガスPETにおける 
Monte Carlo scaling複合型SSS散乱補正の有用性．第56
回日本核医学会学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（12） 渡邊史郎、平田健司、岡本祥三、志賀哲、井上哲也、孫田惠
一、西嶋剣一、豊永拓哉、久下裕司、白𡈽博樹、玉木長良：
非小細胞肺癌FMISO PET/CTにおける呼吸性移動距離と
低酸素過小評価の検討．第56回日本核医学会学術総会、

名古屋、2016.11.3-5
（13） 菊地恒矢、真鍋治、平田健司、岡本祥三、内山裕子、小林健

太郎、渡邊史郎、豊永拓哉、志賀哲、玉木長良：肺腺癌にお
ける原発巣のFDG集積と病理的な局所浸潤・リンパ節転移
との関連について．第56回日本核医学会学術総会、名古
屋、2016.11.3-5

（14） 内山裕子、平田健司、志賀哲、岡本祥三、真鍋治、小林健太
郎、渡邊史郎、豊永拓哉、菊地恒矢、孫田惠一、玉木長良：
転移を有する甲状腺分化癌において、FDG PETでのMTVと
TLGは強い予後予測因子である－SUVmaxとの比較．第56
回日本核医学会学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（15） 平田健司、竹内渉、山口秀、小林浩之、寺坂俊介、豊永拓
哉、渡邊史郎、小林健太郎、小橋啓司、志賀哲、玉木長良：
深層学習(deep learning)による脳腫瘍メチオニンPETの腫
瘍・非腫瘍スライスの自動判定．第56回日本核医学会学術
総会、名古屋、2016.11.3-5

（16） 村山淳人、真鍋 治、平田健司、富山勇輝、加藤千恵次、玉
木長良：FDG PET/CTにおける集積容量を計測するための
最適な閾値と生理的集積傾向．第56回日本核医学会学術
総会、名古屋、2016.11.3-5

（17） 北尾友香、平田健司、関澤充規、市村亘、竹井俊樹、玉木長
良：悪性軟部腫瘍のDual phase FDG-PETにおけるVolume 
Based Parameterと細胞増殖能の検討．第56回日本核医学
会学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（18） 林蒼一朗、富山勇輝、相川忠夫、真鍋治、納谷昌直、小原雅
彦、孫田惠一、吉永恵一郎、丸尾彩花、加藤千恵次、玉木長
良：15O-H2O 心筋血流PETにおける撮像時間短縮の検討:
新アルゴリズムの考案．第56回日本核医学会学術総会、名
古屋、2016.11.3-5

（19） 小林健太郎、平田健司、山口秀、寺坂俊介、豊永拓哉、内山
裕子、渡邊史郎、菊地恒矢、志賀哲、玉木長良：神経膠腫の
悪性度診断に11C-Methionine PETのtexture解析は有用
か？．第 5 6 回日本 核 医 学 会 学 術 総 会 、名 古 屋 、
2016.11.3-5

（20） 大曲茂生、西嶋剣一、小松由紀子、森本真貴、川島裕之、玉
木長良、久下裕司：[11C]METの純度試験における放射線
測定器の性能及びその試験法に関する検討．第56回日本
核医学会学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（21） 宗田真大、富山勇輝、小原雅彦、納谷昌直、孫田惠一、真鍋
徳子、加藤千恵次、玉木長良：CTによる局所心筋血流定量：
15O-H2O PET との比較．第56回日本核医学会学術総会、
名古屋、2016.11.3-5

（22） 志水陽一、正木悠紀子、吉岡健、東野賢一、沼田義人、西嶋
剣一、趙松吉、玉木長良、小川美香子、久下裕司：低酸素イ
メージング剤“FMISO”の腫瘍集積におけるグルタチオン関
連因子の影響．第56回日本核医学会学術総会、名古屋、
2016.11.3-5

（23） 葛西克彦、孫田惠一、宗像大和、潟端純也、豊永拓哉、平田
健司、志賀哲、 玉木長良：3検出器型SPECT装置である東
芝GCA9300Rの性能評価．第56回日本核医学会学術総
会、名古屋、2016.11.3-5

（24） 本村新、志水陽一、高倉栄男、玉木長良、久下裕司、小川美

香子：マクロファージの極性化が 18F-FMISOの細胞内集
積に与える影響．第56回日本核医学会学術総会、名古屋、
2016.11.3-5

（25） 趙松吉、于聞文、右近直之、志水陽一、西嶋剣一、東川桂、
山下啓子、玉木長良、久下裕司：FMISO PETイメージングに
よるeribulinの低酸素解除作用の実証：小動物PETと乳癌
モデルを用いた検討．第56回日本核医学会学術総会、名
古屋、2016.11.3-5

（26） 吉永恵一郎、真鍋治、大平洋、辻野一三、佐藤隆博、加藤千
恵次、西村正治、玉木長良：C-11 Hydroxyephedrine 
PET/CTを用いた心交感神経機能検出による心サルコイ
ドーシス診断の有用性．第56回日本核医学会学術総会、名
古屋、2016.11.3-5

（27） 眞野晃次、富山勇輝、広島裕治、志賀哲、平田健司、玉木長
良、加藤千恵次：繰返し因子分析法の開発：デジタルファン
トム実験による有用性の検証．第56回日本核医学会学術
総会、名古屋、2016.11.3-5

（28） 川内敬介、富山勇輝、相川忠夫、真鍋治、納谷昌直、小原雅
彦、孫田惠一、 吉永恵一郎、丸尾彩花、加藤千恵次、玉木長
良：15O-H 2O 心筋血流PETにおける撮像時間短縮の検
討：局所病変検出能の評価．第56回日本核医学会学術総
会、名古屋、2016.11.3-5

（29） 豊永拓哉、志賀哲、鈴木敦郎、竹内渉、孫田惠一、宗像大
和、平田健司、小林健太郎、小橋啓司、玉木長良：半導体
SPECTを用いた 123I-FP-CITと 99mTc-ECDの2核種同時
収 集 ．第 5 6 回日本 核 医 学 会 学 術 総 会 、名 古 屋 、
2016.11.3-5

（30） 山口秀、寺坂俊介、茂木洋晃、伊師雪友、吉田道春、小林浩
之、寶金清博：放射線照射中増悪を示す悪性星細胞腫に対
するadd-on Bevacizumabの有用性．第34回日本脳腫瘍学
会学術集会、甲府、2016.12.4-6

（31） 阿保憲史、野矢洋一、東川桂、安井博宣、久下裕司：ホット
セルに格納可能な小型排RIガス貯留装置の開発．日本放
射線安全管理学会　第16回学術大会．岡山大学、岡山、
2016. 11.30-12.2.

（32） 志水陽一、正木悠紀子、吉岡健、東野賢一、沼田義人、趙松
吉、小川美香子、久下裕司：イメージング質量分析（IMS）に
よる低酸素診断剤“Pimonidazole”の腫瘍内集積機序の解
明．日本分子イメージング学会第11回総会・学術集会、神
戸市、2016.5.28‒29

（33） 杉本正志、志水陽一、若林雅人、吉岡健、東野賢一、沼田義
人 、酒井祥太、趙松吉、五十嵐靖之、久下裕司：イメージン
グ質量分析法を用いたスフィンゴミエリン合成酵素2欠損
マウスの腎臓におけるスフィンゴミエリン代謝の解析．日本
分子イメージング学会第11回総会・学術集会、神戸市、
2016.5.28‒29

（34） 趙松吉、于聞文、志水陽一、右近直之、西嶋剣一、玉木長
良、久下裕司：肺癌細胞移植モデルに対するマルチキナー
ゼ阻害剤sorafenib治療後の腫瘍増殖能変化のFLTによる
評価．日本分子イメージング学会第11回総会・学術集会、
神戸市、2016.5.28‒29

（35） 渡邊史郎、平田健司、志賀哲、豊永拓哉、岡本祥三、内山裕

子、宗像大和、孫田恵一、志水陽一、西嶋剣一、大倉一枝、
久下裕司、玉木長良：TPイメージング製剤・[123I]IIMUの
First-in-Human Study：中間報告．日本分子イメージング学
会第11回総会・学術集会、神戸市、2016.5.28‒29

（36） 志水陽一、半澤宏子、趙芫、福良沙霧、西嶋剣一、趙松吉、
坂本健、玉木長良、小川美香子、久下裕司：動脈硬化症にお
けるThrombospondin-4の発現変動解析：核医学診断のた
めの標的バイオマーカーとしての評価．日本薬学会第136
回年会、横浜市、2016.3.26-29

（37） 西嶋剣一、小松由紀子、金井泰和、仲定宏、阿保憲史、馮
飛、大曲茂生、畑澤順、玉木長良、久下裕司：[11C]メチオニ
ン製剤中に混入するヨウ素量測定の検討, 日本薬学会第
136回年会、横浜市、2016.3.26-29.

23



英文原著論文
（1） Okamoto S, Shiga T, Yasuda K, Watanabe S, Hirata K, 

Nishijima K, Magota K, Kasai K, Onimaru R, Tuchiya K, 
Kuge Y, Shirato H, Tamaki N: The reoxygenation of 
hypoxia and the reduction of glucose metabolism in 
head and neck cancer by fractionated radiotherapy with 
intensity-modulated radiation therapy. Eur J Nucl Med 
Mol Imaging 43(12): 2147-2154, 2016

（2） Kobashi N, Matsumoto H, Zhao S, Meike S, Okumura Y, 
Abe T, Akizawa H, Ohkura K, Nishijima K, Tamaki N, 
Kuge Y: The Thymidine Phosphorylase Imaging Agent 
123I-IIMU Predicts the Efficacy of Capecitabine. J Nucl 
Med. 57(8):1276-81, 2016

（3） Suzuki A, Takeuchi W, Morimoto Y, Ueno Y, Kobashi K, 
Shiga T, Tamaki N: A nine-pixel matched collimator for 
low- and medium-energy SPECT imaging. Biomedical 
Physics & Engineering Express. Volume 2, Number 1, 
015016, 2016

（4） Toyonaga T, Hirata K, Yamaguchi S, Hatanaka KC, 
Yuzawa S, Manabe O, Kobayashi K, Watanabe S, Shiga T, 
Te rasaka  S ,  Kobayash i  H ,  Kuge  Y,  Tamak i  N :  
18F-fluoromisonidazole positron emission tomography 
can predict pathological necrosis of brain tumours. Eur 
J Nucl Med Mol Imaging. 43(8):1469-76, 2016

（5） Sato J, Kuroshima T, Wada M, Satoh A, Watanabe S, 
Okamoto S, Shiga T, Tamaki N, Kitagawa Y: Use of 
FDG-PET to detect a chronic odontogenic infection as a 
possible source of the brain abscess. Odontology. 104
(2):239-43, 2016

（6） Takeuchi W, Suzuki A, Shiga T, Kubo N, Morimoto Y, 
Ueno Y, Kobashi K, Umegaki K, Tamaki N: Simultaneous 
Tc-99m and I-123 dual-radionuclide imaging with a 
solid-state detector based brain-SPECT system and 
energy-based scatter correction. EJNMMI Phys. 3(1):10, 
2016

（7） Suzuki A, Takeuchi W, Ueno Y, Kobashi K, Toyonaga T, 
Shiga T, Tamaki N: Monte-Carlo-based scatter correction 
considering the tailing effect of a CdTe detector for 
dual-isotope brain SPECT imaging. Biomedical Physics 
and Engineering Express (BPEX). Volume 2, Number 4, 
045010, 2016

（8） Okamoto S, Anne T, Jakob A, Calogero D´A, Tobias M, 
Margitta R, Robert T, Matthias M. H, Hans-Juergen W, 
Tamaki N, Wolfgang P. F, Ken H, Christian H. Pfob1, 
Klemens S, Markus S, Sibylle Z, Matthias E: Radiation 

dos imetry  for  177Lu-PSMA-I&T in  metastat ic  
castration-resistant prostate cancer: Absorbed dose in 
normal organs and tumor lesions. J Nucl Med. 22. pii: 
jnumed.116.178483, 2016

（9） Toyonaga T, Yamaguchi S, Hirata K, Kobayashi K, 
Manabe O, Watanabe S, Terasaka S, Kobayashi H, 
Hattori N, Shiga T, Kuge Y, Tanaka S, Ito YM, Tamaki N: 
Hypoxic glucose metabolism in glioblastoma as a 
potential prognostic factor. Eur J Nucl Med Mol 
Imaging. 18, 2016

（10） Manabe O, Yoshinaga K, Ohira H, Masuda A, Sato T, 
Tsujino I, Yamada A, Oyama-Manabe N, Hirata K, 
Nishimura M, Tamaki N: The effects of 18-h fasting with 
low-carbohydrate diet preparation on suppressed 
physiological myocardial 18F-fluorodeoxyglucose (FDG) 
uptake and possible minimal effects of unfractionated 
heparin use in pat ients with suspected cardiac 
involvement sarcoidosis. J Nucl Cardiol 23(2): 244-252, 
2016

（11） Masuda A, Naya M, Manabe O, Magota K, Yoshinaga K, 
Tsutsui H, Tamaki N:  Administration of unfractionated 
hepar in  w i th  pro longed  fas t ing  cou ld  reduce  
physiological 18F-fluorodeoxyglucose uptake in the 
heart. Acta Radiol 57(6): 661-668, 2016

（12） Sugaya T, Oyama-Manabe N, Yamaguchi T, Tamaki N, 
Ishimaru S, Okabayashi H, Furuya J, Yoshida T, Igarashi 
Y, Igarashi K: Visualization of collateral channels with 
coronary computed tomography angiography for the 
retrograde approach in percutaneous coronary 
intervention for chronic total occlusion. J Cardiovasc 
Comput Tomogr. 10(2):128-134, 2016

（13） Zen K, Tamaki N, Nishimura M, Nakatani E, Moroi M, 
Nishimura T, Hasebe N, Kikuchi K: Cardiac event risk 
stratification in patients with end-stage renal disease: 
Sub-analysis of the B-SAFE study. Int J Cardiol. 202: 
694-700, 2016

（14） Sato J, Kuroshima T, Wada M, Satoh A, Watanabe S, 
Okamoto S, Shiga T, Tamaki N, Kitagawa Y: Use of 
FDG-PET to detect a chronic odontogenic infection as a 
possible source of the brain abscess. Odontology 104
(2): 239-243, 2016

（15） Ochi N, Yoshinaga K, Ito YM, Tomiyama Y, Inoue M, 
Nishida M, Manabe O, Shibuya H, Shimizu C, Suzuki E, 
Fujii S, Katoh C, Tamaki N: Comprehensive assessment 
of impaired peripheral and coronary artery endothelial 
functions in smokers using brachial artery ultrasound 
and oxygen-15-labeled water PET. J Cardiol. 68(4): 
316-323, 2016

（16） Watanabe M, Saito Y, Aonuma K, Hirayama A, Tamaki 
N, Tsutsui H, Murohara T, Ogawa H, Akasaka T, 
Yoshimura M, Sato A, Takayama T, Sakakibara M, 
Suzuk i  S ,  I sh igami  K ,  Onoue  K ;  C INC-J  s tudy  

invest igators :  Pred ic t ion  of  contras t - induced 
nephropathy by the serum creatinine level on the day 
following cardiac catheterization. J Cardiol 68(5): 
412-418, 2016

（17） Watanabe S, Manabe O, Hirata K, Oyama-Manabe N, 
Hattori N, Kikuchi Y, Kobayashi K, Toyonaga T, Tamaki 
N: The usefulness of (18)F-FDG PET/CT for assessing 
methotrexate-associated lymphoproliferative disorder 
(MTX-LPD). BMC Cancer. 2016 Aug 15;16:635.

（18） Sugimoto M, Shimizu Y, Zhao S, Ukon N, Nishijima K, 
Wakabayashi M, Yoshioka T, Higashino K, Numata Y, 
Okuda T, Tamaki N, Hanamatsu H, Igarashi Y, Kuge Y: 
Characterization of the role of sphingomyelin synthase 
2 in glucose metabolism in whole-body and peripheral 
tissues in mice. Biochim Biophys Acta. 1861(8 Pt 
A):688-702, 2016

（19） Maruo A, Manabe O, Yoshinaga K, Naya M, Tomiyama 
Y, Oyama-Manabe N, Hirata K, Magota K, Tsutsui H, 
Katoh C, Tamaki N: Feasibility of quantifying the 
myocardial blood flow with a shorter acquisition time 
using 15O-H2O PET. Annals Nucl Cardiol 2(1): 30-37, 
2016

（20） Maeda Y, Kubo N, Futaki Y, Tanaka H, Horita D, Tamaki 
N: Differences in perfusion between pharmacological 
stress and exercise stress on prone myocardial SPECT. 
Annals Nucl Cardiol 2(1): 44-49, 2016

（21） Pyka T, Okamoto S, Dahlbender M, Tauber R, Retz M, 
Heck M, Tamaki N, Schwaiger M, Maurer T, Eiber M: 
Comparison of bone scintigraphy and 68Ga-PSMA PET 
for skeletal staging in prostate cancer. Eur J Nucl Med 
Mol Imaging 43(12): 2114-2121, 2016

（22） Kitao T, Hirata K, Shima K, Hayashi T, Sekizawa M, 
Takei T, Ichimura W, Harada M, Kondo K, Tamaki N: 
Reproducibil ity and uptake t ime dependency of 
volume-based parameters on FDG-PET for lung cancer. 
BMC Cancer. Aug 2;16:576, 2016

（23） Yoshinaga K, Fujii S, Tomiyama Y, Takeuchi K, Tamaki 
N: Anatomical and Functional Estimations of Brachial 
Artery Diameter and Elasticity Using Oscillometric 
Measurements with a Quantitative Approach. Pulse 
(Basel). 4(1):1-10, 2016 

（24） Matsunari I, Tamaki N, Ikeda M, Naito H, Okazaki O, 
Miki S, Iida K, Iwado Y, Sakai S, Nagamachi S, Kumita S, 
Sugiura N, Teramachi M: A post-marketing clinical study 
to confirm the efficacy of 18F-fluorodeoxyglucose for 
the diagnosis of myocardial viability: a prospective 
multicenter study in patients with ischemic heart 
disease. Annals Nucl Cardiol 2(1): 9-20, 2016

（25） Watanabe M, Saito Y, Aonuma K, Hirayama A, Tamaki 
N, Tsutsui H, Murohara T, Ogawa H, Akasaka T, 
Yoshimura M, Sato A, Takayama T, Sakakibara M, 
Suzuk i  S ,  I sh igami  K ,  Onoue  K ,  C INC-J  s tudy  

invest igators :  Pred ic t ion  of  contras t - induced 
nephropathy by the serum creatinine level on the day 
fol lowing cardiac catheterizat ion.  J  Cardiol  68
(5):412-418, 2016

（26） Ohira H, Birnie DH, Pena E, Bernick J, Mc Ardle B, 
Leung E, Wells GA, Yoshinaga K, Tsujino I, Sato T, 
Manabe O, Oyama-Manabe N, Nishimura M, Tamaki N, 
Dick A, Dennie C, Klein R, Renaud J, deKemp RA, Ruddy 
TD, Chow BJ, Davies R, Hessian R, Liu P, Beanlands RS, 
Nery PB: Comparison of (18)F-fluorodeoxyglucose 
positron emission tomography (FDG PET) and cardiac 
magnetic resonance (CMR) in corticosteroid-naive 
patients with conduction system disease due to cardiac 
sarco idos i s .  Eur  J  Nuc l  Med Mol  Imag ing .  43
(2):259-269, 2016

（27） Yamaguchi S, Hirata K, Toyonaga T, Kobayashi K, Ishi Y, 
Motegi H, Kobayashi H, Shiga T, Tamaki N, Terasaka S*, 
Houkin K: Change in 18F-Fluoromisonidazole PET is an 
Early Predictor of the Prognosis in the Patients with 
Recurrent High-grade Glioma Receiving Bevacizumab 
Treatment. PLoS One. 11(12): e0167917, 2016

（28） Masuda A, Yoshinaga K, Naya M, Manabe O, Yamada S, 
Iwano H, Okada T, Katoh C, Takeishi Y, Tsutsui H, 
Tamaki N. Accelerated (99m)Tc-sestamibi clearance 
associated with mitochondrial dysfunction and regional 
left ventricular dysfunction in reperfused myocardium 
in patients with acute coronary syndrome. EJNMMI Res. 
6(1):41, 2016

（29） Ukon N, Zhao S, Yu W, Shimizu Y, Nishijima KI, Kubo N, 
Kitagawa Y, Tamaki N, Higashikawa K, Yasui H, Kuge Y: 
Dynamic PET evaluation of elevated FLT level after 
sorafenib treatment in mice bearing human renal cell 
carcinoma xenograft. EJNMMI Res. 2016; 6(1): 90.

（30） Ukon N, Kubo N, Ishikawa M, Zhao S, Tamaki N, Kuge 
Y: Optimization of helical acquisition parameters to 
preserve uniformity of mouse whole body using 
multipinhole collimator in single-photon emission 
computed tomography. Results in Physics. 2016; 6: 
659-663.

（31） Masaki Y, Shimizu Y, Yoshioka T, Feng F, Zhao S, 
Higashino K,  Numata Y,  Kuge Y:  Imaging Mass 
S p e c t r om e t r y  R e v e a l e d  t h e  A c c umu l a t i o n  
Characteristics of the 2-Nitroimidazole-Based Agent 
"Pimonidazole" in Hypoxia. PLoS One. 2016; 11(8): 
e0161639.

（32） Kimura H, Tomatsu K, Saiki H, Arimitsu K, Ono M, 
Kawashima H, Iwata R, Nakanishi H, Ozeki E, Kuge Y, 
Saji H. Continuous-Flow Synthesis of N-Succinimidyl 4-
[18F]fluorobenzoate Using a Single Microfluidic Chip. 
PLoS One. 2016; 11(7) :e0159303. 

（33） Sugimoto M, Wakabayashi M, Shimizu Y, Yoshioka T, 

Higashino K, Numata Y, Okuda T, Zhao S, Sakai S, 
Igarashi Y, Kuge Y: Imaging mass spectrometry reveals 
acyl-chain- and region-specific sphingolipid metabolism 
in the kidneys of sphingomyelin synthase 2-deficient 
mice. PLoS One. 2016; 11(3): e0152191

和文著書
（共著・分担）
（1） 玉木長良、真鍋治、吉永恵一郎：心臓核医学検査. 循環器

疾患の検査法 ポケット版カラ―内科学 門脇孝、永井良三
（総編集）、西村書店．2016, pp568-571

（2） 山口秀、玉木長良：グリオーマ画像診断の基礎知識（三國
信啓編：グリオーマ治療のDecision Making）、文光堂．
2016, pp22-27

（3） 山口秀、寺坂俊介：脳腫瘍の危険因子：概論、（脳腫瘍学 
基礎研究と臨床研究の進歩）、日本臨牀社．2016, 70-71

（4） 平田健司、豊永拓哉、玉木長良：放射線治療計画における
PET-CTの役割　～低酸素イメージングを中心に～　臨床
放射線、金原出版．6016, 61:1759-1764

（5） 村山淳人、真鍋治、益田淳朗、平田健司、富山勇輝、竹内桂
介、加藤千恵次、玉木長良：絶食時間、通院状況が及ぼす
心筋糖代謝領域への影響．臨床放射線  6 1 ( 9 )：
1135-1139, 2016

国際学会発表
（国際学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） Hirata K: Case Presentation: Brain Tumour Discuss the 

role of Brain Imaging using actual cases for image 
interpretation and its relevance in clinical practice. 
International Atomic Energy Agency, Osaka, May23-27, 
2016

（2） Shiga T: Brain Trauma ILO: Discuss the role of nuclear 
medicine imaging in brain trauma. International Atomic 
Energy Agency, Osaka, May23-27, 2016

（3） Hirata K: C-11 methionine and F-18 FMISO PET for 
brain tumor. The Midyear Academic Meeting of Nuclear 
Medicine Society of Thailand, Sai Yok, Karnchanaburi 
Province, Thailand, October 6-7, 2016

（4） Tamaki N: Detection and assessment of cardiac 
sarcoidosis (Educational Session, Organizor). 2016 
Annual Meeting of the Society of Nuclear Medicine and 
Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 11-15, 2016

（5） Tamaki N: Cardiovascular Session. (Highlight Talk). 
2016 Annual Meeting of the Society of Nuclear 
Medicine and Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 
11-15, 2016

（6） Tamaki N: Current role of PET for CAD evaluation. 
(Special Symposium 1: Key Issue in Cardiovascular 
Nuclear Medicine). European Association of Nuclear 
Medicine (EANM2012), Barcelona, Oct 15-19, 2016

（7） Kuge Y: PET Imaging of Hypoxia: Studies toward the 
Companion Imaging for Cancer Therapy. The 2nd 

a n n u a l  m e e t i n g  o f  t h e  K o r e a n  S o c i e t y  o f  
Radiopharmaceuticals and Molecular Probes (KSRAMP). 
2016.04.29. Seoul University, Seoul, Korea.

（8） Kuge Y, Nishijima K, Zhao S, Matsumoto H, Akizawa H, 
Ohkura K, Shimizu Y, Shiga T, Hirata K, Watanabe S, 
Okamoto S, Tamaki N: Preclinical and Translational 
Researches of [123I]IIMU, a Novel SPECT Probe for 
Thymidine Phosphorylase  Imag ing :  A Road to  
First-In-Human Clinical Study. Symposium, “Cancer 
Thranost ics”.  2016 HOWS.  Chonnam Nat ional  
University Hospital, Gwangju, Korea, 2016.10.10

（国際学会：一般演題）
（1） Uchiyama Y, Okamoto S, Shiga T, F.C.Gaertner, Hirata K, 

Manabe O, Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga T, Y. M. 
Ito, Yoshinaga K, Tamaki N: SUVmax of the FDG-avid 
me ta s t a t i c  l e s i ons  be fo re  I -131  the rapy  f o r  
different iated thyroid carcinoma is  a powerful  
independent prognostic factor. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（2） Toyonaga T, Shiga T, Suzuki A, Takeuchi W, Nakagawa 
S, Hirata K, Uchiyama Y, Manabe O, Kobayashi K, 
Watanabe S, Kobasi K, Tamaki N: New SPECT scanner 
with semiconductor detectors enables quantitative dual 
tracer diagnostic imaging of CBF and Dopamine 
transporter imaging in patients with cognitive disorder. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（3） Watanabe S, Hirata K, Shiga T, Toyonaga T, Okamoto S, 
Uchiyama Y, Munakata Y, Magota K, Shimizu Y, 
N i s h i j im a  K ,  O h k u r a  K ,  K u g e  Y ,  T amak i  N :  
F i r s t - i n -Human  S tudy  o f  a  Nove l  Thymid ine  
Phosphorylase Tracer [123I]IIMU in Healthy Volunteers 
- Preliminary Report. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（4） Watanabe S, Hirata K, Okamoto S, Shiga T, Uchiyama Y, 
Inoue T, Magota K, Nishijima K, Manabe O, Kobayashi K, 
Toyonaga T, Kuge Y, Shirato H, Tamaki N: The distance 
of tumor respiratory movement is associated to 
unde re s t ima t i on  o f  hypox i a  w i t h  non -g a t ed  
FMISO-PET/CT in non-small cell lung cancer. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（5） Zhao S, W. Yu, N. Ukon, Nishijima K, Yamashita H, 
Tamaki N, Kuge Y: Effects of eribulin on remodeling of 
tumor vasculature evaluated with 18F-FMISO hypoxia 
imaging in a human breast cancer cell xenograft. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（6） Okamoto S, A Thieme, J Allmann, T Maurer, M Retz, E 

Tauber, M Heck, H Wester, Tamaki N, K Scheidhauer, M 
Schwaiger, S Ziegler, M Eober: Radiation dosimetry for 
177Lu-PSMA I&T therapy in metastatic prostate cancer: 
resu l ts  for  normal  organs ,  tumor  les ions  and 
comparison between different cycles. The 63rd Society 
of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, 
June 11-15, 2016

（7） Aikawa T, Naya M, Tomiyama Y, Obara M, Manabe O, 
Magota K,  Yamada S ,  Tamaki N:  Impairment of  
myoca rd i a l  s ympa the t i c  i nne rva t i on  and  i t s  
heterogeneity are associated with diastolic dysfunction 
in patients with heart failure and preserved ejection 
fraction: C11-hydroxyephedrine PET study. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（8） Suzuki A, Takeuchi W, Ishitsu T, Ueno Y, Kobashi K, 
Shiga T, Tamaki N: A semiconductor based well counter 
for measurement of a dual-radioisotope in blood 
sample. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（9） Kikuchi H, Manabe O, Hirata K, Uchiyama Y, Kobayashi 
K, Watanabe S, Toyonaga T, Shiga T, Tamaki N: SUVmax 
of the primary lesion is a significant parameter to assess 
the invasiveness of non-small cell lung cancer - a 
comparison with metabolic tumor volume. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（10） Magota K, Asano Y, Hattori N, Kobayashi K, Manabe O, 
Hirata K, Shiga T, Tamaki N: Single scatter simulation 
with Monte Carlo scaling improved 15O-gas-inhalation 
brain PET imaging. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（11） Kitao Y, Hirata K, Sekizawa M, Takei T, Ichimura W, 
Tamaki N: Volume based parameters on dual phase FDG 
PET may predict proliferative. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（12） Kobayashi K, Hirata K, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Manabe O, Toyonaga T, Uchiyama Y, 
Watanabe S, Kikuchi H, Shiga T, Tamaki N: Texture 
analysis of 11C-Methionine PET may help glioma 
grading. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（13） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Mago ta  K ,  Takeuch i  S ,  Tamak i  N :  Me tas ta t i c  
site-adjustment improves predictive performance of 
metabolic tumor volume and total lesion glycolysis on 
FDG PET in patients with differentiated thyroid 
carcinoma. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（14） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Toyonaga T, Watanabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Convolutional 
neural network can help differentiate FDG PET images 
of brain tumor between glioblastoma and primary 
central nervous system lymphoma. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（15） Murayama A, Manabe O, Hirata K, Tomiyama Y, 
Oyama-Manabe N, Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga 
T, Tamaki N: The optimum threshold for the volume 
based glucose metabolic analysis and the physiological 
distribution of the cardiac lesion using FDG PET/CT. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（16） Katoh C, Tomiyama Y, Hirata K, Shiga T, Tamaki N: 
Iterative factor analysis : Strategy for estimating input 
function in dynamic 18F-FDG brain PET. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（17） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi K, 
Terasaka S, Toyonaga T, Wanatabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Use of 
convolutional neural network as the first step of fully 
automated tumor detection on 11C-methionine brain 
PET. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（18） Manabe O, Yoshinaga K, Ohira H, Oyama-Manabe N, 
Tsujino I, Hirata K, Kikuchi H, Nishijima M, Tamaki N: 
Steroid therapy affects the cardiac metabolic shift and 
requires the careful attention in evaluation of the 
cardiac sarcoidosis with FDG PET/CT. The 63rd Society 
of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, 
June 11-15, 2016

（19） Manabe O: Detection and Assessment of Cardiac 
Sarcoidosis by FDG-PET. Objective and quantitative 
assessment of cardiac FDG uptake. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（20） Manabe  O ,  Yosh inaga  K ,  Oh i r a  H ,  Tsu j i no  I ,  
Oyama-Manabe N, Nishijima M, Tamaki N: The regional 
evaluation of cardiac sympathetic nervous system 
dysfunction and inflammatory lesion for sarcoidosis 
patients. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（21） Yamaguchi S, Hirata K, Toyonaga T, Kobayashi K, 
Kobayash i  H ,  Terasaka  S ,  Sh iga  T,  Tamak i  N :  
18F-Fluoromisonidazole PET is a strong predictor of the 
prognosis in the patients with recurrent high-grade 
glioma receiving Bevacizumab treatment. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 

ANNUAL REPORT 2016

USA, June 11-15, 2016
（22） Yamaguchi S, Kobayashi K, Hirata K, Seki T, Hida K, 

Manabe O, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Kikuchi H, Shiga T, Tamaki N: Usefulness of 18F-FDG 
PET-CT in intramedullary tumors of spinalcord. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（23） Yoshinaga E, Tomiyama Y, Hiroshi O, Manabe O, 
Tsujino I, Katoh C, Masaharu N, Tamaki N: Assessment 
of reduction in quantitative pulmonary blood flow using 
O-15-labeled water PET in patients with chronic 
thromboembolic pulmonary hypertension. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（24） Yamazaki K, Yamashita A, Zhao Y, Shimizu Y, Kawai K, 
Tamaki N, Zhao S, Asada Y, Kuge Y: Metabolic Aspects 
of [14C]Acetate in Rabbit Atherosclerotic Arteries at 
Different Feeding Conditions: In Vitro Evaluation for 
Atherosclerosis Imaging with [11C]Acetate. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（25） Shimizu Y, Masaki Y, Yoshioka T, Higashino K, Numata 
Y, Nishijima K, Zhao S, Tamaki N, Ogawa M, Kuge Y: 
Does  FMISO-PET rea l ly  reflect  only  hypoxia? ;  
accumulation mechanism assessment with imaging 
mass spectrometry. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（26） Uchiyama Y, Hirata K, Shiga T, Okamoto S, Manabe O, 
Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga T, Kikuchi H, 
Satoshi T, Eriko S, Magota K, Tamaki N: Metabolic tumor 
volume and total lesion glycolysis on FDG PET are 
strong predictors for survival  of  pat ients with 
differentiated thyroid carcinoma - a comparison with 
SUVmax. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（27） Toyonaga T, Mori T, Manabe O, Hirata K, Onimaru R, 
Yasuda K, Yamaguchi S, Kobayashi K, Watanabe S, Shiga 
T,  Kuge  Y,  N i sh i j ima  K ,  Sh i ra to  H ,  Tamak i  N :  
18F-fluoromisonidazole uptake in metastatic brain 
lesions may predict time-to-progression after radiation 
therapy. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（28） Toyonaga T, Manabe O, Hirata K, Kobayashi K, Hattori 
N, Uchiyama Y, Watanabe S, Kikuchi H, Shiga T, Tamaki 
N: Bone marrow 18F-fluorodeoxyglucose uptake may be 
a  s ign ificant  finding  to  eva luate  the  sys temic  
inflammatory condition. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（29） Hiroshima Y, Manabe O, Naya M, Aikawa T, Obara M, 
Yoshinaga K, Tomiyama Y, Magota K, Tamaki N, Katoh 

C: Quantification of Myocardial blood flow with 
11C-hydroxyephedrine Dynamic PET: comparison with 
15O-H2O PET. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（30） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Magota K,  Takeuchi S,  Tamaki N: Usefulness of 
Organ-based Measurement of Volume Based Parameters 
on FDG PET in Patients with Differentiated Thyroid 
Carcinoma. The 2nd Asian Nuclear Medicine Academic 
Forum & the 3rd Rising NM Professional Challenge, 
Shanghai, China, May 6-7, 2016

（31） Tohru Shiga, Shozo Okamoto, Wataru Takeuchi, Atsuro 
Suzuki, Koichi Yasuda, Keiichi Magota, Shiro Watanabe, 
Kenji Hirata, Yuji Kuge, Keiji Kobashi, and Nagara 
Tamaki: High Reproducibility of FMISO PET with 
high-definition semiconductor PET in patients with head 
and neck cancer. The 63rd Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine and Molecular Imaging, San Diego, 
CA. June 11-15, 2016.

（32） Manabe  O ,  Yosh inaga  K ,  Oh i r a  H ,  Tsu j i no  I ,  
Oyama-Manabe N, Nishimura M, Tamaki N: Cardiac 
inflammation burden in cardiac involvement sarcoidosis 
independently increase the systemic inflammation 
burden on volumetric estimation and FDG PET/CT. The 
21st Annual Scientific Session of the American Society 
of Nuclear Cardiology, Boca Raton, FL. September 
22-25, 2016.

（33） Watanabe S, Myoujin M, Itoh K, Hirata K, Manabe O, 
Kobayashi K, Kanegae K, Onodera Y, Takahashi H, 
Hosokawa M, Tamaki N: Metabolic tumor volume in 
FDG PET/CT is a useful predictor for survival in patients 
with unresectable esophageal squamous carcinoma 
treated by definitive chemoradiotherapy.29th Annual 
Meeting of European Association of Nuclear Medicine, 
Barcelona, Spain, 2016.10.14-18

（34） Sato J, Kitagawa Y, Watanabe S, Hirata K, Okamoto S, 
Ohga N, Asaka T, Miyakoshi M, Hata H, Shiga T, 
Shindoh M, Tamaki N: Relationships between FMISO- 
and FDG-PET parameters including hypoxic volume of 
the tumor and prognosis in patients with oral squamous 
cell carcinoma after surgery. 29th Annual Meeting of 
European Association of Nuclear Medicine, Barcelona, 
Spain, 2016.10.14-18

（35） Okamoto S, Thomas P, Klemens S, Tamaki N, Markus S, 
Tobias M, Matthias E: Comparison of the diagnostic 
value of bone scintigraphy and 68Ga-PSMA PET for 
skeletal staging in prostate cancer. 18th Workshop of 
Japanese-German Radiological Affiliation, Munic, 
Germany, 2016.6

国内学会発表
（国内学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） 増田理、玉木長良：画像から読む心不全　シンポジウム5

（司会）　第26回日本心血管画像動態学会、東京、 
2016.1.29-30

（2） 玉木長良：心臓核医学　核医学専門技術セミナー教育講
演. 第16回日本核医学会春季大会、大阪、2016.4.22-24

（3） 玉木長良：PETによる心筋血流評価の現状と将来展望　
基調講演. 第26回日本心臓核医学会、津、2016.7.15-16

（4） Narula J, Tamaki N: Imaging Atherosclerotic Plaque: 
Current Progress and Future Prospect, Symposium 1. 第
56回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（5） 山口秀：悪性神経膠腫における治療前後の画像診断の役
割：P E T .  第 7 5 回日本 医 学 放 射 線 学 会 、横 浜 、 
2016.4.14-17

（6） 玉木長良：心臓：心疾患の病態を紐解く　特別企画．第56
回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（7） 久下裕司：核医学検査のための放射線の基礎、シンポジウ
ム｢核医学領域における薬剤師の関わり｣第26回医療薬学
会年会．国立京都国際会館．京都、2016.9.17-19

（8） 安田耕一、岡本祥三、西川由記子、伊藤陽一、志賀哲、井上
哲也、森崇、豊永拓哉、鬼丸力也、渡邊史郎、土屋和彦、竹
内渉、加藤徳雄、久下裕司、玉木長良、白土博樹：分子イ
メージングを用いた放射線治療、シンポジウム4:分子イ
メージングの臨床応用（治療）．日本分子イメージング学会
第11回総会・学術集会、神戸, 2016.5.28-29．

（9） 真鍋治：IQ SPECTの臨床応用、第49回札幌核医学技術研
究会、札幌、2016.11.25

（10） 真鍋治：心サルコイドーシスの画像診断－FDG PET/CTを
中心に－、第39回　画像診断の基礎と臨床学術講演会、
千葉、2016.9.10

（11） 真鍋治：がん診療における18F-FDG PET/CT検査の利用
法、小樽 PET/CT講演会、小樽、2016.2.12

（12） 真鍋治：ここまで読める画像診断　核医学検査、日本消化
器病学会　北海道支部 第11回専門医セミナー、札幌、 
2016.9.4

（13） 真鍋治：パネルディスカッション　マルチモダリティイメー
ジング　RI、第33回北海道心臓核医学研究会、三重市、
2016.07.15

（14） 岡本祥三：Hypoxia PET imaging for radiation treatment 
planning using IMRT、第75回日本医学放射線学会、横浜、 
2016.4.14-17

（国内学会：一般演題）
（1） 真鍋治、大平洋、吉永恵一郎、辻野一三、真鍋徳子、菊地恒

矢、西村正治、玉木長良：心サルコイドーシスに対するステ
ロイド治療後の18F-FDG PET/CT評価の注意点．第33回北
海道心臓核医学研究会、札幌市、2016.2.27

（2） 菊地恒矢、真鍋治、平田健司、岡本祥三、内山裕子、小林健
太郎、渡邊史郎、豊永拓哉、志賀哲、玉木長良：非小細胞肺
癌の局所浸潤・リンパ節転移の評価－主病巣のFDG集積
(SUVmax、MTV)による検討．第134回日本医学放射線学

会北日本地方会・第79回日本核医学会北日本地方会、札
幌市、2016. 6.18

（3） 渡邊史郎、平田健司、岡本祥三、志賀哲、内山裕子、孫田恵
一、真鍋治、小林健太郎、豊永拓哉、玉木長良、井上哲也、
白土博樹、西嶋剣一、久下裕司：非小細胞肺癌に対する
FMISO PET/CTでの呼吸性移動距離は低酸素の過小評価
と関連する．第134回日本医学放射線学会北日本地方会・
第79回日本核医学会北日本地方会、札幌市、2016.6.18 

（4） 岡本祥三、 Thomas P、Marielena D、 Klemens S, Jürgen 
E. Gschwend、Markus S、 Tobias M, 玉木長良、Matthias 
E：PSMA-PETと骨シンチグラフィの前立腺癌骨転移診断能
の比較検討．第134回日本医学放射線学会北日本地方会・
第79回日本核医学会北日本地方会北日本地方会、札幌
市、 2016.6.1

（5） 渡邊史郎、平田健司、志賀哲、豊永拓哉、小林健太郎、真鍋
治、岡本祥三、内山裕子、志水陽一、西嶋剣一、大倉一枝、
久下裕司、玉木長良：Phase I, First-in-Human Study of 
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Manabe O, Oyama-Manabe N, Nishimura M, Tamaki N, 
Dick A, Dennie C, Klein R, Renaud J, deKemp RA, Ruddy 
TD, Chow BJ, Davies R, Hessian R, Liu P, Beanlands RS, 
Nery PB: Comparison of (18)F-fluorodeoxyglucose 
positron emission tomography (FDG PET) and cardiac 
magnetic resonance (CMR) in corticosteroid-naive 
patients with conduction system disease due to cardiac 
sarco idos i s .  Eur  J  Nuc l  Med Mol  Imag ing .  43
(2):259-269, 2016

（27） Yamaguchi S, Hirata K, Toyonaga T, Kobayashi K, Ishi Y, 
Motegi H, Kobayashi H, Shiga T, Tamaki N, Terasaka S*, 
Houkin K: Change in 18F-Fluoromisonidazole PET is an 
Early Predictor of the Prognosis in the Patients with 
Recurrent High-grade Glioma Receiving Bevacizumab 
Treatment. PLoS One. 11(12): e0167917, 2016

（28） Masuda A, Yoshinaga K, Naya M, Manabe O, Yamada S, 
Iwano H, Okada T, Katoh C, Takeishi Y, Tsutsui H, 
Tamaki N. Accelerated (99m)Tc-sestamibi clearance 
associated with mitochondrial dysfunction and regional 
left ventricular dysfunction in reperfused myocardium 
in patients with acute coronary syndrome. EJNMMI Res. 
6(1):41, 2016

（29） Ukon N, Zhao S, Yu W, Shimizu Y, Nishijima KI, Kubo N, 
Kitagawa Y, Tamaki N, Higashikawa K, Yasui H, Kuge Y: 
Dynamic PET evaluation of elevated FLT level after 
sorafenib treatment in mice bearing human renal cell 
carcinoma xenograft. EJNMMI Res. 2016; 6(1): 90.

（30） Ukon N, Kubo N, Ishikawa M, Zhao S, Tamaki N, Kuge 
Y: Optimization of helical acquisition parameters to 
preserve uniformity of mouse whole body using 
multipinhole collimator in single-photon emission 
computed tomography. Results in Physics. 2016; 6: 
659-663.

（31） Masaki Y, Shimizu Y, Yoshioka T, Feng F, Zhao S, 
Higashino K,  Numata Y,  Kuge Y:  Imaging Mass 
S p e c t r om e t r y  R e v e a l e d  t h e  A c c umu l a t i o n  
Characteristics of the 2-Nitroimidazole-Based Agent 
"Pimonidazole" in Hypoxia. PLoS One. 2016; 11(8): 
e0161639.

（32） Kimura H, Tomatsu K, Saiki H, Arimitsu K, Ono M, 
Kawashima H, Iwata R, Nakanishi H, Ozeki E, Kuge Y, 
Saji H. Continuous-Flow Synthesis of N-Succinimidyl 4-
[18F]fluorobenzoate Using a Single Microfluidic Chip. 
PLoS One. 2016; 11(7) :e0159303. 

（33） Sugimoto M, Wakabayashi M, Shimizu Y, Yoshioka T, 

Higashino K, Numata Y, Okuda T, Zhao S, Sakai S, 
Igarashi Y, Kuge Y: Imaging mass spectrometry reveals 
acyl-chain- and region-specific sphingolipid metabolism 
in the kidneys of sphingomyelin synthase 2-deficient 
mice. PLoS One. 2016; 11(3): e0152191

和文著書
（共著・分担）
（1） 玉木長良、真鍋治、吉永恵一郎：心臓核医学検査. 循環器

疾患の検査法 ポケット版カラ―内科学 門脇孝、永井良三
（総編集）、西村書店．2016, pp568-571

（2） 山口秀、玉木長良：グリオーマ画像診断の基礎知識（三國
信啓編：グリオーマ治療のDecision Making）、文光堂．
2016, pp22-27

（3） 山口秀、寺坂俊介：脳腫瘍の危険因子：概論、（脳腫瘍学 
基礎研究と臨床研究の進歩）、日本臨牀社．2016, 70-71

（4） 平田健司、豊永拓哉、玉木長良：放射線治療計画における
PET-CTの役割　～低酸素イメージングを中心に～　臨床
放射線、金原出版．6016, 61:1759-1764

（5） 村山淳人、真鍋治、益田淳朗、平田健司、富山勇輝、竹内桂
介、加藤千恵次、玉木長良：絶食時間、通院状況が及ぼす
心筋糖代謝領域への影響．臨床放射線  6 1 ( 9 )：
1135-1139, 2016

国際学会発表
（国際学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） Hirata K: Case Presentation: Brain Tumour Discuss the 

role of Brain Imaging using actual cases for image 
interpretation and its relevance in clinical practice. 
International Atomic Energy Agency, Osaka, May23-27, 
2016

（2） Shiga T: Brain Trauma ILO: Discuss the role of nuclear 
medicine imaging in brain trauma. International Atomic 
Energy Agency, Osaka, May23-27, 2016

（3） Hirata K: C-11 methionine and F-18 FMISO PET for 
brain tumor. The Midyear Academic Meeting of Nuclear 
Medicine Society of Thailand, Sai Yok, Karnchanaburi 
Province, Thailand, October 6-7, 2016

（4） Tamaki N: Detection and assessment of cardiac 
sarcoidosis (Educational Session, Organizor). 2016 
Annual Meeting of the Society of Nuclear Medicine and 
Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 11-15, 2016

（5） Tamaki N: Cardiovascular Session. (Highlight Talk). 
2016 Annual Meeting of the Society of Nuclear 
Medicine and Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 
11-15, 2016

（6） Tamaki N: Current role of PET for CAD evaluation. 
(Special Symposium 1: Key Issue in Cardiovascular 
Nuclear Medicine). European Association of Nuclear 
Medicine (EANM2012), Barcelona, Oct 15-19, 2016

（7） Kuge Y: PET Imaging of Hypoxia: Studies toward the 
Companion Imaging for Cancer Therapy. The 2nd 

a n n u a l  m e e t i n g  o f  t h e  K o r e a n  S o c i e t y  o f  
Radiopharmaceuticals and Molecular Probes (KSRAMP). 
2016.04.29. Seoul University, Seoul, Korea.

（8） Kuge Y, Nishijima K, Zhao S, Matsumoto H, Akizawa H, 
Ohkura K, Shimizu Y, Shiga T, Hirata K, Watanabe S, 
Okamoto S, Tamaki N: Preclinical and Translational 
Researches of [123I]IIMU, a Novel SPECT Probe for 
Thymidine Phosphorylase  Imag ing :  A Road to  
First-In-Human Clinical Study. Symposium, “Cancer 
Thranost ics”.  2016 HOWS.  Chonnam Nat ional  
University Hospital, Gwangju, Korea, 2016.10.10

（国際学会：一般演題）
（1） Uchiyama Y, Okamoto S, Shiga T, F.C.Gaertner, Hirata K, 

Manabe O, Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga T, Y. M. 
Ito, Yoshinaga K, Tamaki N: SUVmax of the FDG-avid 
me ta s t a t i c  l e s i ons  be fo re  I -131  the rapy  f o r  
different iated thyroid carcinoma is  a powerful  
independent prognostic factor. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（2） Toyonaga T, Shiga T, Suzuki A, Takeuchi W, Nakagawa 
S, Hirata K, Uchiyama Y, Manabe O, Kobayashi K, 
Watanabe S, Kobasi K, Tamaki N: New SPECT scanner 
with semiconductor detectors enables quantitative dual 
tracer diagnostic imaging of CBF and Dopamine 
transporter imaging in patients with cognitive disorder. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（3） Watanabe S, Hirata K, Shiga T, Toyonaga T, Okamoto S, 
Uchiyama Y, Munakata Y, Magota K, Shimizu Y, 
N i s h i j im a  K ,  O h k u r a  K ,  K u g e  Y ,  T amak i  N :  
F i r s t - i n -Human  S tudy  o f  a  Nove l  Thymid ine  
Phosphorylase Tracer [123I]IIMU in Healthy Volunteers 
- Preliminary Report. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（4） Watanabe S, Hirata K, Okamoto S, Shiga T, Uchiyama Y, 
Inoue T, Magota K, Nishijima K, Manabe O, Kobayashi K, 
Toyonaga T, Kuge Y, Shirato H, Tamaki N: The distance 
of tumor respiratory movement is associated to 
unde re s t ima t i on  o f  hypox i a  w i t h  non -g a t ed  
FMISO-PET/CT in non-small cell lung cancer. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（5） Zhao S, W. Yu, N. Ukon, Nishijima K, Yamashita H, 
Tamaki N, Kuge Y: Effects of eribulin on remodeling of 
tumor vasculature evaluated with 18F-FMISO hypoxia 
imaging in a human breast cancer cell xenograft. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（6） Okamoto S, A Thieme, J Allmann, T Maurer, M Retz, E 

Tauber, M Heck, H Wester, Tamaki N, K Scheidhauer, M 
Schwaiger, S Ziegler, M Eober: Radiation dosimetry for 
177Lu-PSMA I&T therapy in metastatic prostate cancer: 
resu l ts  for  normal  organs ,  tumor  les ions  and 
comparison between different cycles. The 63rd Society 
of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, 
June 11-15, 2016

（7） Aikawa T, Naya M, Tomiyama Y, Obara M, Manabe O, 
Magota K,  Yamada S ,  Tamaki N:  Impairment of  
myoca rd i a l  s ympa the t i c  i nne rva t i on  and  i t s  
heterogeneity are associated with diastolic dysfunction 
in patients with heart failure and preserved ejection 
fraction: C11-hydroxyephedrine PET study. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（8） Suzuki A, Takeuchi W, Ishitsu T, Ueno Y, Kobashi K, 
Shiga T, Tamaki N: A semiconductor based well counter 
for measurement of a dual-radioisotope in blood 
sample. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（9） Kikuchi H, Manabe O, Hirata K, Uchiyama Y, Kobayashi 
K, Watanabe S, Toyonaga T, Shiga T, Tamaki N: SUVmax 
of the primary lesion is a significant parameter to assess 
the invasiveness of non-small cell lung cancer - a 
comparison with metabolic tumor volume. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（10） Magota K, Asano Y, Hattori N, Kobayashi K, Manabe O, 
Hirata K, Shiga T, Tamaki N: Single scatter simulation 
with Monte Carlo scaling improved 15O-gas-inhalation 
brain PET imaging. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（11） Kitao Y, Hirata K, Sekizawa M, Takei T, Ichimura W, 
Tamaki N: Volume based parameters on dual phase FDG 
PET may predict proliferative. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（12） Kobayashi K, Hirata K, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Manabe O, Toyonaga T, Uchiyama Y, 
Watanabe S, Kikuchi H, Shiga T, Tamaki N: Texture 
analysis of 11C-Methionine PET may help glioma 
grading. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（13） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Mago ta  K ,  Takeuch i  S ,  Tamak i  N :  Me tas ta t i c  
site-adjustment improves predictive performance of 
metabolic tumor volume and total lesion glycolysis on 
FDG PET in patients with differentiated thyroid 
carcinoma. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（14） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Toyonaga T, Watanabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Convolutional 
neural network can help differentiate FDG PET images 
of brain tumor between glioblastoma and primary 
central nervous system lymphoma. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（15） Murayama A, Manabe O, Hirata K, Tomiyama Y, 
Oyama-Manabe N, Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga 
T, Tamaki N: The optimum threshold for the volume 
based glucose metabolic analysis and the physiological 
distribution of the cardiac lesion using FDG PET/CT. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（16） Katoh C, Tomiyama Y, Hirata K, Shiga T, Tamaki N: 
Iterative factor analysis : Strategy for estimating input 
function in dynamic 18F-FDG brain PET. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（17） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi K, 
Terasaka S, Toyonaga T, Wanatabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Use of 
convolutional neural network as the first step of fully 
automated tumor detection on 11C-methionine brain 
PET. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（18） Manabe O, Yoshinaga K, Ohira H, Oyama-Manabe N, 
Tsujino I, Hirata K, Kikuchi H, Nishijima M, Tamaki N: 
Steroid therapy affects the cardiac metabolic shift and 
requires the careful attention in evaluation of the 
cardiac sarcoidosis with FDG PET/CT. The 63rd Society 
of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, 
June 11-15, 2016

（19） Manabe O: Detection and Assessment of Cardiac 
Sarcoidosis by FDG-PET. Objective and quantitative 
assessment of cardiac FDG uptake. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（20） Manabe  O ,  Yosh inaga  K ,  Oh i r a  H ,  Tsu j i no  I ,  
Oyama-Manabe N, Nishijima M, Tamaki N: The regional 
evaluation of cardiac sympathetic nervous system 
dysfunction and inflammatory lesion for sarcoidosis 
patients. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（21） Yamaguchi S, Hirata K, Toyonaga T, Kobayashi K, 
Kobayash i  H ,  Terasaka  S ,  Sh iga  T,  Tamak i  N :  
18F-Fluoromisonidazole PET is a strong predictor of the 
prognosis in the patients with recurrent high-grade 
glioma receiving Bevacizumab treatment. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 

ANNUAL REPORT 2016

USA, June 11-15, 2016
（22） Yamaguchi S, Kobayashi K, Hirata K, Seki T, Hida K, 

Manabe O, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Kikuchi H, Shiga T, Tamaki N: Usefulness of 18F-FDG 
PET-CT in intramedullary tumors of spinalcord. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（23） Yoshinaga E, Tomiyama Y, Hiroshi O, Manabe O, 
Tsujino I, Katoh C, Masaharu N, Tamaki N: Assessment 
of reduction in quantitative pulmonary blood flow using 
O-15-labeled water PET in patients with chronic 
thromboembolic pulmonary hypertension. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（24） Yamazaki K, Yamashita A, Zhao Y, Shimizu Y, Kawai K, 
Tamaki N, Zhao S, Asada Y, Kuge Y: Metabolic Aspects 
of [14C]Acetate in Rabbit Atherosclerotic Arteries at 
Different Feeding Conditions: In Vitro Evaluation for 
Atherosclerosis Imaging with [11C]Acetate. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（25） Shimizu Y, Masaki Y, Yoshioka T, Higashino K, Numata 
Y, Nishijima K, Zhao S, Tamaki N, Ogawa M, Kuge Y: 
Does  FMISO-PET rea l ly  reflect  only  hypoxia? ;  
accumulation mechanism assessment with imaging 
mass spectrometry. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（26） Uchiyama Y, Hirata K, Shiga T, Okamoto S, Manabe O, 
Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga T, Kikuchi H, 
Satoshi T, Eriko S, Magota K, Tamaki N: Metabolic tumor 
volume and total lesion glycolysis on FDG PET are 
strong predictors for survival  of  pat ients with 
differentiated thyroid carcinoma - a comparison with 
SUVmax. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（27） Toyonaga T, Mori T, Manabe O, Hirata K, Onimaru R, 
Yasuda K, Yamaguchi S, Kobayashi K, Watanabe S, Shiga 
T,  Kuge  Y,  N i sh i j ima  K ,  Sh i ra to  H ,  Tamak i  N :  
18F-fluoromisonidazole uptake in metastatic brain 
lesions may predict time-to-progression after radiation 
therapy. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（28） Toyonaga T, Manabe O, Hirata K, Kobayashi K, Hattori 
N, Uchiyama Y, Watanabe S, Kikuchi H, Shiga T, Tamaki 
N: Bone marrow 18F-fluorodeoxyglucose uptake may be 
a  s ign ificant  finding  to  eva luate  the  sys temic  
inflammatory condition. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（29） Hiroshima Y, Manabe O, Naya M, Aikawa T, Obara M, 
Yoshinaga K, Tomiyama Y, Magota K, Tamaki N, Katoh 

C: Quantification of Myocardial blood flow with 
11C-hydroxyephedrine Dynamic PET: comparison with 
15O-H2O PET. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（30） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Magota K,  Takeuchi S,  Tamaki N: Usefulness of 
Organ-based Measurement of Volume Based Parameters 
on FDG PET in Patients with Differentiated Thyroid 
Carcinoma. The 2nd Asian Nuclear Medicine Academic 
Forum & the 3rd Rising NM Professional Challenge, 
Shanghai, China, May 6-7, 2016

（31） Tohru Shiga, Shozo Okamoto, Wataru Takeuchi, Atsuro 
Suzuki, Koichi Yasuda, Keiichi Magota, Shiro Watanabe, 
Kenji Hirata, Yuji Kuge, Keiji Kobashi, and Nagara 
Tamaki: High Reproducibility of FMISO PET with 
high-definition semiconductor PET in patients with head 
and neck cancer. The 63rd Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine and Molecular Imaging, San Diego, 
CA. June 11-15, 2016.

（32） Manabe  O ,  Yosh inaga  K ,  Oh i r a  H ,  Tsu j i no  I ,  
Oyama-Manabe N, Nishimura M, Tamaki N: Cardiac 
inflammation burden in cardiac involvement sarcoidosis 
independently increase the systemic inflammation 
burden on volumetric estimation and FDG PET/CT. The 
21st Annual Scientific Session of the American Society 
of Nuclear Cardiology, Boca Raton, FL. September 
22-25, 2016.

（33） Watanabe S, Myoujin M, Itoh K, Hirata K, Manabe O, 
Kobayashi K, Kanegae K, Onodera Y, Takahashi H, 
Hosokawa M, Tamaki N: Metabolic tumor volume in 
FDG PET/CT is a useful predictor for survival in patients 
with unresectable esophageal squamous carcinoma 
treated by definitive chemoradiotherapy.29th Annual 
Meeting of European Association of Nuclear Medicine, 
Barcelona, Spain, 2016.10.14-18

（34） Sato J, Kitagawa Y, Watanabe S, Hirata K, Okamoto S, 
Ohga N, Asaka T, Miyakoshi M, Hata H, Shiga T, 
Shindoh M, Tamaki N: Relationships between FMISO- 
and FDG-PET parameters including hypoxic volume of 
the tumor and prognosis in patients with oral squamous 
cell carcinoma after surgery. 29th Annual Meeting of 
European Association of Nuclear Medicine, Barcelona, 
Spain, 2016.10.14-18

（35） Okamoto S, Thomas P, Klemens S, Tamaki N, Markus S, 
Tobias M, Matthias E: Comparison of the diagnostic 
value of bone scintigraphy and 68Ga-PSMA PET for 
skeletal staging in prostate cancer. 18th Workshop of 
Japanese-German Radiological Affiliation, Munic, 
Germany, 2016.6

国内学会発表
（国内学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） 増田理、玉木長良：画像から読む心不全　シンポジウム5

（司会）　第26回日本心血管画像動態学会、東京、 
2016.1.29-30

（2） 玉木長良：心臓核医学　核医学専門技術セミナー教育講
演. 第16回日本核医学会春季大会、大阪、2016.4.22-24

（3） 玉木長良：PETによる心筋血流評価の現状と将来展望　
基調講演. 第26回日本心臓核医学会、津、2016.7.15-16

（4） Narula J, Tamaki N: Imaging Atherosclerotic Plaque: 
Current Progress and Future Prospect, Symposium 1. 第
56回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（5） 山口秀：悪性神経膠腫における治療前後の画像診断の役
割：P E T .  第 7 5 回日本 医 学 放 射 線 学 会 、横 浜 、 
2016.4.14-17

（6） 玉木長良：心臓：心疾患の病態を紐解く　特別企画．第56
回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（7） 久下裕司：核医学検査のための放射線の基礎、シンポジウ
ム｢核医学領域における薬剤師の関わり｣第26回医療薬学
会年会．国立京都国際会館．京都、2016.9.17-19

（8） 安田耕一、岡本祥三、西川由記子、伊藤陽一、志賀哲、井上
哲也、森崇、豊永拓哉、鬼丸力也、渡邊史郎、土屋和彦、竹
内渉、加藤徳雄、久下裕司、玉木長良、白土博樹：分子イ
メージングを用いた放射線治療、シンポジウム4:分子イ
メージングの臨床応用（治療）．日本分子イメージング学会
第11回総会・学術集会、神戸, 2016.5.28-29．

（9） 真鍋治：IQ SPECTの臨床応用、第49回札幌核医学技術研
究会、札幌、2016.11.25

（10） 真鍋治：心サルコイドーシスの画像診断－FDG PET/CTを
中心に－、第39回　画像診断の基礎と臨床学術講演会、
千葉、2016.9.10

（11） 真鍋治：がん診療における18F-FDG PET/CT検査の利用
法、小樽 PET/CT講演会、小樽、2016.2.12

（12） 真鍋治：ここまで読める画像診断　核医学検査、日本消化
器病学会　北海道支部 第11回専門医セミナー、札幌、 
2016.9.4

（13） 真鍋治：パネルディスカッション　マルチモダリティイメー
ジング　RI、第33回北海道心臓核医学研究会、三重市、
2016.07.15

（14） 岡本祥三：Hypoxia PET imaging for radiation treatment 
planning using IMRT、第75回日本医学放射線学会、横浜、 
2016.4.14-17

（国内学会：一般演題）
（1） 真鍋治、大平洋、吉永恵一郎、辻野一三、真鍋徳子、菊地恒

矢、西村正治、玉木長良：心サルコイドーシスに対するステ
ロイド治療後の18F-FDG PET/CT評価の注意点．第33回北
海道心臓核医学研究会、札幌市、2016.2.27

（2） 菊地恒矢、真鍋治、平田健司、岡本祥三、内山裕子、小林健
太郎、渡邊史郎、豊永拓哉、志賀哲、玉木長良：非小細胞肺
癌の局所浸潤・リンパ節転移の評価－主病巣のFDG集積
(SUVmax、MTV)による検討．第134回日本医学放射線学

会北日本地方会・第79回日本核医学会北日本地方会、札
幌市、2016. 6.18
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（23） Yoshinaga K, Fujii S, Tomiyama Y, Takeuchi K, Tamaki 
N: Anatomical and Functional Estimations of Brachial 
Artery Diameter and Elasticity Using Oscillometric 
Measurements with a Quantitative Approach. Pulse 
(Basel). 4(1):1-10, 2016 

（24） Matsunari I, Tamaki N, Ikeda M, Naito H, Okazaki O, 
Miki S, Iida K, Iwado Y, Sakai S, Nagamachi S, Kumita S, 
Sugiura N, Teramachi M: A post-marketing clinical study 
to confirm the efficacy of 18F-fluorodeoxyglucose for 
the diagnosis of myocardial viability: a prospective 
multicenter study in patients with ischemic heart 
disease. Annals Nucl Cardiol 2(1): 9-20, 2016

（25） Watanabe M, Saito Y, Aonuma K, Hirayama A, Tamaki 
N, Tsutsui H, Murohara T, Ogawa H, Akasaka T, 
Yoshimura M, Sato A, Takayama T, Sakakibara M, 
Suzuk i  S ,  I sh igami  K ,  Onoue  K ,  C INC-J  s tudy  

invest igators :  Pred ic t ion  of  contras t - induced 
nephropathy by the serum creatinine level on the day 
fol lowing cardiac catheterizat ion.  J  Cardiol  68
(5):412-418, 2016

（26） Ohira H, Birnie DH, Pena E, Bernick J, Mc Ardle B, 
Leung E, Wells GA, Yoshinaga K, Tsujino I, Sato T, 
Manabe O, Oyama-Manabe N, Nishimura M, Tamaki N, 
Dick A, Dennie C, Klein R, Renaud J, deKemp RA, Ruddy 
TD, Chow BJ, Davies R, Hessian R, Liu P, Beanlands RS, 
Nery PB: Comparison of (18)F-fluorodeoxyglucose 
positron emission tomography (FDG PET) and cardiac 
magnetic resonance (CMR) in corticosteroid-naive 
patients with conduction system disease due to cardiac 
sarco idos i s .  Eur  J  Nuc l  Med Mol  Imag ing .  43
(2):259-269, 2016

（27） Yamaguchi S, Hirata K, Toyonaga T, Kobayashi K, Ishi Y, 
Motegi H, Kobayashi H, Shiga T, Tamaki N, Terasaka S*, 
Houkin K: Change in 18F-Fluoromisonidazole PET is an 
Early Predictor of the Prognosis in the Patients with 
Recurrent High-grade Glioma Receiving Bevacizumab 
Treatment. PLoS One. 11(12): e0167917, 2016

（28） Masuda A, Yoshinaga K, Naya M, Manabe O, Yamada S, 
Iwano H, Okada T, Katoh C, Takeishi Y, Tsutsui H, 
Tamaki N. Accelerated (99m)Tc-sestamibi clearance 
associated with mitochondrial dysfunction and regional 
left ventricular dysfunction in reperfused myocardium 
in patients with acute coronary syndrome. EJNMMI Res. 
6(1):41, 2016

（29） Ukon N, Zhao S, Yu W, Shimizu Y, Nishijima KI, Kubo N, 
Kitagawa Y, Tamaki N, Higashikawa K, Yasui H, Kuge Y: 
Dynamic PET evaluation of elevated FLT level after 
sorafenib treatment in mice bearing human renal cell 
carcinoma xenograft. EJNMMI Res. 2016; 6(1): 90.

（30） Ukon N, Kubo N, Ishikawa M, Zhao S, Tamaki N, Kuge 
Y: Optimization of helical acquisition parameters to 
preserve uniformity of mouse whole body using 
multipinhole collimator in single-photon emission 
computed tomography. Results in Physics. 2016; 6: 
659-663.

（31） Masaki Y, Shimizu Y, Yoshioka T, Feng F, Zhao S, 
Higashino K,  Numata Y,  Kuge Y:  Imaging Mass 
S p e c t r om e t r y  R e v e a l e d  t h e  A c c umu l a t i o n  
Characteristics of the 2-Nitroimidazole-Based Agent 
"Pimonidazole" in Hypoxia. PLoS One. 2016; 11(8): 
e0161639.

（32） Kimura H, Tomatsu K, Saiki H, Arimitsu K, Ono M, 
Kawashima H, Iwata R, Nakanishi H, Ozeki E, Kuge Y, 
Saji H. Continuous-Flow Synthesis of N-Succinimidyl 4-
[18F]fluorobenzoate Using a Single Microfluidic Chip. 
PLoS One. 2016; 11(7) :e0159303. 

（33） Sugimoto M, Wakabayashi M, Shimizu Y, Yoshioka T, 

Higashino K, Numata Y, Okuda T, Zhao S, Sakai S, 
Igarashi Y, Kuge Y: Imaging mass spectrometry reveals 
acyl-chain- and region-specific sphingolipid metabolism 
in the kidneys of sphingomyelin synthase 2-deficient 
mice. PLoS One. 2016; 11(3): e0152191

和文著書
（共著・分担）
（1） 玉木長良、真鍋治、吉永恵一郎：心臓核医学検査. 循環器

疾患の検査法 ポケット版カラ―内科学 門脇孝、永井良三
（総編集）、西村書店．2016, pp568-571

（2） 山口秀、玉木長良：グリオーマ画像診断の基礎知識（三國
信啓編：グリオーマ治療のDecision Making）、文光堂．
2016, pp22-27

（3） 山口秀、寺坂俊介：脳腫瘍の危険因子：概論、（脳腫瘍学 
基礎研究と臨床研究の進歩）、日本臨牀社．2016, 70-71

（4） 平田健司、豊永拓哉、玉木長良：放射線治療計画における
PET-CTの役割　～低酸素イメージングを中心に～　臨床
放射線、金原出版．6016, 61:1759-1764

（5） 村山淳人、真鍋治、益田淳朗、平田健司、富山勇輝、竹内桂
介、加藤千恵次、玉木長良：絶食時間、通院状況が及ぼす
心筋糖代謝領域への影響．臨床放射線  6 1 ( 9 )：
1135-1139, 2016

国際学会発表
（国際学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） Hirata K: Case Presentation: Brain Tumour Discuss the 

role of Brain Imaging using actual cases for image 
interpretation and its relevance in clinical practice. 
International Atomic Energy Agency, Osaka, May23-27, 
2016

（2） Shiga T: Brain Trauma ILO: Discuss the role of nuclear 
medicine imaging in brain trauma. International Atomic 
Energy Agency, Osaka, May23-27, 2016

（3） Hirata K: C-11 methionine and F-18 FMISO PET for 
brain tumor. The Midyear Academic Meeting of Nuclear 
Medicine Society of Thailand, Sai Yok, Karnchanaburi 
Province, Thailand, October 6-7, 2016

（4） Tamaki N: Detection and assessment of cardiac 
sarcoidosis (Educational Session, Organizor). 2016 
Annual Meeting of the Society of Nuclear Medicine and 
Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 11-15, 2016

（5） Tamaki N: Cardiovascular Session. (Highlight Talk). 
2016 Annual Meeting of the Society of Nuclear 
Medicine and Molecular Imaging, San Diego, USA, Jun 
11-15, 2016

（6） Tamaki N: Current role of PET for CAD evaluation. 
(Special Symposium 1: Key Issue in Cardiovascular 
Nuclear Medicine). European Association of Nuclear 
Medicine (EANM2012), Barcelona, Oct 15-19, 2016

（7） Kuge Y: PET Imaging of Hypoxia: Studies toward the 
Companion Imaging for Cancer Therapy. The 2nd 

a n n u a l  m e e t i n g  o f  t h e  K o r e a n  S o c i e t y  o f  
Radiopharmaceuticals and Molecular Probes (KSRAMP). 
2016.04.29. Seoul University, Seoul, Korea.

（8） Kuge Y, Nishijima K, Zhao S, Matsumoto H, Akizawa H, 
Ohkura K, Shimizu Y, Shiga T, Hirata K, Watanabe S, 
Okamoto S, Tamaki N: Preclinical and Translational 
Researches of [123I]IIMU, a Novel SPECT Probe for 
Thymidine Phosphorylase  Imag ing :  A Road to  
First-In-Human Clinical Study. Symposium, “Cancer 
Thranost ics”.  2016 HOWS.  Chonnam Nat ional  
University Hospital, Gwangju, Korea, 2016.10.10

（国際学会：一般演題）
（1） Uchiyama Y, Okamoto S, Shiga T, F.C.Gaertner, Hirata K, 

Manabe O, Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga T, Y. M. 
Ito, Yoshinaga K, Tamaki N: SUVmax of the FDG-avid 
me ta s t a t i c  l e s i ons  be fo re  I -131  the rapy  f o r  
different iated thyroid carcinoma is  a powerful  
independent prognostic factor. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（2） Toyonaga T, Shiga T, Suzuki A, Takeuchi W, Nakagawa 
S, Hirata K, Uchiyama Y, Manabe O, Kobayashi K, 
Watanabe S, Kobasi K, Tamaki N: New SPECT scanner 
with semiconductor detectors enables quantitative dual 
tracer diagnostic imaging of CBF and Dopamine 
transporter imaging in patients with cognitive disorder. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（3） Watanabe S, Hirata K, Shiga T, Toyonaga T, Okamoto S, 
Uchiyama Y, Munakata Y, Magota K, Shimizu Y, 
N i s h i j im a  K ,  O h k u r a  K ,  K u g e  Y ,  T amak i  N :  
F i r s t - i n -Human  S tudy  o f  a  Nove l  Thymid ine  
Phosphorylase Tracer [123I]IIMU in Healthy Volunteers 
- Preliminary Report. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（4） Watanabe S, Hirata K, Okamoto S, Shiga T, Uchiyama Y, 
Inoue T, Magota K, Nishijima K, Manabe O, Kobayashi K, 
Toyonaga T, Kuge Y, Shirato H, Tamaki N: The distance 
of tumor respiratory movement is associated to 
unde re s t ima t i on  o f  hypox i a  w i t h  non -g a t ed  
FMISO-PET/CT in non-small cell lung cancer. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（5） Zhao S, W. Yu, N. Ukon, Nishijima K, Yamashita H, 
Tamaki N, Kuge Y: Effects of eribulin on remodeling of 
tumor vasculature evaluated with 18F-FMISO hypoxia 
imaging in a human breast cancer cell xenograft. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（6） Okamoto S, A Thieme, J Allmann, T Maurer, M Retz, E 

Tauber, M Heck, H Wester, Tamaki N, K Scheidhauer, M 
Schwaiger, S Ziegler, M Eober: Radiation dosimetry for 
177Lu-PSMA I&T therapy in metastatic prostate cancer: 
resu l ts  for  normal  organs ,  tumor  les ions  and 
comparison between different cycles. The 63rd Society 
of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, 
June 11-15, 2016

（7） Aikawa T, Naya M, Tomiyama Y, Obara M, Manabe O, 
Magota K,  Yamada S ,  Tamaki N:  Impairment of  
myoca rd i a l  s ympa the t i c  i nne rva t i on  and  i t s  
heterogeneity are associated with diastolic dysfunction 
in patients with heart failure and preserved ejection 
fraction: C11-hydroxyephedrine PET study. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（8） Suzuki A, Takeuchi W, Ishitsu T, Ueno Y, Kobashi K, 
Shiga T, Tamaki N: A semiconductor based well counter 
for measurement of a dual-radioisotope in blood 
sample. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（9） Kikuchi H, Manabe O, Hirata K, Uchiyama Y, Kobayashi 
K, Watanabe S, Toyonaga T, Shiga T, Tamaki N: SUVmax 
of the primary lesion is a significant parameter to assess 
the invasiveness of non-small cell lung cancer - a 
comparison with metabolic tumor volume. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（10） Magota K, Asano Y, Hattori N, Kobayashi K, Manabe O, 
Hirata K, Shiga T, Tamaki N: Single scatter simulation 
with Monte Carlo scaling improved 15O-gas-inhalation 
brain PET imaging. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（11） Kitao Y, Hirata K, Sekizawa M, Takei T, Ichimura W, 
Tamaki N: Volume based parameters on dual phase FDG 
PET may predict proliferative. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（12） Kobayashi K, Hirata K, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Manabe O, Toyonaga T, Uchiyama Y, 
Watanabe S, Kikuchi H, Shiga T, Tamaki N: Texture 
analysis of 11C-Methionine PET may help glioma 
grading. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（13） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Mago ta  K ,  Takeuch i  S ,  Tamak i  N :  Me tas ta t i c  
site-adjustment improves predictive performance of 
metabolic tumor volume and total lesion glycolysis on 
FDG PET in patients with differentiated thyroid 
carcinoma. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（14） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi H, 
Terasaka S, Toyonaga T, Watanabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Convolutional 
neural network can help differentiate FDG PET images 
of brain tumor between glioblastoma and primary 
central nervous system lymphoma. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（15） Murayama A, Manabe O, Hirata K, Tomiyama Y, 
Oyama-Manabe N, Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga 
T, Tamaki N: The optimum threshold for the volume 
based glucose metabolic analysis and the physiological 
distribution of the cardiac lesion using FDG PET/CT. 
The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（16） Katoh C, Tomiyama Y, Hirata K, Shiga T, Tamaki N: 
Iterative factor analysis : Strategy for estimating input 
function in dynamic 18F-FDG brain PET. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（17） Hirata K, Takeuchi W, Yamaguchi S, Kobayashi K, 
Terasaka S, Toyonaga T, Wanatabe S, Kobayashi K, 
Manabe O, Kobashi K, Shiga T, Tamaki N: Use of 
convolutional neural network as the first step of fully 
automated tumor detection on 11C-methionine brain 
PET. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（18） Manabe O, Yoshinaga K, Ohira H, Oyama-Manabe N, 
Tsujino I, Hirata K, Kikuchi H, Nishijima M, Tamaki N: 
Steroid therapy affects the cardiac metabolic shift and 
requires the careful attention in evaluation of the 
cardiac sarcoidosis with FDG PET/CT. The 63rd Society 
of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, 
June 11-15, 2016

（19） Manabe O: Detection and Assessment of Cardiac 
Sarcoidosis by FDG-PET. Objective and quantitative 
assessment of cardiac FDG uptake. The 63rd Society of 
Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 
11-15, 2016

（20） Manabe  O ,  Yosh inaga  K ,  Oh i r a  H ,  Tsu j i no  I ,  
Oyama-Manabe N, Nishijima M, Tamaki N: The regional 
evaluation of cardiac sympathetic nervous system 
dysfunction and inflammatory lesion for sarcoidosis 
patients. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（21） Yamaguchi S, Hirata K, Toyonaga T, Kobayashi K, 
Kobayash i  H ,  Terasaka  S ,  Sh iga  T,  Tamak i  N :  
18F-Fluoromisonidazole PET is a strong predictor of the 
prognosis in the patients with recurrent high-grade 
glioma receiving Bevacizumab treatment. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 

USA, June 11-15, 2016
（22） Yamaguchi S, Kobayashi K, Hirata K, Seki T, Hida K, 

Manabe O, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Kikuchi H, Shiga T, Tamaki N: Usefulness of 18F-FDG 
PET-CT in intramedullary tumors of spinalcord. The 
63rd Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, 
SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（23） Yoshinaga E, Tomiyama Y, Hiroshi O, Manabe O, 
Tsujino I, Katoh C, Masaharu N, Tamaki N: Assessment 
of reduction in quantitative pulmonary blood flow using 
O-15-labeled water PET in patients with chronic 
thromboembolic pulmonary hypertension. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（24） Yamazaki K, Yamashita A, Zhao Y, Shimizu Y, Kawai K, 
Tamaki N, Zhao S, Asada Y, Kuge Y: Metabolic Aspects 
of [14C]Acetate in Rabbit Atherosclerotic Arteries at 
Different Feeding Conditions: In Vitro Evaluation for 
Atherosclerosis Imaging with [11C]Acetate. The 63rd 
Society of Nuclear Medicine Annual Meeting, SanDiego, 
USA, June 11-15, 2016

（25） Shimizu Y, Masaki Y, Yoshioka T, Higashino K, Numata 
Y, Nishijima K, Zhao S, Tamaki N, Ogawa M, Kuge Y: 
Does  FMISO-PET rea l ly  reflect  only  hypoxia? ;  
accumulation mechanism assessment with imaging 
mass spectrometry. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（26） Uchiyama Y, Hirata K, Shiga T, Okamoto S, Manabe O, 
Kobayashi K, Watanabe S, Toyonaga T, Kikuchi H, 
Satoshi T, Eriko S, Magota K, Tamaki N: Metabolic tumor 
volume and total lesion glycolysis on FDG PET are 
strong predictors for survival  of  pat ients with 
differentiated thyroid carcinoma - a comparison with 
SUVmax. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（27） Toyonaga T, Mori T, Manabe O, Hirata K, Onimaru R, 
Yasuda K, Yamaguchi S, Kobayashi K, Watanabe S, Shiga 
T,  Kuge  Y,  N i sh i j ima  K ,  Sh i ra to  H ,  Tamak i  N :  
18F-fluoromisonidazole uptake in metastatic brain 
lesions may predict time-to-progression after radiation 
therapy. The 63rd Society of Nuclear Medicine Annual 
Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（28） Toyonaga T, Manabe O, Hirata K, Kobayashi K, Hattori 
N, Uchiyama Y, Watanabe S, Kikuchi H, Shiga T, Tamaki 
N: Bone marrow 18F-fluorodeoxyglucose uptake may be 
a  s ign ificant  finding  to  eva luate  the  sys temic  
inflammatory condition. The 63rd Society of Nuclear 
Medicine Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 
2016

（29） Hiroshima Y, Manabe O, Naya M, Aikawa T, Obara M, 
Yoshinaga K, Tomiyama Y, Magota K, Tamaki N, Katoh 

C: Quantification of Myocardial blood flow with 
11C-hydroxyephedrine Dynamic PET: comparison with 
15O-H2O PET. The 63rd Society of Nuclear Medicine 
Annual Meeting, SanDiego, USA, June 11-15, 2016

（30） Hirata K, Uchiyama Y, Watanabe S, Toyonaga T, 
Manabe O, Kobayashi K, Kikuchi H, Shiga T, Suzuki E, 
Magota K,  Takeuchi S,  Tamaki N: Usefulness of 
Organ-based Measurement of Volume Based Parameters 
on FDG PET in Patients with Differentiated Thyroid 
Carcinoma. The 2nd Asian Nuclear Medicine Academic 
Forum & the 3rd Rising NM Professional Challenge, 
Shanghai, China, May 6-7, 2016

（31） Tohru Shiga, Shozo Okamoto, Wataru Takeuchi, Atsuro 
Suzuki, Koichi Yasuda, Keiichi Magota, Shiro Watanabe, 
Kenji Hirata, Yuji Kuge, Keiji Kobashi, and Nagara 
Tamaki: High Reproducibility of FMISO PET with 
high-definition semiconductor PET in patients with head 
and neck cancer. The 63rd Annual Meeting, Society of 
Nuclear Medicine and Molecular Imaging, San Diego, 
CA. June 11-15, 2016.

（32） Manabe  O ,  Yosh inaga  K ,  Oh i r a  H ,  Tsu j i no  I ,  
Oyama-Manabe N, Nishimura M, Tamaki N: Cardiac 
inflammation burden in cardiac involvement sarcoidosis 
independently increase the systemic inflammation 
burden on volumetric estimation and FDG PET/CT. The 
21st Annual Scientific Session of the American Society 
of Nuclear Cardiology, Boca Raton, FL. September 
22-25, 2016.

（33） Watanabe S, Myoujin M, Itoh K, Hirata K, Manabe O, 
Kobayashi K, Kanegae K, Onodera Y, Takahashi H, 
Hosokawa M, Tamaki N: Metabolic tumor volume in 
FDG PET/CT is a useful predictor for survival in patients 
with unresectable esophageal squamous carcinoma 
treated by definitive chemoradiotherapy.29th Annual 
Meeting of European Association of Nuclear Medicine, 
Barcelona, Spain, 2016.10.14-18

（34） Sato J, Kitagawa Y, Watanabe S, Hirata K, Okamoto S, 
Ohga N, Asaka T, Miyakoshi M, Hata H, Shiga T, 
Shindoh M, Tamaki N: Relationships between FMISO- 
and FDG-PET parameters including hypoxic volume of 
the tumor and prognosis in patients with oral squamous 
cell carcinoma after surgery. 29th Annual Meeting of 
European Association of Nuclear Medicine, Barcelona, 
Spain, 2016.10.14-18

（35） Okamoto S, Thomas P, Klemens S, Tamaki N, Markus S, 
Tobias M, Matthias E: Comparison of the diagnostic 
value of bone scintigraphy and 68Ga-PSMA PET for 
skeletal staging in prostate cancer. 18th Workshop of 
Japanese-German Radiological Affiliation, Munic, 
Germany, 2016.6

国内学会発表
（国内学会：教育講演、シンポジウム等）
（1） 増田理、玉木長良：画像から読む心不全　シンポジウム5

（司会）　第26回日本心血管画像動態学会、東京、 
2016.1.29-30

（2） 玉木長良：心臓核医学　核医学専門技術セミナー教育講
演. 第16回日本核医学会春季大会、大阪、2016.4.22-24

（3） 玉木長良：PETによる心筋血流評価の現状と将来展望　
基調講演. 第26回日本心臓核医学会、津、2016.7.15-16

（4） Narula J, Tamaki N: Imaging Atherosclerotic Plaque: 
Current Progress and Future Prospect, Symposium 1. 第
56回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（5） 山口秀：悪性神経膠腫における治療前後の画像診断の役
割：P E T .  第 7 5 回日本 医 学 放 射 線 学 会 、横 浜 、 
2016.4.14-17

（6） 玉木長良：心臓：心疾患の病態を紐解く　特別企画．第56
回日本核医学学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（7） 久下裕司：核医学検査のための放射線の基礎、シンポジウ
ム｢核医学領域における薬剤師の関わり｣第26回医療薬学
会年会．国立京都国際会館．京都、2016.9.17-19

（8） 安田耕一、岡本祥三、西川由記子、伊藤陽一、志賀哲、井上
哲也、森崇、豊永拓哉、鬼丸力也、渡邊史郎、土屋和彦、竹
内渉、加藤徳雄、久下裕司、玉木長良、白土博樹：分子イ
メージングを用いた放射線治療、シンポジウム4:分子イ
メージングの臨床応用（治療）．日本分子イメージング学会
第11回総会・学術集会、神戸, 2016.5.28-29．

（9） 真鍋治：IQ SPECTの臨床応用、第49回札幌核医学技術研
究会、札幌、2016.11.25

（10） 真鍋治：心サルコイドーシスの画像診断－FDG PET/CTを
中心に－、第39回　画像診断の基礎と臨床学術講演会、
千葉、2016.9.10

（11） 真鍋治：がん診療における18F-FDG PET/CT検査の利用
法、小樽 PET/CT講演会、小樽、2016.2.12

（12） 真鍋治：ここまで読める画像診断　核医学検査、日本消化
器病学会　北海道支部 第11回専門医セミナー、札幌、 
2016.9.4

（13） 真鍋治：パネルディスカッション　マルチモダリティイメー
ジング　RI、第33回北海道心臓核医学研究会、三重市、
2016.07.15

（14） 岡本祥三：Hypoxia PET imaging for radiation treatment 
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会学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（18） 林蒼一朗、富山勇輝、相川忠夫、真鍋治、納谷昌直、小原雅
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核医学会学術総会、名古屋、2016.11.3-5

（21） 宗田真大、富山勇輝、小原雅彦、納谷昌直、孫田惠一、真鍋
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convention International de Barcerona, Barcerona, 
Spain,2016.5.4-7

（8）  Toshiaki Kameda, Eiji Kondo, Jun Onodera, Tomohiro 
Onodera, Nobuto Kitamrua, Tomotoku Yagi, Kazunori 
Yasuda, Norimasa Iwasaki:Open-wedge High Tibial 
Osteotomy Changes In Vivo Stress Distribution Patterns 
o f  the  Pa te l l o femora l  Jo in t  Us ing  Computed  
Tomography Osteoabsorpt iometry,  17th  ESSKA 
Congress, Centre de convention International de 
Barcerona, Barcerona, Spain,2016.5.4-7

（9）  Eiji Kondo, Jun Onodera, Yasuyuki Kawaguchi, Nobuto 
Kiramura, Norimasa Iwasaki, Kazunori Yasuda: Effects 
of Remnant Tissuie Preservation On Clinical and 
Arthroscopic Results after Anatomic Double-Bundle 
Anterior Cruciate Ligament Reconstruction, 17th ESSKA 
Congress, Centre de convention International de 
Barcerona, Barcerona, Spain,2016.5.4-7

（10） Tetsuro Masuda, Eiji Kondo, Jun Onodera, Nobuto 
Kitamura, Hiroshi Mizuta, Norimasa Iwasaki, Kazunori 
Yasuda: Effects of Ligament Tissue Preservation on 
Tunnel Enlargement and Coalition after Anatomic 
Doub l e - B and l e  An t e r i o r  C ru c i a t e  L i g amen t  
Reconstruction: A Computed Tomography Study, 17th 
ESSKA Congress, Centre de convention International de 
Barcerona, Barcerona, Spain,2016.5.4-7

（11） Masayuki Inoue, K Tsukada, N Seito, K Iwasaki , K 
Yasuda:The effects of preserving remnant tissues in 
anatomical double bundle ACL reconstruction on the 
postoperative bone tunnels enlargement, 17th ESSKA 
Congress, Centre de convention International de 
Barcerona, Barcerona, Spain,2016.5.4-7

（12） Masayuki Inoue, K Tsukada, N Seito, K Iwasaki , K 
Yasuda:The effects of preserving remnant tissues in 
anatomical double bundle ACL reconstruction on the 
postoperative bone tunnels enlargement, 17th ESSKA 
Congress, Centre de convention International de 
Barcerona, Barcerona, Spain,2016.5.4-7

（13） Eiji Kondo, Effects of Remnant Tissuie Preservation On 
the Tendon Autograft In Anterior Cruciate Ligament 
Reconstruction: Biomechanical and Histological Study 
with A Sheep Model, 2016 APKASS congress &13th 
IFOSMA, The jockey club school of public health and 
p r i m a r y  c a r e ,  P r i n c e  o f  W a l e s  H o s p i t a l ,  
Hongkong,2016.6.9-12

（14） Tetsuro  Masuda ,  Effec t s  o f  Remnant  T i s sue  

Preservation on Tunnnel Enlargement after Anatomic 
Doub l e - Bund l e  An t e r i o r  C ru c i a t e  L i g amen t  
Reconstruction, 2016 APKASS congress &13th IFOSMA, 
The jockey club school of public health and primary 
care, Prince of Wales Hospital, Hongkong,2016.6.9-12

（15） Takuma Kaibara,Short-term Clinical Outcome of 
Atellocollagen-Assosiated Autologous Chondorocyte 
Implantation for the Repair of Chondral Defects, 2016 
APKASS congress &13th IFOSMA, The jockey club 
school of public health and primary care, Prince of 
Wales Hospital, Hongkong,2016.6.9-12

国内学会・全国規模
（1）   北村信人、横田正司、後藤佳子、和田進、高橋恒存、比嘉浩

太郎、近藤英司、安田和則：難治性感染性人工膝関節に対
する抗菌薬含有モバイルセメントスペーサーによる治療経
験、第46回日本人工関節学会、グランドフロント大阪コン
グレコン ベンション センター 、大 阪 府 大 阪 市 、
2016.2.26-27. (POSTER)

（2）   後藤佳子、北村信人、和田進、甲斐秀顯、葛西一元、安田和
則：内側型変形性膝関節症患者における大腿骨遠位骨形
態のCT解析:大腿骨前方骨表面は回旋位の指標となる
か？、第46回日本人工関節学会、グランドフロント大阪コン
グレコンベンションセンター、大阪府大阪市、2016.2.26-27.

（3）   井上雅之、松橋智弥、岩崎浩司、清藤直樹、岩崎倫政、安田
和則：遺残靭帯を温存した解剖学的二重束ACL再建術後
の骨孔拡大、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィ
コ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（4）   岩崎浩司、井上雅之、清藤直樹、松橋智弥、岩崎倫政、安田
和則：Blumensaat’s線がQuadrant法による大腿骨骨孔位
置の評価に与える影響、第89回日本整形外科学会学術総
会、パシフィコ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（5）   近藤英司、岩崎倫政、安田和則：屍体膝を用いた膝前十字
靭帯不全膝および再建膝の生体力学的評価、第89回日本
整形外科学会学術総会、パシフィコ横浜、神奈川県横浜
市、2016.5.12-15

（6）   近藤英司、青木善満、岩崎倫政、安田和則：新しいロッキン
グプレート（TriS Medial HTO　Plate System）を用いた高
位脛骨骨切り術、第89回日本整形外科学会学術総会、パ
シフィコ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（7）   薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：Locking Plateを
用いた内側楔状開大式高位脛骨骨切り術の中期成績と合
併症、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横
浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（8）   舛田哲朗、近藤英司、小野寺純、横田正司、北村信人、水田
博志、岩崎倫政、安田和則：靭帯遺残組織の温存が解剖学
的２束前十字靭帯再建術後の骨孔拡大と骨孔癒合に与え
る効果 :多断面再校正C T画像を用いた臨床研究
（POSTER）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィ
コ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（9）   横田正司、小野寺純、近藤英司、北村信人、後藤佳子、高橋

恒存、和田進、舛田哲朗、比嘉浩太郎、岩崎倫政、安田和
則：遺残組織を温存した解剖学的２束前十字靭帯再建術
が移植腱の再構築過程に与える効果-MRIを用いた検討-

（POSTER）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィ
コ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（10） 北村信人、後藤佳子、小野寺純、横田正司、和田進、高橋恒
存、比嘉浩太郎、近藤英司、安田和 則：難治性感染性人工
膝関節に対する抗菌薬含有セメントスペーサーによる治
療とその成績、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（11） 舛田哲朗、近藤英司、小野寺純、北村信人、水田博志、岩崎
倫政、安田和則：解剖学的二束ACL再建術後の骨孔拡大に
おける遺残組織温存の効果：田断面再校正CT画像を用い
た臨床研究、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（12） 後藤佳子、北村信人、比嘉浩太郎、小野寺純、横田正司、高
橋恒存、和田進、舛田哲朗、近藤英司、安田和則：膝屈筋腱
ハイブリッド材料を用いた解剖学的二束十字靭帯再建術
の臨床成績、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（13） 後藤佳子、北村信人、横田正司、和田進、比嘉浩太郎、舛田
哲朗、安田和則：内側広筋関節内介在により整復困難と
なった外傷性膝関節脱臼の１例、第8回日本関節鏡・膝・
スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡
市、2016.7.28-30(poster)

（14） 河口泰之、近藤英司、松井智裕、大村哲司、熊井司、田中康
仁、安田和則:解剖学的二束ACL再建術に用いられる３肢
位が膝外側関節裂隙の開大量に与える効果:脛骨手技に
おける肢位の重要性、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形
外 科 学 会 、福 岡 国 際 会 議 場 他 、福 岡 県 福 岡 市 、
2016.7.28-30

（15） 井上雅之、清藤直樹、岩崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖
学的二束ACLの骨孔拡大における遺残靭帯温存の影響、
第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際
会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（16） 清藤直樹、井上雅之、岩崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖
学的一束前十字靭帯再建術後の骨孔拡大および膝関節
安定性におけるレムナント温存の効果、第8回日本関節
鏡・膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡
県福岡市、2016.7.28-30

（17） 薮内康史、近藤英司、小野寺純、亀田敏明、佐藤大、北村信
人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術後のスポーツ回復に関する検討、第42回日
本整形外科スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンション
センター、札幌市2016.9.16-17

（18） 近藤英司、薮内康史、小野寺純、青木喜満、岩崎倫政、安田
和則：新しいロッキングプレートを用いた高位脛骨骨切
術、第43回日本臨床バイオメカニクス学会、北海道立道民
活動センターかでる2・7、札幌市、2016.10.8-9

（19） 和田進、北村信人、野々山貴行、木山竜二、黒川孝幸、仙葉
慎吾、後藤佳子、小野寺純、Jian Ping Gong、安田和則：高
強度ダブルネットワークゲル人工軟骨の生体内骨接着プ

ロセスとそのメカニズムの解明、第43回日本臨床バイオメ
カニクス学会、北海道立道民活動センターかでる2・7、札
幌市、2016.10.8-9

（20） 比嘉浩太郎、北村信人、後藤佳子、黒川孝幸、野々山貴行、
和田進、Jian Ping Gong、金谷文則、安田和則：軟骨基質高
分子を複合化したダブルネットワークゲルの生体内におけ
る力学特性の評価、第43回日本臨床バイオメカニクス学
会、北海道立道民活動センターかでる2・7、札幌市、
2016.10.8-9

（21） 高橋恒存、近藤英司、北村信人、小野寺純、河口泰之、横田
正司、宮武慎、井上雅之、佃幸一郎、岩崎倫政、安田和則：
遺残靭帯組織の温存が膝前受持靭帯再建術の成績に与
える効果（第3報）：成羊モデルにおける画像的及び組織学
的評価、第31回日本整形外科学会基礎学術集会、福岡国
際会議場、福岡県福岡市、2016.10.14-15.

（22） 和田進、北村信人、野々山貴行、木山竜二、仙葉慎吾、小野
寺純、横田正司、後藤佳子、比嘉浩太郎、黒川孝幸、Jian 
Ping Gong、安田和則：ハイドロキシアパタイト複合化
PAMPS PDMAAmダブルネットワークゲル人工軟骨の関
節内における in vivo 骨接着性評価、第31回日本整形外科
学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

（23） 比嘉浩太郎、北村信人、後藤佳子、黒川孝幸、和田進、野々
山貴行、Jian Ping Gong、金谷文則、安田和則：軟骨基質高
分子を複合化したダブルネットワークゲルの生体材料特性
評価：軟骨再生誘導材料としての可能性、第31回日本整形
外科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

（24） 薮内康史、佐藤大、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田
敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：定量的膝
外販ストレス撮影に夜膝内側側副靭帯浅層の生体力学的
評価：内側楔状開大式高位脛骨骨切り術における検討、第
31回日本整形外科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、
福岡県福岡市、2016.10.14-15.

（25） 亀田敏明、近藤英司、薮内康史、小野寺純、小野寺智洋、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化：
CT osteoabsorptiometry 法を用いて、第31回日本整形外
科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

国内学会・地方規模
（1）  横田正司、小野寺純、近藤英司、北村信人、後藤佳子、高

橋恒存、和田進、舛田哲朗、比嘉浩太郎、岩崎倫政、安田和
則：解剖学的 2束 ACL再建術における遺残組織の温存が
移植腱の再構築過程に与える効果、第130回北海道整形
災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（2）  舛田　哲朗、近藤英司、小野寺純、北村信人、八木知徳、
水田博志、岩崎倫政、安田和則：解剖学的 2束前十字靱帯
再建術における遺残組織温存が骨孔拡大と骨孔癒合に与

える効果：非温存群との比較、第130回北海道整形災害外
科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（3）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則、類家拓也、伊藤
浩：新しいLocking Plate（TriS Medial HTO Plate System）
を用いた内側楔状開大式高位脛骨骨切り術、第130回北
海道整形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭
川市、2016.2.6-7

（4）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化:
CT osteoabsorptiometry法を用いて、第130回北海道整
形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（5）  小池良直郎、亀田敏明、近藤英司、薮内康史、下段俊、浅
野毅、新井隆太、入江徹、高橋大介、小野寺智洋、安田和
則、岩崎倫政：高位脛骨骨切り術における深部静脈血栓症
の検討、第130回北海道整形災害外科学会、大雪クリスタ
ルホール、北海道旭川市、2016.2.6-7

（6）  岩崎浩司、井上雅之、清藤直樹、松橋智弥、岩崎倫政、安
田和則：Blumensaant’s線がQuadrant法による大腿骨骨孔
位置に与える影響、第131回北海道整形災害外科学会、函
館アリーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（7）  井上雅之、佃幸一郎、河原大典、松橋智弥、清藤直樹、岩
崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖学的二重束ACL再建術
時における遺残靭帯の温存が術後の骨孔拡大に与える影
響、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北
海道函館市、2016.6.4-5

（8）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、
北村信人、安田和則、岩崎倫政：鏡視下膝靭帯再建術後に
おける急性関節内感染:同一施設における10年間の検討、
第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道
函館市、2016.6.4-5

（9）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
佐藤大、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：Tris 
Medial HTO Plate Systemを用いた内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術、第131回北海道整形災害外科学会、函館ア
リーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（10）  佐藤大、薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀
田敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔
状開大式高位脛骨骨切り術における内側側副靭帯浅層剥
離の影響:定量的膝外販ストレス撮影による検討、第131
回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館
市、2016.6.4-5

（11）  甲斐原拓真、薮内康史、近藤英司、小野寺智洋、亀田敏明、
遠山晴一、安田和則、岩崎倫政：膝軟骨欠損に対する自家
培養軟骨細胞移植（JACC）の短期成績、第131回北海道整
形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館市、
2016.6.4-5

（12）  新井隆太、小野寺智洋、薮内康史、亀田敏明、高橋大介、
入江徹、浅野毅、下段俊、近藤英司、安田和則、岩崎倫政：

膝関節に発生したびまん型色素性繊毛結節性滑膜炎の治
療成績、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリー
ナ、北海道函館市、2016.6.4-5

教育研修講演 Instructional Leture
（1）  安田和則：膝十字靭帯再建術という名の再生治療のすべ

て―術者に必須の基礎理論と臨床技術―(教育研修講演
７)、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横浜、
神奈川県横浜市、2016.5.12-15

社会貢献
1. 後藤佳子：「PRP治療って何？腱炎に対する新しい治療

法」、第2回市民健康講座「スポーツ障害に対する治療」
（[主催] 新札幌整形外科病院）厚別区民センター、北海道
札幌市2016.3.25

受賞
（1）  和田進：2016 New Investigator Recognition Award 

(NIRA)：【受賞題目】Anchorage of Double-Network 
Hydrogel Artificial Cartilage to Underlying Bone Using 
a  Surface Osteoconduct ive  Approach :  In  Vivo 
Evaluation of the Bonding Behavior：ORS 2016 Annual 
Meeting, Orland, Florida, USA,2016.3.5-8

科研費（新規獲得分）
（1）  北村信人、黒川孝幸、仙波慎吾：基盤研究（B）「多機能ゲル

による関節軟骨自然再生誘導法の最適化に関わる機序の
解明と制御：研究期間　平成27年度～29年度：平成27年
度4,6000,000円

その他
（1）  Kazunori Yasuda, Effects of remnant tissue preservation 

on anatomic double bundle ACL reconstruction, 
KEYNOTE LECTURE, 17th ESSKA Congress, Centre de 
convention International de Barcerona, Barcerona, 
Spain,2016.5.4-7

（2）  安田和則：丸毛啓史先生教育研修講演「膝関節内靭帯再
建術の課題-移植腱組織の靭帯化促進とenthesis再建-」

（座長）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横
浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（3）  北村信人：「スポーツによる筋・腱の損傷と障害に対する診
断と治療」、日本臨床整形外科学会学術集会（第29回）ひ
ぐまセミナー４ 、ロイトン札 幌 、北 海 道 札 幌 市 、
2016.7.17-18

（4）  安田和則：水田博志先生特別講演「関節軟骨のMRI診断
の進歩と臨床応用」（座長）、第15回北海道整形外科教育
フォーラム、京王プラザホテル札幌、北海道札幌市、
2016.7.23

（5）  安田和則：和田祐一先生ランチョンセミナー「変形性膝関
節症の早期診断と保存療法」（座長）、第8回日本関節鏡・
膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福
岡市、2016.7.28-30

（6）  北村信人：第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
一般口演14「膝関節TKA2」座長、第8回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、
2016.7.28-30

（7）  安田和則：安達伸生先生教育講演「膝前十字靭帯再建術
―基礎と臨床―」（座長）、第54回北海道膝関節研究会、札
幌市教育文化会館、北海道札幌市、2016.9.3

（8）  安田和則石橋恭之先生ランチョンセミナー「膝スポーツ障
害治療の最近のトピックス」（座長）、第42回日本整形外科
スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンションセンター、
北海道札幌市、2016.9.16-17

（9）  安田和則：高被引用論文群が語る脛骨高位骨切術の本質
と将来展望－open wedge 手技はそれらをかえたのか？
－、第29回富山県整形外科医会学術講演会、ANAクラウン
プラザホテル富山、富山県富山市、2016.10.28

（10）  仙葉慎吾：「細胞分化因子を蓄積するリザーバーとしての
合成ハイドロゲルの機能」、第11回北海道大学医学研究科
連携研究センターシンポジウム：超解像細胞生物学、北海
道大学医学部学友会館フラテホール、北海道札幌市、
2016.11.1

国内学会発表
（1）　Kohtarou Konno, Koji Nishikawa, Shinji Yamada, Kenji 

S a k i m u r a ,  M i c h i s u k e  Y u z a k i ,  M a s a h i k o  
Watanabe:GluD1 and Cbln1 interaction plays an 
important role in synapse formation between particular 
neurochemical neurons in the parabigeminal nucleus 
and dorsolateral geniculate nucleus. 第39回日本神経科
学大会神奈川県 2016年

（2）　Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji Sakimura, 
Masahiko Watanabe:Cav2.1 is indispensable to 
maintain wiring, survival, and compartmentalized 
expression in adult cerebellar Purkinje cells.カルシウム
チャネルCav2.1は成体期プルキンエ細胞のシナプス回
路、生存、バンド状発現の維持に不可欠である. 第39回日
本神経科学大会神奈川県 2016年

（3）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦　
「分界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は、結合腕傍核
由来神経終末とのシナプスの形成と維持に必須である.」 
第62回東北・北海道連合支部学術集会 2016年

（4）　山崎美和子、宋暁紅、渡辺雅彦 「マウス線条体シナプスの
AMPA受容体密度は細胞種や出入力経路によらず一様で
ある」 第122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年

（5）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦 「分
界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は結合腕傍核との
非シナプス性接着構造の形成と維持に必須である」 第
122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年
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（6） Miyazaki M, Yashiro K, Tanino M, Tanaka S, Fujioka Y. 
Chondroma arising from the spinal dura mater at the 
thoracic level: A case report with molecular analysis. 
Pathol Res Pract. 2016 Sep;212(9):838-41.

（7） Inuzuka T, Fujioka Y, Tsuda M, Fujioka M, Satoh AO, 
Horiuchi K, Nishide S, Nanbo A, Tanaka S, Ohba Y. 
Attenuation of ligand-induced activation of angiotensin 
II type 1 receptor signaling by the type 2 receptor via 
protein kinase C. Sci Rep. 2016 Feb 9;6:21613.

（8） Yamada T, Tsuda M, Wagatsuma T, Fujioka Y, Fujioka 
M, Satoh AO, Horiuchi K, Nishide S, Nanbo A, Totsuka Y, 
Haga H, Tanaka S, Shindoh M, Ohba Y. Receptor 
activator of NF-κB ligand induces cell adhesion and 
integrin α2 expression via NF-κB in head and neck 
cancers. Sci Rep. 2016 Mar 24;6:23545.

（9） Konishi  T,  Hotta D,  Funayama N,  Yamamoto T,  
Nishihara H, Tanaka S. Pathologically dissimilar acute 
stent thromboses in a metal allergic patient. Coron 
Artery Dis. 2017 Mar;28(2):175-176.

（10） Konishi T, Funayama N, Yamamoto T, Morita T, Hotta D, 
Nishihara H, Tanaka S.  Prognost ic value of the 
eosinophi l  to  leukocyte rat io  in pat ients  with 
ST-elevation myocardial infarction undergoing primary 
percutaneous coronary intervention. J Atheroscler 
Thromb. 2016 Dec 1. [Epub ahead of print]

（11） Li S, Freibaum BD, Zhang P, Kim NC, Kolaitis RM, 
Molliex A, Kanagara, AP, Yabe I, Tanino M, Tanaka S, 
Sasaki  H,  Ross ED,  Taylor  JP,  Kim HJ.  Genet ic  
interaction of hnRNPA2B1 and DNAJB6 in a Drosophila 
model of multisystem proteinopathy. Hum Mol Genet. 
2016 Mar 1;25(5):936-50.

（12） Bandoh N, Goto T, Akahane T, Ohnuki N, Yamaguchi T, 
Kamada H, Harabuchi Y, Tanaka S, Nishihara H. 
Diagnostic value of liquid-based cytology with fine 
n e e d l e  a s p i r a t i o n  s p e c im e n s  f o r  c e r v i c a l  
lymphadenopathy. Diagn Cytopathol. 2016 Mar;44
(3):169-76.

（13） Kato M, Nishihara H, Hayashi H, Kimura T, Ishida Y, 
W a n g  L ,  T s u d a  M ,  T a n i n o  MA ,  T a n a k a  S .  
Clinicopathological evaluation of Sox10 expression in 
diffuse-type gastric adenocarcinoma. Med Oncol. 2017 
Jan;34(1):8. Epub 2016 Dec 10.

（14） Wakabayashi K, Mori F, Kakita A, Takahashi H, Tanaka 
S, Utsumi J, Sasaki H. MicroRNA expression profiles of 
mul t ip le  sys tem at rophy f rom formal in -fixed  
paraffin-embedded samples. Neurosci Lett. 2016 Dec 
2;635:117-122.

（15） Toyonaga,T. Yamaguchi S, Hirata K, Kobayashi K, 
Manabe O, Watanabe S, Terasaka S, Kobayashi H, 
Hattori N, Shiga T, Kuge Y, Tanaka S, Ito YM, Tamaki N. 
Hypoxic glucose metabolism in glioblastoma as a 
potential prognostic factor. Eur J Nucl Med Mol 

Imaging. 2017 Apr;44(4):611-619.
（16） Yuzawa S, Nishihara H, Tanaka S. Genetic landscape of 

meningioma. Brain Tumor Pathology, 2016 Oct;33
(4):237-247

和文論文・総説
（1） 鈴鹿淳、森谷純、竹浪智子、漆戸万紗那、湯澤明夏、木村太

一、西原広史、谷野美智枝、田中伸哉：SFT/HPCの術中迅
速免疫細胞化学染色(R-ICC)を用いたSTAT6の有用性に
ついての検討、北海道臨床細胞学会会報、25、15-18、 
2016

（2） 漆戸万紗那、森谷純、竹浪智子、鈴鹿淳、木村太一、西原広
史、谷野美智枝、田中伸哉：術中迅速圧挫細胞診による血
管評価に基づいた神経膠腫の悪性度の検討、北海道臨床
細胞学会会報、25、19-23、2016

（3） 角谷昌俊、佐川憲明、富山光広、髙橋香織、土田恵、佐藤綾
子、伴由香、木村太一、谷野美智枝、山下啓子：乳癌におけ
る造影超音波検査での染影所見と臨床病理学的因子との
関係、日本超音波医学会、44, 41-48、 2017 (Epub2016)

国際学会発表
（1） Suzuka J, Tsuda M, Wang L, Semba S, Aburatani S, 

Kurokawa T, Ohmiya Y, Yasuda K, Gong JP, Tanaka S. 
Development of novel induction method for tumor stem 
cells using polymer gel.　The First International 
Symposium on Advanced Soft Matter: Celebrating the 
Kick-off of Global Station for Soft Matter, GI-CoRE, 
Sapporo, 2016.6

（2） Tanikawa S, Semba S, Tsuda M, Wang L, Kurokawa T, 
Nonoyama T, Gong JP, Tanaka S. Development of novel 
substrate gel for neural stem cell culture. The First 
International Symposium on Advanced Soft Matter: 
Celebrating the Kick-off of Global Station for Soft 
Matter, GI-CoRE, Sapporo, 2016.6

（3） Nishihara H, Yuzawa S, Yamaguchi S, Mohri H, Wang L, 
Kimura T, Tsuda M, Tanino M, Kobayashi H, Terasaka S, 
Houkin K, Tanaka S. Clinical impact of targeted 
amplicon sequence for meningioma as a practical 
clinical sequence system. Society for Neuro-Oncology 
Conference on Menigioma, Ontario, 2016.6

（4） Konishi T,  Funayama N, Yamaguchi B,  Ohori K,  
Yamamoto T, Sakurai S, Kashiwagi, Sasa Y, Fukuyama S, 
Murakami H, Hotta D, Nishihara H, Tanaka S. The 
Prognostic value of eosinophil to leukocyte ratio in 
patients presenting with ST-elevation myocardial 
infarction undergoing primary percutaneous coronary 
intervention. AHA BCVS (Basic Cardiovascular Sciences) 
2016 Scientific Sessions, Arizona, 2016.7

（5） Konishi T,  Funayama N, Yamaguchi B,  Ohori K,  
Yamamoto T, Sakurai S, Kashiwagi Y, Sasa Y, Fukuyama 
S, Morita T, Murakami H, Hotta D, Nishihara H, Tanaka 
S. Acute inferior myocardial infarction complicated with 

right ventricular infarction and ventricular septal 
p e r f o r a t i o n ,  CCT  ( Comp l e x  C a r d i o v a s cu l a r  
Therapeutics), Kobe 2016.10

（6） Konishi T,  Funayama N, Yamaguchi B,  Ohori K,  
Yamamoto T, Sakurai S, Kashiwagi Y, Sasa Y, Fukuyama 
S, Morita T, Murakami H, Hotta D, Nishihara H, Tanaka 
S .  S ten t  thrombos i s  caused  by  meta l  a l l e rgy  
c om p l i c a t e d  b y  p r o t e i n  S  d e fi c i e n c y  a n d  
heparin-induced thrombocytopenia. BIT’s8th Annual 
International Congress of Cardiology China-2016, 
Xi’an, 2016.12

国内学会発表
（1） 上遠野なほ、津田真寿美、木村太一、谷野美智枝、西原広

史 、田 中 伸 哉：大 腸 癌の異 所 性 骨 形 成にお ける
BMP/Smadシグナルの作用とEMTとの関連性、第105回日
本病理学会総会、仙台、2016.5

（2） 秋山采慧、大森優子、森谷純、畑中佳奈子、高阪真路、木村
太一、津田真寿美、西原広史、谷野美智枝、田中伸哉：血管
内大細胞型B細胞性リンパ腫の剖検症例5例の浸潤性に
関する病理組織学的検討、第105回日本病理学会総会、仙
台、2016.5

（3） 西原広史、木村太一、王磊、田中伸哉：臨床研究およびクリ
ニカルシークエンスの推進を目指したオンデマンド型バイ
オバンクの確立、第105回日本病理学会総会、仙台、
2016.5

（4） 湯澤明夏、西原広史、山口秀、毛利普美、王磊、木村太一、
津田真寿美、谷野美智枝、佐藤典宏、田中伸哉：髄膜腫お
よび髄膜発生孤立性線維性腫瘍/血管周皮腫の遺伝子解
析、第105回日本病理学会総会、仙台、2016.5

（5） 石川麻倫、宮崎将也、小西崇夫、中川麗、谷野美智枝、西原
広史、藤岡保範、長嶋和郎、田中伸哉：大動脈穿破により突
然死をきたした3剖検例、第105回日本病理学会総会、仙
台、2016.5

（6） 木村太一、王磊、津田真寿美、西原広史、田中伸哉：滑膜肉
腫幹細胞の制御・維持機構の解明、第105回日本病理学会
総会、仙台、2016.5

（7） 湯澤明夏、西原広史、王磊、津田真寿美、木村太一、谷野美
智枝、田中伸哉：髄膜発生SFT/HPCのNAB2-STAT6融合
遺伝子型に基づく臨床病理学的検討、第34回日本脳腫瘍
病理学会、東京、2016.5

（8） 原将希、谷川聖、加藤容崇、黒田敏、新保和賀、矢部一郎、
佐々木秀直、長嶋和郎、田中伸哉：非典型的症状を呈した
アルツハイマー病の一剖検例、第57回日本神経病理学
会、弘前、2016.6

（9） 谷川聖、加藤容崇、谷野美智枝、黒河泰夫、寺坂俊介、木村
太一、西原広史、新井 隆、長嶋和郎、田中伸哉：第57回日
本神経病理学会、弘前、2016.6

（10） 小西崇夫、舟山直宏、山口紅、大堀克彦、山本匡、桜井聖一
郎、柏木雄介、佐々保基、福山周三郎、村上弘則、堀田大
介、西原広史、田中伸哉：左総腸骨静脈圧迫症候群から下
肢深部静脈血栓症を来し肺動脈血栓塞栓症と脳梗塞を合

併した一例、第115回日本循環器学会北海道地方会、札
幌、2016.6

（11） 湯澤明夏、西原広史、王磊、津田真寿美、木村太一、谷野美
智枝、田中伸哉：髄膜発生SFT/HPCのNAB2-STAT6融合
遺伝子型に基づく臨床病理学的検討、第13回日本病理学
会カンファランス、神戸、2016.7

（12） 谷川聖、仙葉愼吾、津田真寿美、王磊、黒川孝幸、野々山孝
幸、グン剣萍、田中伸哉：高分子ゲルが神経幹細胞へ与え
る影響、第13回日本病理学会カンファランス、神戸、
2016.7

（13） 中智昭、谷野美智枝、田中伸哉：喘息-COPDオーバーラッ
プ症候群と考えられた51歳男性剖検症例、第49回呼吸器
病理研究会、枚方、2016.8

（14） 吉田一彦、津田真寿美、松本隆児、木村太一、谷野美智枝、
西原広史、近藤恒徳、田邉一成、田中伸哉：膀胱癌の浸潤・
転移におけるシグナル伝達アダプター分子CRKを介した
細胞外エクソソームの機能解析、第96回北海道医学大会

（腫瘍系）分科会・第114回北海道癌談話会、札幌、2016.9
（15） 遠藤大介、木村太一、渡利英道、櫻木範明、田中伸哉：卵巣

癌に対するEZH2阻害剤とPaclitaxelの併用効果に関する
検討、第96回北海道医学大会（腫瘍系）分科会・第114回
北海道癌談話会、札幌、2016.9

（16） 小西崇夫、舟山直宏、山口紅、大堀克彦、山本匡、桜井聖一
郎、柏木雄介、佐々保基、福山周三郎、森田亨、村上弘則、
堀田大介、西原広史、田中伸哉：Relationship between left 
coronary artery bifurcation angle and restenosis after 
stenting of the proximal left anterior descending 
arteryー再狭窄の新たな危険因子ー、第2回心血管研究
フォーラム、札幌、2016.9

（17） 小西崇夫、舟山直宏、山口紅、大堀克彦、山本匡、桜井聖一
郎、柏木雄介、佐々保基、福山周三郎、森田亨、村上弘則、
堀田大介、西原広史、田中伸哉：孤発性の粘液腫様変性が
原因と考えられた後尖僧帽弁瘤による僧帽弁逸脱症候群
の一例、第64回日本心臓病学会学術集会、東京、2016.9

（18） 鈴鹿淳、津田真寿美、王磊、谷野美智枝、木村太一、西原広
史、田中伸哉：チロシンキナーゼ阻害剤耐性膠芽腫細胞に
おける腫瘍幹細胞性獲得とSFRP1の関連性、第75回日本
癌学会学術総会、横浜、2016.10

（19） 津田真寿美、松本隆児、吉田一彦、谷野美智枝、木村太一、
西原広史、阿部崇重、篠原信雄、野々村克也、田中伸哉：
AKR1C1は膀胱癌の浸潤・転移と薬剤耐性を制御する、第
75回日本癌学会学術総会、横浜、2016.10

（20） 谷野美智枝、Elmansuri AZ、Mahabir R、王磊、木村太一、
西原広史、木下一郎、秋田弘俊、津田真寿美、田中伸哉：
Novel signaling collaboration between TGF-b and 
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倫政、安田和則：解剖学的二束ACL再建術後の骨孔拡大に
おける遺残組織温存の効果：田断面再校正CT画像を用い
た臨床研究、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（12） 後藤佳子、北村信人、比嘉浩太郎、小野寺純、横田正司、高
橋恒存、和田進、舛田哲朗、近藤英司、安田和則：膝屈筋腱
ハイブリッド材料を用いた解剖学的二束十字靭帯再建術
の臨床成績、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（13） 後藤佳子、北村信人、横田正司、和田進、比嘉浩太郎、舛田
哲朗、安田和則：内側広筋関節内介在により整復困難と
なった外傷性膝関節脱臼の１例、第8回日本関節鏡・膝・
スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡
市、2016.7.28-30(poster)

（14） 河口泰之、近藤英司、松井智裕、大村哲司、熊井司、田中康
仁、安田和則:解剖学的二束ACL再建術に用いられる３肢
位が膝外側関節裂隙の開大量に与える効果:脛骨手技に
おける肢位の重要性、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形
外 科 学 会 、福 岡 国 際 会 議 場 他 、福 岡 県 福 岡 市 、
2016.7.28-30

（15） 井上雅之、清藤直樹、岩崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖
学的二束ACLの骨孔拡大における遺残靭帯温存の影響、
第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際
会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（16） 清藤直樹、井上雅之、岩崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖
学的一束前十字靭帯再建術後の骨孔拡大および膝関節
安定性におけるレムナント温存の効果、第8回日本関節
鏡・膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡
県福岡市、2016.7.28-30

（17） 薮内康史、近藤英司、小野寺純、亀田敏明、佐藤大、北村信
人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術後のスポーツ回復に関する検討、第42回日
本整形外科スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンション
センター、札幌市2016.9.16-17

（18） 近藤英司、薮内康史、小野寺純、青木喜満、岩崎倫政、安田
和則：新しいロッキングプレートを用いた高位脛骨骨切
術、第43回日本臨床バイオメカニクス学会、北海道立道民
活動センターかでる2・7、札幌市、2016.10.8-9

（19） 和田進、北村信人、野々山貴行、木山竜二、黒川孝幸、仙葉
慎吾、後藤佳子、小野寺純、Jian Ping Gong、安田和則：高
強度ダブルネットワークゲル人工軟骨の生体内骨接着プ

ロセスとそのメカニズムの解明、第43回日本臨床バイオメ
カニクス学会、北海道立道民活動センターかでる2・7、札
幌市、2016.10.8-9

（20） 比嘉浩太郎、北村信人、後藤佳子、黒川孝幸、野々山貴行、
和田進、Jian Ping Gong、金谷文則、安田和則：軟骨基質高
分子を複合化したダブルネットワークゲルの生体内におけ
る力学特性の評価、第43回日本臨床バイオメカニクス学
会、北海道立道民活動センターかでる2・7、札幌市、
2016.10.8-9

（21） 高橋恒存、近藤英司、北村信人、小野寺純、河口泰之、横田
正司、宮武慎、井上雅之、佃幸一郎、岩崎倫政、安田和則：
遺残靭帯組織の温存が膝前受持靭帯再建術の成績に与
える効果（第3報）：成羊モデルにおける画像的及び組織学
的評価、第31回日本整形外科学会基礎学術集会、福岡国
際会議場、福岡県福岡市、2016.10.14-15.

（22） 和田進、北村信人、野々山貴行、木山竜二、仙葉慎吾、小野
寺純、横田正司、後藤佳子、比嘉浩太郎、黒川孝幸、Jian 
Ping Gong、安田和則：ハイドロキシアパタイト複合化
PAMPS PDMAAmダブルネットワークゲル人工軟骨の関
節内における in vivo 骨接着性評価、第31回日本整形外科
学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

（23） 比嘉浩太郎、北村信人、後藤佳子、黒川孝幸、和田進、野々
山貴行、Jian Ping Gong、金谷文則、安田和則：軟骨基質高
分子を複合化したダブルネットワークゲルの生体材料特性
評価：軟骨再生誘導材料としての可能性、第31回日本整形
外科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

（24） 薮内康史、佐藤大、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田
敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：定量的膝
外販ストレス撮影に夜膝内側側副靭帯浅層の生体力学的
評価：内側楔状開大式高位脛骨骨切り術における検討、第
31回日本整形外科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、
福岡県福岡市、2016.10.14-15.

（25） 亀田敏明、近藤英司、薮内康史、小野寺純、小野寺智洋、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化：
CT osteoabsorptiometry 法を用いて、第31回日本整形外
科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

国内学会・地方規模
（1）  横田正司、小野寺純、近藤英司、北村信人、後藤佳子、高

橋恒存、和田進、舛田哲朗、比嘉浩太郎、岩崎倫政、安田和
則：解剖学的 2束 ACL再建術における遺残組織の温存が
移植腱の再構築過程に与える効果、第130回北海道整形
災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（2）  舛田　哲朗、近藤英司、小野寺純、北村信人、八木知徳、
水田博志、岩崎倫政、安田和則：解剖学的 2束前十字靱帯
再建術における遺残組織温存が骨孔拡大と骨孔癒合に与

える効果：非温存群との比較、第130回北海道整形災害外
科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（3）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則、類家拓也、伊藤
浩：新しいLocking Plate（TriS Medial HTO Plate System）
を用いた内側楔状開大式高位脛骨骨切り術、第130回北
海道整形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭
川市、2016.2.6-7

（4）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化:
CT osteoabsorptiometry法を用いて、第130回北海道整
形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（5）  小池良直郎、亀田敏明、近藤英司、薮内康史、下段俊、浅
野毅、新井隆太、入江徹、高橋大介、小野寺智洋、安田和
則、岩崎倫政：高位脛骨骨切り術における深部静脈血栓症
の検討、第130回北海道整形災害外科学会、大雪クリスタ
ルホール、北海道旭川市、2016.2.6-7

（6）  岩崎浩司、井上雅之、清藤直樹、松橋智弥、岩崎倫政、安
田和則：Blumensaant’s線がQuadrant法による大腿骨骨孔
位置に与える影響、第131回北海道整形災害外科学会、函
館アリーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（7）  井上雅之、佃幸一郎、河原大典、松橋智弥、清藤直樹、岩
崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖学的二重束ACL再建術
時における遺残靭帯の温存が術後の骨孔拡大に与える影
響、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北
海道函館市、2016.6.4-5

（8）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、
北村信人、安田和則、岩崎倫政：鏡視下膝靭帯再建術後に
おける急性関節内感染:同一施設における10年間の検討、
第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道
函館市、2016.6.4-5

（9）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
佐藤大、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：Tris 
Medial HTO Plate Systemを用いた内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術、第131回北海道整形災害外科学会、函館ア
リーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（10）  佐藤大、薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀
田敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔
状開大式高位脛骨骨切り術における内側側副靭帯浅層剥
離の影響:定量的膝外販ストレス撮影による検討、第131
回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館
市、2016.6.4-5

（11）  甲斐原拓真、薮内康史、近藤英司、小野寺智洋、亀田敏明、
遠山晴一、安田和則、岩崎倫政：膝軟骨欠損に対する自家
培養軟骨細胞移植（JACC）の短期成績、第131回北海道整
形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館市、
2016.6.4-5

（12）  新井隆太、小野寺智洋、薮内康史、亀田敏明、高橋大介、
入江徹、浅野毅、下段俊、近藤英司、安田和則、岩崎倫政：

膝関節に発生したびまん型色素性繊毛結節性滑膜炎の治
療成績、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリー
ナ、北海道函館市、2016.6.4-5

教育研修講演 Instructional Leture
（1）  安田和則：膝十字靭帯再建術という名の再生治療のすべ

て―術者に必須の基礎理論と臨床技術―(教育研修講演
７)、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横浜、
神奈川県横浜市、2016.5.12-15

社会貢献
1. 後藤佳子：「PRP治療って何？腱炎に対する新しい治療

法」、第2回市民健康講座「スポーツ障害に対する治療」
（[主催] 新札幌整形外科病院）厚別区民センター、北海道
札幌市2016.3.25

受賞
（1）  和田進：2016 New Investigator Recognition Award 

(NIRA)：【受賞題目】Anchorage of Double-Network 
Hydrogel Artificial Cartilage to Underlying Bone Using 
a  Surface Osteoconduct ive  Approach :  In  Vivo 
Evaluation of the Bonding Behavior：ORS 2016 Annual 
Meeting, Orland, Florida, USA,2016.3.5-8

科研費（新規獲得分）
（1）  北村信人、黒川孝幸、仙波慎吾：基盤研究（B）「多機能ゲル

による関節軟骨自然再生誘導法の最適化に関わる機序の
解明と制御：研究期間　平成27年度～29年度：平成27年
度4,6000,000円

その他
（1）  Kazunori Yasuda, Effects of remnant tissue preservation 

on anatomic double bundle ACL reconstruction, 
KEYNOTE LECTURE, 17th ESSKA Congress, Centre de 
convention International de Barcerona, Barcerona, 
Spain,2016.5.4-7

（2）  安田和則：丸毛啓史先生教育研修講演「膝関節内靭帯再
建術の課題-移植腱組織の靭帯化促進とenthesis再建-」

（座長）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横
浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（3）  北村信人：「スポーツによる筋・腱の損傷と障害に対する診
断と治療」、日本臨床整形外科学会学術集会（第29回）ひ
ぐまセミナー４ 、ロイトン札 幌 、北 海 道 札 幌 市 、
2016.7.17-18

（4）  安田和則：水田博志先生特別講演「関節軟骨のMRI診断
の進歩と臨床応用」（座長）、第15回北海道整形外科教育
フォーラム、京王プラザホテル札幌、北海道札幌市、
2016.7.23

（5）  安田和則：和田祐一先生ランチョンセミナー「変形性膝関
節症の早期診断と保存療法」（座長）、第8回日本関節鏡・
膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福
岡市、2016.7.28-30

（6）  北村信人：第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
一般口演14「膝関節TKA2」座長、第8回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、
2016.7.28-30

（7）  安田和則：安達伸生先生教育講演「膝前十字靭帯再建術
―基礎と臨床―」（座長）、第54回北海道膝関節研究会、札
幌市教育文化会館、北海道札幌市、2016.9.3

（8）  安田和則石橋恭之先生ランチョンセミナー「膝スポーツ障
害治療の最近のトピックス」（座長）、第42回日本整形外科
スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンションセンター、
北海道札幌市、2016.9.16-17

（9）  安田和則：高被引用論文群が語る脛骨高位骨切術の本質
と将来展望－open wedge 手技はそれらをかえたのか？
－、第29回富山県整形外科医会学術講演会、ANAクラウン
プラザホテル富山、富山県富山市、2016.10.28

（10）  仙葉慎吾：「細胞分化因子を蓄積するリザーバーとしての
合成ハイドロゲルの機能」、第11回北海道大学医学研究科
連携研究センターシンポジウム：超解像細胞生物学、北海
道大学医学部学友会館フラテホール、北海道札幌市、
2016.11.1

国内学会発表
（1）　Kohtarou Konno, Koji Nishikawa, Shinji Yamada, Kenji 

S a k i m u r a ,  M i c h i s u k e  Y u z a k i ,  M a s a h i k o  
Watanabe:GluD1 and Cbln1 interaction plays an 
important role in synapse formation between particular 
neurochemical neurons in the parabigeminal nucleus 
and dorsolateral geniculate nucleus. 第39回日本神経科
学大会神奈川県 2016年

（2）　Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji Sakimura, 
Masahiko Watanabe:Cav2.1 is indispensable to 
maintain wiring, survival, and compartmentalized 
expression in adult cerebellar Purkinje cells.カルシウム
チャネルCav2.1は成体期プルキンエ細胞のシナプス回
路、生存、バンド状発現の維持に不可欠である. 第39回日
本神経科学大会神奈川県 2016年

（3）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦　
「分界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は、結合腕傍核
由来神経終末とのシナプスの形成と維持に必須である.」 
第62回東北・北海道連合支部学術集会 2016年

（4）　山崎美和子、宋暁紅、渡辺雅彦 「マウス線条体シナプスの
AMPA受容体密度は細胞種や出入力経路によらず一様で
ある」 第122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年

（5）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦 「分
界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は結合腕傍核との
非シナプス性接着構造の形成と維持に必須である」 第
122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年
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（6） Miyazaki M, Yashiro K, Tanino M, Tanaka S, Fujioka Y. 
Chondroma arising from the spinal dura mater at the 
thoracic level: A case report with molecular analysis. 
Pathol Res Pract. 2016 Sep;212(9):838-41.

（7） Inuzuka T, Fujioka Y, Tsuda M, Fujioka M, Satoh AO, 
Horiuchi K, Nishide S, Nanbo A, Tanaka S, Ohba Y. 
Attenuation of ligand-induced activation of angiotensin 
II type 1 receptor signaling by the type 2 receptor via 
protein kinase C. Sci Rep. 2016 Feb 9;6:21613.

（8） Yamada T, Tsuda M, Wagatsuma T, Fujioka Y, Fujioka 
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CT osteoabsorptiometry 法を用いて、第31回日本整形外
科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

国内学会・地方規模
（1）  横田正司、小野寺純、近藤英司、北村信人、後藤佳子、高

橋恒存、和田進、舛田哲朗、比嘉浩太郎、岩崎倫政、安田和
則：解剖学的 2束 ACL再建術における遺残組織の温存が
移植腱の再構築過程に与える効果、第130回北海道整形
災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（2）  舛田　哲朗、近藤英司、小野寺純、北村信人、八木知徳、
水田博志、岩崎倫政、安田和則：解剖学的 2束前十字靱帯
再建術における遺残組織温存が骨孔拡大と骨孔癒合に与

える効果：非温存群との比較、第130回北海道整形災害外
科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（3）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則、類家拓也、伊藤
浩：新しいLocking Plate（TriS Medial HTO Plate System）
を用いた内側楔状開大式高位脛骨骨切り術、第130回北
海道整形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭
川市、2016.2.6-7

（4）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化:
CT osteoabsorptiometry法を用いて、第130回北海道整
形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（5）  小池良直郎、亀田敏明、近藤英司、薮内康史、下段俊、浅
野毅、新井隆太、入江徹、高橋大介、小野寺智洋、安田和
則、岩崎倫政：高位脛骨骨切り術における深部静脈血栓症
の検討、第130回北海道整形災害外科学会、大雪クリスタ
ルホール、北海道旭川市、2016.2.6-7

（6）  岩崎浩司、井上雅之、清藤直樹、松橋智弥、岩崎倫政、安
田和則：Blumensaant’s線がQuadrant法による大腿骨骨孔
位置に与える影響、第131回北海道整形災害外科学会、函
館アリーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（7）  井上雅之、佃幸一郎、河原大典、松橋智弥、清藤直樹、岩
崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖学的二重束ACL再建術
時における遺残靭帯の温存が術後の骨孔拡大に与える影
響、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北
海道函館市、2016.6.4-5

（8）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、
北村信人、安田和則、岩崎倫政：鏡視下膝靭帯再建術後に
おける急性関節内感染:同一施設における10年間の検討、
第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道
函館市、2016.6.4-5

（9）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
佐藤大、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：Tris 
Medial HTO Plate Systemを用いた内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術、第131回北海道整形災害外科学会、函館ア
リーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（10）  佐藤大、薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀
田敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔
状開大式高位脛骨骨切り術における内側側副靭帯浅層剥
離の影響:定量的膝外販ストレス撮影による検討、第131
回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館
市、2016.6.4-5

（11）  甲斐原拓真、薮内康史、近藤英司、小野寺智洋、亀田敏明、
遠山晴一、安田和則、岩崎倫政：膝軟骨欠損に対する自家
培養軟骨細胞移植（JACC）の短期成績、第131回北海道整
形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館市、
2016.6.4-5

（12）  新井隆太、小野寺智洋、薮内康史、亀田敏明、高橋大介、
入江徹、浅野毅、下段俊、近藤英司、安田和則、岩崎倫政：

膝関節に発生したびまん型色素性繊毛結節性滑膜炎の治
療成績、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリー
ナ、北海道函館市、2016.6.4-5

教育研修講演 Instructional Leture
（1）  安田和則：膝十字靭帯再建術という名の再生治療のすべ

て―術者に必須の基礎理論と臨床技術―(教育研修講演
７)、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横浜、
神奈川県横浜市、2016.5.12-15

社会貢献
1. 後藤佳子：「PRP治療って何？腱炎に対する新しい治療

法」、第2回市民健康講座「スポーツ障害に対する治療」
（[主催] 新札幌整形外科病院）厚別区民センター、北海道
札幌市2016.3.25

受賞
（1）  和田進：2016 New Investigator Recognition Award 

(NIRA)：【受賞題目】Anchorage of Double-Network 
Hydrogel Artificial Cartilage to Underlying Bone Using 
a  Surface Osteoconduct ive  Approach :  In  Vivo 
Evaluation of the Bonding Behavior：ORS 2016 Annual 
Meeting, Orland, Florida, USA,2016.3.5-8

科研費（新規獲得分）
（1）  北村信人、黒川孝幸、仙波慎吾：基盤研究（B）「多機能ゲル

による関節軟骨自然再生誘導法の最適化に関わる機序の
解明と制御：研究期間　平成27年度～29年度：平成27年
度4,6000,000円

その他
（1）  Kazunori Yasuda, Effects of remnant tissue preservation 

on anatomic double bundle ACL reconstruction, 
KEYNOTE LECTURE, 17th ESSKA Congress, Centre de 
convention International de Barcerona, Barcerona, 
Spain,2016.5.4-7

（2）  安田和則：丸毛啓史先生教育研修講演「膝関節内靭帯再
建術の課題-移植腱組織の靭帯化促進とenthesis再建-」

（座長）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横
浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（3）  北村信人：「スポーツによる筋・腱の損傷と障害に対する診
断と治療」、日本臨床整形外科学会学術集会（第29回）ひ
ぐまセミナー４ 、ロイトン札 幌 、北 海 道 札 幌 市 、
2016.7.17-18

（4）  安田和則：水田博志先生特別講演「関節軟骨のMRI診断
の進歩と臨床応用」（座長）、第15回北海道整形外科教育
フォーラム、京王プラザホテル札幌、北海道札幌市、
2016.7.23

（5）  安田和則：和田祐一先生ランチョンセミナー「変形性膝関
節症の早期診断と保存療法」（座長）、第8回日本関節鏡・
膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福
岡市、2016.7.28-30

（6）  北村信人：第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
一般口演14「膝関節TKA2」座長、第8回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、
2016.7.28-30

（7）  安田和則：安達伸生先生教育講演「膝前十字靭帯再建術
―基礎と臨床―」（座長）、第54回北海道膝関節研究会、札
幌市教育文化会館、北海道札幌市、2016.9.3

（8）  安田和則石橋恭之先生ランチョンセミナー「膝スポーツ障
害治療の最近のトピックス」（座長）、第42回日本整形外科
スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンションセンター、
北海道札幌市、2016.9.16-17

（9）  安田和則：高被引用論文群が語る脛骨高位骨切術の本質
と将来展望－open wedge 手技はそれらをかえたのか？
－、第29回富山県整形外科医会学術講演会、ANAクラウン
プラザホテル富山、富山県富山市、2016.10.28

（10）  仙葉慎吾：「細胞分化因子を蓄積するリザーバーとしての
合成ハイドロゲルの機能」、第11回北海道大学医学研究科
連携研究センターシンポジウム：超解像細胞生物学、北海
道大学医学部学友会館フラテホール、北海道札幌市、
2016.11.1

国内学会発表
（1）　Kohtarou Konno, Koji Nishikawa, Shinji Yamada, Kenji 

S a k i m u r a ,  M i c h i s u k e  Y u z a k i ,  M a s a h i k o  
Watanabe:GluD1 and Cbln1 interaction plays an 
important role in synapse formation between particular 
neurochemical neurons in the parabigeminal nucleus 
and dorsolateral geniculate nucleus. 第39回日本神経科
学大会神奈川県 2016年

（2）　Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji Sakimura, 
Masahiko Watanabe:Cav2.1 is indispensable to 
maintain wiring, survival, and compartmentalized 
expression in adult cerebellar Purkinje cells.カルシウム
チャネルCav2.1は成体期プルキンエ細胞のシナプス回
路、生存、バンド状発現の維持に不可欠である. 第39回日
本神経科学大会神奈川県 2016年

（3）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦　
「分界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は、結合腕傍核
由来神経終末とのシナプスの形成と維持に必須である.」 
第62回東北・北海道連合支部学術集会 2016年

（4）　山崎美和子、宋暁紅、渡辺雅彦 「マウス線条体シナプスの
AMPA受容体密度は細胞種や出入力経路によらず一様で
ある」 第122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年

（5）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦 「分
界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は結合腕傍核との
非シナプス性接着構造の形成と維持に必須である」 第
122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年

● スポーツ医学分野
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（6） Miyazaki M, Yashiro K, Tanino M, Tanaka S, Fujioka Y. 
Chondroma arising from the spinal dura mater at the 
thoracic level: A case report with molecular analysis. 
Pathol Res Pract. 2016 Sep;212(9):838-41.

（7） Inuzuka T, Fujioka Y, Tsuda M, Fujioka M, Satoh AO, 
Horiuchi K, Nishide S, Nanbo A, Tanaka S, Ohba Y. 
Attenuation of ligand-induced activation of angiotensin 
II type 1 receptor signaling by the type 2 receptor via 
protein kinase C. Sci Rep. 2016 Feb 9;6:21613.

（8） Yamada T, Tsuda M, Wagatsuma T, Fujioka Y, Fujioka 
M, Satoh AO, Horiuchi K, Nishide S, Nanbo A, Totsuka Y, 
Haga H, Tanaka S, Shindoh M, Ohba Y. Receptor 
activator of NF-κB ligand induces cell adhesion and 
integrin α2 expression via NF-κB in head and neck 
cancers. Sci Rep. 2016 Mar 24;6:23545.

（9） Konishi  T,  Hotta D,  Funayama N,  Yamamoto T,  
Nishihara H, Tanaka S. Pathologically dissimilar acute 
stent thromboses in a metal allergic patient. Coron 
Artery Dis. 2017 Mar;28(2):175-176.

（10） Konishi T, Funayama N, Yamamoto T, Morita T, Hotta D, 
Nishihara H, Tanaka S.  Prognost ic value of the 
eosinophi l  to  leukocyte rat io  in pat ients  with 
ST-elevation myocardial infarction undergoing primary 
percutaneous coronary intervention. J Atheroscler 
Thromb. 2016 Dec 1. [Epub ahead of print]

（11） Li S, Freibaum BD, Zhang P, Kim NC, Kolaitis RM, 
Molliex A, Kanagara, AP, Yabe I, Tanino M, Tanaka S, 
Sasaki  H,  Ross ED,  Taylor  JP,  Kim HJ.  Genet ic  
interaction of hnRNPA2B1 and DNAJB6 in a Drosophila 
model of multisystem proteinopathy. Hum Mol Genet. 
2016 Mar 1;25(5):936-50.

（12） Bandoh N, Goto T, Akahane T, Ohnuki N, Yamaguchi T, 
Kamada H, Harabuchi Y, Tanaka S, Nishihara H. 
Diagnostic value of liquid-based cytology with fine 
n e e d l e  a s p i r a t i o n  s p e c im e n s  f o r  c e r v i c a l  
lymphadenopathy. Diagn Cytopathol. 2016 Mar;44
(3):169-76.

（13） Kato M, Nishihara H, Hayashi H, Kimura T, Ishida Y, 
W a n g  L ,  T s u d a  M ,  T a n i n o  MA ,  T a n a k a  S .  
Clinicopathological evaluation of Sox10 expression in 
diffuse-type gastric adenocarcinoma. Med Oncol. 2017 
Jan;34(1):8. Epub 2016 Dec 10.

（14） Wakabayashi K, Mori F, Kakita A, Takahashi H, Tanaka 
S, Utsumi J, Sasaki H. MicroRNA expression profiles of 
mul t ip le  sys tem at rophy f rom formal in -fixed  
paraffin-embedded samples. Neurosci Lett. 2016 Dec 
2;635:117-122.

（15） Toyonaga,T. Yamaguchi S, Hirata K, Kobayashi K, 
Manabe O, Watanabe S, Terasaka S, Kobayashi H, 
Hattori N, Shiga T, Kuge Y, Tanaka S, Ito YM, Tamaki N. 
Hypoxic glucose metabolism in glioblastoma as a 
potential prognostic factor. Eur J Nucl Med Mol 

Imaging. 2017 Apr;44(4):611-619.
（16） Yuzawa S, Nishihara H, Tanaka S. Genetic landscape of 

meningioma. Brain Tumor Pathology, 2016 Oct;33
(4):237-247

和文論文・総説
（1） 鈴鹿淳、森谷純、竹浪智子、漆戸万紗那、湯澤明夏、木村太

一、西原広史、谷野美智枝、田中伸哉：SFT/HPCの術中迅
速免疫細胞化学染色(R-ICC)を用いたSTAT6の有用性に
ついての検討、北海道臨床細胞学会会報、25、15-18、 
2016

（2） 漆戸万紗那、森谷純、竹浪智子、鈴鹿淳、木村太一、西原広
史、谷野美智枝、田中伸哉：術中迅速圧挫細胞診による血
管評価に基づいた神経膠腫の悪性度の検討、北海道臨床
細胞学会会報、25、19-23、2016

（3） 角谷昌俊、佐川憲明、富山光広、髙橋香織、土田恵、佐藤綾
子、伴由香、木村太一、谷野美智枝、山下啓子：乳癌におけ
る造影超音波検査での染影所見と臨床病理学的因子との
関係、日本超音波医学会、44, 41-48、 2017 (Epub2016)

国際学会発表
（1） Suzuka J, Tsuda M, Wang L, Semba S, Aburatani S, 

Kurokawa T, Ohmiya Y, Yasuda K, Gong JP, Tanaka S. 
Development of novel induction method for tumor stem 
cells using polymer gel.　The First International 
Symposium on Advanced Soft Matter: Celebrating the 
Kick-off of Global Station for Soft Matter, GI-CoRE, 
Sapporo, 2016.6

（2） Tanikawa S, Semba S, Tsuda M, Wang L, Kurokawa T, 
Nonoyama T, Gong JP, Tanaka S. Development of novel 
substrate gel for neural stem cell culture. The First 
International Symposium on Advanced Soft Matter: 
Celebrating the Kick-off of Global Station for Soft 
Matter, GI-CoRE, Sapporo, 2016.6

（3） Nishihara H, Yuzawa S, Yamaguchi S, Mohri H, Wang L, 
Kimura T, Tsuda M, Tanino M, Kobayashi H, Terasaka S, 
Houkin K, Tanaka S. Clinical impact of targeted 
amplicon sequence for meningioma as a practical 
clinical sequence system. Society for Neuro-Oncology 
Conference on Menigioma, Ontario, 2016.6

（4） Konishi T,  Funayama N, Yamaguchi B,  Ohori K,  
Yamamoto T, Sakurai S, Kashiwagi, Sasa Y, Fukuyama S, 
Murakami H, Hotta D, Nishihara H, Tanaka S. The 
Prognostic value of eosinophil to leukocyte ratio in 
patients presenting with ST-elevation myocardial 
infarction undergoing primary percutaneous coronary 
intervention. AHA BCVS (Basic Cardiovascular Sciences) 
2016 Scientific Sessions, Arizona, 2016.7

（5） Konishi T,  Funayama N, Yamaguchi B,  Ohori K,  
Yamamoto T, Sakurai S, Kashiwagi Y, Sasa Y, Fukuyama 
S, Morita T, Murakami H, Hotta D, Nishihara H, Tanaka 
S. Acute inferior myocardial infarction complicated with 

right ventricular infarction and ventricular septal 
p e r f o r a t i o n ,  CCT  ( Comp l e x  C a r d i o v a s cu l a r  
Therapeutics), Kobe 2016.10

（6） Konishi T,  Funayama N, Yamaguchi B,  Ohori K,  
Yamamoto T, Sakurai S, Kashiwagi Y, Sasa Y, Fukuyama 
S, Morita T, Murakami H, Hotta D, Nishihara H, Tanaka 
S .  S ten t  thrombos i s  caused  by  meta l  a l l e rgy  
c om p l i c a t e d  b y  p r o t e i n  S  d e fi c i e n c y  a n d  
heparin-induced thrombocytopenia. BIT’s8th Annual 
International Congress of Cardiology China-2016, 
Xi’an, 2016.12

国内学会発表
（1） 上遠野なほ、津田真寿美、木村太一、谷野美智枝、西原広

史 、田 中 伸 哉：大 腸 癌の異 所 性 骨 形 成にお ける
BMP/Smadシグナルの作用とEMTとの関連性、第105回日
本病理学会総会、仙台、2016.5

（2） 秋山采慧、大森優子、森谷純、畑中佳奈子、高阪真路、木村
太一、津田真寿美、西原広史、谷野美智枝、田中伸哉：血管
内大細胞型B細胞性リンパ腫の剖検症例5例の浸潤性に
関する病理組織学的検討、第105回日本病理学会総会、仙
台、2016.5

（3） 西原広史、木村太一、王磊、田中伸哉：臨床研究およびクリ
ニカルシークエンスの推進を目指したオンデマンド型バイ
オバンクの確立、第105回日本病理学会総会、仙台、
2016.5

（4） 湯澤明夏、西原広史、山口秀、毛利普美、王磊、木村太一、
津田真寿美、谷野美智枝、佐藤典宏、田中伸哉：髄膜腫お
よび髄膜発生孤立性線維性腫瘍/血管周皮腫の遺伝子解
析、第105回日本病理学会総会、仙台、2016.5

（5） 石川麻倫、宮崎将也、小西崇夫、中川麗、谷野美智枝、西原
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Barcerona, Barcerona, Spain,2016.5.4-7

（12） Masayuki Inoue, K Tsukada, N Seito, K Iwasaki , K 
Yasuda:The effects of preserving remnant tissues in 
anatomical double bundle ACL reconstruction on the 
postoperative bone tunnels enlargement, 17th ESSKA 
Congress, Centre de convention International de 
Barcerona, Barcerona, Spain,2016.5.4-7

（13） Eiji Kondo, Effects of Remnant Tissuie Preservation On 
the Tendon Autograft In Anterior Cruciate Ligament 
Reconstruction: Biomechanical and Histological Study 
with A Sheep Model, 2016 APKASS congress &13th 
IFOSMA, The jockey club school of public health and 
p r i m a r y  c a r e ,  P r i n c e  o f  W a l e s  H o s p i t a l ,  
Hongkong,2016.6.9-12

（14） Tetsuro  Masuda ,  Effec t s  o f  Remnant  T i s sue  

Preservation on Tunnnel Enlargement after Anatomic 
Doub l e - Bund l e  An t e r i o r  C ru c i a t e  L i g amen t  
Reconstruction, 2016 APKASS congress &13th IFOSMA, 
The jockey club school of public health and primary 
care, Prince of Wales Hospital, Hongkong,2016.6.9-12

（15） Takuma Kaibara,Short-term Clinical Outcome of 
Atellocollagen-Assosiated Autologous Chondorocyte 
Implantation for the Repair of Chondral Defects, 2016 
APKASS congress &13th IFOSMA, The jockey club 
school of public health and primary care, Prince of 
Wales Hospital, Hongkong,2016.6.9-12

国内学会・全国規模
（1）   北村信人、横田正司、後藤佳子、和田進、高橋恒存、比嘉浩

太郎、近藤英司、安田和則：難治性感染性人工膝関節に対
する抗菌薬含有モバイルセメントスペーサーによる治療経
験、第46回日本人工関節学会、グランドフロント大阪コン
グレコン ベンション センター 、大 阪 府 大 阪 市 、
2016.2.26-27. (POSTER)

（2）   後藤佳子、北村信人、和田進、甲斐秀顯、葛西一元、安田和
則：内側型変形性膝関節症患者における大腿骨遠位骨形
態のCT解析:大腿骨前方骨表面は回旋位の指標となる
か？、第46回日本人工関節学会、グランドフロント大阪コン
グレコンベンションセンター、大阪府大阪市、2016.2.26-27.

（3）   井上雅之、松橋智弥、岩崎浩司、清藤直樹、岩崎倫政、安田
和則：遺残靭帯を温存した解剖学的二重束ACL再建術後
の骨孔拡大、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィ
コ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（4）   岩崎浩司、井上雅之、清藤直樹、松橋智弥、岩崎倫政、安田
和則：Blumensaat’s線がQuadrant法による大腿骨骨孔位
置の評価に与える影響、第89回日本整形外科学会学術総
会、パシフィコ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（5）   近藤英司、岩崎倫政、安田和則：屍体膝を用いた膝前十字
靭帯不全膝および再建膝の生体力学的評価、第89回日本
整形外科学会学術総会、パシフィコ横浜、神奈川県横浜
市、2016.5.12-15

（6）   近藤英司、青木善満、岩崎倫政、安田和則：新しいロッキン
グプレート（TriS Medial HTO　Plate System）を用いた高
位脛骨骨切り術、第89回日本整形外科学会学術総会、パ
シフィコ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（7）   薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：Locking Plateを
用いた内側楔状開大式高位脛骨骨切り術の中期成績と合
併症、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横
浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（8）   舛田哲朗、近藤英司、小野寺純、横田正司、北村信人、水田
博志、岩崎倫政、安田和則：靭帯遺残組織の温存が解剖学
的２束前十字靭帯再建術後の骨孔拡大と骨孔癒合に与え
る効果 :多断面再校正C T画像を用いた臨床研究
（POSTER）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィ
コ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（9）   横田正司、小野寺純、近藤英司、北村信人、後藤佳子、高橋

恒存、和田進、舛田哲朗、比嘉浩太郎、岩崎倫政、安田和
則：遺残組織を温存した解剖学的２束前十字靭帯再建術
が移植腱の再構築過程に与える効果-MRIを用いた検討-

（POSTER）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィ
コ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（10） 北村信人、後藤佳子、小野寺純、横田正司、和田進、高橋恒
存、比嘉浩太郎、近藤英司、安田和 則：難治性感染性人工
膝関節に対する抗菌薬含有セメントスペーサーによる治
療とその成績、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（11） 舛田哲朗、近藤英司、小野寺純、北村信人、水田博志、岩崎
倫政、安田和則：解剖学的二束ACL再建術後の骨孔拡大に
おける遺残組織温存の効果：田断面再校正CT画像を用い
た臨床研究、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（12） 後藤佳子、北村信人、比嘉浩太郎、小野寺純、横田正司、高
橋恒存、和田進、舛田哲朗、近藤英司、安田和則：膝屈筋腱
ハイブリッド材料を用いた解剖学的二束十字靭帯再建術
の臨床成績、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（13） 後藤佳子、北村信人、横田正司、和田進、比嘉浩太郎、舛田
哲朗、安田和則：内側広筋関節内介在により整復困難と
なった外傷性膝関節脱臼の１例、第8回日本関節鏡・膝・
スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡
市、2016.7.28-30(poster)

（14） 河口泰之、近藤英司、松井智裕、大村哲司、熊井司、田中康
仁、安田和則:解剖学的二束ACL再建術に用いられる３肢
位が膝外側関節裂隙の開大量に与える効果:脛骨手技に
おける肢位の重要性、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形
外 科 学 会 、福 岡 国 際 会 議 場 他 、福 岡 県 福 岡 市 、
2016.7.28-30

（15） 井上雅之、清藤直樹、岩崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖
学的二束ACLの骨孔拡大における遺残靭帯温存の影響、
第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際
会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（16） 清藤直樹、井上雅之、岩崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖
学的一束前十字靭帯再建術後の骨孔拡大および膝関節
安定性におけるレムナント温存の効果、第8回日本関節
鏡・膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡
県福岡市、2016.7.28-30

（17） 薮内康史、近藤英司、小野寺純、亀田敏明、佐藤大、北村信
人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術後のスポーツ回復に関する検討、第42回日
本整形外科スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンション
センター、札幌市2016.9.16-17

（18） 近藤英司、薮内康史、小野寺純、青木喜満、岩崎倫政、安田
和則：新しいロッキングプレートを用いた高位脛骨骨切
術、第43回日本臨床バイオメカニクス学会、北海道立道民
活動センターかでる2・7、札幌市、2016.10.8-9

（19） 和田進、北村信人、野々山貴行、木山竜二、黒川孝幸、仙葉
慎吾、後藤佳子、小野寺純、Jian Ping Gong、安田和則：高
強度ダブルネットワークゲル人工軟骨の生体内骨接着プ

ロセスとそのメカニズムの解明、第43回日本臨床バイオメ
カニクス学会、北海道立道民活動センターかでる2・7、札
幌市、2016.10.8-9

（20） 比嘉浩太郎、北村信人、後藤佳子、黒川孝幸、野々山貴行、
和田進、Jian Ping Gong、金谷文則、安田和則：軟骨基質高
分子を複合化したダブルネットワークゲルの生体内におけ
る力学特性の評価、第43回日本臨床バイオメカニクス学
会、北海道立道民活動センターかでる2・7、札幌市、
2016.10.8-9

（21） 高橋恒存、近藤英司、北村信人、小野寺純、河口泰之、横田
正司、宮武慎、井上雅之、佃幸一郎、岩崎倫政、安田和則：
遺残靭帯組織の温存が膝前受持靭帯再建術の成績に与
える効果（第3報）：成羊モデルにおける画像的及び組織学
的評価、第31回日本整形外科学会基礎学術集会、福岡国
際会議場、福岡県福岡市、2016.10.14-15.

（22） 和田進、北村信人、野々山貴行、木山竜二、仙葉慎吾、小野
寺純、横田正司、後藤佳子、比嘉浩太郎、黒川孝幸、Jian 
Ping Gong、安田和則：ハイドロキシアパタイト複合化
PAMPS PDMAAmダブルネットワークゲル人工軟骨の関
節内における in vivo 骨接着性評価、第31回日本整形外科
学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

（23） 比嘉浩太郎、北村信人、後藤佳子、黒川孝幸、和田進、野々
山貴行、Jian Ping Gong、金谷文則、安田和則：軟骨基質高
分子を複合化したダブルネットワークゲルの生体材料特性
評価：軟骨再生誘導材料としての可能性、第31回日本整形
外科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

（24） 薮内康史、佐藤大、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田
敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：定量的膝
外販ストレス撮影に夜膝内側側副靭帯浅層の生体力学的
評価：内側楔状開大式高位脛骨骨切り術における検討、第
31回日本整形外科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、
福岡県福岡市、2016.10.14-15.

（25） 亀田敏明、近藤英司、薮内康史、小野寺純、小野寺智洋、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化：
CT osteoabsorptiometry 法を用いて、第31回日本整形外
科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

国内学会・地方規模
（1）  横田正司、小野寺純、近藤英司、北村信人、後藤佳子、高

橋恒存、和田進、舛田哲朗、比嘉浩太郎、岩崎倫政、安田和
則：解剖学的 2束 ACL再建術における遺残組織の温存が
移植腱の再構築過程に与える効果、第130回北海道整形
災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（2）  舛田　哲朗、近藤英司、小野寺純、北村信人、八木知徳、
水田博志、岩崎倫政、安田和則：解剖学的 2束前十字靱帯
再建術における遺残組織温存が骨孔拡大と骨孔癒合に与

える効果：非温存群との比較、第130回北海道整形災害外
科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（3）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則、類家拓也、伊藤
浩：新しいLocking Plate（TriS Medial HTO Plate System）
を用いた内側楔状開大式高位脛骨骨切り術、第130回北
海道整形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭
川市、2016.2.6-7

（4）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化:
CT osteoabsorptiometry法を用いて、第130回北海道整
形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（5）  小池良直郎、亀田敏明、近藤英司、薮内康史、下段俊、浅
野毅、新井隆太、入江徹、高橋大介、小野寺智洋、安田和
則、岩崎倫政：高位脛骨骨切り術における深部静脈血栓症
の検討、第130回北海道整形災害外科学会、大雪クリスタ
ルホール、北海道旭川市、2016.2.6-7

（6）  岩崎浩司、井上雅之、清藤直樹、松橋智弥、岩崎倫政、安
田和則：Blumensaant’s線がQuadrant法による大腿骨骨孔
位置に与える影響、第131回北海道整形災害外科学会、函
館アリーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（7）  井上雅之、佃幸一郎、河原大典、松橋智弥、清藤直樹、岩
崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖学的二重束ACL再建術
時における遺残靭帯の温存が術後の骨孔拡大に与える影
響、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北
海道函館市、2016.6.4-5

（8）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、
北村信人、安田和則、岩崎倫政：鏡視下膝靭帯再建術後に
おける急性関節内感染:同一施設における10年間の検討、
第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道
函館市、2016.6.4-5

（9）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
佐藤大、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：Tris 
Medial HTO Plate Systemを用いた内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術、第131回北海道整形災害外科学会、函館ア
リーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（10）  佐藤大、薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀
田敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔
状開大式高位脛骨骨切り術における内側側副靭帯浅層剥
離の影響:定量的膝外販ストレス撮影による検討、第131
回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館
市、2016.6.4-5

（11）  甲斐原拓真、薮内康史、近藤英司、小野寺智洋、亀田敏明、
遠山晴一、安田和則、岩崎倫政：膝軟骨欠損に対する自家
培養軟骨細胞移植（JACC）の短期成績、第131回北海道整
形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館市、
2016.6.4-5

（12）  新井隆太、小野寺智洋、薮内康史、亀田敏明、高橋大介、
入江徹、浅野毅、下段俊、近藤英司、安田和則、岩崎倫政：

膝関節に発生したびまん型色素性繊毛結節性滑膜炎の治
療成績、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリー
ナ、北海道函館市、2016.6.4-5

教育研修講演 Instructional Leture
（1）  安田和則：膝十字靭帯再建術という名の再生治療のすべ

て―術者に必須の基礎理論と臨床技術―(教育研修講演
７)、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横浜、
神奈川県横浜市、2016.5.12-15

社会貢献
1. 後藤佳子：「PRP治療って何？腱炎に対する新しい治療

法」、第2回市民健康講座「スポーツ障害に対する治療」
（[主催] 新札幌整形外科病院）厚別区民センター、北海道
札幌市2016.3.25

受賞
（1）  和田進：2016 New Investigator Recognition Award 

(NIRA)：【受賞題目】Anchorage of Double-Network 
Hydrogel Artificial Cartilage to Underlying Bone Using 
a  Surface Osteoconduct ive  Approach :  In  Vivo 
Evaluation of the Bonding Behavior：ORS 2016 Annual 
Meeting, Orland, Florida, USA,2016.3.5-8

科研費（新規獲得分）
（1）  北村信人、黒川孝幸、仙波慎吾：基盤研究（B）「多機能ゲル

による関節軟骨自然再生誘導法の最適化に関わる機序の
解明と制御：研究期間　平成27年度～29年度：平成27年
度4,6000,000円

その他
（1）  Kazunori Yasuda, Effects of remnant tissue preservation 

on anatomic double bundle ACL reconstruction, 
KEYNOTE LECTURE, 17th ESSKA Congress, Centre de 
convention International de Barcerona, Barcerona, 
Spain,2016.5.4-7

（2）  安田和則：丸毛啓史先生教育研修講演「膝関節内靭帯再
建術の課題-移植腱組織の靭帯化促進とenthesis再建-」

（座長）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横
浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（3）  北村信人：「スポーツによる筋・腱の損傷と障害に対する診
断と治療」、日本臨床整形外科学会学術集会（第29回）ひ
ぐまセミナー４ 、ロイトン札 幌 、北 海 道 札 幌 市 、
2016.7.17-18

（4）  安田和則：水田博志先生特別講演「関節軟骨のMRI診断
の進歩と臨床応用」（座長）、第15回北海道整形外科教育
フォーラム、京王プラザホテル札幌、北海道札幌市、
2016.7.23

（5）  安田和則：和田祐一先生ランチョンセミナー「変形性膝関
節症の早期診断と保存療法」（座長）、第8回日本関節鏡・
膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福
岡市、2016.7.28-30

（6）  北村信人：第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
一般口演14「膝関節TKA2」座長、第8回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、
2016.7.28-30

（7）  安田和則：安達伸生先生教育講演「膝前十字靭帯再建術
―基礎と臨床―」（座長）、第54回北海道膝関節研究会、札
幌市教育文化会館、北海道札幌市、2016.9.3

（8）  安田和則石橋恭之先生ランチョンセミナー「膝スポーツ障
害治療の最近のトピックス」（座長）、第42回日本整形外科
スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンションセンター、
北海道札幌市、2016.9.16-17

（9）  安田和則：高被引用論文群が語る脛骨高位骨切術の本質
と将来展望－open wedge 手技はそれらをかえたのか？
－、第29回富山県整形外科医会学術講演会、ANAクラウン
プラザホテル富山、富山県富山市、2016.10.28

（10）  仙葉慎吾：「細胞分化因子を蓄積するリザーバーとしての
合成ハイドロゲルの機能」、第11回北海道大学医学研究科
連携研究センターシンポジウム：超解像細胞生物学、北海
道大学医学部学友会館フラテホール、北海道札幌市、
2016.11.1

国内学会発表
（1）　Kohtarou Konno, Koji Nishikawa, Shinji Yamada, Kenji 

S a k i m u r a ,  M i c h i s u k e  Y u z a k i ,  M a s a h i k o  
Watanabe:GluD1 and Cbln1 interaction plays an 
important role in synapse formation between particular 
neurochemical neurons in the parabigeminal nucleus 
and dorsolateral geniculate nucleus. 第39回日本神経科
学大会神奈川県 2016年

（2）　Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji Sakimura, 
Masahiko Watanabe:Cav2.1 is indispensable to 
maintain wiring, survival, and compartmentalized 
expression in adult cerebellar Purkinje cells.カルシウム
チャネルCav2.1は成体期プルキンエ細胞のシナプス回
路、生存、バンド状発現の維持に不可欠である. 第39回日
本神経科学大会神奈川県 2016年

（3）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦　
「分界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は、結合腕傍核
由来神経終末とのシナプスの形成と維持に必須である.」 
第62回東北・北海道連合支部学術集会 2016年

（4）　山崎美和子、宋暁紅、渡辺雅彦 「マウス線条体シナプスの
AMPA受容体密度は細胞種や出入力経路によらず一様で
ある」 第122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年

（5）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦 「分
界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は結合腕傍核との
非シナプス性接着構造の形成と維持に必須である」 第
122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年
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（6） Miyazaki M, Yashiro K, Tanino M, Tanaka S, Fujioka Y. 
Chondroma arising from the spinal dura mater at the 
thoracic level: A case report with molecular analysis. 
Pathol Res Pract. 2016 Sep;212(9):838-41.

（7） Inuzuka T, Fujioka Y, Tsuda M, Fujioka M, Satoh AO, 
Horiuchi K, Nishide S, Nanbo A, Tanaka S, Ohba Y. 
Attenuation of ligand-induced activation of angiotensin 
II type 1 receptor signaling by the type 2 receptor via 
protein kinase C. Sci Rep. 2016 Feb 9;6:21613.

（8） Yamada T, Tsuda M, Wagatsuma T, Fujioka Y, Fujioka 
M, Satoh AO, Horiuchi K, Nishide S, Nanbo A, Totsuka Y, 
Haga H, Tanaka S, Shindoh M, Ohba Y. Receptor 
activator of NF-κB ligand induces cell adhesion and 
integrin α2 expression via NF-κB in head and neck 
cancers. Sci Rep. 2016 Mar 24;6:23545.

（9） Konishi  T,  Hotta D,  Funayama N,  Yamamoto T,  
Nishihara H, Tanaka S. Pathologically dissimilar acute 
stent thromboses in a metal allergic patient. Coron 
Artery Dis. 2017 Mar;28(2):175-176.

（10） Konishi T, Funayama N, Yamamoto T, Morita T, Hotta D, 
Nishihara H, Tanaka S.  Prognost ic value of the 
eosinophi l  to  leukocyte rat io  in pat ients  with 
ST-elevation myocardial infarction undergoing primary 
percutaneous coronary intervention. J Atheroscler 
Thromb. 2016 Dec 1. [Epub ahead of print]

（11） Li S, Freibaum BD, Zhang P, Kim NC, Kolaitis RM, 
Molliex A, Kanagara, AP, Yabe I, Tanino M, Tanaka S, 
Sasaki  H,  Ross ED,  Taylor  JP,  Kim HJ.  Genet ic  
interaction of hnRNPA2B1 and DNAJB6 in a Drosophila 
model of multisystem proteinopathy. Hum Mol Genet. 
2016 Mar 1;25(5):936-50.

（12） Bandoh N, Goto T, Akahane T, Ohnuki N, Yamaguchi T, 
Kamada H, Harabuchi Y, Tanaka S, Nishihara H. 
Diagnostic value of liquid-based cytology with fine 
n e e d l e  a s p i r a t i o n  s p e c im e n s  f o r  c e r v i c a l  
lymphadenopathy. Diagn Cytopathol. 2016 Mar;44
(3):169-76.

（13） Kato M, Nishihara H, Hayashi H, Kimura T, Ishida Y, 
W a n g  L ,  T s u d a  M ,  T a n i n o  MA ,  T a n a k a  S .  
Clinicopathological evaluation of Sox10 expression in 
diffuse-type gastric adenocarcinoma. Med Oncol. 2017 
Jan;34(1):8. Epub 2016 Dec 10.

（14） Wakabayashi K, Mori F, Kakita A, Takahashi H, Tanaka 
S, Utsumi J, Sasaki H. MicroRNA expression profiles of 
mul t ip le  sys tem at rophy f rom formal in -fixed  
paraffin-embedded samples. Neurosci Lett. 2016 Dec 
2;635:117-122.

（15） Toyonaga,T. Yamaguchi S, Hirata K, Kobayashi K, 
Manabe O, Watanabe S, Terasaka S, Kobayashi H, 
Hattori N, Shiga T, Kuge Y, Tanaka S, Ito YM, Tamaki N. 
Hypoxic glucose metabolism in glioblastoma as a 
potential prognostic factor. Eur J Nucl Med Mol 

Imaging. 2017 Apr;44(4):611-619.
（16） Yuzawa S, Nishihara H, Tanaka S. Genetic landscape of 

meningioma. Brain Tumor Pathology, 2016 Oct;33
(4):237-247

和文論文・総説
（1） 鈴鹿淳、森谷純、竹浪智子、漆戸万紗那、湯澤明夏、木村太

一、西原広史、谷野美智枝、田中伸哉：SFT/HPCの術中迅
速免疫細胞化学染色(R-ICC)を用いたSTAT6の有用性に
ついての検討、北海道臨床細胞学会会報、25、15-18、 
2016

（2） 漆戸万紗那、森谷純、竹浪智子、鈴鹿淳、木村太一、西原広
史、谷野美智枝、田中伸哉：術中迅速圧挫細胞診による血
管評価に基づいた神経膠腫の悪性度の検討、北海道臨床
細胞学会会報、25、19-23、2016

（3） 角谷昌俊、佐川憲明、富山光広、髙橋香織、土田恵、佐藤綾
子、伴由香、木村太一、谷野美智枝、山下啓子：乳癌におけ
る造影超音波検査での染影所見と臨床病理学的因子との
関係、日本超音波医学会、44, 41-48、 2017 (Epub2016)

国際学会発表
（1） Suzuka J, Tsuda M, Wang L, Semba S, Aburatani S, 

Kurokawa T, Ohmiya Y, Yasuda K, Gong JP, Tanaka S. 
Development of novel induction method for tumor stem 
cells using polymer gel.　The First International 
Symposium on Advanced Soft Matter: Celebrating the 
Kick-off of Global Station for Soft Matter, GI-CoRE, 
Sapporo, 2016.6

（2） Tanikawa S, Semba S, Tsuda M, Wang L, Kurokawa T, 
Nonoyama T, Gong JP, Tanaka S. Development of novel 
substrate gel for neural stem cell culture. The First 
International Symposium on Advanced Soft Matter: 
Celebrating the Kick-off of Global Station for Soft 
Matter, GI-CoRE, Sapporo, 2016.6

（3） Nishihara H, Yuzawa S, Yamaguchi S, Mohri H, Wang L, 
Kimura T, Tsuda M, Tanino M, Kobayashi H, Terasaka S, 
Houkin K, Tanaka S. Clinical impact of targeted 
amplicon sequence for meningioma as a practical 
clinical sequence system. Society for Neuro-Oncology 
Conference on Menigioma, Ontario, 2016.6

（4） Konishi T,  Funayama N, Yamaguchi B,  Ohori K,  
Yamamoto T, Sakurai S, Kashiwagi, Sasa Y, Fukuyama S, 
Murakami H, Hotta D, Nishihara H, Tanaka S. The 
Prognostic value of eosinophil to leukocyte ratio in 
patients presenting with ST-elevation myocardial 
infarction undergoing primary percutaneous coronary 
intervention. AHA BCVS (Basic Cardiovascular Sciences) 
2016 Scientific Sessions, Arizona, 2016.7

（5） Konishi T,  Funayama N, Yamaguchi B,  Ohori K,  
Yamamoto T, Sakurai S, Kashiwagi Y, Sasa Y, Fukuyama 
S, Morita T, Murakami H, Hotta D, Nishihara H, Tanaka 
S. Acute inferior myocardial infarction complicated with 

right ventricular infarction and ventricular septal 
p e r f o r a t i o n ,  CCT  ( Comp l e x  C a r d i o v a s cu l a r  
Therapeutics), Kobe 2016.10

（6） Konishi T,  Funayama N, Yamaguchi B,  Ohori K,  
Yamamoto T, Sakurai S, Kashiwagi Y, Sasa Y, Fukuyama 
S, Morita T, Murakami H, Hotta D, Nishihara H, Tanaka 
S .  S ten t  thrombos i s  caused  by  meta l  a l l e rgy  
c om p l i c a t e d  b y  p r o t e i n  S  d e fi c i e n c y  a n d  
heparin-induced thrombocytopenia. BIT’s8th Annual 
International Congress of Cardiology China-2016, 
Xi’an, 2016.12

国内学会発表
（1） 上遠野なほ、津田真寿美、木村太一、谷野美智枝、西原広

史 、田 中 伸 哉：大 腸 癌の異 所 性 骨 形 成にお ける
BMP/Smadシグナルの作用とEMTとの関連性、第105回日
本病理学会総会、仙台、2016.5

（2） 秋山采慧、大森優子、森谷純、畑中佳奈子、高阪真路、木村
太一、津田真寿美、西原広史、谷野美智枝、田中伸哉：血管
内大細胞型B細胞性リンパ腫の剖検症例5例の浸潤性に
関する病理組織学的検討、第105回日本病理学会総会、仙
台、2016.5

（3） 西原広史、木村太一、王磊、田中伸哉：臨床研究およびクリ
ニカルシークエンスの推進を目指したオンデマンド型バイ
オバンクの確立、第105回日本病理学会総会、仙台、
2016.5

（4） 湯澤明夏、西原広史、山口秀、毛利普美、王磊、木村太一、
津田真寿美、谷野美智枝、佐藤典宏、田中伸哉：髄膜腫お
よび髄膜発生孤立性線維性腫瘍/血管周皮腫の遺伝子解
析、第105回日本病理学会総会、仙台、2016.5

（5） 石川麻倫、宮崎将也、小西崇夫、中川麗、谷野美智枝、西原
広史、藤岡保範、長嶋和郎、田中伸哉：大動脈穿破により突
然死をきたした3剖検例、第105回日本病理学会総会、仙
台、2016.5

（6） 木村太一、王磊、津田真寿美、西原広史、田中伸哉：滑膜肉
腫幹細胞の制御・維持機構の解明、第105回日本病理学会
総会、仙台、2016.5

（7） 湯澤明夏、西原広史、王磊、津田真寿美、木村太一、谷野美
智枝、田中伸哉：髄膜発生SFT/HPCのNAB2-STAT6融合
遺伝子型に基づく臨床病理学的検討、第34回日本脳腫瘍
病理学会、東京、2016.5

（8） 原将希、谷川聖、加藤容崇、黒田敏、新保和賀、矢部一郎、
佐々木秀直、長嶋和郎、田中伸哉：非典型的症状を呈した
アルツハイマー病の一剖検例、第57回日本神経病理学
会、弘前、2016.6

（9） 谷川聖、加藤容崇、谷野美智枝、黒河泰夫、寺坂俊介、木村
太一、西原広史、新井 隆、長嶋和郎、田中伸哉：第57回日
本神経病理学会、弘前、2016.6

（10） 小西崇夫、舟山直宏、山口紅、大堀克彦、山本匡、桜井聖一
郎、柏木雄介、佐々保基、福山周三郎、村上弘則、堀田大
介、西原広史、田中伸哉：左総腸骨静脈圧迫症候群から下
肢深部静脈血栓症を来し肺動脈血栓塞栓症と脳梗塞を合

併した一例、第115回日本循環器学会北海道地方会、札
幌、2016.6

（11） 湯澤明夏、西原広史、王磊、津田真寿美、木村太一、谷野美
智枝、田中伸哉：髄膜発生SFT/HPCのNAB2-STAT6融合
遺伝子型に基づく臨床病理学的検討、第13回日本病理学
会カンファランス、神戸、2016.7

（12） 谷川聖、仙葉愼吾、津田真寿美、王磊、黒川孝幸、野々山孝
幸、グン剣萍、田中伸哉：高分子ゲルが神経幹細胞へ与え
る影響、第13回日本病理学会カンファランス、神戸、
2016.7

（13） 中智昭、谷野美智枝、田中伸哉：喘息-COPDオーバーラッ
プ症候群と考えられた51歳男性剖検症例、第49回呼吸器
病理研究会、枚方、2016.8

（14） 吉田一彦、津田真寿美、松本隆児、木村太一、谷野美智枝、
西原広史、近藤恒徳、田邉一成、田中伸哉：膀胱癌の浸潤・
転移におけるシグナル伝達アダプター分子CRKを介した
細胞外エクソソームの機能解析、第96回北海道医学大会

（腫瘍系）分科会・第114回北海道癌談話会、札幌、2016.9
（15） 遠藤大介、木村太一、渡利英道、櫻木範明、田中伸哉：卵巣

癌に対するEZH2阻害剤とPaclitaxelの併用効果に関する
検討、第96回北海道医学大会（腫瘍系）分科会・第114回
北海道癌談話会、札幌、2016.9

（16） 小西崇夫、舟山直宏、山口紅、大堀克彦、山本匡、桜井聖一
郎、柏木雄介、佐々保基、福山周三郎、森田亨、村上弘則、
堀田大介、西原広史、田中伸哉：Relationship between left 
coronary artery bifurcation angle and restenosis after 
stenting of the proximal left anterior descending 
arteryー再狭窄の新たな危険因子ー、第2回心血管研究
フォーラム、札幌、2016.9

（17） 小西崇夫、舟山直宏、山口紅、大堀克彦、山本匡、桜井聖一
郎、柏木雄介、佐々保基、福山周三郎、森田亨、村上弘則、
堀田大介、西原広史、田中伸哉：孤発性の粘液腫様変性が
原因と考えられた後尖僧帽弁瘤による僧帽弁逸脱症候群
の一例、第64回日本心臓病学会学術集会、東京、2016.9

（18） 鈴鹿淳、津田真寿美、王磊、谷野美智枝、木村太一、西原広
史、田中伸哉：チロシンキナーゼ阻害剤耐性膠芽腫細胞に
おける腫瘍幹細胞性獲得とSFRP1の関連性、第75回日本
癌学会学術総会、横浜、2016.10

（19） 津田真寿美、松本隆児、吉田一彦、谷野美智枝、木村太一、
西原広史、阿部崇重、篠原信雄、野々村克也、田中伸哉：
AKR1C1は膀胱癌の浸潤・転移と薬剤耐性を制御する、第
75回日本癌学会学術総会、横浜、2016.10

（20） 谷野美智枝、Elmansuri AZ、Mahabir R、王磊、木村太一、
西原広史、木下一郎、秋田弘俊、津田真寿美、田中伸哉：
Novel signaling collaboration between TGF-b and 
adaptor protein Crk facilitates EMT in human lung 
cancer. 第75回日本癌学会学術総会、横浜、2016.10

（21） 上遠野なほ、津田真寿美、木村太一、谷野美智枝、大畑多
嘉宣、長渕英介、西原広史、田中伸哉：大腸癌の異所性骨
形成におけるBMP/Smad、EMTおよびWnt/beta-catenin
シグナルの作用と浸潤能との関連性、第49回北海道病理

談話会、札幌、2016.10
（22） 秋山采慧、津田真寿美、森谷純、大森優子、畑中佳奈子、高

阪真路、木村太一、西原広史、谷野美智枝、田中伸哉：血管
内大細胞型B細胞性リンパ腫の剖検症例3例の血管外浸
潤性とRac活性に関する病理組織学的検討、第49回北海
道病理談話会、札幌、2016.10

（23） 森谷純、谷野美智枝、竹浪智子、漆戸万紗那、鈴鹿淳、石田
雄介、王磊、木村太一、津田真寿美、西原広史、田中伸哉：
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スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡
市、2016.7.28-30(poster)

（14） 河口泰之、近藤英司、松井智裕、大村哲司、熊井司、田中康
仁、安田和則:解剖学的二束ACL再建術に用いられる３肢
位が膝外側関節裂隙の開大量に与える効果:脛骨手技に
おける肢位の重要性、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形
外 科 学 会 、福 岡 国 際 会 議 場 他 、福 岡 県 福 岡 市 、
2016.7.28-30

（15） 井上雅之、清藤直樹、岩崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖
学的二束ACLの骨孔拡大における遺残靭帯温存の影響、
第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際
会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（16） 清藤直樹、井上雅之、岩崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖
学的一束前十字靭帯再建術後の骨孔拡大および膝関節
安定性におけるレムナント温存の効果、第8回日本関節
鏡・膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡
県福岡市、2016.7.28-30

（17） 薮内康史、近藤英司、小野寺純、亀田敏明、佐藤大、北村信
人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術後のスポーツ回復に関する検討、第42回日
本整形外科スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンション
センター、札幌市2016.9.16-17

（18） 近藤英司、薮内康史、小野寺純、青木喜満、岩崎倫政、安田
和則：新しいロッキングプレートを用いた高位脛骨骨切
術、第43回日本臨床バイオメカニクス学会、北海道立道民
活動センターかでる2・7、札幌市、2016.10.8-9

（19） 和田進、北村信人、野々山貴行、木山竜二、黒川孝幸、仙葉
慎吾、後藤佳子、小野寺純、Jian Ping Gong、安田和則：高
強度ダブルネットワークゲル人工軟骨の生体内骨接着プ

ロセスとそのメカニズムの解明、第43回日本臨床バイオメ
カニクス学会、北海道立道民活動センターかでる2・7、札
幌市、2016.10.8-9

（20） 比嘉浩太郎、北村信人、後藤佳子、黒川孝幸、野々山貴行、
和田進、Jian Ping Gong、金谷文則、安田和則：軟骨基質高
分子を複合化したダブルネットワークゲルの生体内におけ
る力学特性の評価、第43回日本臨床バイオメカニクス学
会、北海道立道民活動センターかでる2・7、札幌市、
2016.10.8-9

（21） 高橋恒存、近藤英司、北村信人、小野寺純、河口泰之、横田
正司、宮武慎、井上雅之、佃幸一郎、岩崎倫政、安田和則：
遺残靭帯組織の温存が膝前受持靭帯再建術の成績に与
える効果（第3報）：成羊モデルにおける画像的及び組織学
的評価、第31回日本整形外科学会基礎学術集会、福岡国
際会議場、福岡県福岡市、2016.10.14-15.

（22） 和田進、北村信人、野々山貴行、木山竜二、仙葉慎吾、小野
寺純、横田正司、後藤佳子、比嘉浩太郎、黒川孝幸、Jian 
Ping Gong、安田和則：ハイドロキシアパタイト複合化
PAMPS PDMAAmダブルネットワークゲル人工軟骨の関
節内における in vivo 骨接着性評価、第31回日本整形外科
学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

（23） 比嘉浩太郎、北村信人、後藤佳子、黒川孝幸、和田進、野々
山貴行、Jian Ping Gong、金谷文則、安田和則：軟骨基質高
分子を複合化したダブルネットワークゲルの生体材料特性
評価：軟骨再生誘導材料としての可能性、第31回日本整形
外科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

（24） 薮内康史、佐藤大、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田
敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：定量的膝
外販ストレス撮影に夜膝内側側副靭帯浅層の生体力学的
評価：内側楔状開大式高位脛骨骨切り術における検討、第
31回日本整形外科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、
福岡県福岡市、2016.10.14-15.

（25） 亀田敏明、近藤英司、薮内康史、小野寺純、小野寺智洋、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化：
CT osteoabsorptiometry 法を用いて、第31回日本整形外
科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

国内学会・地方規模
（1）  横田正司、小野寺純、近藤英司、北村信人、後藤佳子、高

橋恒存、和田進、舛田哲朗、比嘉浩太郎、岩崎倫政、安田和
則：解剖学的 2束 ACL再建術における遺残組織の温存が
移植腱の再構築過程に与える効果、第130回北海道整形
災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（2）  舛田　哲朗、近藤英司、小野寺純、北村信人、八木知徳、
水田博志、岩崎倫政、安田和則：解剖学的 2束前十字靱帯
再建術における遺残組織温存が骨孔拡大と骨孔癒合に与

える効果：非温存群との比較、第130回北海道整形災害外
科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（3）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則、類家拓也、伊藤
浩：新しいLocking Plate（TriS Medial HTO Plate System）
を用いた内側楔状開大式高位脛骨骨切り術、第130回北
海道整形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭
川市、2016.2.6-7

（4）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化:
CT osteoabsorptiometry法を用いて、第130回北海道整
形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（5）  小池良直郎、亀田敏明、近藤英司、薮内康史、下段俊、浅
野毅、新井隆太、入江徹、高橋大介、小野寺智洋、安田和
則、岩崎倫政：高位脛骨骨切り術における深部静脈血栓症
の検討、第130回北海道整形災害外科学会、大雪クリスタ
ルホール、北海道旭川市、2016.2.6-7

（6）  岩崎浩司、井上雅之、清藤直樹、松橋智弥、岩崎倫政、安
田和則：Blumensaant’s線がQuadrant法による大腿骨骨孔
位置に与える影響、第131回北海道整形災害外科学会、函
館アリーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（7）  井上雅之、佃幸一郎、河原大典、松橋智弥、清藤直樹、岩
崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖学的二重束ACL再建術
時における遺残靭帯の温存が術後の骨孔拡大に与える影
響、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北
海道函館市、2016.6.4-5

（8）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、
北村信人、安田和則、岩崎倫政：鏡視下膝靭帯再建術後に
おける急性関節内感染:同一施設における10年間の検討、
第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道
函館市、2016.6.4-5

（9）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
佐藤大、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：Tris 
Medial HTO Plate Systemを用いた内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術、第131回北海道整形災害外科学会、函館ア
リーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（10）  佐藤大、薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀
田敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔
状開大式高位脛骨骨切り術における内側側副靭帯浅層剥
離の影響:定量的膝外販ストレス撮影による検討、第131
回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館
市、2016.6.4-5

（11）  甲斐原拓真、薮内康史、近藤英司、小野寺智洋、亀田敏明、
遠山晴一、安田和則、岩崎倫政：膝軟骨欠損に対する自家
培養軟骨細胞移植（JACC）の短期成績、第131回北海道整
形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館市、
2016.6.4-5

（12）  新井隆太、小野寺智洋、薮内康史、亀田敏明、高橋大介、
入江徹、浅野毅、下段俊、近藤英司、安田和則、岩崎倫政：

膝関節に発生したびまん型色素性繊毛結節性滑膜炎の治
療成績、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリー
ナ、北海道函館市、2016.6.4-5

教育研修講演 Instructional Leture
（1）  安田和則：膝十字靭帯再建術という名の再生治療のすべ

て―術者に必須の基礎理論と臨床技術―(教育研修講演
７)、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横浜、
神奈川県横浜市、2016.5.12-15

社会貢献
1. 後藤佳子：「PRP治療って何？腱炎に対する新しい治療

法」、第2回市民健康講座「スポーツ障害に対する治療」
（[主催] 新札幌整形外科病院）厚別区民センター、北海道
札幌市2016.3.25

受賞
（1）  和田進：2016 New Investigator Recognition Award 

(NIRA)：【受賞題目】Anchorage of Double-Network 
Hydrogel Artificial Cartilage to Underlying Bone Using 
a  Surface Osteoconduct ive  Approach :  In  Vivo 
Evaluation of the Bonding Behavior：ORS 2016 Annual 
Meeting, Orland, Florida, USA,2016.3.5-8

科研費（新規獲得分）
（1）  北村信人、黒川孝幸、仙波慎吾：基盤研究（B）「多機能ゲル

による関節軟骨自然再生誘導法の最適化に関わる機序の
解明と制御：研究期間　平成27年度～29年度：平成27年
度4,6000,000円

その他
（1）  Kazunori Yasuda, Effects of remnant tissue preservation 

on anatomic double bundle ACL reconstruction, 
KEYNOTE LECTURE, 17th ESSKA Congress, Centre de 
convention International de Barcerona, Barcerona, 
Spain,2016.5.4-7

（2）  安田和則：丸毛啓史先生教育研修講演「膝関節内靭帯再
建術の課題-移植腱組織の靭帯化促進とenthesis再建-」

（座長）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横
浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（3）  北村信人：「スポーツによる筋・腱の損傷と障害に対する診
断と治療」、日本臨床整形外科学会学術集会（第29回）ひ
ぐまセミナー４ 、ロイトン札 幌 、北 海 道 札 幌 市 、
2016.7.17-18

（4）  安田和則：水田博志先生特別講演「関節軟骨のMRI診断
の進歩と臨床応用」（座長）、第15回北海道整形外科教育
フォーラム、京王プラザホテル札幌、北海道札幌市、
2016.7.23

（5）  安田和則：和田祐一先生ランチョンセミナー「変形性膝関
節症の早期診断と保存療法」（座長）、第8回日本関節鏡・
膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福
岡市、2016.7.28-30

（6）  北村信人：第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
一般口演14「膝関節TKA2」座長、第8回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、
2016.7.28-30

（7）  安田和則：安達伸生先生教育講演「膝前十字靭帯再建術
―基礎と臨床―」（座長）、第54回北海道膝関節研究会、札
幌市教育文化会館、北海道札幌市、2016.9.3

（8）  安田和則石橋恭之先生ランチョンセミナー「膝スポーツ障
害治療の最近のトピックス」（座長）、第42回日本整形外科
スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンションセンター、
北海道札幌市、2016.9.16-17

（9）  安田和則：高被引用論文群が語る脛骨高位骨切術の本質
と将来展望－open wedge 手技はそれらをかえたのか？
－、第29回富山県整形外科医会学術講演会、ANAクラウン
プラザホテル富山、富山県富山市、2016.10.28

（10）  仙葉慎吾：「細胞分化因子を蓄積するリザーバーとしての
合成ハイドロゲルの機能」、第11回北海道大学医学研究科
連携研究センターシンポジウム：超解像細胞生物学、北海
道大学医学部学友会館フラテホール、北海道札幌市、
2016.11.1

国内学会発表
（1）　Kohtarou Konno, Koji Nishikawa, Shinji Yamada, Kenji 

S a k i m u r a ,  M i c h i s u k e  Y u z a k i ,  M a s a h i k o  
Watanabe:GluD1 and Cbln1 interaction plays an 
important role in synapse formation between particular 
neurochemical neurons in the parabigeminal nucleus 
and dorsolateral geniculate nucleus. 第39回日本神経科
学大会神奈川県 2016年

（2）　Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji Sakimura, 
Masahiko Watanabe:Cav2.1 is indispensable to 
maintain wiring, survival, and compartmentalized 
expression in adult cerebellar Purkinje cells.カルシウム
チャネルCav2.1は成体期プルキンエ細胞のシナプス回
路、生存、バンド状発現の維持に不可欠である. 第39回日
本神経科学大会神奈川県 2016年

（3）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦　
「分界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は、結合腕傍核
由来神経終末とのシナプスの形成と維持に必須である.」 
第62回東北・北海道連合支部学術集会 2016年

（4）　山崎美和子、宋暁紅、渡辺雅彦 「マウス線条体シナプスの
AMPA受容体密度は細胞種や出入力経路によらず一様で
ある」 第122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年

（5）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦 「分
界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は結合腕傍核との
非シナプス性接着構造の形成と維持に必須である」 第
122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年

36



ANNUAL REPORT 2016

（6） Miyazaki M, Yashiro K, Tanino M, Tanaka S, Fujioka Y. 
Chondroma arising from the spinal dura mater at the 
thoracic level: A case report with molecular analysis. 
Pathol Res Pract. 2016 Sep;212(9):838-41.

（7） Inuzuka T, Fujioka Y, Tsuda M, Fujioka M, Satoh AO, 
Horiuchi K, Nishide S, Nanbo A, Tanaka S, Ohba Y. 
Attenuation of ligand-induced activation of angiotensin 
II type 1 receptor signaling by the type 2 receptor via 
protein kinase C. Sci Rep. 2016 Feb 9;6:21613.

（8） Yamada T, Tsuda M, Wagatsuma T, Fujioka Y, Fujioka 
M, Satoh AO, Horiuchi K, Nishide S, Nanbo A, Totsuka Y, 
Haga H, Tanaka S, Shindoh M, Ohba Y. Receptor 
activator of NF-κB ligand induces cell adhesion and 
integrin α2 expression via NF-κB in head and neck 
cancers. Sci Rep. 2016 Mar 24;6:23545.

（9） Konishi  T,  Hotta D,  Funayama N,  Yamamoto T,  
Nishihara H, Tanaka S. Pathologically dissimilar acute 
stent thromboses in a metal allergic patient. Coron 
Artery Dis. 2017 Mar;28(2):175-176.

（10） Konishi T, Funayama N, Yamamoto T, Morita T, Hotta D, 
Nishihara H, Tanaka S.  Prognost ic value of the 
eosinophi l  to  leukocyte rat io  in pat ients  with 
ST-elevation myocardial infarction undergoing primary 
percutaneous coronary intervention. J Atheroscler 
Thromb. 2016 Dec 1. [Epub ahead of print]

（11） Li S, Freibaum BD, Zhang P, Kim NC, Kolaitis RM, 
Molliex A, Kanagara, AP, Yabe I, Tanino M, Tanaka S, 
Sasaki  H,  Ross ED,  Taylor  JP,  Kim HJ.  Genet ic  
interaction of hnRNPA2B1 and DNAJB6 in a Drosophila 
model of multisystem proteinopathy. Hum Mol Genet. 
2016 Mar 1;25(5):936-50.

（12） Bandoh N, Goto T, Akahane T, Ohnuki N, Yamaguchi T, 
Kamada H, Harabuchi Y, Tanaka S, Nishihara H. 
Diagnostic value of liquid-based cytology with fine 
n e e d l e  a s p i r a t i o n  s p e c im e n s  f o r  c e r v i c a l  
lymphadenopathy. Diagn Cytopathol. 2016 Mar;44
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科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（3）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則、類家拓也、伊藤
浩：新しいLocking Plate（TriS Medial HTO Plate System）
を用いた内側楔状開大式高位脛骨骨切り術、第130回北
海道整形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭
川市、2016.2.6-7

（4）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化:
CT osteoabsorptiometry法を用いて、第130回北海道整
形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（5）  小池良直郎、亀田敏明、近藤英司、薮内康史、下段俊、浅
野毅、新井隆太、入江徹、高橋大介、小野寺智洋、安田和
則、岩崎倫政：高位脛骨骨切り術における深部静脈血栓症
の検討、第130回北海道整形災害外科学会、大雪クリスタ
ルホール、北海道旭川市、2016.2.6-7

（6）  岩崎浩司、井上雅之、清藤直樹、松橋智弥、岩崎倫政、安
田和則：Blumensaant’s線がQuadrant法による大腿骨骨孔
位置に与える影響、第131回北海道整形災害外科学会、函
館アリーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（7）  井上雅之、佃幸一郎、河原大典、松橋智弥、清藤直樹、岩
崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖学的二重束ACL再建術
時における遺残靭帯の温存が術後の骨孔拡大に与える影
響、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北
海道函館市、2016.6.4-5

（8）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、
北村信人、安田和則、岩崎倫政：鏡視下膝靭帯再建術後に
おける急性関節内感染:同一施設における10年間の検討、
第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道
函館市、2016.6.4-5

（9）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
佐藤大、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：Tris 
Medial HTO Plate Systemを用いた内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術、第131回北海道整形災害外科学会、函館ア
リーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（10）  佐藤大、薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀
田敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔
状開大式高位脛骨骨切り術における内側側副靭帯浅層剥
離の影響:定量的膝外販ストレス撮影による検討、第131
回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館
市、2016.6.4-5

（11）  甲斐原拓真、薮内康史、近藤英司、小野寺智洋、亀田敏明、
遠山晴一、安田和則、岩崎倫政：膝軟骨欠損に対する自家
培養軟骨細胞移植（JACC）の短期成績、第131回北海道整
形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館市、
2016.6.4-5

（12）  新井隆太、小野寺智洋、薮内康史、亀田敏明、高橋大介、
入江徹、浅野毅、下段俊、近藤英司、安田和則、岩崎倫政：

膝関節に発生したびまん型色素性繊毛結節性滑膜炎の治
療成績、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリー
ナ、北海道函館市、2016.6.4-5

教育研修講演 Instructional Leture
（1）  安田和則：膝十字靭帯再建術という名の再生治療のすべ

て―術者に必須の基礎理論と臨床技術―(教育研修講演
７)、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横浜、
神奈川県横浜市、2016.5.12-15

社会貢献
1. 後藤佳子：「PRP治療って何？腱炎に対する新しい治療

法」、第2回市民健康講座「スポーツ障害に対する治療」
（[主催] 新札幌整形外科病院）厚別区民センター、北海道
札幌市2016.3.25

受賞
（1）  和田進：2016 New Investigator Recognition Award 

(NIRA)：【受賞題目】Anchorage of Double-Network 
Hydrogel Artificial Cartilage to Underlying Bone Using 
a  Surface Osteoconduct ive  Approach :  In  Vivo 
Evaluation of the Bonding Behavior：ORS 2016 Annual 
Meeting, Orland, Florida, USA,2016.3.5-8

科研費（新規獲得分）
（1）  北村信人、黒川孝幸、仙波慎吾：基盤研究（B）「多機能ゲル

による関節軟骨自然再生誘導法の最適化に関わる機序の
解明と制御：研究期間　平成27年度～29年度：平成27年
度4,6000,000円

その他
（1）  Kazunori Yasuda, Effects of remnant tissue preservation 

on anatomic double bundle ACL reconstruction, 
KEYNOTE LECTURE, 17th ESSKA Congress, Centre de 
convention International de Barcerona, Barcerona, 
Spain,2016.5.4-7

（2）  安田和則：丸毛啓史先生教育研修講演「膝関節内靭帯再
建術の課題-移植腱組織の靭帯化促進とenthesis再建-」

（座長）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横
浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（3）  北村信人：「スポーツによる筋・腱の損傷と障害に対する診
断と治療」、日本臨床整形外科学会学術集会（第29回）ひ
ぐまセミナー４ 、ロイトン札 幌 、北 海 道 札 幌 市 、
2016.7.17-18

（4）  安田和則：水田博志先生特別講演「関節軟骨のMRI診断
の進歩と臨床応用」（座長）、第15回北海道整形外科教育
フォーラム、京王プラザホテル札幌、北海道札幌市、
2016.7.23

（5）  安田和則：和田祐一先生ランチョンセミナー「変形性膝関
節症の早期診断と保存療法」（座長）、第8回日本関節鏡・
膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福
岡市、2016.7.28-30

（6）  北村信人：第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
一般口演14「膝関節TKA2」座長、第8回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、
2016.7.28-30

（7）  安田和則：安達伸生先生教育講演「膝前十字靭帯再建術
―基礎と臨床―」（座長）、第54回北海道膝関節研究会、札
幌市教育文化会館、北海道札幌市、2016.9.3

（8）  安田和則石橋恭之先生ランチョンセミナー「膝スポーツ障
害治療の最近のトピックス」（座長）、第42回日本整形外科
スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンションセンター、
北海道札幌市、2016.9.16-17

（9）  安田和則：高被引用論文群が語る脛骨高位骨切術の本質
と将来展望－open wedge 手技はそれらをかえたのか？
－、第29回富山県整形外科医会学術講演会、ANAクラウン
プラザホテル富山、富山県富山市、2016.10.28

（10）  仙葉慎吾：「細胞分化因子を蓄積するリザーバーとしての
合成ハイドロゲルの機能」、第11回北海道大学医学研究科
連携研究センターシンポジウム：超解像細胞生物学、北海
道大学医学部学友会館フラテホール、北海道札幌市、
2016.11.1

国内学会発表
（1）　Kohtarou Konno, Koji Nishikawa, Shinji Yamada, Kenji 

S a k i m u r a ,  M i c h i s u k e  Y u z a k i ,  M a s a h i k o  
Watanabe:GluD1 and Cbln1 interaction plays an 
important role in synapse formation between particular 
neurochemical neurons in the parabigeminal nucleus 
and dorsolateral geniculate nucleus. 第39回日本神経科
学大会神奈川県 2016年

（2）　Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji Sakimura, 
Masahiko Watanabe:Cav2.1 is indispensable to 
maintain wiring, survival, and compartmentalized 
expression in adult cerebellar Purkinje cells.カルシウム
チャネルCav2.1は成体期プルキンエ細胞のシナプス回
路、生存、バンド状発現の維持に不可欠である. 第39回日
本神経科学大会神奈川県 2016年

（3）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦　
「分界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は、結合腕傍核
由来神経終末とのシナプスの形成と維持に必須である.」 
第62回東北・北海道連合支部学術集会 2016年

（4）　山崎美和子、宋暁紅、渡辺雅彦 「マウス線条体シナプスの
AMPA受容体密度は細胞種や出入力経路によらず一様で
ある」 第122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年

（5）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦 「分
界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は結合腕傍核との
非シナプス性接着構造の形成と維持に必須である」 第
122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年
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（6） Miyazaki M, Yashiro K, Tanino M, Tanaka S, Fujioka Y. 
Chondroma arising from the spinal dura mater at the 
thoracic level: A case report with molecular analysis. 
Pathol Res Pract. 2016 Sep;212(9):838-41.

（7） Inuzuka T, Fujioka Y, Tsuda M, Fujioka M, Satoh AO, 
Horiuchi K, Nishide S, Nanbo A, Tanaka S, Ohba Y. 
Attenuation of ligand-induced activation of angiotensin 
II type 1 receptor signaling by the type 2 receptor via 
protein kinase C. Sci Rep. 2016 Feb 9;6:21613.

（8） Yamada T, Tsuda M, Wagatsuma T, Fujioka Y, Fujioka 
M, Satoh AO, Horiuchi K, Nishide S, Nanbo A, Totsuka Y, 
Haga H, Tanaka S, Shindoh M, Ohba Y. Receptor 
activator of NF-κB ligand induces cell adhesion and 
integrin α2 expression via NF-κB in head and neck 
cancers. Sci Rep. 2016 Mar 24;6:23545.

（9） Konishi  T,  Hotta D,  Funayama N,  Yamamoto T,  
Nishihara H, Tanaka S. Pathologically dissimilar acute 
stent thromboses in a metal allergic patient. Coron 
Artery Dis. 2017 Mar;28(2):175-176.

（10） Konishi T, Funayama N, Yamamoto T, Morita T, Hotta D, 
Nishihara H, Tanaka S.  Prognost ic value of the 
eosinophi l  to  leukocyte rat io  in pat ients  with 
ST-elevation myocardial infarction undergoing primary 
percutaneous coronary intervention. J Atheroscler 
Thromb. 2016 Dec 1. [Epub ahead of print]

（11） Li S, Freibaum BD, Zhang P, Kim NC, Kolaitis RM, 
Molliex A, Kanagara, AP, Yabe I, Tanino M, Tanaka S, 
Sasaki  H,  Ross ED,  Taylor  JP,  Kim HJ.  Genet ic  
interaction of hnRNPA2B1 and DNAJB6 in a Drosophila 
model of multisystem proteinopathy. Hum Mol Genet. 
2016 Mar 1;25(5):936-50.

（12） Bandoh N, Goto T, Akahane T, Ohnuki N, Yamaguchi T, 
Kamada H, Harabuchi Y, Tanaka S, Nishihara H. 
Diagnostic value of liquid-based cytology with fine 
n e e d l e  a s p i r a t i o n  s p e c im e n s  f o r  c e r v i c a l  
lymphadenopathy. Diagn Cytopathol. 2016 Mar;44
(3):169-76.

（13） Kato M, Nishihara H, Hayashi H, Kimura T, Ishida Y, 
W a n g  L ,  T s u d a  M ,  T a n i n o  MA ,  T a n a k a  S .  
Clinicopathological evaluation of Sox10 expression in 
diffuse-type gastric adenocarcinoma. Med Oncol. 2017 
Jan;34(1):8. Epub 2016 Dec 10.

（14） Wakabayashi K, Mori F, Kakita A, Takahashi H, Tanaka 
S, Utsumi J, Sasaki H. MicroRNA expression profiles of 
mul t ip le  sys tem at rophy f rom formal in -fixed  
paraffin-embedded samples. Neurosci Lett. 2016 Dec 
2;635:117-122.

（15） Toyonaga,T. Yamaguchi S, Hirata K, Kobayashi K, 
Manabe O, Watanabe S, Terasaka S, Kobayashi H, 
Hattori N, Shiga T, Kuge Y, Tanaka S, Ito YM, Tamaki N. 
Hypoxic glucose metabolism in glioblastoma as a 
potential prognostic factor. Eur J Nucl Med Mol 

Imaging. 2017 Apr;44(4):611-619.
（16） Yuzawa S, Nishihara H, Tanaka S. Genetic landscape of 

meningioma. Brain Tumor Pathology, 2016 Oct;33
(4):237-247

和文論文・総説
（1） 鈴鹿淳、森谷純、竹浪智子、漆戸万紗那、湯澤明夏、木村太

一、西原広史、谷野美智枝、田中伸哉：SFT/HPCの術中迅
速免疫細胞化学染色(R-ICC)を用いたSTAT6の有用性に
ついての検討、北海道臨床細胞学会会報、25、15-18、 
2016

（2） 漆戸万紗那、森谷純、竹浪智子、鈴鹿淳、木村太一、西原広
史、谷野美智枝、田中伸哉：術中迅速圧挫細胞診による血
管評価に基づいた神経膠腫の悪性度の検討、北海道臨床
細胞学会会報、25、19-23、2016

（3） 角谷昌俊、佐川憲明、富山光広、髙橋香織、土田恵、佐藤綾
子、伴由香、木村太一、谷野美智枝、山下啓子：乳癌におけ
る造影超音波検査での染影所見と臨床病理学的因子との
関係、日本超音波医学会、44, 41-48、 2017 (Epub2016)

国際学会発表
（1） Suzuka J, Tsuda M, Wang L, Semba S, Aburatani S, 

Kurokawa T, Ohmiya Y, Yasuda K, Gong JP, Tanaka S. 
Development of novel induction method for tumor stem 
cells using polymer gel.　The First International 
Symposium on Advanced Soft Matter: Celebrating the 
Kick-off of Global Station for Soft Matter, GI-CoRE, 
Sapporo, 2016.6

（2） Tanikawa S, Semba S, Tsuda M, Wang L, Kurokawa T, 
Nonoyama T, Gong JP, Tanaka S. Development of novel 
substrate gel for neural stem cell culture. The First 
International Symposium on Advanced Soft Matter: 
Celebrating the Kick-off of Global Station for Soft 
Matter, GI-CoRE, Sapporo, 2016.6

（3） Nishihara H, Yuzawa S, Yamaguchi S, Mohri H, Wang L, 
Kimura T, Tsuda M, Tanino M, Kobayashi H, Terasaka S, 
Houkin K, Tanaka S. Clinical impact of targeted 
amplicon sequence for meningioma as a practical 
clinical sequence system. Society for Neuro-Oncology 
Conference on Menigioma, Ontario, 2016.6

（4） Konishi T,  Funayama N, Yamaguchi B,  Ohori K,  
Yamamoto T, Sakurai S, Kashiwagi, Sasa Y, Fukuyama S, 
Murakami H, Hotta D, Nishihara H, Tanaka S. The 
Prognostic value of eosinophil to leukocyte ratio in 
patients presenting with ST-elevation myocardial 
infarction undergoing primary percutaneous coronary 
intervention. AHA BCVS (Basic Cardiovascular Sciences) 
2016 Scientific Sessions, Arizona, 2016.7

（5） Konishi T,  Funayama N, Yamaguchi B,  Ohori K,  
Yamamoto T, Sakurai S, Kashiwagi Y, Sasa Y, Fukuyama 
S, Morita T, Murakami H, Hotta D, Nishihara H, Tanaka 
S. Acute inferior myocardial infarction complicated with 

right ventricular infarction and ventricular septal 
p e r f o r a t i o n ,  CCT  ( Comp l e x  C a r d i o v a s cu l a r  
Therapeutics), Kobe 2016.10

（6） Konishi T,  Funayama N, Yamaguchi B,  Ohori K,  
Yamamoto T, Sakurai S, Kashiwagi Y, Sasa Y, Fukuyama 
S, Morita T, Murakami H, Hotta D, Nishihara H, Tanaka 
S .  S ten t  thrombos i s  caused  by  meta l  a l l e rgy  
c om p l i c a t e d  b y  p r o t e i n  S  d e fi c i e n c y  a n d  
heparin-induced thrombocytopenia. BIT’s8th Annual 
International Congress of Cardiology China-2016, 
Xi’an, 2016.12

国内学会発表
（1） 上遠野なほ、津田真寿美、木村太一、谷野美智枝、西原広

史 、田 中 伸 哉：大 腸 癌の異 所 性 骨 形 成にお ける
BMP/Smadシグナルの作用とEMTとの関連性、第105回日
本病理学会総会、仙台、2016.5

（2） 秋山采慧、大森優子、森谷純、畑中佳奈子、高阪真路、木村
太一、津田真寿美、西原広史、谷野美智枝、田中伸哉：血管
内大細胞型B細胞性リンパ腫の剖検症例5例の浸潤性に
関する病理組織学的検討、第105回日本病理学会総会、仙
台、2016.5

（3） 西原広史、木村太一、王磊、田中伸哉：臨床研究およびクリ
ニカルシークエンスの推進を目指したオンデマンド型バイ
オバンクの確立、第105回日本病理学会総会、仙台、
2016.5

（4） 湯澤明夏、西原広史、山口秀、毛利普美、王磊、木村太一、
津田真寿美、谷野美智枝、佐藤典宏、田中伸哉：髄膜腫お
よび髄膜発生孤立性線維性腫瘍/血管周皮腫の遺伝子解
析、第105回日本病理学会総会、仙台、2016.5

（5） 石川麻倫、宮崎将也、小西崇夫、中川麗、谷野美智枝、西原
広史、藤岡保範、長嶋和郎、田中伸哉：大動脈穿破により突
然死をきたした3剖検例、第105回日本病理学会総会、仙
台、2016.5

（6） 木村太一、王磊、津田真寿美、西原広史、田中伸哉：滑膜肉
腫幹細胞の制御・維持機構の解明、第105回日本病理学会
総会、仙台、2016.5

（7） 湯澤明夏、西原広史、王磊、津田真寿美、木村太一、谷野美
智枝、田中伸哉：髄膜発生SFT/HPCのNAB2-STAT6融合
遺伝子型に基づく臨床病理学的検討、第34回日本脳腫瘍
病理学会、東京、2016.5

（8） 原将希、谷川聖、加藤容崇、黒田敏、新保和賀、矢部一郎、
佐々木秀直、長嶋和郎、田中伸哉：非典型的症状を呈した
アルツハイマー病の一剖検例、第57回日本神経病理学
会、弘前、2016.6

（9） 谷川聖、加藤容崇、谷野美智枝、黒河泰夫、寺坂俊介、木村
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Wales Hospital, Hongkong,2016.6.9-12

国内学会・全国規模
（1）   北村信人、横田正司、後藤佳子、和田進、高橋恒存、比嘉浩

太郎、近藤英司、安田和則：難治性感染性人工膝関節に対
する抗菌薬含有モバイルセメントスペーサーによる治療経
験、第46回日本人工関節学会、グランドフロント大阪コン
グレコン ベンション センター 、大 阪 府 大 阪 市 、
2016.2.26-27. (POSTER)

（2）   後藤佳子、北村信人、和田進、甲斐秀顯、葛西一元、安田和
則：内側型変形性膝関節症患者における大腿骨遠位骨形
態のCT解析:大腿骨前方骨表面は回旋位の指標となる
か？、第46回日本人工関節学会、グランドフロント大阪コン
グレコンベンションセンター、大阪府大阪市、2016.2.26-27.

（3）   井上雅之、松橋智弥、岩崎浩司、清藤直樹、岩崎倫政、安田
和則：遺残靭帯を温存した解剖学的二重束ACL再建術後
の骨孔拡大、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィ
コ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（4）   岩崎浩司、井上雅之、清藤直樹、松橋智弥、岩崎倫政、安田
和則：Blumensaat’s線がQuadrant法による大腿骨骨孔位
置の評価に与える影響、第89回日本整形外科学会学術総
会、パシフィコ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（5）   近藤英司、岩崎倫政、安田和則：屍体膝を用いた膝前十字
靭帯不全膝および再建膝の生体力学的評価、第89回日本
整形外科学会学術総会、パシフィコ横浜、神奈川県横浜
市、2016.5.12-15

（6）   近藤英司、青木善満、岩崎倫政、安田和則：新しいロッキン
グプレート（TriS Medial HTO　Plate System）を用いた高
位脛骨骨切り術、第89回日本整形外科学会学術総会、パ
シフィコ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（7）   薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：Locking Plateを
用いた内側楔状開大式高位脛骨骨切り術の中期成績と合
併症、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横
浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（8）   舛田哲朗、近藤英司、小野寺純、横田正司、北村信人、水田
博志、岩崎倫政、安田和則：靭帯遺残組織の温存が解剖学
的２束前十字靭帯再建術後の骨孔拡大と骨孔癒合に与え
る効果 :多断面再校正C T画像を用いた臨床研究
（POSTER）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィ
コ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（9）   横田正司、小野寺純、近藤英司、北村信人、後藤佳子、高橋

恒存、和田進、舛田哲朗、比嘉浩太郎、岩崎倫政、安田和
則：遺残組織を温存した解剖学的２束前十字靭帯再建術
が移植腱の再構築過程に与える効果-MRIを用いた検討-

（POSTER）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィ
コ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（10） 北村信人、後藤佳子、小野寺純、横田正司、和田進、高橋恒
存、比嘉浩太郎、近藤英司、安田和 則：難治性感染性人工
膝関節に対する抗菌薬含有セメントスペーサーによる治
療とその成績、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（11） 舛田哲朗、近藤英司、小野寺純、北村信人、水田博志、岩崎
倫政、安田和則：解剖学的二束ACL再建術後の骨孔拡大に
おける遺残組織温存の効果：田断面再校正CT画像を用い
た臨床研究、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（12） 後藤佳子、北村信人、比嘉浩太郎、小野寺純、横田正司、高
橋恒存、和田進、舛田哲朗、近藤英司、安田和則：膝屈筋腱
ハイブリッド材料を用いた解剖学的二束十字靭帯再建術
の臨床成績、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（13） 後藤佳子、北村信人、横田正司、和田進、比嘉浩太郎、舛田
哲朗、安田和則：内側広筋関節内介在により整復困難と
なった外傷性膝関節脱臼の１例、第8回日本関節鏡・膝・
スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡
市、2016.7.28-30(poster)

（14） 河口泰之、近藤英司、松井智裕、大村哲司、熊井司、田中康
仁、安田和則:解剖学的二束ACL再建術に用いられる３肢
位が膝外側関節裂隙の開大量に与える効果:脛骨手技に
おける肢位の重要性、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形
外 科 学 会 、福 岡 国 際 会 議 場 他 、福 岡 県 福 岡 市 、
2016.7.28-30

（15） 井上雅之、清藤直樹、岩崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖
学的二束ACLの骨孔拡大における遺残靭帯温存の影響、
第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際
会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（16） 清藤直樹、井上雅之、岩崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖
学的一束前十字靭帯再建術後の骨孔拡大および膝関節
安定性におけるレムナント温存の効果、第8回日本関節
鏡・膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡
県福岡市、2016.7.28-30

（17） 薮内康史、近藤英司、小野寺純、亀田敏明、佐藤大、北村信
人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術後のスポーツ回復に関する検討、第42回日
本整形外科スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンション
センター、札幌市2016.9.16-17

（18） 近藤英司、薮内康史、小野寺純、青木喜満、岩崎倫政、安田
和則：新しいロッキングプレートを用いた高位脛骨骨切
術、第43回日本臨床バイオメカニクス学会、北海道立道民
活動センターかでる2・7、札幌市、2016.10.8-9

（19） 和田進、北村信人、野々山貴行、木山竜二、黒川孝幸、仙葉
慎吾、後藤佳子、小野寺純、Jian Ping Gong、安田和則：高
強度ダブルネットワークゲル人工軟骨の生体内骨接着プ

ロセスとそのメカニズムの解明、第43回日本臨床バイオメ
カニクス学会、北海道立道民活動センターかでる2・7、札
幌市、2016.10.8-9

（20） 比嘉浩太郎、北村信人、後藤佳子、黒川孝幸、野々山貴行、
和田進、Jian Ping Gong、金谷文則、安田和則：軟骨基質高
分子を複合化したダブルネットワークゲルの生体内におけ
る力学特性の評価、第43回日本臨床バイオメカニクス学
会、北海道立道民活動センターかでる2・7、札幌市、
2016.10.8-9

（21） 高橋恒存、近藤英司、北村信人、小野寺純、河口泰之、横田
正司、宮武慎、井上雅之、佃幸一郎、岩崎倫政、安田和則：
遺残靭帯組織の温存が膝前受持靭帯再建術の成績に与
える効果（第3報）：成羊モデルにおける画像的及び組織学
的評価、第31回日本整形外科学会基礎学術集会、福岡国
際会議場、福岡県福岡市、2016.10.14-15.

（22） 和田進、北村信人、野々山貴行、木山竜二、仙葉慎吾、小野
寺純、横田正司、後藤佳子、比嘉浩太郎、黒川孝幸、Jian 
Ping Gong、安田和則：ハイドロキシアパタイト複合化
PAMPS PDMAAmダブルネットワークゲル人工軟骨の関
節内における in vivo 骨接着性評価、第31回日本整形外科
学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

（23） 比嘉浩太郎、北村信人、後藤佳子、黒川孝幸、和田進、野々
山貴行、Jian Ping Gong、金谷文則、安田和則：軟骨基質高
分子を複合化したダブルネットワークゲルの生体材料特性
評価：軟骨再生誘導材料としての可能性、第31回日本整形
外科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

（24） 薮内康史、佐藤大、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田
敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：定量的膝
外販ストレス撮影に夜膝内側側副靭帯浅層の生体力学的
評価：内側楔状開大式高位脛骨骨切り術における検討、第
31回日本整形外科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、
福岡県福岡市、2016.10.14-15.

（25） 亀田敏明、近藤英司、薮内康史、小野寺純、小野寺智洋、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化：
CT osteoabsorptiometry 法を用いて、第31回日本整形外
科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

国内学会・地方規模
（1）  横田正司、小野寺純、近藤英司、北村信人、後藤佳子、高

橋恒存、和田進、舛田哲朗、比嘉浩太郎、岩崎倫政、安田和
則：解剖学的 2束 ACL再建術における遺残組織の温存が
移植腱の再構築過程に与える効果、第130回北海道整形
災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（2）  舛田　哲朗、近藤英司、小野寺純、北村信人、八木知徳、
水田博志、岩崎倫政、安田和則：解剖学的 2束前十字靱帯
再建術における遺残組織温存が骨孔拡大と骨孔癒合に与

える効果：非温存群との比較、第130回北海道整形災害外
科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（3）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則、類家拓也、伊藤
浩：新しいLocking Plate（TriS Medial HTO Plate System）
を用いた内側楔状開大式高位脛骨骨切り術、第130回北
海道整形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭
川市、2016.2.6-7

（4）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化:
CT osteoabsorptiometry法を用いて、第130回北海道整
形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（5）  小池良直郎、亀田敏明、近藤英司、薮内康史、下段俊、浅
野毅、新井隆太、入江徹、高橋大介、小野寺智洋、安田和
則、岩崎倫政：高位脛骨骨切り術における深部静脈血栓症
の検討、第130回北海道整形災害外科学会、大雪クリスタ
ルホール、北海道旭川市、2016.2.6-7

（6）  岩崎浩司、井上雅之、清藤直樹、松橋智弥、岩崎倫政、安
田和則：Blumensaant’s線がQuadrant法による大腿骨骨孔
位置に与える影響、第131回北海道整形災害外科学会、函
館アリーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（7）  井上雅之、佃幸一郎、河原大典、松橋智弥、清藤直樹、岩
崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖学的二重束ACL再建術
時における遺残靭帯の温存が術後の骨孔拡大に与える影
響、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北
海道函館市、2016.6.4-5

（8）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、
北村信人、安田和則、岩崎倫政：鏡視下膝靭帯再建術後に
おける急性関節内感染:同一施設における10年間の検討、
第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道
函館市、2016.6.4-5

（9）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
佐藤大、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：Tris 
Medial HTO Plate Systemを用いた内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術、第131回北海道整形災害外科学会、函館ア
リーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（10）  佐藤大、薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀
田敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔
状開大式高位脛骨骨切り術における内側側副靭帯浅層剥
離の影響:定量的膝外販ストレス撮影による検討、第131
回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館
市、2016.6.4-5

（11）  甲斐原拓真、薮内康史、近藤英司、小野寺智洋、亀田敏明、
遠山晴一、安田和則、岩崎倫政：膝軟骨欠損に対する自家
培養軟骨細胞移植（JACC）の短期成績、第131回北海道整
形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館市、
2016.6.4-5

（12）  新井隆太、小野寺智洋、薮内康史、亀田敏明、高橋大介、
入江徹、浅野毅、下段俊、近藤英司、安田和則、岩崎倫政：

膝関節に発生したびまん型色素性繊毛結節性滑膜炎の治
療成績、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリー
ナ、北海道函館市、2016.6.4-5

教育研修講演 Instructional Leture
（1）  安田和則：膝十字靭帯再建術という名の再生治療のすべ

て―術者に必須の基礎理論と臨床技術―(教育研修講演
７)、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横浜、
神奈川県横浜市、2016.5.12-15

社会貢献
1. 後藤佳子：「PRP治療って何？腱炎に対する新しい治療

法」、第2回市民健康講座「スポーツ障害に対する治療」
（[主催] 新札幌整形外科病院）厚別区民センター、北海道
札幌市2016.3.25

受賞
（1）  和田進：2016 New Investigator Recognition Award 

(NIRA)：【受賞題目】Anchorage of Double-Network 
Hydrogel Artificial Cartilage to Underlying Bone Using 
a  Surface Osteoconduct ive  Approach :  In  Vivo 
Evaluation of the Bonding Behavior：ORS 2016 Annual 
Meeting, Orland, Florida, USA,2016.3.5-8

科研費（新規獲得分）
（1）  北村信人、黒川孝幸、仙波慎吾：基盤研究（B）「多機能ゲル

による関節軟骨自然再生誘導法の最適化に関わる機序の
解明と制御：研究期間　平成27年度～29年度：平成27年
度4,6000,000円

その他
（1）  Kazunori Yasuda, Effects of remnant tissue preservation 

on anatomic double bundle ACL reconstruction, 
KEYNOTE LECTURE, 17th ESSKA Congress, Centre de 
convention International de Barcerona, Barcerona, 
Spain,2016.5.4-7

（2）  安田和則：丸毛啓史先生教育研修講演「膝関節内靭帯再
建術の課題-移植腱組織の靭帯化促進とenthesis再建-」

（座長）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横
浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（3）  北村信人：「スポーツによる筋・腱の損傷と障害に対する診
断と治療」、日本臨床整形外科学会学術集会（第29回）ひ
ぐまセミナー４ 、ロイトン札 幌 、北 海 道 札 幌 市 、
2016.7.17-18

（4）  安田和則：水田博志先生特別講演「関節軟骨のMRI診断
の進歩と臨床応用」（座長）、第15回北海道整形外科教育
フォーラム、京王プラザホテル札幌、北海道札幌市、
2016.7.23

（5）  安田和則：和田祐一先生ランチョンセミナー「変形性膝関
節症の早期診断と保存療法」（座長）、第8回日本関節鏡・
膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福
岡市、2016.7.28-30

（6）  北村信人：第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
一般口演14「膝関節TKA2」座長、第8回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、
2016.7.28-30

（7）  安田和則：安達伸生先生教育講演「膝前十字靭帯再建術
―基礎と臨床―」（座長）、第54回北海道膝関節研究会、札
幌市教育文化会館、北海道札幌市、2016.9.3

（8）  安田和則石橋恭之先生ランチョンセミナー「膝スポーツ障
害治療の最近のトピックス」（座長）、第42回日本整形外科
スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンションセンター、
北海道札幌市、2016.9.16-17

（9）  安田和則：高被引用論文群が語る脛骨高位骨切術の本質
と将来展望－open wedge 手技はそれらをかえたのか？
－、第29回富山県整形外科医会学術講演会、ANAクラウン
プラザホテル富山、富山県富山市、2016.10.28

（10）  仙葉慎吾：「細胞分化因子を蓄積するリザーバーとしての
合成ハイドロゲルの機能」、第11回北海道大学医学研究科
連携研究センターシンポジウム：超解像細胞生物学、北海
道大学医学部学友会館フラテホール、北海道札幌市、
2016.11.1

国内学会発表
（1）　Kohtarou Konno, Koji Nishikawa, Shinji Yamada, Kenji 

S a k i m u r a ,  M i c h i s u k e  Y u z a k i ,  M a s a h i k o  
Watanabe:GluD1 and Cbln1 interaction plays an 
important role in synapse formation between particular 
neurochemical neurons in the parabigeminal nucleus 
and dorsolateral geniculate nucleus. 第39回日本神経科
学大会神奈川県 2016年

（2）　Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji Sakimura, 
Masahiko Watanabe:Cav2.1 is indispensable to 
maintain wiring, survival, and compartmentalized 
expression in adult cerebellar Purkinje cells.カルシウム
チャネルCav2.1は成体期プルキンエ細胞のシナプス回
路、生存、バンド状発現の維持に不可欠である. 第39回日
本神経科学大会神奈川県 2016年

（3）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦　
「分界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は、結合腕傍核
由来神経終末とのシナプスの形成と維持に必須である.」 
第62回東北・北海道連合支部学術集会 2016年

（4）　山崎美和子、宋暁紅、渡辺雅彦 「マウス線条体シナプスの
AMPA受容体密度は細胞種や出入力経路によらず一様で
ある」 第122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年

（5）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦 「分
界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は結合腕傍核との
非シナプス性接着構造の形成と維持に必須である」 第
122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年

impulsive action by stimulating α4β2 nicotinic 
acetylcholine receptors in the infralimbic cortex in a 
nicot ine exposure status-dependent manner.  :  
Pharmacol Biochem Behav. 2017 Mar;154:1-10. Epub 
2017 Jan 10. 

（3）　Hasegawa E, Maejima T, Yoshida T, Masseck A O, 
Herlitze S, Yoshioka M, Sakurai T, and Mieda M. : 
Serotonin neurons in the dorsal raphe mediate the 
anticataplectic action of orexin neurons by reducing 
amygdala activity : Proc Natl Acad Sci U S A. 2017 
Epub 2017 April 10. 

（4）　Minami S, Satoyoshi H, Ide S, Inoue T, Yoshioka M, 
Minami M. : Suppression of reward-induced dopamine 
release in the nucleus accumbens in animal models of 
d ep r e s s i on :  d i ff e r en t i a l  r e s pon s e s  t o  d r ug  
treatment.Neurosci Lett. 2017 Apr 18. pii: S0304-3940
(17)30329-4.

（5）　Tsutsui-Kimura I, Ohmura Y, Yoshida T, Yoshioka M. : 
Milnacipran affects mouse impulsive, aggressive, and 
depressive-like behaviors in a distinct dose-dependent 
manner. J Pharmacol Sci., in press.  

（6）　Kumamoto H, Yamaguchi T, Konno K, Izumi T, Yoshida 
T, Ohmura Y, Watanabe M, Yoshioka M.Repeated 
fluvoxamine treatment recovers early postnatal 
stress-induced hypersociability-like behavior in adult 
rats. J Pharmacol Sci., in press

学会発表
（1）　Mitsuhiro Yoshioka,Tadanaka Yoshida,Hisashi  

Ohta,Toshimasa Ochiai : joint life science meeting: life 
in space for life on earth 2016.6.5-10  Pierre Baudis 
Conference Centre 3-14（ポスター発表）

　　　Epigenetic mechanisms in the CNS are involved in the 
parabolic-elicited stress response

（2）　泉剛、王冊、吉岡充弘「SSRIの抗不安作用における扁桃体
5－HT１Aおよび5－HT２A受容体の役割」「SSRI exerts 
anxiolytic effect via amygdalar 5-HT1A and 5-HT2A 
r e c e p t o r s」第46回日本神経精神薬理学会年会

（2016.7/2～3）P8-3　韓国ソウルCOEX Seoul Republic 
of Korea

（3）　Taku Yamaguchi, Ryo Fukumori, Tsuneyuki Yamamoto, 
Mitsuhiro Yoshioka, : Anxiety-likeand depressive-like 
behaviors in rats administered ACTH during early 
postnatal period, 30th CINP  WORLD CONGRESS OF 
NEUROPSYCHOPHARMACILIGY（2016.7.3）

（4）　Takayuki Yoshida, Midori Kobie, Yukihiro Fujita, Yu 
Ohmura, Takeshi Izumi, Mitsuhiro Yoshioka : Juvenile 
stress-induced intrinsic membrane plasticity in the 
mouse amygdaloid pyramidal neurons :The 39th 
Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

（ポスター発表） 2016.7.20-22 パシフィコ横浜 Dept 
Neuropharmacol, Hokkaido Univ, Hokkaido, Japan

（5）　 Sachiko Hiraide, Takayuki Senriuchi,Hiroki Shikanai, Ta 
ku Yamaguchi, Yoshiki Yanagawa, Kei-ichi Shimamura, 
Kenji Iizuka, Hiroko Togashi, Effects of a dopamine 
re -update  inhib i tor  on cort ica l  and accambal  
dopaminergic system in SHRSP/Ezo :  The17th 
International SHR Symposium / The 52nd Annual 
Meeting of the Society for Hypertention Related 
Disease Model Research 2016.9.22-23 UDX Gallery, 
Akihabara（P3-12ポスター発表）

（6）　泉剛、王冊、大村優、吉田隆行、吉岡充弘「SSRIの抗不安効
果は扁桃体5-HT1Aおよび5-HT2A受容体を介する」第67
回日本薬理学会北部会（2016.9.30）北海道大学学術交流
会館

（7）　笹森瞳、大村優、吉岡充弘「デュロキセチン（duloxetine）は
ラット内側前頭前野腹側部のドパミン神経伝達を亢進させ
ることで衝動的行動を減少させる」第67回日本薬理学会
北部会（2016.9.30）北海道大学学術交流会館

（8）　小冷碧、吉田隆行、大村優、泉剛、吉岡充弘「幼若期ストレ
スが成熟後の扁桃体基底核錐体細胞に与える影響」第67
回日本薬理学会北部会（2016.9.30）北海道大学学術交流
会館

（9）　泉剛、王冊、吉岡充弘「SSRIの抗不安効果は扁桃体基底核
の5-HT1Aおよび5-HT2A受容体を介する」第90回日本薬
理学会年会（2017.3.15-17）長崎ブリックホール

（10） 王冊、泉剛、吉田隆行、大村優、吉岡充弘「幼若期ストレス
による視床下部-下垂体-副腎（HPA）系の機能変化」第90
回日本薬理学会年会（2017.3.15-17）長崎ブリックホール

（11） 小冷碧、吉田隆行、大村優、泉剛、吉岡充弘「扁桃体基底核
錐体細胞に与える幼若期ストレスの影響」第90回日本薬
理学会年会（2017.3.15-17）長崎ブリックホール

（12） 吉田隆行、岡木啓、小冷碧、野々垣勝則、吉岡充弘「幼若期
ストレスによる共感様行動の変容と脳内神経基盤」第90
回日本薬理学会年会（2017.3.15-17）長崎ブリックホール

（13） 大村優、吉田隆行、吉岡充弘「恐怖記憶の想起・消去に関
わるセロトニン神経系回路」第90回日本薬理学会年会

（2017.3.15-17）長崎ブリックホール

英文原著論文
（1）　Daimon T, Kosaka T, Kikuchi E, Mikami S, Miyazaki Y, 

Hashimoto A, Hashimoto S, Mizuno R, Miyajima A, 
Okada Y, Sabe H, Oya M. Prognostic significance of 
erythrocyte protein band 4.1-like5 expression in upper 
urinary tract urothelial carcinoma. Urol Oncol. 2017 
May  5 .  p i i :  S 1078 -1439 (17 ) 30177 -1 .  d o i :  
10.1016/j.urolonc.2017.04.008. [Epub ahead of print]

（2）　Otsuka Y,  Sato H, Oikawa T,  Onodera Y,  Nam JM, Ha 
shimoto A, Fukunaga K, Hatanaka KC, Hatanaka Y, 

Matsuno Y, Fukuda S, Sabe H. High expression of the 
mesenchymal protein EPB41L5 correlates with poor 
prognosis of head and neck squamous cell carcinoma. 
Cell Commun Signal. 2016 Nov 21;14(1):28.

（3）　Handa H, Hashimoto A, Hashimoto S, Sabe H. Arf6 and 
its ZEB1-EPB41L5 mesenchymal axis are required for 
both mesenchymal- and amoeboid-type invasion of 
cancer cells. Small GTPases. 2016 Oct 18:0. [Epub 
ahead of print]

（4）　Tanaka N, Kosaka T, Miyazaki Y, Mikami S, Niwa N, 
Otsuka Y, Minamishima YA, Mizuno R, Kikuchi E, 
Miyajima A, Sabe H, Okada Y, Suematsu M, Oya M. 
A c q u i r e d  p l a t i n u m  r e s i s t a n c e  i n v o l v e s  
epithelial-to-mesenchymal transition through ubiquitin 
ligase FBXO32 dysregulation. JCI Insight. 2016 Nov 
3;1(18):e83654.

（5）　Hashimoto A, Hashimoto S, Sugino H, Yoshikawa A, 
Onodera Y, Handa H, Oikawa T, Sabe H. ZEB1 induces 
EPB41L5 in the cancer mesenchymal program that 
drives ARF6-based invasion, metastasis, and drug 
resistance. Oncogenesis. 2016 Sep 12;5(9):e259. doi: 
10.1038/oncsis.2016.60.

（6）　Komiya Y, Onodera Y, Kuroiwa M, Nomimura S, Kubo Y, 
Nam JM, Kajiwara K, Nada S, Oneyama C, Sabe H, 
Okada M. The Rho guanine nucleotide exchange factor 
ARHGEF5  p r omo t e s  t umo r  ma l i g n a n c y  v i a  
epithelial-mesenchymal transition. Oncogenesis. 2016 
Sep 12;5(9):e258. doi: 10.1038/oncsis.2016.59.

（7）　Sabe H, Hashimoto A, Hashimoto S, Oikawa T. Tumor 
responsiveness to statins requires overexpression of 
the ARF6 pathway. Mol Cell Oncol. 2016 May 13;3
(4):e1185564. doi: 10.1080/ 23723556. 2016. 
1185564. eCollection 2016 Jul.

国内学会発表
（1）　Tsukasa Oikaswa：超解像イメージングから見えてくる新し

い細胞生物学、第11回北海道大学医学研究科連携研究
センターシンポジウム・超解像細胞生物学、北海道、
2016.11.1

（2）　Yasuhito Onodera, Jin-Min Nam, Hiroki Shirato,　
Hisataka Sabe：がん細胞における小胞輸送経路を介した
ミトコンドリア分布制御と活性酸素および放射線への耐
性、日本放射線影響学会　第5 9回大会、広島、
2016.10.27

（3）　Tsukasa Oikawa, Yutaro Otsuka, Yasuhito Onodera, 
Haruka Handa, Ari Hashimoto, Shigeru Hashimoto, 
Yutaka Suzuki, Hisataka Sabe：p53 antagonizes EZH2 
function to maintain epithelial integrity、第75回日本癌
学会学術総会、神奈川、2016.10.8

（4）　Ari Hashimoto, Shigeru Hashimoto, Tsukasa Oikawa, 
Yutaro Otsuka, Haruka Handa, Yasuhito Onodera, 
Hisataka Sabe： Tumor responsiveness to mevalonate 

pathway inhibitors require overexpression of the Arf6 
pathway、第89回日本生化学会、宮城、2016.9.25

（5）　Hisataka Sabe：癌的代謝亢進によるミトコンドリア空間配
置：転移性癌の治療抵抗性について、第11回Bas ic  
Research Urology Seminar(BURS)、北海道、2016.8-27

（6）　Yasuhito Onodera：がん形質の獲得と代謝の局所制御、第
4回がんと代謝研究会 in 鹿児島、鹿児島、2016.7.7

（7）　Yasuhito Onodera, Mina Bissell, Hisataka Sabe： 
Malignant phenotype mediated by metabolism, 
transport and compartmentalization、第68回日本細胞生
物学会大会、京都、2016.6.16

（8）　Hisataka Sabe, Shigeru Hashimoto, Ari Hashimoto, 
Yutaro Otsuka, Haruka Handa, Tsukasa Oikawa, and 
Ya suh i t o  Onode r a：Ar f6  i s  a  c o r e  d r i v e r  o f  
mesenchymal invasion and metastasis, and therapeutic 
resistance of different types of cancers under RTK and 
GPCR signaling、第68回日本細胞生物学会大会、京都、
2016.6.15

（9）　Tsukasa Oikawa：p53 antagonizes EZH2 function to 
maintain epithelial integrity、第8回シグナルネットワーク
研究会、大阪、2016.5.27

（1）　Yohei Ono・Rina Kashihara・Nobutoshi Yasojima・Hideki 
Kasahara・Yuka S imizu・Kenichi  Tamura・Kaori  
Tsutsumi・Kenneth Sutherland・Takao Koike・Tamotsu 
Kamishima・Tomosynthesis can Facilitate Accurate 
Measurement of Joint Space Width under the Condition 
of the Oblique Incidence of X-rays in Rheumatoid 
A r th r i t i s  Pa t i en t s  B r  J  R a d i o l .  06/2016 ;  89
(1062):20150967. doi: 10.1259/bjr.20150967 

（2）　Sakashita T・Kamishima T・Sugimori H・Tang M・Noguchi 
A・Kono M・Sutherland K・Tatsuya A・Pixel-by-Pixel 
Arterial Spin Labeling Blood Flow Pattern Variation 
Analysis for Discrimination of Rheumatoid Synovitis: A 
P i l o t  S t udy .  M a g n  R e s o n  M e d  S c i .  05 /2016 ;  
doi:10.2463/mrms.tn.2015-0145 

（3）　Hamada T・Sutherland K・Ishikawa M・Miyamoto N・
Honma S・Shirato H・Honma K・In vivo imaging of clock 
gene expression in multiple tissues of freely moving 
m i c e .  N a t  C o m m u n .  10/2016 ;  7 : 11705 .  do i :  
10.1038/ncomms11705. 

（4）　Hatano K, Kamishima T, Sutherland K, Kato M, Naka 
gawa I, Ichikawa S, Kawauchi K, Saitou S, Mukai M. A 
reliability study using computer-based analysis of 
finger joint space narrowing in rheumatoid arthritis 
patients. Rheumatol Int. 2017 Feb;37(2):189-195. doi: 
10.1007/s00296-016-3588-y.

（5）　Sakano R, Saito K, Kamishima T, Nishida M, Horie T, 
Noguchi A, Kono M, Sutherland K, Atsumi T. Power 

（6）　Taisuke Miyazaki, Kenji Sakimura , Masahiko Watanabe 
「カルシニューリンB1サブユニットCNB1は登上線維－プ
ルキンエ細胞単一支配化および抑制性シナプス回路形成
に重要である Calcineurin B1 subunit is essential for 
climbing fiber mono-innervation and inhibitory synapse 
formation in cerebellar Purkinje cells」  第122回日本解
剖学会総会・全国学術集会 2017年

英文原著論文
（1）　Szőnyi A, Mayer MI, Cserép C, Takács VT, Watanabe M, 

Freund TF, Nyiri G: The ascending median raphe 
projections are mainly glutamatergic in the mouse 
forebrain. Brain Struct Funct, 221:735-751, 2016. 
[PMID:25381463]

（2）　Nagai T, Nakamuta S, Kuroda K, Nakauchi S, Nishioka T, 
Takano T, Zhang X, Tsuboi D, Funahashi Y, Nakano T, 
Yoshimoto J, Kobayashi K, Uchigashima M, Watanabe 
M, Miura M, Nishi A, Kobayashi K, Yamada K, Amano 
M, Kaibuchi K: Phospho-proteomics of the dopamine 
pathway enables discovery of Rap1 activation as a 
reward signal in vivo. Neuron, 89:550-565, 2016. 
[PMID:26804993]

（3）　Ohmura Y, Yoshida T, Konno K, Minami M, Watanabe 
M, Yoshioka M: Serotonin 5-HT7 receptor in the ventral 
hippocampus modulates the retrieval of fear memory 
a n d  s t r e s s - i n d u c e d  d e f e c a t i o n .  I n t  J  
Neuropsychopharmacol ,  19:1-12, 2016 [PMID: 
26647382]

（4）　Iwagaki N, Ganley RP, Dickie AC, Polgár E, Hughes DI, 
Del Rio P, Revina Y, Watanabe M, Todd AJ, Riddell JS: A 
combined electrophysiological and morphological study 
of neuropeptide Y‒expressing inhibitory interneurons 
in the spinal  dorsal  horn of  the mouse.  PAIN ,  
157:598‒612, 2016. [PMID: 26882346]

（5）　Zhang MD, Barde S, Szodorai E, Josephson A, Mitsios N, 
Watanabe M, Attems J, Lubec G, Kovács GG, Uhlén M, 
Mulder  J ,  Harkany T,  Hökfe l t  T :  Comparat ive  
anatomical distribution of neuronal calcium-binding 
protein (NECAB) 1 and -2 in rodent and human spinal 
cord. Brain Struct Funct, 221:3803‒3823,2016. 
[PMID: 27206425].

（6）　Watanabe-Iida I, Konno K, Akashi K, Abe M, Natsume R, 
Watanabe M, Sakimura K: Determination of kainate 
receptor subunit ratios in mouse brain using novel 
c h ime r i c  p r o t e i n  s t a nda rd s .  J  Neu ro chem ,  
136:295-305, 2016. [PMID: 26448475]

（7）　Gutierrez-Mecinas M, Furuta T, Watanabe M, Todd A: A 
quant itat ive study of neurochemical ly-defined 
excitatory interneuron populations in laminae I-III of 
the mouse spinal cord. Mol Pain ,12:1-18, 2016. 
[PMID:27030714]

（8）　Kaji I, Akiba Y, Konno K, Watanabe M, Kimura S, 
Iwanaga T, Kuri A, Iwamoto K, Kuwahara A, Kaunitz JD: 
Neural FFA3 activation inversely regulates anion 
secretion evoked by nicotinic ACh receptor activation 
in rat proximal colon, J Physiol, 594:3339-3352, 2016. 
[PMID:26854275]

（9）　Nakazawa T, Hashimoto R, Sakoori K, Sugaya Y, 
Tanimura A, Hashimotodani Y, Ohi K, Yamamori H, 
Yasuda Y , Umeda-Yano S, Kiyama Y, Konno K, Inoue T, 
Yokoyama K, Inoue T, Numata S, Ohnuma T, Iwata N, 
Ozaki N, Hashimoto H, Watanabe M, Manabe T, 
Yamamoto T, Takeda M, Kano M: Emerging Roles of 
ARHGAP33 in Intracellular Trafficking of TrkB and 
Pathophysiology of Neuropsychiatric Disorders. Nat 
Commun, 7:10594, 2016. [PMID:26839058]

（10） Ueda H, Nakamura S, Nakamura T, Inada K, Ookubo T, 
Furukawa N, Murakami R, Tsuchida S, Zohar Y, Konno 
K, Watanabe M: Involvement of hormones in olfactory 
imprinting and homing in chum salmon. Sci Rep , 
6:21102, 2016. [PMID:26879952]

（11） Ichikawa R, Hashimoto K, Miyazaki T, Uchigashima M, 
Yamasaki M, Aiba A, Kano M, Watanabe M: Territories 
of heterologous inputs onto Purkinje cell dendrites are 
segregated by mGluR1-dependent parallel fiber 
synapse elimination. Proc. Natl. Acad. Sci. USA ,  
113:2282-2287, 2016. [PMID:26858447]

（12） Kim G, Luján R, Schwenk J, Kelley M, Aguado C, 
Watanabe M,  Fakler  B ,  Mayl ie  J ,  Adelman JP :  
Membrane palmitoylated protein 2 is a synaptic 
scaffold protein required for synaptic SK2-containing 
c h a n n e l  f u n c t i o n .  e L i f e ,  e 1 2 6 3 7 ,  2 0 1 6 .  
[PMID:26880549]

（13） Uchigashima M, Ohtsuka T, Kobayashi K, Watanabe M. 
Dopamine synapse is a neuroligin-2‒mediated contact 
between dopaminergic presynaptic and GABAergic 
postsynaptic structures. Proc Natl Acad Sci USA, 
113:4206-4211, 2016. [PMID:27035941]

（14） Yamasaki M, Fukaya M, Yamazaki M, Azechi H, Natsume 
R, Abe M, Sakimura K, Watanabe M: TARP g-2 and g-8 
differentially control biased AMPAR density across 
Schaffer collateral/commissural synapses in the 
hippocampal CA1. J Neurosci, 36:4296-4312, 2016. 
[PMID:2707642]

（15） Pósfai B, Cserép C, Hegedüs P, Szabadits E, Otte D, 
Zimmer A, Watanabe M, Freund TF, Nyiri G: Synaptic 
and cellular changes induced by the schizophrenia 
susceptibility gene G72 are rescued by N-acetylcysteine 
t r e a tmen t .  Trans l  P sych i a t ,  6 : e807 ,  2016 .  
[PMID:27163208]

（16） Ichikawa R, Sakimura K, Watanabe M: GluD2 endows 
parallel fiber‒Purkinje cell synapses with a high 
regenerative capacity. J Neurosci, 36:4846-4858. 

2016. [PMID:27122040]
（17） Matsuda K, Budisantoso T, Mitakidis N, Sugaya Y, Miura 

E, Kakegawa K, Yamasaki M, Konno K, Uchigashima M, 
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靭帯不全膝および再建膝の生体力学的評価、第89回日本
整形外科学会学術総会、パシフィコ横浜、神奈川県横浜
市、2016.5.12-15

（6）   近藤英司、青木善満、岩崎倫政、安田和則：新しいロッキン
グプレート（TriS Medial HTO　Plate System）を用いた高
位脛骨骨切り術、第89回日本整形外科学会学術総会、パ
シフィコ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（7）   薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：Locking Plateを
用いた内側楔状開大式高位脛骨骨切り術の中期成績と合
併症、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横
浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（8）   舛田哲朗、近藤英司、小野寺純、横田正司、北村信人、水田
博志、岩崎倫政、安田和則：靭帯遺残組織の温存が解剖学
的２束前十字靭帯再建術後の骨孔拡大と骨孔癒合に与え
る効果 :多断面再校正C T画像を用いた臨床研究
（POSTER）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィ
コ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（9）   横田正司、小野寺純、近藤英司、北村信人、後藤佳子、高橋

恒存、和田進、舛田哲朗、比嘉浩太郎、岩崎倫政、安田和
則：遺残組織を温存した解剖学的２束前十字靭帯再建術
が移植腱の再構築過程に与える効果-MRIを用いた検討-

（POSTER）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィ
コ横浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（10） 北村信人、後藤佳子、小野寺純、横田正司、和田進、高橋恒
存、比嘉浩太郎、近藤英司、安田和 則：難治性感染性人工
膝関節に対する抗菌薬含有セメントスペーサーによる治
療とその成績、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（11） 舛田哲朗、近藤英司、小野寺純、北村信人、水田博志、岩崎
倫政、安田和則：解剖学的二束ACL再建術後の骨孔拡大に
おける遺残組織温存の効果：田断面再校正CT画像を用い
た臨床研究、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（12） 後藤佳子、北村信人、比嘉浩太郎、小野寺純、横田正司、高
橋恒存、和田進、舛田哲朗、近藤英司、安田和則：膝屈筋腱
ハイブリッド材料を用いた解剖学的二束十字靭帯再建術
の臨床成績、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学
会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（13） 後藤佳子、北村信人、横田正司、和田進、比嘉浩太郎、舛田
哲朗、安田和則：内側広筋関節内介在により整復困難と
なった外傷性膝関節脱臼の１例、第8回日本関節鏡・膝・
スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡
市、2016.7.28-30(poster)

（14） 河口泰之、近藤英司、松井智裕、大村哲司、熊井司、田中康
仁、安田和則:解剖学的二束ACL再建術に用いられる３肢
位が膝外側関節裂隙の開大量に与える効果:脛骨手技に
おける肢位の重要性、第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形
外 科 学 会 、福 岡 国 際 会 議 場 他 、福 岡 県 福 岡 市 、
2016.7.28-30

（15） 井上雅之、清藤直樹、岩崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖
学的二束ACLの骨孔拡大における遺残靭帯温存の影響、
第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際
会議場他、福岡県福岡市、2016.7.28-30

（16） 清藤直樹、井上雅之、岩崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖
学的一束前十字靭帯再建術後の骨孔拡大および膝関節
安定性におけるレムナント温存の効果、第8回日本関節
鏡・膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡
県福岡市、2016.7.28-30

（17） 薮内康史、近藤英司、小野寺純、亀田敏明、佐藤大、北村信
人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術後のスポーツ回復に関する検討、第42回日
本整形外科スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンション
センター、札幌市2016.9.16-17

（18） 近藤英司、薮内康史、小野寺純、青木喜満、岩崎倫政、安田
和則：新しいロッキングプレートを用いた高位脛骨骨切
術、第43回日本臨床バイオメカニクス学会、北海道立道民
活動センターかでる2・7、札幌市、2016.10.8-9

（19） 和田進、北村信人、野々山貴行、木山竜二、黒川孝幸、仙葉
慎吾、後藤佳子、小野寺純、Jian Ping Gong、安田和則：高
強度ダブルネットワークゲル人工軟骨の生体内骨接着プ

ロセスとそのメカニズムの解明、第43回日本臨床バイオメ
カニクス学会、北海道立道民活動センターかでる2・7、札
幌市、2016.10.8-9

（20） 比嘉浩太郎、北村信人、後藤佳子、黒川孝幸、野々山貴行、
和田進、Jian Ping Gong、金谷文則、安田和則：軟骨基質高
分子を複合化したダブルネットワークゲルの生体内におけ
る力学特性の評価、第43回日本臨床バイオメカニクス学
会、北海道立道民活動センターかでる2・7、札幌市、
2016.10.8-9

（21） 高橋恒存、近藤英司、北村信人、小野寺純、河口泰之、横田
正司、宮武慎、井上雅之、佃幸一郎、岩崎倫政、安田和則：
遺残靭帯組織の温存が膝前受持靭帯再建術の成績に与
える効果（第3報）：成羊モデルにおける画像的及び組織学
的評価、第31回日本整形外科学会基礎学術集会、福岡国
際会議場、福岡県福岡市、2016.10.14-15.

（22） 和田進、北村信人、野々山貴行、木山竜二、仙葉慎吾、小野
寺純、横田正司、後藤佳子、比嘉浩太郎、黒川孝幸、Jian 
Ping Gong、安田和則：ハイドロキシアパタイト複合化
PAMPS PDMAAmダブルネットワークゲル人工軟骨の関
節内における in vivo 骨接着性評価、第31回日本整形外科
学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

（23） 比嘉浩太郎、北村信人、後藤佳子、黒川孝幸、和田進、野々
山貴行、Jian Ping Gong、金谷文則、安田和則：軟骨基質高
分子を複合化したダブルネットワークゲルの生体材料特性
評価：軟骨再生誘導材料としての可能性、第31回日本整形
外科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

（24） 薮内康史、佐藤大、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田
敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：定量的膝
外販ストレス撮影に夜膝内側側副靭帯浅層の生体力学的
評価：内側楔状開大式高位脛骨骨切り術における検討、第
31回日本整形外科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、
福岡県福岡市、2016.10.14-15.

（25） 亀田敏明、近藤英司、薮内康史、小野寺純、小野寺智洋、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化：
CT osteoabsorptiometry 法を用いて、第31回日本整形外
科学会基礎学術集会、福岡国際会議場、福岡県福岡市、
2016.10.14-15.

国内学会・地方規模
（1）  横田正司、小野寺純、近藤英司、北村信人、後藤佳子、高

橋恒存、和田進、舛田哲朗、比嘉浩太郎、岩崎倫政、安田和
則：解剖学的 2束 ACL再建術における遺残組織の温存が
移植腱の再構築過程に与える効果、第130回北海道整形
災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（2）  舛田　哲朗、近藤英司、小野寺純、北村信人、八木知徳、
水田博志、岩崎倫政、安田和則：解剖学的 2束前十字靱帯
再建術における遺残組織温存が骨孔拡大と骨孔癒合に与

える効果：非温存群との比較、第130回北海道整形災害外
科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（3）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則、類家拓也、伊藤
浩：新しいLocking Plate（TriS Medial HTO Plate System）
を用いた内側楔状開大式高位脛骨骨切り術、第130回北
海道整形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭
川市、2016.2.6-7

（4）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、北
村信人、八木知徳、安田和則、岩崎倫政：内側楔状開大式
高位脛骨骨切り術後の膝蓋大腿関節における応力変化:
CT osteoabsorptiometry法を用いて、第130回北海道整
形災害外科学会、大雪クリスタルホール、北海道旭川市、
2016.2.6-7

（5）  小池良直郎、亀田敏明、近藤英司、薮内康史、下段俊、浅
野毅、新井隆太、入江徹、高橋大介、小野寺智洋、安田和
則、岩崎倫政：高位脛骨骨切り術における深部静脈血栓症
の検討、第130回北海道整形災害外科学会、大雪クリスタ
ルホール、北海道旭川市、2016.2.6-7

（6）  岩崎浩司、井上雅之、清藤直樹、松橋智弥、岩崎倫政、安
田和則：Blumensaant’s線がQuadrant法による大腿骨骨孔
位置に与える影響、第131回北海道整形災害外科学会、函
館アリーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（7）  井上雅之、佃幸一郎、河原大典、松橋智弥、清藤直樹、岩
崎浩司、岩崎倫政、安田和則：解剖学的二重束ACL再建術
時における遺残靭帯の温存が術後の骨孔拡大に与える影
響、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北
海道函館市、2016.6.4-5

（8）  亀田敏明、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、薮内康史、
北村信人、安田和則、岩崎倫政：鏡視下膝靭帯再建術後に
おける急性関節内感染:同一施設における10年間の検討、
第131回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道
函館市、2016.6.4-5

（9）  薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀田敏明、
佐藤大、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：Tris 
Medial HTO Plate Systemを用いた内側楔状開大式高位
脛骨骨切り術、第131回北海道整形災害外科学会、函館ア
リーナ、北海道函館市、2016.6.4-5

（10）  佐藤大、薮内康史、近藤英司、小野寺純、小野寺智洋、亀
田敏明、北村信人、八木知徳、岩崎倫政、安田和則：内側楔
状開大式高位脛骨骨切り術における内側側副靭帯浅層剥
離の影響:定量的膝外販ストレス撮影による検討、第131
回北海道整形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館
市、2016.6.4-5

（11）  甲斐原拓真、薮内康史、近藤英司、小野寺智洋、亀田敏明、
遠山晴一、安田和則、岩崎倫政：膝軟骨欠損に対する自家
培養軟骨細胞移植（JACC）の短期成績、第131回北海道整
形災害外科学会、函館アリーナ、北海道函館市、
2016.6.4-5

（12）  新井隆太、小野寺智洋、薮内康史、亀田敏明、高橋大介、
入江徹、浅野毅、下段俊、近藤英司、安田和則、岩崎倫政：

膝関節に発生したびまん型色素性繊毛結節性滑膜炎の治
療成績、第131回北海道整形災害外科学会、函館アリー
ナ、北海道函館市、2016.6.4-5

教育研修講演 Instructional Leture
（1）  安田和則：膝十字靭帯再建術という名の再生治療のすべ

て―術者に必須の基礎理論と臨床技術―(教育研修講演
７)、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横浜、
神奈川県横浜市、2016.5.12-15

社会貢献
1. 後藤佳子：「PRP治療って何？腱炎に対する新しい治療

法」、第2回市民健康講座「スポーツ障害に対する治療」
（[主催] 新札幌整形外科病院）厚別区民センター、北海道
札幌市2016.3.25

受賞
（1）  和田進：2016 New Investigator Recognition Award 

(NIRA)：【受賞題目】Anchorage of Double-Network 
Hydrogel Artificial Cartilage to Underlying Bone Using 
a  Surface Osteoconduct ive  Approach :  In  Vivo 
Evaluation of the Bonding Behavior：ORS 2016 Annual 
Meeting, Orland, Florida, USA,2016.3.5-8

科研費（新規獲得分）
（1）  北村信人、黒川孝幸、仙波慎吾：基盤研究（B）「多機能ゲル

による関節軟骨自然再生誘導法の最適化に関わる機序の
解明と制御：研究期間　平成27年度～29年度：平成27年
度4,6000,000円

その他
（1）  Kazunori Yasuda, Effects of remnant tissue preservation 

on anatomic double bundle ACL reconstruction, 
KEYNOTE LECTURE, 17th ESSKA Congress, Centre de 
convention International de Barcerona, Barcerona, 
Spain,2016.5.4-7

（2）  安田和則：丸毛啓史先生教育研修講演「膝関節内靭帯再
建術の課題-移植腱組織の靭帯化促進とenthesis再建-」

（座長）、第89回日本整形外科学会学術総会、パシフィコ横
浜、神奈川県横浜市、2016.5.12-15

（3）  北村信人：「スポーツによる筋・腱の損傷と障害に対する診
断と治療」、日本臨床整形外科学会学術集会（第29回）ひ
ぐまセミナー４ 、ロイトン札 幌 、北 海 道 札 幌 市 、
2016.7.17-18

（4）  安田和則：水田博志先生特別講演「関節軟骨のMRI診断
の進歩と臨床応用」（座長）、第15回北海道整形外科教育
フォーラム、京王プラザホテル札幌、北海道札幌市、
2016.7.23

（5）  安田和則：和田祐一先生ランチョンセミナー「変形性膝関
節症の早期診断と保存療法」（座長）、第8回日本関節鏡・
膝・スポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福
岡市、2016.7.28-30

（6）  北村信人：第8回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
一般口演14「膝関節TKA2」座長、第8回日本関節鏡・膝・ス
ポーツ整形外科学会、福岡国際会議場他、福岡県福岡市、
2016.7.28-30

（7）  安田和則：安達伸生先生教育講演「膝前十字靭帯再建術
―基礎と臨床―」（座長）、第54回北海道膝関節研究会、札
幌市教育文化会館、北海道札幌市、2016.9.3

（8）  安田和則石橋恭之先生ランチョンセミナー「膝スポーツ障
害治療の最近のトピックス」（座長）、第42回日本整形外科
スポーツ医学会学術集会、札幌コンベンションセンター、
北海道札幌市、2016.9.16-17

（9）  安田和則：高被引用論文群が語る脛骨高位骨切術の本質
と将来展望－open wedge 手技はそれらをかえたのか？
－、第29回富山県整形外科医会学術講演会、ANAクラウン
プラザホテル富山、富山県富山市、2016.10.28

（10）  仙葉慎吾：「細胞分化因子を蓄積するリザーバーとしての
合成ハイドロゲルの機能」、第11回北海道大学医学研究科
連携研究センターシンポジウム：超解像細胞生物学、北海
道大学医学部学友会館フラテホール、北海道札幌市、
2016.11.1

国内学会発表
（1）　Kohtarou Konno, Koji Nishikawa, Shinji Yamada, Kenji 

S a k i m u r a ,  M i c h i s u k e  Y u z a k i ,  M a s a h i k o  
Watanabe:GluD1 and Cbln1 interaction plays an 
important role in synapse formation between particular 
neurochemical neurons in the parabigeminal nucleus 
and dorsolateral geniculate nucleus. 第39回日本神経科
学大会神奈川県 2016年

（2）　Taisuke Miyazaki, Miwako Yamasaki, Kenji Sakimura, 
Masahiko Watanabe:Cav2.1 is indispensable to 
maintain wiring, survival, and compartmentalized 
expression in adult cerebellar Purkinje cells.カルシウム
チャネルCav2.1は成体期プルキンエ細胞のシナプス回
路、生存、バンド状発現の維持に不可欠である. 第39回日
本神経科学大会神奈川県 2016年

（3）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦　
「分界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は、結合腕傍核
由来神経終末とのシナプスの形成と維持に必須である.」 
第62回東北・北海道連合支部学術集会 2016年

（4）　山崎美和子、宋暁紅、渡辺雅彦 「マウス線条体シナプスの
AMPA受容体密度は細胞種や出入力経路によらず一様で
ある」 第122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年

（5）　今野幸太郎、森さくら、崎村建司、柚崎通介、渡辺雅彦 「分
界条床核におけるGluD1/Cbln1複合体は結合腕傍核との
非シナプス性接着構造の形成と維持に必須である」 第
122回日本解剖学会総会・全国学術集会 2017年

impulsive action by stimulating α4β2 nicotinic 
acetylcholine receptors in the infralimbic cortex in a 
nicot ine exposure status-dependent manner.  :  
Pharmacol Biochem Behav. 2017 Mar;154:1-10. Epub 
2017 Jan 10. 

（3）　Hasegawa E, Maejima T, Yoshida T, Masseck A O, 
Herlitze S, Yoshioka M, Sakurai T, and Mieda M. : 
Serotonin neurons in the dorsal raphe mediate the 
anticataplectic action of orexin neurons by reducing 
amygdala activity : Proc Natl Acad Sci U S A. 2017 
Epub 2017 April 10. 

（4）　Minami S, Satoyoshi H, Ide S, Inoue T, Yoshioka M, 
Minami M. : Suppression of reward-induced dopamine 
release in the nucleus accumbens in animal models of 
d ep r e s s i on :  d i ff e r en t i a l  r e s pon s e s  t o  d r ug  
treatment.Neurosci Lett. 2017 Apr 18. pii: S0304-3940
(17)30329-4.

（5）　Tsutsui-Kimura I, Ohmura Y, Yoshida T, Yoshioka M. : 
Milnacipran affects mouse impulsive, aggressive, and 
depressive-like behaviors in a distinct dose-dependent 
manner. J Pharmacol Sci., in press.  

（6）　Kumamoto H, Yamaguchi T, Konno K, Izumi T, Yoshida 
T, Ohmura Y, Watanabe M, Yoshioka M.Repeated 
fluvoxamine treatment recovers early postnatal 
stress-induced hypersociability-like behavior in adult 
rats. J Pharmacol Sci., in press

学会発表
（1）　Mitsuhiro Yoshioka,Tadanaka Yoshida,Hisashi  

Ohta,Toshimasa Ochiai : joint life science meeting: life 
in space for life on earth 2016.6.5-10  Pierre Baudis 
Conference Centre 3-14（ポスター発表）

　　　Epigenetic mechanisms in the CNS are involved in the 
parabolic-elicited stress response

（2）　泉剛、王冊、吉岡充弘「SSRIの抗不安作用における扁桃体
5－HT１Aおよび5－HT２A受容体の役割」「SSRI exerts 
anxiolytic effect via amygdalar 5-HT1A and 5-HT2A 
r e c e p t o r s」第46回日本神経精神薬理学会年会

（2016.7/2～3）P8-3　韓国ソウルCOEX Seoul Republic 
of Korea

（3）　Taku Yamaguchi, Ryo Fukumori, Tsuneyuki Yamamoto, 
Mitsuhiro Yoshioka, : Anxiety-likeand depressive-like 
behaviors in rats administered ACTH during early 
postnatal period, 30th CINP  WORLD CONGRESS OF 
NEUROPSYCHOPHARMACILIGY（2016.7.3）

（4）　Takayuki Yoshida, Midori Kobie, Yukihiro Fujita, Yu 
Ohmura, Takeshi Izumi, Mitsuhiro Yoshioka : Juvenile 
stress-induced intrinsic membrane plasticity in the 
mouse amygdaloid pyramidal neurons :The 39th 
Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society   

（ポスター発表） 2016.7.20-22 パシフィコ横浜 Dept 
Neuropharmacol, Hokkaido Univ, Hokkaido, Japan

（5）　 Sachiko Hiraide, Takayuki Senriuchi,Hiroki Shikanai, Ta 
ku Yamaguchi, Yoshiki Yanagawa, Kei-ichi Shimamura, 
Kenji Iizuka, Hiroko Togashi, Effects of a dopamine 
re -update  inhib i tor  on cort ica l  and accambal  
dopaminergic system in SHRSP/Ezo :  The17th 
International SHR Symposium / The 52nd Annual 
Meeting of the Society for Hypertention Related 
Disease Model Research 2016.9.22-23 UDX Gallery, 
Akihabara（P3-12ポスター発表）

（6）　泉剛、王冊、大村優、吉田隆行、吉岡充弘「SSRIの抗不安効
果は扁桃体5-HT1Aおよび5-HT2A受容体を介する」第67
回日本薬理学会北部会（2016.9.30）北海道大学学術交流
会館

（7）　笹森瞳、大村優、吉岡充弘「デュロキセチン（duloxetine）は
ラット内側前頭前野腹側部のドパミン神経伝達を亢進させ
ることで衝動的行動を減少させる」第67回日本薬理学会
北部会（2016.9.30）北海道大学学術交流会館

（8）　小冷碧、吉田隆行、大村優、泉剛、吉岡充弘「幼若期ストレ
スが成熟後の扁桃体基底核錐体細胞に与える影響」第67
回日本薬理学会北部会（2016.9.30）北海道大学学術交流
会館

（9）　泉剛、王冊、吉岡充弘「SSRIの抗不安効果は扁桃体基底核
の5-HT1Aおよび5-HT2A受容体を介する」第90回日本薬
理学会年会（2017.3.15-17）長崎ブリックホール

（10） 王冊、泉剛、吉田隆行、大村優、吉岡充弘「幼若期ストレス
による視床下部-下垂体-副腎（HPA）系の機能変化」第90
回日本薬理学会年会（2017.3.15-17）長崎ブリックホール

（11） 小冷碧、吉田隆行、大村優、泉剛、吉岡充弘「扁桃体基底核
錐体細胞に与える幼若期ストレスの影響」第90回日本薬
理学会年会（2017.3.15-17）長崎ブリックホール

（12） 吉田隆行、岡木啓、小冷碧、野々垣勝則、吉岡充弘「幼若期
ストレスによる共感様行動の変容と脳内神経基盤」第90
回日本薬理学会年会（2017.3.15-17）長崎ブリックホール

（13） 大村優、吉田隆行、吉岡充弘「恐怖記憶の想起・消去に関
わるセロトニン神経系回路」第90回日本薬理学会年会

（2017.3.15-17）長崎ブリックホール
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（1）　Daimon T, Kosaka T, Kikuchi E, Mikami S, Miyazaki Y, 

Hashimoto A, Hashimoto S, Mizuno R, Miyajima A, 
Okada Y, Sabe H, Oya M. Prognostic significance of 
erythrocyte protein band 4.1-like5 expression in upper 
urinary tract urothelial carcinoma. Urol Oncol. 2017 
May  5 .  p i i :  S 1078 -1439 (17 ) 30177 -1 .  d o i :  
10.1016/j.urolonc.2017.04.008. [Epub ahead of print]

（2）　Otsuka Y,  Sato H, Oikawa T,  Onodera Y,  Nam JM, Ha 
shimoto A, Fukunaga K, Hatanaka KC, Hatanaka Y, 

Matsuno Y, Fukuda S, Sabe H. High expression of the 
mesenchymal protein EPB41L5 correlates with poor 
prognosis of head and neck squamous cell carcinoma. 
Cell Commun Signal. 2016 Nov 21;14(1):28.

（3）　Handa H, Hashimoto A, Hashimoto S, Sabe H. Arf6 and 
its ZEB1-EPB41L5 mesenchymal axis are required for 
both mesenchymal- and amoeboid-type invasion of 
cancer cells. Small GTPases. 2016 Oct 18:0. [Epub 
ahead of print]

（4）　Tanaka N, Kosaka T, Miyazaki Y, Mikami S, Niwa N, 
Otsuka Y, Minamishima YA, Mizuno R, Kikuchi E, 
Miyajima A, Sabe H, Okada Y, Suematsu M, Oya M. 
A c q u i r e d  p l a t i n u m  r e s i s t a n c e  i n v o l v e s  
epithelial-to-mesenchymal transition through ubiquitin 
ligase FBXO32 dysregulation. JCI Insight. 2016 Nov 
3;1(18):e83654.

（5）　Hashimoto A, Hashimoto S, Sugino H, Yoshikawa A, 
Onodera Y, Handa H, Oikawa T, Sabe H. ZEB1 induces 
EPB41L5 in the cancer mesenchymal program that 
drives ARF6-based invasion, metastasis, and drug 
resistance. Oncogenesis. 2016 Sep 12;5(9):e259. doi: 
10.1038/oncsis.2016.60.

（6）　Komiya Y, Onodera Y, Kuroiwa M, Nomimura S, Kubo Y, 
Nam JM, Kajiwara K, Nada S, Oneyama C, Sabe H, 
Okada M. The Rho guanine nucleotide exchange factor 
ARHGEF5  p r omo t e s  t umo r  ma l i g n a n c y  v i a  
epithelial-mesenchymal transition. Oncogenesis. 2016 
Sep 12;5(9):e258. doi: 10.1038/oncsis.2016.59.

（7）　Sabe H, Hashimoto A, Hashimoto S, Oikawa T. Tumor 
responsiveness to statins requires overexpression of 
the ARF6 pathway. Mol Cell Oncol. 2016 May 13;3
(4):e1185564. doi: 10.1080/ 23723556. 2016. 
1185564. eCollection 2016 Jul.

国内学会発表
（1）　Tsukasa Oikaswa：超解像イメージングから見えてくる新し

い細胞生物学、第11回北海道大学医学研究科連携研究
センターシンポジウム・超解像細胞生物学、北海道、
2016.11.1

（2）　Yasuhito Onodera, Jin-Min Nam, Hiroki Shirato,　
Hisataka Sabe：がん細胞における小胞輸送経路を介した
ミトコンドリア分布制御と活性酸素および放射線への耐
性、日本放射線影響学会　第5 9回大会、広島、
2016.10.27

（3）　Tsukasa Oikawa, Yutaro Otsuka, Yasuhito Onodera, 
Haruka Handa, Ari Hashimoto, Shigeru Hashimoto, 
Yutaka Suzuki, Hisataka Sabe：p53 antagonizes EZH2 
function to maintain epithelial integrity、第75回日本癌
学会学術総会、神奈川、2016.10.8

（4）　Ari Hashimoto, Shigeru Hashimoto, Tsukasa Oikawa, 
Yutaro Otsuka, Haruka Handa, Yasuhito Onodera, 
Hisataka Sabe： Tumor responsiveness to mevalonate 

pathway inhibitors require overexpression of the Arf6 
pathway、第89回日本生化学会、宮城、2016.9.25

（5）　Hisataka Sabe：癌的代謝亢進によるミトコンドリア空間配
置：転移性癌の治療抵抗性について、第11回Bas ic  
Research Urology Seminar(BURS)、北海道、2016.8-27

（6）　Yasuhito Onodera：がん形質の獲得と代謝の局所制御、第
4回がんと代謝研究会 in 鹿児島、鹿児島、2016.7.7

（7）　Yasuhito Onodera, Mina Bissell, Hisataka Sabe： 
Malignant phenotype mediated by metabolism, 
transport and compartmentalization、第68回日本細胞生
物学会大会、京都、2016.6.16

（8）　Hisataka Sabe, Shigeru Hashimoto, Ari Hashimoto, 
Yutaro Otsuka, Haruka Handa, Tsukasa Oikawa, and 
Ya suh i t o  Onode r a：Ar f6  i s  a  c o r e  d r i v e r  o f  
mesenchymal invasion and metastasis, and therapeutic 
resistance of different types of cancers under RTK and 
GPCR signaling、第68回日本細胞生物学会大会、京都、
2016.6.15

（9）　Tsukasa Oikawa：p53 antagonizes EZH2 function to 
maintain epithelial integrity、第8回シグナルネットワーク
研究会、大阪、2016.5.27

（1）　Yohei Ono・Rina Kashihara・Nobutoshi Yasojima・Hideki 
Kasahara・Yuka S imizu・Kenichi  Tamura・Kaori  
Tsutsumi・Kenneth Sutherland・Takao Koike・Tamotsu 
Kamishima・Tomosynthesis can Facilitate Accurate 
Measurement of Joint Space Width under the Condition 
of the Oblique Incidence of X-rays in Rheumatoid 
A r th r i t i s  Pa t i en t s  B r  J  R a d i o l .  06/2016 ;  89
(1062):20150967. doi: 10.1259/bjr.20150967 

（2）　Sakashita T・Kamishima T・Sugimori H・Tang M・Noguchi 
A・Kono M・Sutherland K・Tatsuya A・Pixel-by-Pixel 
Arterial Spin Labeling Blood Flow Pattern Variation 
Analysis for Discrimination of Rheumatoid Synovitis: A 
P i l o t  S t udy .  M a g n  R e s o n  M e d  S c i .  05 /2016 ;  
doi:10.2463/mrms.tn.2015-0145 

（3）　Hamada T・Sutherland K・Ishikawa M・Miyamoto N・
Honma S・Shirato H・Honma K・In vivo imaging of clock 
gene expression in multiple tissues of freely moving 
m i c e .  N a t  C o m m u n .  10/2016 ;  7 : 11705 .  do i :  
10.1038/ncomms11705. 

（4）　Hatano K, Kamishima T, Sutherland K, Kato M, Naka 
gawa I, Ichikawa S, Kawauchi K, Saitou S, Mukai M. A 
reliability study using computer-based analysis of 
finger joint space narrowing in rheumatoid arthritis 
patients. Rheumatol Int. 2017 Feb;37(2):189-195. doi: 
10.1007/s00296-016-3588-y.

（5）　Sakano R, Saito K, Kamishima T, Nishida M, Horie T, 
Noguchi A, Kono M, Sutherland K, Atsumi T. Power 

（6）　Taisuke Miyazaki, Kenji Sakimura , Masahiko Watanabe 
「カルシニューリンB1サブユニットCNB1は登上線維－プ
ルキンエ細胞単一支配化および抑制性シナプス回路形成
に重要である Calcineurin B1 subunit is essential for 
climbing fiber mono-innervation and inhibitory synapse 
formation in cerebellar Purkinje cells」  第122回日本解
剖学会総会・全国学術集会 2017年
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（3）　Ohmura Y, Yoshida T, Konno K, Minami M, Watanabe 
M, Yoshioka M: Serotonin 5-HT7 receptor in the ventral 
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平成28年度に受け入れのあった資金
学内・学外共同プロジェクト

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

28

28

28

がんプロフェッショナル養成基盤推進プ
ラン

地域イノベーション戦略支援プログラム

橋渡し研究加速ネットワークプログラム

北海道がん医療を担う医療人養成プログ
ラム

患者にやさしい最先端医療技術を核とし
たヘルス・イノベーションプロジェクト

オール北海道先進医学・医療拠点形成

白𡈽　博樹

白𡈽　博樹

白𡈽　博樹
志賀　　哲
久下　裕司

文部科学省

文部科学省

文部科学省

受託研究等

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

戦略的創造研究推進事業（さきがけ）

戦略的国際標準化加速事業

産学共同実用化開発事業（NEXTEP）

産学共同実用化開発事業（NEXTEP）

がん研究開発費

がん研究開発費

がん研究開発費

医療分野研究成果展開事業

脳機能ネットワークの全容解明プロジェクト

受託研究

受託研究

戦略的創造研究推進事業（CREST）

次世代治療・診断実現のための創薬基盤
技術開発事業

未来医療を実現する医療機器・システム
研究開発事業

未来医療を実現する医療機器・システム
研究開発事業

橋渡し研究加速ネットワークプログラム
（シーズB）

医工連携事業化推進事業

共同研究

榎木　亮介

白𡈽　博樹

岩崎　倫政

岩崎　倫政

白𡈽　博樹

鬼丸　力也

清水　伸一

志賀　　哲

山﨑美和子

白𡈽　博樹

岩崎　倫政

古川　潤一

古川　潤一

白𡈽　博樹

白𡈽　博樹

須藤　英毅

須藤　英毅

白𡈽　博樹

国立研究開発法人
科学技術振興機構

株式会社
三菱総合研究所

持田製薬（株）

持田製薬（株）

国立研究開発法人
国立がん研究センター

国立研究開発法人
国立がん研究センター

国立研究開発法人
国立がん研究センター

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

富士フイルム
メディカル（株）

武田薬品工業
株式会社

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

㈱島津製作所

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

田中　伸哉

岩崎　倫政

田中　伸哉

田中　伸哉

岩崎　倫政

佐邊　壽孝

岩崎　倫政

玉木　長良

白𡈽　博樹

玉木　長良

笠原　正典

志賀　　哲

伊藤　陽一

高畑　雅彦

伊藤　陽一

近藤　英司

笠原　正典

岩崎　倫政

高畑　雅彦

高畑　雅彦

角家　　健

山崎美和子

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

社会医療法人 北斗
北斗病院

帝人ナカシマ
メディカル株式会社

独立行政法人
労働者健康福祉機構
釧路労災病院

稚内市病院事業

株式会社日立
ハイテクノロジーズ

株式会社
WIKOM研究所

持田製薬（株）

株式会社日立製作所
研究開発グループ

株式会社日立製作所
研究開発グループ

㈱フィリップス
エレクトロニクスジャパン

ノーベルファーマ
株式会社

日本メジフィジックス㈱

株式会社イマック

第一三共株式会社
研究開発本部
希少疾患・LCM
ラボラトリー

日本メジフィジックス㈱

オリンパステル
モバイオアテリアル
株式会社

財団法人
伊藤医薬学術交流財団

サノフィ株式会社

公益財団法人
武田科学振興財団

中外製薬株式会社

一般社団法人
日本損害保険協会

公益財団法人
武田科学振興財団

MSD株式会社

ファイザー株式会社

アステラス製薬
株式会社

生物時計中枢における細胞ネットワーク
の計測・制御と再構成

平成28年度政府戦略分野にかかる国際
標準化活動

（J13-13）硬化性ゲルを用いた関節軟骨損
傷の治療

アルギン酸ナトリウムによる硝子様軟骨
形成の定量評価

放射線治療を含む標準治療確立のため
の多施設共同研究

頭頸部がんに対する標準治療確立のため
の多施設共同研究

陽子線治療の多施設臨床試験の臨床試験計画
と立案・実施とスキャニング照射法の臨床応用

［18F］DiFAによる革新的がん診断PET低酸
素イメージングシステム

経路選択的な神経回路解析基盤技術の
開発とマーモセット脳解析への最適化

ソフトウェア機能評価

ヒト体液中糖鎖の網羅的解析

機械受容応答を支える膜・糖鎖環境の解
明と筋疾患治療への展開

組織O-グライコーム技術の開発

微粒子腫瘍マーカとリアルタイム3次元透視を
融合した次世代高精度粒子線治療技術の開発

がん診断・治療ナビゲーションシステムの
研究開発

椎間板再生治療における組織修復材の開発

高適合・短時間施術を実現する、3Dモデリング
及び3D積層造形を応用したカスタムメイド脊
柱変形矯正用インプラントの開発・事業化

汎用放射線治療用動体追跡システムの開発

分子発現プロファイリングによる癌個別化
診断の基盤作成

日本人に最適な人工股関節システムの開発

IT技術を用いた遠隔病理診断法の技術開発

IT技術を用いた遠隔病理診断法の技術開発

ロコモティブシンドローム抑制に向けた
健康状態計測方法の研究

癌の悪性度進展に関する基礎研究

画期的医薬品等の創出をめざした糖鎖の
生理活性と機能の解明

診断および治療における情報融合に関す
る研究

動体追跡方式スポットスキャニング陽子
線治療システムの開発（４）

第三期Time of Flight を用いた臨床有用
性の評価

副作用の少ない免疫アジュバントの研究開発

［18F］DiFAによる革新的がん診断 PET低酸
素イメージングシステム

放射線治療における放射線肺炎の重症化
を低減する手法の研究

ラット小児ステロイド性骨粗鬆症モデル
における新規分子標的薬の効果の検討

新規放射性医薬品の開発戦略に関する研究

膝関節痛における疼痛緩和及び機能改善
に関する要素の検討

HLA遺伝子複合体とナチュラルキラー細胞受容体の
免疫遺伝学：疾患感受性遺伝子としての役割の解明

癌関連糖鎖抗原を介した転移性骨腫瘍・骨巨細胞腫
の骨破壊進展メカニズムの解明と阻害効果の検討

免疫グロブリン様受容体群による骨代謝
制御機構の解明

慢性腎臓病による骨質異常と骨脆弱性発
症のメカニズム

神経幹細胞移植を応用した慢性脊髄損傷
の上肢巧緻運動機能改善

成体マウス脳で非シナプス性結合に選択
的に発現するNR3A受容体の機能的意義

慢性腎臓病による骨質劣化と骨の物性の変化

筋骨格系疾患に関する研究

糖鎖を介した 転移性癌における骨破壊制
御機構に関する研究
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平成28年度に受け入れのあった資金
学内・学外共同プロジェクト

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

28

28

28

がんプロフェッショナル養成基盤推進プ
ラン

地域イノベーション戦略支援プログラム

橋渡し研究加速ネットワークプログラム

北海道がん医療を担う医療人養成プログ
ラム

患者にやさしい最先端医療技術を核とし
たヘルス・イノベーションプロジェクト

オール北海道先進医学・医療拠点形成

白𡈽　博樹

白𡈽　博樹

白𡈽　博樹
志賀　　哲
久下　裕司

文部科学省

文部科学省

文部科学省

受託研究等

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

戦略的創造研究推進事業（さきがけ）

戦略的国際標準化加速事業

産学共同実用化開発事業（NEXTEP）

産学共同実用化開発事業（NEXTEP）

がん研究開発費

がん研究開発費

がん研究開発費

医療分野研究成果展開事業

脳機能ネットワークの全容解明プロジェクト

受託研究

受託研究

戦略的創造研究推進事業（CREST）

次世代治療・診断実現のための創薬基盤
技術開発事業

未来医療を実現する医療機器・システム
研究開発事業

未来医療を実現する医療機器・システム
研究開発事業

橋渡し研究加速ネットワークプログラム
（シーズB）

医工連携事業化推進事業

共同研究

榎木　亮介

白𡈽　博樹

岩崎　倫政

岩崎　倫政

白𡈽　博樹

鬼丸　力也

清水　伸一

志賀　　哲

山﨑美和子

白𡈽　博樹

岩崎　倫政

古川　潤一

古川　潤一

白𡈽　博樹

白𡈽　博樹

須藤　英毅

須藤　英毅

白𡈽　博樹

国立研究開発法人
科学技術振興機構

株式会社
三菱総合研究所

持田製薬（株）

持田製薬（株）

国立研究開発法人
国立がん研究センター

国立研究開発法人
国立がん研究センター

国立研究開発法人
国立がん研究センター

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

富士フイルム
メディカル（株）

武田薬品工業
株式会社

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

国立研究開発法人
日本医療研究開発機構

㈱島津製作所

年度 制度名 課題名 研究者名相手先

田中　伸哉

岩崎　倫政

田中　伸哉

田中　伸哉

岩崎　倫政

佐邊　壽孝

岩崎　倫政

玉木　長良

白𡈽　博樹

玉木　長良

笠原　正典

志賀　　哲

伊藤　陽一

高畑　雅彦

伊藤　陽一

近藤　英司

笠原　正典

岩崎　倫政

高畑　雅彦

高畑　雅彦

角家　　健

山崎美和子

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

共同研究

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

社会医療法人 北斗
北斗病院

帝人ナカシマ
メディカル株式会社

独立行政法人
労働者健康福祉機構
釧路労災病院

稚内市病院事業

株式会社日立
ハイテクノロジーズ

株式会社
WIKOM研究所

持田製薬（株）

株式会社日立製作所
研究開発グループ

株式会社日立製作所
研究開発グループ

㈱フィリップス
エレクトロニクスジャパン

ノーベルファーマ
株式会社

日本メジフィジックス㈱

株式会社イマック

第一三共株式会社
研究開発本部
希少疾患・LCM
ラボラトリー

日本メジフィジックス㈱

オリンパステル
モバイオアテリアル
株式会社

財団法人
伊藤医薬学術交流財団

サノフィ株式会社

公益財団法人
武田科学振興財団

中外製薬株式会社

一般社団法人
日本損害保険協会

公益財団法人
武田科学振興財団

MSD株式会社

ファイザー株式会社

アステラス製薬
株式会社

生物時計中枢における細胞ネットワーク
の計測・制御と再構成

平成28年度政府戦略分野にかかる国際
標準化活動

（J13-13）硬化性ゲルを用いた関節軟骨損
傷の治療

アルギン酸ナトリウムによる硝子様軟骨
形成の定量評価

放射線治療を含む標準治療確立のため
の多施設共同研究

頭頸部がんに対する標準治療確立のため
の多施設共同研究

陽子線治療の多施設臨床試験の臨床試験計画
と立案・実施とスキャニング照射法の臨床応用

［18F］DiFAによる革新的がん診断PET低酸
素イメージングシステム

経路選択的な神経回路解析基盤技術の
開発とマーモセット脳解析への最適化

ソフトウェア機能評価

ヒト体液中糖鎖の網羅的解析

機械受容応答を支える膜・糖鎖環境の解
明と筋疾患治療への展開

組織O-グライコーム技術の開発

微粒子腫瘍マーカとリアルタイム3次元透視を
融合した次世代高精度粒子線治療技術の開発

がん診断・治療ナビゲーションシステムの
研究開発

椎間板再生治療における組織修復材の開発

高適合・短時間施術を実現する、3Dモデリング
及び3D積層造形を応用したカスタムメイド脊
柱変形矯正用インプラントの開発・事業化

汎用放射線治療用動体追跡システムの開発

分子発現プロファイリングによる癌個別化
診断の基盤作成

日本人に最適な人工股関節システムの開発

IT技術を用いた遠隔病理診断法の技術開発

IT技術を用いた遠隔病理診断法の技術開発

ロコモティブシンドローム抑制に向けた
健康状態計測方法の研究

癌の悪性度進展に関する基礎研究

画期的医薬品等の創出をめざした糖鎖の
生理活性と機能の解明

診断および治療における情報融合に関す
る研究

動体追跡方式スポットスキャニング陽子
線治療システムの開発（４）

第三期Time of Flight を用いた臨床有用
性の評価

副作用の少ない免疫アジュバントの研究開発

［18F］DiFAによる革新的がん診断 PET低酸
素イメージングシステム

放射線治療における放射線肺炎の重症化
を低減する手法の研究

ラット小児ステロイド性骨粗鬆症モデル
における新規分子標的薬の効果の検討

新規放射性医薬品の開発戦略に関する研究

膝関節痛における疼痛緩和及び機能改善
に関する要素の検討

HLA遺伝子複合体とナチュラルキラー細胞受容体の
免疫遺伝学：疾患感受性遺伝子としての役割の解明

癌関連糖鎖抗原を介した転移性骨腫瘍・骨巨細胞腫
の骨破壊進展メカニズムの解明と阻害効果の検討

免疫グロブリン様受容体群による骨代謝
制御機構の解明

慢性腎臓病による骨質異常と骨脆弱性発
症のメカニズム

神経幹細胞移植を応用した慢性脊髄損傷
の上肢巧緻運動機能改善

成体マウス脳で非シナプス性結合に選択
的に発現するNR3A受容体の機能的意義

慢性腎臓病による骨質劣化と骨の物性の変化

筋骨格系疾患に関する研究

糖鎖を介した 転移性癌における骨破壊制
御機構に関する研究
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年度 制度名 課題名 研究者名相手先

岩崎　倫政

岩崎　倫政

橋本　あり

橋本　あり

橋本　あり

泉　　　剛

佐邊　壽孝

高畑　雅彦

吉岡　充弘

佐邊　壽孝

山崎美和子

橋本　あり

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

第一三共株式会社

武田薬品工業
株式会社

公益財団法人
寿原記念財団

公益財団法人
住友電工グループ
社会貢献基金

公益財団法人住友財団

公益財団法人
先進医療研究振興財団

公益財団法人
鈴木謙三記念医科学
応用研究財団

公益財団法人
骨粗鬆症財団

田辺三菱製薬株式会社

公益財団法人
上原記念生命科学財団

公益財団法人
内藤記念科学振興財団

公益信託小野
がん研究助成基金
受託者三井住友
信託銀行株式会社

その他． 競争的資金

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｂ）

挑戦的萌芽研究

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｂ）

挑戦的萌芽研究

若手研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｂ）

挑戦的萌芽研究

代表者

代表者

代表者

分担者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

笠原　正典

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

玉木　長良

玉木　長良

山口　　秀

中村　秀樹

北村　信人

津田真寿美

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

基盤研究（Ｓ）

新学術領域研究

基盤研究（Ｂ）

挑戦的萌芽研究

基盤研究（Ｂ）（特設）

基盤研究（Ｂ）

若手研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｂ）

挑戦的萌芽研究

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

研究活動スタート支援

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ａ）

基盤研究（Ｃ）

研究活動スタート支援

若手研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

挑戦的萌芽研究

若手研究（Ａ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

奨励研究

基盤研究（Ｂ）

代表者

分担者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

分担者

代表者

代表者

分担者

分担者

分担者

代表者

分担者

代表者

分担者

分担者

分担者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

分担者

代表者

代表者

代表者

渡辺　雅彦

渡辺　雅彦

佐邊　壽孝

佐邊　壽孝

榎木　亮介

白𡈽　博樹

安田　耕一

平田　快洋

荒戸　照世

久下　裕司

久下　裕司

久下　裕司

久下　裕司

久下　裕司

安井　博宣

安井　博宣

東川　　桂

東川　　桂

高畑　雅彦

高畑　雅彦

角家　　健

テルカウィ アラー

古川　潤一

小野寺康仁

小野寺康仁

及川　　司

山崎美和子

宮崎　太輔

今野幸太郎

今野幸太郎

内ヶ島基政

清水　秀美

吉岡　充弘

文部科学省科学研究費補助金

変形性関節症の早期病態解明に関する研究

変形性関節症早期の診断および治療標的
分子の同定

悪性腫瘍における間充織形質獲得を介し
た免疫回避の分子機序の解明

進行癌のエクソームを介した薬剤耐性獲得の
分子機序の解明と新規癌治療戦略の開発

進行癌における免疫監視機構回避の分子
機序の解明並びに新規癌治療戦略の開発

自殺者死後脳およびうつ病モデルにおける
グルココルシコイド阻害因子FKBP5の検討

脂質代謝経路に基づく抗癌剤抵抗性を標的
とした癌治療効果促進に関する調査研究

脊椎椎体骨折連鎖（ドミノ骨折）のメカニズム－脆弱
性椎体骨折後に生じる力学的環境変化がもたらす隣
接椎体海綿骨の骨改変と薬物治療介入の効果

人工受容体DREADDを用いた記憶の想起・
消去における海馬下位領域の役割解明

癌細胞に高発現するARF6によるPD-L1動
態制御に関する研究

海馬におけるアセチルコリン作動性神経依
存的な記憶形成機構の分子解剖学的基礎

進行がんの免疫会費機構に着目した新規
癌治療戦略の開発

NKG2Dリガンドの病態における役割

スフィンゴ糖脂質機能解析を基盤とした関節疾患の病態解明と新
規治療法の開発

変形性関節症発症機序の解明に向けた軟骨変性制御機構におけ
る糖鎖機能解析

先天性橈尺骨癒合症の原因遺伝子同定とその機能解析

PETによる心血管疾患の活動性の映像化と治療戦略への応用

PET-MRI融合画像を用いた心サルコイドーシスの不整脈の病態評価

神経膠腫におけるマイクロRNA解析を用いたメチオニン取り込み
機序の探索

水疱形成による瘢痕型脱毛症の新規モデル作製と病態解明

多機能ゲルによる関節軟骨自然再生誘導法の最適化に関わる機序
の解明と制御

Crkアダプター分子を用いた幹細胞・EMTヘテロジェナイティーモデ
ルの作製

高次脳領域におけるシナプス伝達制御機構の分子形態学的研究

先端バイオイメージング支援プラットフォーム

癌的機能獲得型p53変異を有する転移性癌細胞の放射線抵抗性機序の解明

癌浸潤性獲得におけるArf6 mRNA G-quadruplex構造の役割と意義

概日時計を創る：１細胞計測と操作による細胞ネットワークの再構築

ヘリウム・陽子線ハイブリッド治療の研究開発

低酸素癌を標的とした陽子線治療に関する研究

概日リズム安定化機構に関わるニューロン－グリア細胞間相互作用の解明

健康・機能性食品の各国状況比較と対応国内関連企業の海外展開
戦略に関する調査研究

動脈硬化の治療戦略に役立つ核医学イメージング法：EBMのため
の実験的研究

動脈硬化症のRI治療への挑戦：マクロファージ浸潤抑制のためのRI
内用療法剤の開発

チミジンホスホリラーゼ画像化によるがんの治療効果予測：前臨床
動物実験による実証

腫瘍発現酵素標的イメージング―腫瘍の質的評価と治療における
有用性の確立

精神神経疾患の個体差を克服する個別化薬物療法に有用な分子標
的放射性診断薬の開発

固形腫瘍における転写調節因子Id蛋白質の発現と放射線応答に果
たす役割の解明

癌関連線維芽細胞による液性因子分泌に対する放射線照射の効果
と癌病態への影響

チミジンホスホリラーゼ画像化による非アルコール性脂肪肝炎診断
法の開発研究

がん質的診断のための新規標的グリオキサラーゼⅠに対する放射
性分子プローブの開発

分子・結晶とマイクロ構造体の変形相互作用による骨組織強度特性

新規骨質評価法を用いたin vivoにおけるステロイド性骨粗鬆症骨
質に関する研究

中枢神経の再生関連遺伝子の同定:皮質脊髄路の軸索再生

免疫制御細胞の原虫破壊機構の解明と抗原虫ペプチドの開発

BEPを基盤としたO-結合型糖タンパク質のグライコプロテオミクス
による同定法

細胞内２進カウンターの開発と遺伝子発現履歴解析への応用

ミトコンドリアにおけるROS増幅の誘導に基づく放射線増感法の確立

p53による上皮エピゲノム調節機構の解明

バレル神経回路の機能発達におけるニコチン性アセチルコリン受容体の役割

成体期プルキンエ細胞における異種シナプス間競合維持機構の解明

視床後腹側核におけるCblnを介したGluD1のシナプス回路制御機構の解明

記憶の長期保持に関わる新規代謝型受容体とスプライシング異型
による分泌蛋白の解析

神経修飾因子シナプスに共通する分子形態基盤に関する研究

ホルマリン代替液によるサージカルトレーニング用臨床解剖体固定液の開発

人工受容体DREADDによる恐怖記憶の制御機構の解明
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年度 制度名 課題名 研究者名相手先

岩崎　倫政

岩崎　倫政

橋本　あり

橋本　あり

橋本　あり

泉　　　剛

佐邊　壽孝

高畑　雅彦

吉岡　充弘

佐邊　壽孝

山崎美和子

橋本　あり

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

研究助成

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

第一三共株式会社

武田薬品工業
株式会社

公益財団法人
寿原記念財団

公益財団法人
住友電工グループ
社会貢献基金

公益財団法人住友財団

公益財団法人
先進医療研究振興財団

公益財団法人
鈴木謙三記念医科学
応用研究財団

公益財団法人
骨粗鬆症財団

田辺三菱製薬株式会社

公益財団法人
上原記念生命科学財団

公益財団法人
内藤記念科学振興財団

公益信託小野
がん研究助成基金
受託者三井住友
信託銀行株式会社

その他． 競争的資金

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｂ）

挑戦的萌芽研究

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｂ）

挑戦的萌芽研究

若手研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｂ）

挑戦的萌芽研究

代表者

代表者

代表者

分担者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

笠原　正典

岩崎　倫政

岩崎　倫政

岩崎　倫政

玉木　長良

玉木　長良

山口　　秀

中村　秀樹

北村　信人

津田真寿美

年度 研究種目 課題名 役割研究者名

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

基盤研究（Ｓ）

新学術領域研究

基盤研究（Ｂ）

挑戦的萌芽研究

基盤研究（Ｂ）（特設）

基盤研究（Ｂ）

若手研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｂ）

挑戦的萌芽研究

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

研究活動スタート支援

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ａ）

基盤研究（Ｃ）

研究活動スタート支援

若手研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

挑戦的萌芽研究

若手研究（Ａ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

奨励研究

基盤研究（Ｂ）

代表者

分担者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

分担者

代表者

代表者

分担者

分担者

分担者

代表者

分担者

代表者

分担者

分担者

分担者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

分担者

代表者

代表者

代表者

渡辺　雅彦

渡辺　雅彦

佐邊　壽孝

佐邊　壽孝

榎木　亮介

白𡈽　博樹

安田　耕一

平田　快洋

荒戸　照世

久下　裕司

久下　裕司

久下　裕司

久下　裕司

久下　裕司

安井　博宣

安井　博宣

東川　　桂

東川　　桂

高畑　雅彦

高畑　雅彦

角家　　健

テルカウィ アラー

古川　潤一

小野寺康仁

小野寺康仁

及川　　司

山崎美和子

宮崎　太輔

今野幸太郎

今野幸太郎

内ヶ島基政

清水　秀美

吉岡　充弘

文部科学省科学研究費補助金

変形性関節症の早期病態解明に関する研究

変形性関節症早期の診断および治療標的
分子の同定

悪性腫瘍における間充織形質獲得を介し
た免疫回避の分子機序の解明

進行癌のエクソームを介した薬剤耐性獲得の
分子機序の解明と新規癌治療戦略の開発

進行癌における免疫監視機構回避の分子
機序の解明並びに新規癌治療戦略の開発

自殺者死後脳およびうつ病モデルにおける
グルココルシコイド阻害因子FKBP5の検討

脂質代謝経路に基づく抗癌剤抵抗性を標的
とした癌治療効果促進に関する調査研究

脊椎椎体骨折連鎖（ドミノ骨折）のメカニズム－脆弱
性椎体骨折後に生じる力学的環境変化がもたらす隣
接椎体海綿骨の骨改変と薬物治療介入の効果

人工受容体DREADDを用いた記憶の想起・
消去における海馬下位領域の役割解明

癌細胞に高発現するARF6によるPD-L1動
態制御に関する研究

海馬におけるアセチルコリン作動性神経依
存的な記憶形成機構の分子解剖学的基礎

進行がんの免疫会費機構に着目した新規
癌治療戦略の開発

NKG2Dリガンドの病態における役割

スフィンゴ糖脂質機能解析を基盤とした関節疾患の病態解明と新
規治療法の開発

変形性関節症発症機序の解明に向けた軟骨変性制御機構におけ
る糖鎖機能解析

先天性橈尺骨癒合症の原因遺伝子同定とその機能解析

PETによる心血管疾患の活動性の映像化と治療戦略への応用

PET-MRI融合画像を用いた心サルコイドーシスの不整脈の病態評価

神経膠腫におけるマイクロRNA解析を用いたメチオニン取り込み
機序の探索

水疱形成による瘢痕型脱毛症の新規モデル作製と病態解明

多機能ゲルによる関節軟骨自然再生誘導法の最適化に関わる機序
の解明と制御

Crkアダプター分子を用いた幹細胞・EMTヘテロジェナイティーモデ
ルの作製

高次脳領域におけるシナプス伝達制御機構の分子形態学的研究

先端バイオイメージング支援プラットフォーム

癌的機能獲得型p53変異を有する転移性癌細胞の放射線抵抗性機序の解明

癌浸潤性獲得におけるArf6 mRNA G-quadruplex構造の役割と意義

概日時計を創る：１細胞計測と操作による細胞ネットワークの再構築

ヘリウム・陽子線ハイブリッド治療の研究開発

低酸素癌を標的とした陽子線治療に関する研究

概日リズム安定化機構に関わるニューロン－グリア細胞間相互作用の解明

健康・機能性食品の各国状況比較と対応国内関連企業の海外展開
戦略に関する調査研究

動脈硬化の治療戦略に役立つ核医学イメージング法：EBMのため
の実験的研究

動脈硬化症のRI治療への挑戦：マクロファージ浸潤抑制のためのRI
内用療法剤の開発

チミジンホスホリラーゼ画像化によるがんの治療効果予測：前臨床
動物実験による実証

腫瘍発現酵素標的イメージング―腫瘍の質的評価と治療における
有用性の確立

精神神経疾患の個体差を克服する個別化薬物療法に有用な分子標
的放射性診断薬の開発

固形腫瘍における転写調節因子Id蛋白質の発現と放射線応答に果
たす役割の解明

癌関連線維芽細胞による液性因子分泌に対する放射線照射の効果
と癌病態への影響

チミジンホスホリラーゼ画像化による非アルコール性脂肪肝炎診断
法の開発研究

がん質的診断のための新規標的グリオキサラーゼⅠに対する放射
性分子プローブの開発

分子・結晶とマイクロ構造体の変形相互作用による骨組織強度特性

新規骨質評価法を用いたin vivoにおけるステロイド性骨粗鬆症骨
質に関する研究

中枢神経の再生関連遺伝子の同定:皮質脊髄路の軸索再生

免疫制御細胞の原虫破壊機構の解明と抗原虫ペプチドの開発

BEPを基盤としたO-結合型糖タンパク質のグライコプロテオミクス
による同定法

細胞内２進カウンターの開発と遺伝子発現履歴解析への応用

ミトコンドリアにおけるROS増幅の誘導に基づく放射線増感法の確立

p53による上皮エピゲノム調節機構の解明

バレル神経回路の機能発達におけるニコチン性アセチルコリン受容体の役割

成体期プルキンエ細胞における異種シナプス間競合維持機構の解明

視床後腹側核におけるCblnを介したGluD1のシナプス回路制御機構の解明

記憶の長期保持に関わる新規代謝型受容体とスプライシング異型
による分泌蛋白の解析

神経修飾因子シナプスに共通する分子形態基盤に関する研究

ホルマリン代替液によるサージカルトレーニング用臨床解剖体固定液の開発

人工受容体DREADDによる恐怖記憶の制御機構の解明
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年度 研究種目 課題名 役割研究者名

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

若手研究（Ａ）

挑戦的萌芽研究

基盤研究（Ｃ）

新学術領域（領域提案型）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

若手研究（Ｂ）

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

うつ病における海馬と扁桃体の統合的理解を目指して

自殺感受性遺伝子の中枢神経系における機能解析

オプトジェネティクスによる「うつ病のセロトニン仮説」への挑戦

CRISPR/Casシステムを用いた5-HT受容体ノックアウト法の確立への挑戦

幼若期ストレスにより誘発する成熟期情動行動異常の分子基盤解析

ストレスによる共感性の変容とその神経回路基盤の解明

肺血管壁肥厚を誘導する細胞周囲環境の解析と新規バイオマーカーの探索

金ナノコロイド製剤を用いた難治性癌分子追跡陽子線治療法の開発

脳MRIによる非侵襲的導電率イメージングの開発

チミジンホスホリラーゼ画像化によるがんの治療効果予測：前臨床
動物実験による実証

新規放射性薬剤IIMUによる頭頸部癌化学療法の治療前効果予測法の確立

被損傷前十字靭帯被覆下における移植腱再構築過程促進の分子機
序の統合的解明

4D-CBCTと治療計画CTの容積マッチング法による4D-IGRTの試み

NKG2DシステムによるuNK細胞制御と胎盤形成の検討
正常上皮細胞との接着によるがん幹細胞の発生メカニズムの解明

代表者

分担者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

分担者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

泉　　　剛

泉　　　剛

大村　　優

大村　　優

吉田　隆行

吉田　隆行

谷野美智枝

橋本　孝之

Tha KhinKhin

志賀　　哲

平田　健司

近藤　英司

清水　伸一

大塚　紀幸

宮武由甲子

年度 研究種目 補助金／委託費 研究課題名 役割研究者名

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

補助金

補助金

補助金

補助金

補助金

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

労災疾病臨床研究
事業

地域医療基盤開発
推進研究事業

厚生労働行政推進
調査事業

厚生労働行政推進
調査事業

難治性疾患等政策
研究事業

難治性疾患実用化
研究事業

慢性の痛み解明研
究事業

難治性疾患実用化
研究事業

難治性疾患実用化
研究事業

臨床研究・治験推
進研究事業

難治性疾患実用化
研究事業

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

伊藤　陽一
岩崎　倫政
高畑　雅彦

渡邉　雅彦

荒戸　照世

清水　伸一

高畑　雅彦

荒戸　照世

岩崎　倫政

荒戸　照世
伊藤　陽一

伊藤　陽一

荒戸　照世
志賀　　哲
伊藤　陽一
久下　裕司

荒戸　照世

年度 研究種目 補助金／委託費 研究課題名 役割研究者名

28

28

28

28

28

28

28

28

28

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

伊藤　陽一

荒戸　照世
志賀　　哲

高畑　雅彦

古川　潤一

鬼丸　力也

玉木　長良
白𡈽　博樹

志賀　　哲

外丸　詩野

外丸　詩野

平成28年度厚生労働科学研究費（分担者分）

脊椎インストゥルメンテーション患者にアフターケアは必
要か？全国労災病院と産業医科大学を含む多施設大規模
調査

献体による効果的医療技術教育システムの普及促進に関
する研究

バイオシミラー（BS）使用促進のための課題解決に向け
た調査研究

陽子線治療患者の前例登録実施状況調査と施設訪問調
査研究

脊柱靱帯骨化症に関する調査研究

重症薬疹治療薬の実用化において留意すべき事項

複合性局所疼痛症候群の汎用的で客観的な重症度評価
技術の開発

ナチュラルキラーT細胞活性化による慢性炎症制御に基
づく新たな心筋症治療の実用化

多系統萎縮症の自然歴とその修飾因子に関する研究

炭素-11　標識メチオニンPETによる脳腫瘍診断

ナノカプセルを用いた拡張型心筋症に対するミトコンド
リアをターゲットとした新規治療法の開発

抗菌薬3剤併用による難治性潰瘍性大腸炎の治療

新たな培養・移植・イメージング技術を駆使した自己骨随
間質細胞移植による脳梗塞再生治療

骨粗鬆症性椎体骨折に対する保存的初期治療の指針策定

外来因子フリー難病由来iPS細胞のライブラリー構築とそ
れを使った疾患モデルと薬剤開発

進行上顎洞癌に対する超選択的動注化学療法を併用し
た放射線治療による新規治療法開発に関する研究

新規医薬品・医療機器等の創出、難治性疾患の治療法の
開発および最適な治療法の確立に関する研究

悪性神経内分泌腫瘍に対するI-MIBG内照射両方の開発

HAMの革新的な医薬品等の開発促進に関する研究

HTLV-1予防ワクチンの開発に関する研究

臨床研究・推進治
験研究事業

再生医療実用化研
究事業

長寿・障害総合研
究事業

再生医療実用化研
究事業

革新的がん医療実
用化研究事業

早期探索的・国際
水準臨床研究事業

革新的がん医療実
用化研究事業

難治性疾患実用化
研究事業

感染症実用化研究
事業新興・再興感
染症に対する革新
的医薬品等開発推
進研究事業
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年度 研究種目 課題名 役割研究者名

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

若手研究（Ａ）

挑戦的萌芽研究

基盤研究（Ｃ）

新学術領域（領域提案型）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

若手研究（Ｂ）

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｂ）

基盤研究（Ｃ）

基盤研究（Ｃ）

うつ病における海馬と扁桃体の統合的理解を目指して

自殺感受性遺伝子の中枢神経系における機能解析

オプトジェネティクスによる「うつ病のセロトニン仮説」への挑戦

CRISPR/Casシステムを用いた5-HT受容体ノックアウト法の確立への挑戦

幼若期ストレスにより誘発する成熟期情動行動異常の分子基盤解析

ストレスによる共感性の変容とその神経回路基盤の解明

肺血管壁肥厚を誘導する細胞周囲環境の解析と新規バイオマーカーの探索

金ナノコロイド製剤を用いた難治性癌分子追跡陽子線治療法の開発

脳MRIによる非侵襲的導電率イメージングの開発

チミジンホスホリラーゼ画像化によるがんの治療効果予測：前臨床
動物実験による実証

新規放射性薬剤IIMUによる頭頸部癌化学療法の治療前効果予測法の確立

被損傷前十字靭帯被覆下における移植腱再構築過程促進の分子機
序の統合的解明

4D-CBCTと治療計画CTの容積マッチング法による4D-IGRTの試み

NKG2DシステムによるuNK細胞制御と胎盤形成の検討
正常上皮細胞との接着によるがん幹細胞の発生メカニズムの解明

代表者

分担者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

分担者

代表者

代表者

代表者

代表者

代表者

泉　　　剛

泉　　　剛

大村　　優

大村　　優

吉田　隆行

吉田　隆行

谷野美智枝

橋本　孝之

Tha KhinKhin

志賀　　哲

平田　健司

近藤　英司

清水　伸一

大塚　紀幸

宮武由甲子

年度 研究種目 補助金／委託費 研究課題名 役割研究者名

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

28

補助金

補助金

補助金

補助金

補助金

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

労災疾病臨床研究
事業

地域医療基盤開発
推進研究事業

厚生労働行政推進
調査事業

厚生労働行政推進
調査事業

難治性疾患等政策
研究事業

難治性疾患実用化
研究事業

慢性の痛み解明研
究事業

難治性疾患実用化
研究事業

難治性疾患実用化
研究事業

臨床研究・治験推
進研究事業

難治性疾患実用化
研究事業

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

伊藤　陽一
岩崎　倫政
高畑　雅彦

渡邉　雅彦

荒戸　照世

清水　伸一

高畑　雅彦

荒戸　照世

岩崎　倫政

荒戸　照世
伊藤　陽一

伊藤　陽一

荒戸　照世
志賀　　哲
伊藤　陽一
久下　裕司

荒戸　照世

年度 研究種目 補助金／委託費 研究課題名 役割研究者名

28

28

28

28

28

28

28

28

28

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

委託費

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

分担者

伊藤　陽一

荒戸　照世
志賀　　哲

高畑　雅彦

古川　潤一

鬼丸　力也

玉木　長良
白𡈽　博樹

志賀　　哲

外丸　詩野

外丸　詩野

平成28年度厚生労働科学研究費（分担者分）

脊椎インストゥルメンテーション患者にアフターケアは必
要か？全国労災病院と産業医科大学を含む多施設大規模
調査

献体による効果的医療技術教育システムの普及促進に関
する研究

バイオシミラー（BS）使用促進のための課題解決に向け
た調査研究

陽子線治療患者の前例登録実施状況調査と施設訪問調
査研究

脊柱靱帯骨化症に関する調査研究

重症薬疹治療薬の実用化において留意すべき事項

複合性局所疼痛症候群の汎用的で客観的な重症度評価
技術の開発

ナチュラルキラーT細胞活性化による慢性炎症制御に基
づく新たな心筋症治療の実用化

多系統萎縮症の自然歴とその修飾因子に関する研究

炭素-11　標識メチオニンPETによる脳腫瘍診断

ナノカプセルを用いた拡張型心筋症に対するミトコンド
リアをターゲットとした新規治療法の開発

抗菌薬3剤併用による難治性潰瘍性大腸炎の治療

新たな培養・移植・イメージング技術を駆使した自己骨随
間質細胞移植による脳梗塞再生治療

骨粗鬆症性椎体骨折に対する保存的初期治療の指針策定

外来因子フリー難病由来iPS細胞のライブラリー構築とそ
れを使った疾患モデルと薬剤開発

進行上顎洞癌に対する超選択的動注化学療法を併用し
た放射線治療による新規治療法開発に関する研究

新規医薬品・医療機器等の創出、難治性疾患の治療法の
開発および最適な治療法の確立に関する研究

悪性神経内分泌腫瘍に対するI-MIBG内照射両方の開発

HAMの革新的な医薬品等の開発促進に関する研究

HTLV-1予防ワクチンの開発に関する研究

臨床研究・推進治
験研究事業

再生医療実用化研
究事業

長寿・障害総合研
究事業

再生医療実用化研
究事業

革新的がん医療実
用化研究事業

早期探索的・国際
水準臨床研究事業

革新的がん医療実
用化研究事業

難治性疾患実用化
研究事業

感染症実用化研究
事業新興・再興感
染症に対する革新
的医薬品等開発推
進研究事業
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）

を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７　運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

　（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

　（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な事項は、運営委員会の議を経て、

センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。

RESEARCH CENTER FOR COOPERATIVE PROJECTS
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規

　（趣旨）

第１条　この内規は、北海道大学大学院医学研究院・医学部組織運営内規第８条第２項の規定に基づき、北海道大学

大学院医学研究院連携研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営について定めるものとする。

　（目的）

第２条　センターは、分野・教室・協力組織間のプロジェクト研究・共同研究により、新学問分野、融合分野・領域を創出

し、生命科学基盤研究の成果を臨床研究へ発展させるための研究を行い、医学・医療及び健康維持に貢献すること

を目的とする。

　（職員等）

第３条　センターに、センター長その他必要な職員を置く。

　（センター長）

第４条　センター長は、医学研究院長（以下「研究院長」という。）をもって充てる。

２　センター長は、センターの業務を掌理する。

　（副センター長）

第５条　センターに、副センター長を置く。

２　副センター長は、センター長が指名する医学研究院（以下「本研究院」という。）専任の教授（国立大学法人北海道大

学特任教員就業規則（平成18年海大達第35号）第３条第２号に該当する特任教員のうち、特任教授の職にある者

を含む。）をもって充てる。

３　副センター長は、センター長の職務を助け、センター長に事故があるときは、その職務を代理する。

　（運営委員会）

第６条　センターの運営に関する重要事項を審議するため、連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）

を置く。

２　運営委員会は、センターに関する次に掲げる事項を審議する。

（1） プロジェクト研究・共同研究の内容等に関する事項

（2） 基盤教室の選考及び評価に関する事項

（3） 連携教室及び協力組織に関する事項

（4） 連携教室の教員の人事に関する事項 

（5） その他センターの運営に関する重要事項

３　運営委員会は、次に掲げる者をもって組織する。

（1） センター長

（2） 副センター長

（3） 副研究院長（研究院長が指名する者）

（4） 研究分野の責任者

（5） 本研究院専任の教授のうちから研究院長が指名する者　２名

４　前項第５号の委員の任期は２年とし、再任は妨げない。ただし、欠員となった場合の後任の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

５　運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

６　運営委員会は、委員の３分の２以上が出席しなければ議事を開くことができない。

７　運営委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。

８　運営委員会が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。

　（研究分野）

第７条　センターに、複数の研究分野を置く。

２　研究分野は、プロジェクト研究・共同研究を行うものとし、その研究内容等は、運営委員会の議を経て、医学研究院教

授会（以下「教授会」という。）の承認を得るものとする。

３　研究分野に分野責任者を置き、センター長の指名する者をもって充てる。

４　研究分野には、基盤教室を置き、また、原則として連携教室を置く。

５　研究分野には、北海道大学の本研究院以外の部局等からプロジェクト研究・共同研究に協力する組織として、協力組

織を置くことができる。

　（基盤教室）

第８条　基盤教室は、運営委員会において、本研究院（附属教育研究施設を含む。）の教室の中から選考し、教授会の承

認を得て兼担させるものとする。

２　基盤教室の兼担期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が当該プロジェクト研究・共同研究の進捗状況等につ

いて評価のうえ必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内の範囲で、兼担期間を更新することができるもの

とし、以後の更新についても同様とする。

　（連携教室）

第９条　連携教室は、基盤教室と連携して、プロジェクト研究・共同研究を行うものとする。　

２　連携教室の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

３　連携教室の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、１回に限

り、５年以内の範囲で設置期間を更新することができる。

４　連携教室には、医学研究院の運営費交付金は配当しないものとする。

　（協力組織）

第10条　協力組織の設置は、運営委員会において審議し、教授会の承認を得るものとする。

２　協力組織の設置期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認め、教授会の承認を得た場合は、５年以内

の範囲で設置期間を更新することができるものとし、以後の更新についても同様とする。

　（教室等の設置及び更新）

第11条　基盤教室、連携教室又は協力組織の設置又は設置期間の更新をしようとする場合は、申請者は、次に掲げる書

類をセンター長に提出するものとする。

（1） 教室等設置申請書（別紙様式１）

（2） 教室等更新申請書（別紙様式２）

　（事務）

第12条  センターの事務は、医学系事務部会計課において処理する。　

　（雑則）

第13条  この内規に定めるもののほか、連携研究センターの組織及び運営に関し必要な事項は、運営委員会の議を経て、

センター長が定める。

     附　則

１　この内規は、平成29年４月１日から施行する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規（平成18年1月26日制定）北海道大学大学院医学研究科連携

研究センター運営委員会内規（平成18年1月26日制定）及び北海道大学大学院医学研究科連携研究センター内規

の運用について（平成18年１月26日制定）は、廃止する。
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北海道大学大学院医学研究院連携研究センターオープンラボ運用要項

　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

　（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

　（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

　（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

　（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

　（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

　（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。
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　（趣旨）

第１条　この要項は、北海道大学大学院医学研究院連携研究センター内規第13条の規定に基づき、連携研究センター

のオープンラボ（以下「オープンラボ」という。）の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（目的）

第２条　オープンラボは、医学研究を円滑かつ効率的に推進するため使用することを目的とする。

　（使用可能な教員）

第３条　オープンラボを使用することができる教員は、次に掲げる者とする。

（1） 医学研究院の教員

（2） 医学研究院の教員と共同して研究を行う他部局等の教員

（3） その他連携研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）が認めた教員

　（申請及び許可）

第４条　オープンラボを使用しようとする教員は、使用申請書（別紙様式第１号）により連携研究センター長（以下「セン

ター長」という。）に申請しなければならない。

２　センター長は、前項の申請があったときは、運営委員会において申請内容等を審査し選定するものとする。

３　前２項の規定により選定された教員に対し、センター長の使用許可書（別紙様式第２号）を交付するものとする。

　（使用期間）

第５条　オープンラボの使用期間は、５年以内とする。ただし、運営委員会が必要と認めた場合は、５年を限度として更

新することができる。

　（使用期間の更新等）

第６条　第４条第３項の規定によりオープンラボの使用の許可を受けた教員（以下「使用者」という。）は、使用期間を更

新又は変更しようとするときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

　（使用の制限及び停止）

第７条　運営委員会は、次の各号に該当するときは、使用期間中であっても、使用者に対しオープンラボの使用の制限又

は停止を命ずることができる。

（1） 許可された目的以外に使用したとき。

（2） 第三者に使用させたとき。

（3） その他使用条件等に違反したとき。

　（使用料等）

第８条　使用者は、オープンラボの維持管理に要する使用料及び光熱水料の実費相当額を負担しなければならない。

２　前項の使用料は、１㎡当たり年額16,000円（月額1,333円）とする。

　（工作物等の設置）

第９条　使用者は、オープンラボにおける実験研究に必要な工作物、設備等の設置又は撤去に要する経費を負担しなけ

ればならない。

　（使用者の交代）

第10条　オープンラボの使用期間中に使用者が交代するときは、速やかにセンター長に届け出なければならない。

　（原状回復）

第11条　使用者は、オープンラボの使用を終了若しくは中止したとき、又は停止を命ぜられたときは、速やかにオープン

ラボを原状に回復し、明け渡さなければならない。

　（雑則）

第12条　この要項に定めるもののほか、オープンラボの実施に関し必要な事項は、センター長が定める。

　附　則　

１　この要項は、平成29年４月１日から実施する。

２　北海道大学大学院医学研究科連携研究センターオープンラボ運用要項は、廃止する。
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